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1104001 北海道誌（S） 渡部　斎 ３Ｑ
5101102 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職（S） 飯浜　浩幸 １Ｑ
5102100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職(専門） 飯浜　浩幸 ２Ｑ
5103100 社会保障Ⅰ 大倉　司 ３Ｑ
5104100 社会保障Ⅱ 大倉　司 ４Ｑ
5105100 社会学と社会ｼｽﾃﾑ 松下　守邦 ３Ｑ
5106100 心理学と心理的支援 吉澤　英里 ４Ｑ
5107000 低所得者に対する支援と生活保護制度 大倉　司 １Ｑ
5108000 権利擁護と成年後見制度 大倉　司 ２Ｑ
5109000 人体の構造と機能及び疾病 中村　則子 ４Ｑ
5110000 児童・家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 飯浜　浩幸 ３Ｑ
5110100 児童・家庭福祉 飯浜　浩幸 ３Ｑ
5111000 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 櫻井　美帆子 ２Ｑ
5112000 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 櫻井　美帆子 ４Ｑ
5113000 保健医療ｻｰﾋﾞｽ 中村　則子 １Ｑ
5114000 障害者に対する支援と障害者自立支援制度 畠山　明子 １Ｑ
5115000 社会調査の基礎 杉本　大輔 ４Ｑ
5116002 福祉行財政と福祉計画（S） 小早川　俊哉 １Ｑ
5117000 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経営 大島　康雄 １Ｑ
5118000 就労支援ｻｰﾋﾞｽ 畠山　明子 ２Ｑ
5119000 更生保護制度 大倉　司 ２Ｑ
7004300 社会福祉の原理と政策Ⅰ 小早川　俊哉 １Ｑ
7004400 社会福祉の原理と政策Ⅱ 小早川　俊哉 ２Ｑ
7006002 相談援助の理論と方法Ⅰ（S） 畠山　明子 １Ｑ
7006100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法Ⅰ 畠山　明子 １Ｑ
7007100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法Ⅱ 畠山　明子 ３Ｑ
7008002 相談援助の理論と方法Ⅱ（S） 畠山　明子 ３Ｑ
7012200 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 上原　正希 １Ｑ
7014002 相談援助の理論と方法Ⅲ（S） 大島　康雄 １Ｑ
7015002 相談援助の理論と方法Ⅳ（S） 大島　康雄 ３Ｑ
7020002 地域福祉の理論と方法Ⅰ（S） 上原　正希 １Ｑ
7021100 現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 佐々木　智城 ２Ｑ
7022002 地域福祉の理論と方法Ⅱ（S） 上原　正希 ４Ｑ
7023100 精神保健福祉の原理Ⅰ 西野　克俊 ３Ｑ
7037000 発達心理学Ⅰ 佐々木　智城 １Ｑ
7038000 発達心理学Ⅱ 佐々木　智城 ３Ｑ
7041000 保育原理 吉江　幸子 １Ｑ
7043000 保育者論 吉江　幸子 ２Ｑ
7044000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ（再） 西野　克俊 ３Ｑ
7047000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ 西野　克俊 ３Ｑ
7049000 精神保健福祉に関する制度とｻｰﾋﾞｽⅠ（再） 大島　康雄 ４Ｑ
7052002 生涯学習概論Ⅰ（S再） 藤根　収 １Ｑ
7053002 生涯学習概論Ⅱ（S再） 藤根　収 ３Ｑ
7055000 特別支援教育総論 堀川　厚志 １Ｑ
7056000 肢体不自由者の心理・生理・病理 坂上　俊樹 １Ｑ
7058000 知的障害者の心理・生理・病理 堀川　厚志 ３Ｑ
7059000 肢体不自由教育Ⅰ 坂上　俊樹 ３Ｑ
7061000 聴覚障害教育総論 荒木　広式 ３Ｑ
7062000 視覚障害教育総論 酒井　宏三 １Ｑ
7064000 相談援助演習Ⅰ 杉本　大輔 １Ｑ
7066000 相談援助演習Ⅱ 杉本　大輔 ３Ｑ
7067000 相談援助実習指導Ⅰ 上原　正希 １Ｑ
7068000 相談援助実習指導Ⅱ 上原　正希 ３Ｑ
7074100 心理学基礎実験Ⅰ 吉澤　英里 ３Ｑ
7074200 心理学基礎実験Ⅱ 吉澤　英里 １Ｑ
7075000 心理学研究法 吉澤　英里 ２Ｑ
7076001 精神保健福祉相談援助の基盤（再） 西野　克俊 ２Ｑ
7077000 精神保健福祉に関する制度とｻｰﾋﾞｽⅡ 大島　康雄 １Ｑ
7079000 精神保健の課題と支援Ⅰ 佐々木　智城 ２Ｑ
7081000 精神保健の課題と支援Ⅱ 佐々木　智城 ３Ｑ
7083000 精神障害者の生活支援ｼｽﾃﾑ 大島　康雄 ４Ｑ
7085000 保育内容総論 佐藤　慶知 ３Ｑ
7096000 自然地理学Ⅰ 鈴木　正章 前期集中
7098000 自然地理学Ⅱ 鈴木　正章 後期集中
7100000 地誌 渡部　斎 ２Ｑ
7102000 肢体不自由教育Ⅱ 坂上　俊樹 ４Ｑ
7103000 知的障害教育Ⅰ 藤根　収 ２Ｑ
7104000 病弱者の心理・生理・病理 高橋　健剛 ３Ｑ
7105002 民法（S） 大倉　司 ４Ｑ
7106000 相談援助実習指導Ⅲ 杉本　大輔 前期
7108000 相談援助実習指導Ⅳ 杉本　大輔 後期
7110000 相談援助実習 上原　正希 後期集中
7116000 精神保健福祉援助演習Ⅰ 西野　克俊 前期
7118000 精神保健福祉援助演習Ⅱ 大島　康雄 前期
7120000 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 西野　克俊 後期
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7121000 社会心理学 松下　守邦 ４Ｑ
7122000 臨床心理学 佐々木　智城 １Ｑ
7124000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ 西野　克俊 １Ｑ
7124002 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ（再履修） 西野　克俊 後期集中
7125000 心理学実験法 吉澤　英里 ２Ｑ
7127000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳ 西野　克俊 ２Ｑ
7130000 精神保健福祉援助実習Ⅰ 西野　克俊 後期集中
7132000 子どもの食と栄養 湯浅　頼佳 ２Ｑ
7137000 障害児保育Ⅰ 坂上　俊樹 １Ｑ
7140000 保育実習Ⅰ 吉江　幸子 後期集中
7141000 保育実習指導Ⅰ 吉江　幸子 通年
7142000 障害児保育Ⅱ 坂上　俊樹 ４Ｑ
7143002 人文地理学Ⅰ（S) 渡部　斎 １Ｑ
7144002 人文地理学Ⅱ（S) 渡部　斎 ３Ｑ
7145000 知的障害教育Ⅱ 藤根　収 ４Ｑ
7146000 病弱教育 高橋　健剛 ２Ｑ
7148002 特別支援教育実習（事前指導） 藤根　収 前期
7152002 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（S） 佐々木　智城 １Ｑ
7154001 相談援助演習Ⅲ 大島　康雄 後期集中
7154002 相談援助演習Ⅲ(保育） 飯浜　浩幸 後期集中
7158000 発達障害等教育総論 堀川　厚志 ２Ｑ
7160000 相談援助実習Ⅱ 上原　正希 後期集中
7166000 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 大島　康雄 前期
7168000 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 大島　康雄 後期
7169000 精神保健福祉援助実習Ⅱ 大島　康雄 後期集中
7172000 精神保健福祉援助実習Ⅲ 大島　康雄 後期集中
7174000 心理療法特論 佐々木　智城 ３Ｑ
7175000 精神疾患とその治療Ⅰ 伊東　隆雄 １Ｑ
7178000 精神疾患とその治療Ⅱ 伊東　隆雄 ３Ｑ
7179000 保育実習Ⅱ 吉江　幸子 後期集中
7180000 保育実習Ⅲ 湯浅　頼佳 後期集中
7181000 保育実習指導Ⅱ 吉江　幸子 通年
7183000 保育実習指導Ⅲ 湯浅　頼佳 通年
7184002 社会思想史（S） 金子　敏也 ２Ｑ
7186002 日本文化史（S） 牧之内　友 ２Ｑ
7188002 日本政治史（S） 金子　敏也 ３Ｑ
7190002 国際法（S） 岡島　徳昭 ４Ｑ
7192000 特別支援教育実習（事後指導） 荒木　広式 後期
7194000 特別支援教育実習 荒木　広式 後期集中
7195000 社会福祉特講Ⅰ 大島　康雄 前期
7197000 社会福祉特講Ⅱ 大島　康雄 後期
7198000 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論 上原　正希 ４Ｑ
7198001 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論（2年生） 上原　正希 ４Ｑ
7198002 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論（3年生） 上原　正希 ４Ｑ
7210061 専門演習ⅠＡ 飯浜　浩幸 前期
7210062 専門演習ⅠＡ 小早川　俊哉 前期
7210063 専門演習ⅠＡ 上原　正希 前期
7210064 専門演習ⅠＡ 藤根　収 前期
7210065 専門演習ⅠＡ 松下　守邦 前期
7210066 専門演習ⅠＡ 杉本　大輔 前期
7210067 専門演習ⅠＡ 櫻井　美帆子 前期
7210068 専門演習ⅠＡ 大島　康雄 前期
7210069 専門演習ⅠＡ 吉江　幸子 前期
7210070 専門演習ⅠＡ 西野　克俊 前期
7210071 専門演習ⅠＡ 畠山　明子 前期
7210072 専門演習ⅠＡ 佐々木　智城 前期
7211061 専門演習ⅠＢ 飯浜　浩幸 後期
7211062 専門演習ⅠＢ 小早川　俊哉 後期
7211063 専門演習ⅠＢ 上原　正希 後期
7211064 専門演習ⅠＢ 藤根　収 後期
7211065 専門演習ⅠＢ 松下　守邦 後期
7211066 専門演習ⅠＢ 杉本　大輔 後期
7211067 専門演習ⅠＢ 櫻井　美帆子 後期
7211068 専門演習ⅠＢ 大島　康雄 後期
7211069 専門演習ⅠＢ 吉江　幸子 後期
7211070 専門演習ⅠＢ 西野　克俊 後期
7211071 専門演習ⅠＢ 畠山　明子 後期
7211072 専門演習ⅠＢ 佐々木　智城 後期
7212061 専門演習ⅡＡ 飯浜　浩幸 前期集中
7212062 専門演習ⅡＡ 小早川　俊哉 前期集中
7212063 専門演習ⅡＡ 上原　正希 前期集中
7212064 専門演習ⅡＡ 藤根　収 前期集中
7212065 専門演習ⅡＡ 松下　守邦 前期集中
7212066 専門演習ⅡＡ 杉本　大輔 前期集中
7212067 専門演習ⅡＡ 櫻井　美帆子 前期集中
7212068 専門演習ⅡＡ 大島　康雄 前期集中
7212069 専門演習ⅡＡ 吉江　幸子 前期集中
7212070 専門演習ⅡＡ 西野　克俊 前期集中
7212071 専門演習ⅡＡ 畠山　明子 前期集中
7212072 専門演習ⅡＡ 佐々木　智城 前期集中
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7213061 専門演習ⅡＢ 飯浜　浩幸 後期集中
7213062 専門演習ⅡＢ 小早川　俊哉 後期集中
7213063 専門演習ⅡＢ 上原　正希 後期集中
7213064 専門演習ⅡＢ 藤根　収 後期集中
7213065 専門演習ⅡＢ 松下　守邦 後期集中
7213066 専門演習ⅡＢ 杉本　大輔 後期集中
7213067 専門演習ⅡＢ 櫻井　美帆子 後期集中
7213068 専門演習ⅡＢ 大島　康雄 後期集中
7213069 専門演習ⅡＢ 吉江　幸子 後期集中
7213070 専門演習ⅡＢ 西野　克俊 後期集中
7213071 専門演習ⅡＢ 畠山　明子 後期集中
7213072 専門演習ⅡＢ 佐々木　智城 後期集中
7214061 卒業論文 飯浜　浩幸 後期集中
7214062 卒業論文 小早川　俊哉 後期集中
7214063 卒業論文 上原　正希 後期集中
7214064 卒業論文 藤根　収 後期集中
7214065 卒業論文 松下　守邦 後期集中
7214066 卒業論文 杉本　大輔 後期集中
7214067 卒業論文 櫻井　美帆子 後期集中
7214068 卒業論文 大島　康雄 後期集中
7214069 卒業論文 吉江　幸子 後期集中
7214070 卒業論文 西野　克俊 後期集中
7214071 卒業論文 畠山　明子 後期集中
7278000 子ども家庭支援論 杉本　大輔 ３Ｑ
7279000 社会的養護Ⅰ 飯浜　浩幸 １Ｑ
7280000 子どもの理解と援助 吉江　幸子 ４Ｑ
7282000 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 上原　正希 ２Ｑ
7288000 身体表現 尾西　則昭 ２Ｑ
7289000 音楽表現Ⅰ 小黒　万里子 ３Ｑ
7290000 音楽表現Ⅱ 小黒　万里子 ２Ｑ
7291000 造形表現Ⅰ 松岡　龍介 ４Ｑ
7292000 造形表現Ⅱ 松岡　龍介 ４Ｑ
7293000 言語表現 吉江　幸子 ３Ｑ
7294000 乳児保育Ⅰ 吉江　幸子
7295000 乳児保育Ⅱ 吉江　幸子 ２Ｑ
7296000 子どもの健康と安全 中村　則子 ４Ｑ
7297000 社会的養護Ⅱ 飯浜　浩幸 ３Ｑ
7298000 子育て支援 飯浜　浩幸 ２Ｑ
7481000 子どもの保健 中村　則子 １Ｑ
7482000 保育の計画と評価 吉江　幸子 ４Ｑ
7483000 保育内容演習Ⅰ（健康） 中村　則子 ２Ｑ
7484000 保育内容演習Ⅱ（人間関係） 松下　守邦 ４Ｑ
7485000 保育内容演習Ⅲ（環境） 佐藤　慶知 ２Ｑ
7486000 保育内容演習Ⅳ（言葉） 吉江　幸子 ２Ｑ
7487000 保育内容演習Ⅴ（表現） 吉江　幸子 ４Ｑ
7711003 経済学概論（S） 河野　善文 １Ｑ
7712002 日本経済史（S） 小林　大州介 ２Ｑ
7713002 西洋経済史（S） 松本　哲人 １Ｑ
7730002 国際経済論（S） 小早川　俊哉 ３Ｑ
7732002 国際政治論（S） 金子　敏也 ３Ｑ
7762002 北海道産業史（S） 石山　玄幸 ２Ｑ
7764002 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S） 吉澤　英里 ４Ｑ
7765002 産業心理学（S） 吉澤　英里 ３Ｑ
9102002 教育原理（S） 西崎　毅 １Ｑ
9106002 教育心理学（S) 吉澤　英里 ４Ｑ
9121002 教育方法論（S・D・A) 坂上　俊樹 ２Ｑ
9127002 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）（S) 佐々木　智城 ２Ｑ
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レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなっかた。

1－ －

ルーブリック

評価項目

1 JTBパブリッシング 9784533133022

概要

履修目標
地誌学的に「北海道」を人文・社会・自然的背景から、包括的に地域性を導き出し具体的に学修する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
｢北海道｣に関して、人文・社会・自然分野から学び、地誌学的に地域性を考察することができる。

授業全体の内容と概要
「北海道」を時系列な時間軸の流れだけではなく、人文・社会・自然的な背景を踏まえ、地域性を考察する。また、過去の事象から、北海道の包括的な位置づけを
学修する。

授業の方法
授業形態は講義形式であるが、板書の他に視聴覚メディア等を利用する。テキスト及び配布資料等を中心に講義を行う。また、北海道に関連する課題において、デ
ィスカッションを行う予定である。レポート課題（１０本程度）は授業の予習であり、復習でもあるので重要である。なお、レポートにはコメントにてフィードバ
ックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

人文・社会・自然的な背景
を踏まえ、北海道の地域性
をより深く考察することが
できた。

人文・社会・自然的な背景
を踏まえ、北海道の地域性
を深く考察することができ
た。

人文・社会・自然的な背景
を踏まえ、北海道の地域性
を考察することができた。

人文・社会・自然的な背景
を踏まえ、北海道の地域性
を考察することができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『北海道図鑑』 2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布プリント』

2

3

4

5

科目名称 北海道誌（S）

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122142（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

2－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
ガイダンス 事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 自然的背景Ⅰ（気候と地形） 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 自然的背景Ⅱ（火山と災害） レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）自然的背景Ⅲ（平地と山地）4

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）北海道誌ディスカッションⅠ（自然的背景）5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史的背景Ⅰ（古代）6

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史的背景Ⅱ（中世）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史的背景Ⅲ（松前藩時代・近世）8

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史的背景Ⅳ（開拓使時代①・近代）9

10 歴史的背景Ⅴ（開拓使時代②・近代） 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史的背景Ⅵ（現代）11

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）社会的背景Ⅰ（人口分布）12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）社会的背景Ⅱ（過疎と過密）13

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）社会的背景Ⅲ（産業構造）14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）北海道誌ディスカッションⅡ（北海道の課題）15

まとめの振り返り。（９０分）まとめの準備。（９０分）まとめ、課題（レポートなど）の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 北海道誌（S）

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122142（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
なかった。

3－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソ－シャルワ－ク教育学校
連盟

中央法規出版 9784805882412

概要

履修目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解する。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解する。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）、（７）」、「２（２）、（３）」に対応する。

到達目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解することができる。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解することができる。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて学ぶ。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について学ぶ。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について学ぶ。

授業の方法
スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中，テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設定する
。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。試験・レポートについても解説によるフィードバックを
行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。必要な資料等は適宜配布する。
②次回の講義でフイードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
③レポートについては、授業内で説明する。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について

ソーシャルワークの形成過
程について

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、ほぼ理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、やや理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
た。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、ほぼ
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、やや
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができなかった。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解を深めた
。

ソーシャルワークの形成過
程について、ほぼ理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、やや理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができなかった。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解を
深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、ほぼ理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、やや理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座１１　ソ－シャルワ－クの基盤と専門職［共通

２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ３５％ ０％ ０％ １５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

4－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（シラバス確認を含む）、社会福祉士及
び精神保健福祉士の法的な位置づけⅠ　社会福祉士
及び介護福祉士法

テキスト学習　第１章第１節、第２節（９０分）

2 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅡ
　精神保健福祉士法 テキスト学習　第１章第３節（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

テキスト学習　第１章第４節（９０分）3 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅢ
　社会福祉士及び精神保健福祉士の専門性 ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第２章第１節（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅰ　ソーシャルワーク専門
職のグローバル定義4

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅱ　その他の主だったソー
シャルワークの定義5

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第１節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅰ　ソーシャ
ルワークの原理（社会正義・人権尊重・集団的責任
・多様性の尊重）

6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅱ　ソーシャ
ルワークの理念①（当事者主権・尊厳の保持・権利
擁護）

7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅲ　ソーシャ
ルワークの理念②（自立支援・ソーシャルインクル
ージョン・ノーマライゼーション）

8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第４章第１節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅰ（慈善組織協会 ・
セツルメント運動）9

10 ソーシャルワークの形成過程Ⅱ（医学モデルから生
活モデルへ） テキスト学習　第４章第２節（９０分） ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分

）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第４章第３節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅲ（ソーシャルワーク

の統合化）11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第５章第１節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅰ　専門職倫理の概念12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第２節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅱ　倫理綱領13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第３節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅲ　倫理的ジレンマ14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）まとめ（事例研究）及びレポートに対するフィード
バック（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期



社会福祉士の職域と求めら
れる役割について、理解す
ることができなかった。

5－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソ－シャルワ－ク教育学校
連盟

中央法規出版 9784805882412

概要

履修目標
①社会福祉士の職域と求められる役割について理解する。
②ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲について理解する。
③ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークの対象と連関性について理解する。
④総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）、（７）」、「２（２）、（３）」に対応する。

到達目標
①社会福祉士の職域と求められる役割について理解することができる。
②ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲について理解することができる。
③ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークの対象と連関性について理解することができる。
④総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉士の職域と求められる役割について学ぶ。
②ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲について学ぶ。
③ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークの対象と連関性について学ぶ。
④総合的かつ包括的な支援と多職種連携の意義と内容について学ぶ。

授業の方法
スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中、テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設定する
。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。試験・レポートについても解説によるフィードバックを
行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。必要な資料等は適宜配布する。
②次回の講義でフイードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
③レポートについては、授業内で説明する。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉士の職域と求めら
れる役割について

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について

総合的かつ包括的な支援に
ついて

多職種連携の意義と内容に
ついて

社会福祉士の職域と求めら
れる役割について、理解を
深めた。

社会福祉士の職域と求めら
れる役割について、ほぼ理
解を深めた。

社会福祉士の職域と求めら
れる役割について、やや理
解を深めた。

社会福祉士の職域と求めら
れる役割について、理解す
ることができた。

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について
、理解を深めた。

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について
、ほぼ理解を深めた。

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について
、やや理解を深めた。

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について
、理解することができた。

ソーシャルワークに係る専
門職の概念と範囲について
、理解することができなか
った。

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について
、理解を深めた。

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について
、ほぼ理解を深めた。

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について
、やや理解を深めた。

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について
、理解することができた。

ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クの対象と連関性について
、理解することができなか
った。

総合的かつ包括的な支援に
ついて、理解を深めた。

総合的かつ包括的な支援に
ついて、ほぼ理解を深めた
。

総合的かつ包括的な支援に
ついて、やや理解を深めた
。

総合的かつ包括的な支援に
ついて、理解することがで
きた。

総合的かつ包括的な支援に
ついて、理解することがで
きなかった。

多職種連携の意義と内容に
ついて、理解することがで
きなかった。

多職種連携の意義と内容に
ついて、理解を深めた。

多職種連携の意義と内容に
ついて、ほぼ理解を深めた
。

多職種連携の意義と内容に
ついて、やや理解を深めた
。

多職種連携の意義と内容に
ついて、理解することがで
きた。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座１１　ソ－シャルワ－クの基盤と専門職［共通

２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ３５％ ０％ ０％ １５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

6－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（シラバス説明を含む）、ソーシャルワ
ークに係る専門職の概念と範囲Ⅰ　ソーシャルワー
ク専門職の概念と範囲

テキスト学習　第６章第１節（９０分）

2 ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲Ⅱ　社
会福祉士の職域及び福祉行政等における専門職 テキスト学習　第６章第２節（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

テキスト学習　第６章第３節、第４節（９０分）3 ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲Ⅲ　民
間の施設・組織における専門職及び諸外国の動向 ノート整理、疑問点の解（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第７章第１節（９０分）ミクロ・メゾ・マクロレベルの対象Ⅰ　ミクロ・メ
ゾ・マクロレベルの意味4

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）ミクロ・メゾ・マクロレベルの対象Ⅱ　ミクロ・メ
ゾ・マクロレベルの対象5

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第７章第２節（９０分）ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワ
ークⅠ　ミクロ・メゾ・マクロレベルへの介入6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワ
ークⅡ　ミクロ・メゾ・マクロレベルの連関性7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）
ミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワ
ークⅢ　ミクロ・メゾ・マクロレベルの支援の実際8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第８章第１節（９０分）ジェネラリストの視点に基づく総合的かつ包括的な
支援の意義と内容Ⅰ　多機関による包括的支援体制9

10
ジェネラリストの視点に基づく総合的かつ包括的な
支援の意義と内容Ⅱ　フォーマル・インフォーマル
な社会資源との協働体制

テキスト学習　第８章第２節（９０分） ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）文献学習（９０分）

ジェネラリストの視点に基づく総合的かつ包括的な
支援の意義と内容Ⅲ　ソーシャルサポートネットワ
ーキング

11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第８章第３節（９０分）

ジェネラリストの視点に基づく多職種連携及びチー
ムアプローチの意義と内容Ⅰ　多職種連携及びチー
ムアプローチの意義

12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）
ジェネラリストの視点に基づく多職種連携及びチー
ムアプローチの意義と内容Ⅱ　機関・団体間の合意
形成と相互関係

13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）ジェネラリストの視点に基づく多職種連携及びチー
ムアプローチの意義と内容Ⅲ　利用者、家族の参画14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）まとめ（事例研究）及びレポートに対するフィード
バック（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期



社会保障が生まれた背景や
歴史を理解できなかった。

7－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8237-5

概要

履修目標
①社会保障の概念や対象及びその理念について、社会保障制度の展開過程も含めて理解する。
②現代社会における社会保障制度の役割と意義、取り組むべき課題について理解する。
③社会保障制度の財政について理解する。
④諸外国における社会保障制度の概要について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）、（２）、（４）、（７）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
①社会保障が生まれた背景と発展過程について理解できる。
②社会保障の理念の変化について説明することができる。
③わが国の社会保障が直面している制度的、政策的課題について関心を持つことができる。

授業全体の内容と概要
社会保障の理念，機能，歴史的展開，財政問題などを検討しながら，社会保障とは何かについて基礎的理解を深める。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。私語等は慎み，授業に集中してノートを取ること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

履修目標を越えて少子高齢
社会の課題について理解で
きた。

社会保障がかかえている問
題と課題について�理解で
きた。

今日における社会保障の意
義を理解できた。

社会保障が生まれた背景や
歴史を理解できた。

経済社会の変化を踏まえた
今後の社会保障の見直しの
是非について考えることが
できた。

少子高齢社会における社会
保障の課題について対応策
を考えることが
できた。

社会保障の理念の変化と社
会保障の保障水準の関係に
ついて考えることができた
。

社会保障の理念の変化につ
いて説明することが
できた。

社会保障の理念の変化につ
いて説明することが
できなかった。

社会保障が直面する諸課題
について諸外国との比較で
対応策を考える意欲を示し
た。

社会保障が直面する諸課題
について対応策を考えるこ
とができた。

社会保障が直面する諸課題
の解決に関心を寄せること
ができた。

わが国の社会保障が直面し
ている諸課題に関心を示す
ことができた。

わが国の社会保障が直面し
ている諸課題に関心を示す
ことができなか

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座７ 社会保障』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会保障Ⅰ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

8－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
現代社会と社会保障（1）－私たちの暮らしと社会
保障、少子高齢社会と社会保障

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 現代社会と社会保障（2）－経済環境の変化と社会
保障 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 現代社会と社会保障（3）－労働環境の変化と社会
保障

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（１） －社会保障の概念と範囲4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（２）－社会保障の役割と意義、

社会保障の理念・目的・対象5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（３）－社会保障の機能6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保険と社会扶助の関係（１）－社会保険の概念

と範囲7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保険と社会扶助の関係（２）－社会扶助の概念

と範囲8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）公的保険と民間保険9

10 社会保障と財政（１）－社会保障の財源調達方法 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障と財政（２）－社会保障給付費、国民医療

費11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障と財政（３）－国民負担率、社会保障と経

済12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）諸外国の社会保障制度（1）－諸外国における社会

保障制度の歴史と概要13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）諸外国の社会保障制度（２）－社会保障制度の国際

比較14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）まとめ15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 社会保障Ⅰ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



わが国の社会保障制度の発
展過程について説明できな
かった。

9－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8237-5

概要

履修目標
①公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
②社会保障制度の体系と概要について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）、（２）、（４）、（７）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
①わが国の社会保障制度の発展過程について説明できる。
②社会保険制度の具体的な仕組みについて理解できる。
③今後の社会保障制度のあり方について自らの考えを示すことができる。

授業全体の内容と概要
わが国の社会保障制度の中核をなしている年金保険，医療保険，介護保険等の社会保険のほか，児童扶養手当などの社会手当制度などについても制度の仕組みを理
解するとともに，社会保険と民間保険の関係等についても理解を深める。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。私語等は慎み，授業に集中してノートを取ること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

少子高齢社会における安定
的な社会保障体制構築の方
向性について認識できた。

少子高齢社会における社会
保障制度の見直しの必要性
について説明できた。

わが国の国民皆保険・皆年
金体制確立の経緯を理解で
きた。

わが国の社会保障制度の発
展過程について説明できた
。

全世代型社会保障体制の構
築について思考することが
できた。

安定的な社会保障体制構築
の必要性について思考する
ことができた。

国民皆保険・皆年金体制の
維持に向けて制度見直しの
必要性を考えることができ
た。

社会保険の意義について考
えることができた。

社会保険の意義について考
えることができなかった。

国際化が求められる日本社
会と社会保障のあり方につ
いて関心を示した。

安定的な社会保障体制の構
築に向けて自らの考えを示
すことができた。

社会保障制度のあり方につ
いて自らの考えを示す意欲
を持った。

今後の社会保障の方向性に
ついて関心を寄せることが
できた。

今後の社会保障の方向性に
ついて関心を寄せることが
できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座 ７ 社会保障』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会保障Ⅱ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

10－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
わが国における社会保障制度の展開（1）－社会保
障制度の生成期

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 わが国における社会保障制度の展開（２）－国民皆
保険・皆年金体制の確立と社会保障の発展期 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 わが国における社会保障制度の展開（３）－低成長
期への移行と社会保障制度の改革期

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度①）－

国民皆年金体制4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度②）－

国民年金の概要5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度③）－

厚生年金の概要6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度①）－

国民皆保険体制7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度②）－

被用者医療保険の概要8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度③）－

国民健康保険の概要、後期高齢者医療制度の概要9

10 わが国の社会保障制度の体系－介護保険制度の概要 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－労災保険制度の概要

、雇用保険制度の概要11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－生活保護制度の概要12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（90分
）教科書を読み授業範囲の予習をする（90分）わが国の社会保障制度の体系－社会手当制度の概要13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－社会福祉制度の概要14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）まとめ15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 社会保障Ⅱ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



テキスト資料の要旨をまと
める作業は難しかった。新
しく学ぶ学術用語について
、説明することはまったく
できなかった。

11－ －

ルーブリック

評価項目

1 ２０２１年９月に選
書決定します。

概要

履修目標
授業のねらい（目標）は、社会学の概念を使い、現代社会の特性、生活の多様性、人と社会、社会問題の理解を学修する。授業内容は、つぎの５つの項目を扱うこ
となる。①社会学の視点、②社会構造と変動、③市民社会と公共性、④生活と人生、⑤自己と他者。本科目では、社会学の学術概念を使い、社会的事象の課題につ
いて説明記述ができることを修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（５）と（６）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
①社会学の基本になる学術用語の説明ができる、②社会学応用領域における社会問題について、社会学の学術概念、理論と社会統計を用いて、課題を把握し考察が
できる。
評価基準の５指標は、履修目標をこえた（S）、履修目標をほぼ達成できた（A）、履修目標と到達目標の間であった（B）、到達目標をみたす、合格最低レベル
（C）、到達目標に達することができなかった不合格（F）の段階的区分がある。成績分布目標は、履修状況により相対性と絶対性が勘案される規定があるので留意
する。

授業全体の内容と概要
社会学の扱う対象は広いといえるが、本授業では現代社会論、家族、地域社会の領域に関する基礎的学修する。社会学の学術用語、基礎的理論を確認し、社会的事
象の理解を深めていく。

授業の方法
・授業の方法は、講義法、ＰＢＬ、ワークシート作成、学術論文読解により実施する。
・授業計画と学習内容の講義は、シラバス準拠法であり、テキストの目次順にすすめる教科書準拠法を採用していない。
・知識の外化作業（授業６回、１１回、１３回、１５回）、ＰＢＬ（問題基盤型学習）は、社会福祉士、公務員採用試験の過去問題の解題作業である。
・映像像料視聴は、学術概念を使い説明記述するワークシート作成がある。
・課題提出後の授業にて模範回答例を紹介、フィードバックをおこなう機会がある。
・配布資料は欠落することのないようにファイリングする。ノートは、授業の再現ができるよう、取材メモとして作成する。
・大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネルを利用する。授業資料のファイルボックス、関連サイト紹介など、コースパ
ケット学修利用をすすめる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・テキストは、新カリキュラム対応の新刊リストから２０２１年９月に選書予定である。後期テキスト販売リストを確認する。
・質問相談は、随時、対応するので、授業中、研究室来室など、気軽に相談してほしい。学生から教員へのチャット、メール等連絡は、教員が他の授業、面談など
では対応がむずかしい。学校事務扱い時間を確かめ、夜間、休日の連絡は緊急をのぞき、学校登校日に相談してほしい。
・社会福祉士新カリキュラム対応テキスト準拠型授業（テキスト目次記載順）とシラバス準拠型授業（シラバス授業計画）を併用する。
・学修は、高校の学修スキルが基礎になるが、高等教育であるから広く深く学ぶこと、学術の多面的理解が重要である。
・飯間浩明氏（国語辞書編集者）資料参照。https://twitter.com/IIMA_Hiroaki/status/586525324088774657　（２０２１．０３．１２確認）

資格指定科目
社会福祉士・精神保健福祉士国家試験受験資格課程科目、教職課程（社会・公民）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

テキスト資料により学修し
た知識を使い、収集した情
報を分析し、理解すること
ができる、情報分析力とし
ての知識・技能

文献資料の信頼性を保ちな
がら、学術概念を使って考
察すること、客観的立場か
ら社会的事象について論理
的に分析表現をすることが
できる、思考力・判断力・
表現力

大学の学修環境を創造する
メンバーとして自覚し、自
分の意見と異なる意見を統
合させながら、学修経験を
高めていこうとする、関心
・意欲・態度

テキスト資料の要旨をてい
ねいにまとめており、これ
までの学修内容との関連を
適切にふまえていた。新し
く学ぶ学術用語について、
複数の例をあげながら、自
分の言葉でていねいに説明
することができた。

テキスト資料の要旨をまと
めており、これまでの学修
内容のいくつかを関連づけ
ていた。新しく学ぶ学術用
語について、いくつかの例
をあげて、自分の言葉で説
明することができた。

テキスト資料の要旨をまと
めており、新しく学ぶ学術
用語について、自分の言葉
で説明することができた。

テキスト資料の要旨は、改
善の余地があるが、まとめ
ていた。新しく学ぶ学術用
語について、例証はなく、
充分ではないが、自分の言
葉で説明をこころみていた
。

信頼性のある文献資料を複
数選び、適切に引用してい
た。新しく学ぶ学術概念を
、これまでのものと対比し
て、類似点や相違点をあげ
ながら、社会的事象の分析
表現ができた。

信頼性のある文献資料を選
び、適切な手続きで引用し
ていた。新しく学ぶ学術概
念を、これまでのものと関
連づけながら、論理的に社
会的事象の分析表現ができ
た。

信頼性のある文献資料を選
び、引用していた。新しく
学ぶ学術概念を使い、これ
までのものと関連づけなが
ら、社会的事象の分析表現
ができた。

文献資料を選び、信頼性に
ついて改善の余地はあるが
、引用していた。新しく学
ぶ学術概念を使い、充分で
はないが、社会的事象の分
析表現を試みることができ
た。

文献資料を選び、引用する
ことについて、信頼性の確
保が難しかった。新しく学
ぶ学術概念を使い、社会的
事象の分析がまったくでき
なかった。

大学生としての役割と責任
を自覚し、積極的、協同的
に行動することができた。

大学生として役割は、おお
むね理解しており、行動す
ることができた。

大学生として自分の役割は
、基本的な行動をすること
ができた。

大学生として自分の役割は
、改善の余地はあるが、行
動をすることができた。

大学生として自分の役割は
、本人が理解して行動する
ことは難しかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『社会福祉士養成課程　社会学と社会システム』

2

3

4

5

1 日本社会学会 丸善 9784621082546

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『社会学事典』 ２０１０

2 田中正人編、香月孝史 プレジデント社 9784833423113『社会学用語図鑑』 ２０１９

3 厚生労働省　福祉人材確保対策
室

https://www.mhlw.g
o.

『社会福祉士養成課程のカリキュラム社会学と社
会システム　教育に含むべき事項（内容）　』

２０２０

4 日本学術会議 http://210.149.141
.38

『大学教育の分野別質保証のための教育課程編成
上の参照基準　社会学分野』

２０１４

5

科目名称 社会学と社会ｼｽﾃﾑ

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定のためには、授業第１回から第１５回までに計１０回以上の出席が必要である。
各授業の作業課題を提出することは基本要件になる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ １０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

12－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバス、ルーブリックの説
明）をおこないます。授業と授業外の学修、ノート
づくり、テキスト、そのほかの教材（プリント、図

シラバスをあらかじめ確認する。（９０分）

2 社会学の考え方－１(社会化、社会的地位、役割) テキスト1章を予習する。（９０分） 今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）

テキスト1章「学習のヒント」を予習する。（９０
分）3 社会学の考え方－２(重要な他者、属性主義、業績

主義）
今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）

今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）テキスト２章を予習する。（９０分）家族社会－１（家族類型、家族機能）4

テキスト第３章「学習のヒント」発展学修する。
（９０分）テキスト３章を予習する。（９０分）家族社会－２（家族形態、親族関係）5

今回の学習内容（ＰＢＬ資料）を復習する。(９０
分)

授業1-5回の学習ふりかえり整理を行う。（９０分
）社会学の基本的概念、家族社会のまとめ（PBL）6

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト４章を予習する。（９０分）現代社会の捉え方（ライフコース、ジェンダー、性
別役割規範、社会文化的性差）7

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト８章を予習する。（９０分）地域社会－１（都市化、都市的生活様式、過疎化）8

テキスト第１０章「学習のヒント」を発展学修する
。（９０分）テキスト１０章を予習する。（９０分）地域社会－２(第一次的関係、パーソナル・ネット

ワーク、地域社会の人口変動)9

10 少子化と高齢化（人口転換、出生力、死亡力） テキスト１１章を予習する。（９０分） 今回の学習内容を復習する。（９０分）

今回の学習内容（ＰＢＬ資料）を復習する。(９０
分)

授業７－１０回学習のふりかえり整理する。（９０
分）

ライフコース、ジェンダー、地域社会、少子化と高
齢化のまとめ（ＰＢＬ）11

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト７章を予習する。（９０分）社会階層と格差（平等、公平、衡平、公正、社会的
弱者）12

今回の学習内容を復習する。（９０分）三色線引き読み資料を予習する。（９０分）学術論文読解（三色線引き読み、福祉社会学）13

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキス１２章を予習する。（９０分）人口問題と社会学（人口構成、人口ボーナス、人口
オーナス、人口転換）14

今回の学習内容を復習する。（９０分）三色線引き読み資料を予習する。（９０分）学術論文読解（三色線引き読み、福祉社会学）15

全体のふりかえりを行う。（９０分）全授業のまとめを準備する。（９０分）本科目のまとめ（授業総括と課題シートの教員講評
）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の学習内容を復習する。（９０分）

科目名称 社会学と社会ｼｽﾃﾑ

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



授業で扱った専門知識につ
いて理解ができなかった。

13－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 4805882328

概要

履修目標
①人の心の基本的な仕組みと機能を理解し、環境との相互作用の中で生じる心理的反応を理解する。
②人の成長・発達段階の各期に特有な心理的課題を理解する。
③日常生活と心の健康との関係について理解する。
④心理学の理論を基礎としたアセスメントの方法と支援について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科DP「１（１）と（２）」、「２の（３）」に対応する科目

到達目標
人の基本的な心の仕組みと機能、アセスメント等の支援方法を理解する。

授業全体の内容と概要
心理学のテーマは多岐にわたる。そこで、本授業ではソーシャルワークに深く関連する事項に絞り、人の心の仕組みと働きについて学ぶ。さらに、心理学理論を基
礎とした支援方法について理解する。

授業の方法
教科書は必ず持参すること。必要な資料等は適宜配布します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の進行を著しく妨害する行為が認められた際は、成績評価から減点することがある。

資格指定科目
社会福祉士、精神保健福祉士

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

心理学と心理的支援の知識

表現方法の適切さ

議論への積極的参加

授業で扱った専門知識につ
いて、９割以上理解ができ
た。

授業で扱った専門知識につ
いて、８割以上理解ができ
た。

授業で扱った専門知識につ
いて、７割以上理解ができ
た。

授業で扱った専門知識につ
いて、６割以上理解ができ
た。

授業で求められる文章表現
の基準を９割以上満たすこ
とができた。

授業で求められる文章表現
の基準を８割以上満たすこ
とができた。

授業で求められる文章表現
の基準を７割以上満たすこ
とができた。

授業で求められる文章表現
の基準を６割以上満たすこ
とができた。

授業で求められる文章表現
の基準を満たすことができ
なかった。

議論に積極的に参加し、高
い貢献をすることができた
。

議論に積極的に参加できた
。

議論に参加できた。 議論にやや参加できた。 議論に参加できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『心理学と心理的支援 (最新社会福祉士養成講座
精神保健福祉士養成講座)』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 心理学と心理的支援

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・1年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業回数の３分の２以上の出席がなければ成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ４０％ ０％ ０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

14－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 心理学の歴史と対象について
シラバスの説明 関連図書を熟読する

2 心を探究する方法の発展について 示されたキーワードを調べる（９０分） 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

示されたキーワードを調べる（９０分）3 心の生物学的基盤について 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）感情・動機づけ・欲求について4

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）感覚・知覚について5

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）学習・行動について6

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）認知について7

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）個人差について8

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）人と環境について9

10 生涯発達について 示されたキーワードを調べる（９０分） 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心の発達の基盤について11

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心の不適応について12

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理アセスメントについて13

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理的支援の基本的技法について14

これまでの内容をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理療法について15

これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの内容を整理する（９０分）６０分の試験後、残り時間で解説を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

科目名称 心理学と心理的支援

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・1年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



貧困問題の本質について理
解できなかった。

15－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8247-4

概要

履修目標
現代における公的扶助(貧困・低所得者に対する支援制度)の意義を理解するとともに，貧困問題の本質とソーシャルワーカーの役割について知る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
・貧困問題の本質を理解する視点について理解することかできる。
・現代における貧困原因を分析し、最低生活保障のあり方について考えることができる。
・要保護者、低所得者の特性に応じた自立支援の意義について説明することができる。

授業全体の内容と概要
公的扶助の概念，範囲，歴史的展開，現代社会における機能などについて概説したうえで，わが国における公的扶助制度である生活保護制度の仕組みと生活困窮者
に対する自立支援のあり方について学び，併せて最近の保護動向から今後の課題について理解を深める。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。私語等は慎み，授業に集中してノートを取ること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

履修目標を越えて現代にお
ける貧困問題の特性につい
て理解できた。

低所得者に対する支援に関
わるソーシャルワーカーに
必要な知識を理解できた。

貧困問題の本質を捉え公的
扶助の必要性を理解できた
。

貧困問題の本質について理
解できた。

現代における新たな貧困問
題に対処するために必要な
自立支援のあ�り方につい
て説明できた。

低所得者の特性に応じた自
立支援のあり方について説
明できた。

低所得者の特性に応じた自
立支援のあり方について考
えることができた。

低所得者に対する自立支援
の意義について説明できた
。

低所得者に対する自立支援
の意義について説明できな
かった。

具体的な事例に則して最低
生活保障のあり方について
考えることができた。

現代における貧困原因を分
析しソーシャルワーカーの
役割を考えることができた
。

現代における貧困問題に対
するソーシャルワーカーの
役割について考える姿勢を
示した。

現代における貧困原因につ
いて考えることができた。

現代における貧困原因につ
いて考えることができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座４ 貧困に対する支援
』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 低所得者に対する支援

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112009（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

16－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
公的扶助の概念－救貧制度と公的扶助，各国の公的
扶助の特徴，公的扶助の概念と範囲－

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 現代社会における公的扶助の役割と性格（1）－貧
困・低所得者層の生活と社会情勢・福祉制度 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 現代社会における公的扶助の役割と性格（2）－社
会保険と公的扶助，私的扶養と公的扶助

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）欧米における公的扶助の展開－救貧法の歴史と公的

扶助の確立・展開4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国における公的扶助の展開（1）－第二次大戦

前の動きから旧生活保護法の制定・実施に至る経緯5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国における公的扶助の展開（2）－新生活保護

法の制定から近年の生活保護制度改革に至る経緯6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）生活保護制度の概要（1）－目的と基本原理7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）生活保護制度の概要（2）－保護の原則8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）生活保護制度の概要（3）－保護の種類と内容①9

10 生活保護制度の概要（4）－保護の種類と内容② 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）生活保護制度の概要（5）－保護の実施機関，保護

施設，被保護者の権利義務，不服申立制度11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）生活保護制度の概要（6）－生活保護の財源，保護

の動向12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）低所得者，ホームレスに対する支援制度 －生活困

窮者自立支援法，生活福祉資金貸付制度，等13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

生活保護の運営 －福祉事務所・専門職(現業員・査
察指導員)の役割，国・地方公共団体の役割，他職
種との連携

14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）貧困・低所得者に対する相談援助活動 －相談援助

活動のあり方，自立支援プログラムの目的と実際15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 低所得者に対する支援

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112009（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



権利擁護と法との関係につ
いて理解できなかった。

17－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8239-9

概要

履修目標
相談援助と法の関わりについて学ぶとともに，相談援助業務において必要となる成年後見制度等の仕組みと権利擁護活動の実際を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
・憲法，行政法，民法など権利擁護と法との関係について理解できる。
・ソーシャルワーカーに必要な成年後見制度，日常生活自立支援事業等の知識について説明できる。
・権利擁護活動の実際について理解を示すことができる。

授業全体の内容と概要
相談援助業務において必要となる法知識（憲法，民法，行政法など）を学ぶとともに，権利擁護の仕組みとしての成年後見制度や日常生活自立支援事業，成年後見
制度利用支援事業についての知識を習得する。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。私語等は慎み，授業に集中してノートを取ること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格科目，精神保健福祉士国家試験受験資格科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

現在の成年後見制度と権利
擁度の問題点を理解できた
。

成年後見制度の内容と権利
擁護の仕組みを理解できた
。

権利擁護に関わる法律の仕
組みについて理解できた。

権利擁護と法との関係につ
いて理解できた。

現状を踏まえわが国の権利
擁護制度に内在する課題に
ついて考察できた。

成年後見制度の趣旨を権利
擁護活動に活かす方法等を
考えることができた。

成年後見制度の仕組みから
権利擁護活動の実際をイメ
ージすることができた。

成年後見制度、日常生活自
立支援事業等について説明
できた。

成年後見制度、日常生活自
立支援事業等について説明
できなかった。

権利擁護活動におけるソー
シャルワーカーの役割につ
いて理解を示すことができ
た。

利用者の能力に応じた権利
擁護活動の実際について関
心を示すことができた。

利用者の能力に応じた成年
後見制度の仕組みについて
理解を示すことができた。

権利擁護活動の実際につい
て理解を示すことが
できた。

成年後見制度の必要性に関
心を寄せることができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座９ 権利擁護を支える法制度 』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 権利擁護と成年後見制

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112010（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

18－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
相談援助活動と法（1）－相談援助活動において想
定される法律問題

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 相談援助活動と法（2）－憲法の理解 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 相談援助活動と法（3）－行政法の理解 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）相談援助活動と法（4）－民法の理解4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）相談援助活動と法（5）－社会福祉関連法の理解5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）成年後見制度（1）－成年後見・保佐・補助の概要6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）成年後見制度（2）－成年後見等の手続き7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）成年後見制度（3）－任意後見制度8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）成年後見制度（4）－成年後見人等の義務と責任9

10 成年後見制度（5）－成年後見制度の現状と課題 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）日常生活自立支援事業・成年後見制度利用支援事業11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）権利擁護活動にかかわる組織・団体12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）権利擁護活動にかかわる専門家の役割13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）成年後見活動の実際14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）権利擁護活動の実際15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 権利擁護と成年後見制

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112010（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



助言しても理解できなかっ
た。

19－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規出版

概要

履修目標
人の体の成り立ちやしくみ、さまざまな疾病について、人の成長過程における老化や日常生活との関係を踏まえて理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「1（１）と（２）と（４）と（５）」、「２（１）と（２）と（３）と（４）」に対応する。

到達目標
社会福祉職に求められる人の成長・発達過程を理解し、人体の機能・構造と病的状態を関連させて説明できる。

授業全体の内容と概要
人体の構造と生理機能を臓器と関連させて学習し、正常と病的状態を比較しながら代表的な疾患や障害について理解する。特に将来致命的となる疾患や注目されて
いる疾患については予防対策も含めて講義を行ない、福祉に必要な知識を身につける。また，ＩＣＦの基本的な考え方やリハビリテーションの概念についても学習
する。

授業の方法
講義形式。テキストの活用を中心とし、板書や配布資料を適宜使い解説を行う。
また、確認のため小試験を課題とし、添削後、返却し解答・解説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻しないこと

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみの理解

各疾病、障がいの概要

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
非常に理解できた。

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
概ね理解できた。

人の成長・発達過程、人体
について部分的に理解でき
た。

人の成長・発達、人体につ
いて助言により部分的に理
解できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
詳しく説明できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
概ね説明できた。

各疾病・障がいの概要、人
体の機能・構造を部分的に
説明できた。

各疾病、障がいの概要を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を詳
細に説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を概
ね説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFについて部分的に説
明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・社会福祉士養成講座１「人体の構造と機能
及び疾病－医学一般」　』

2019

2

3

4

5

1 授業の中で随時案内
する

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 人体の構造と機能及び

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

BAM112011（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ １０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

20－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
医学と福祉について 事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 人の成長・発達と老化①
心身の成長発達

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）3 人の成長・発達と老化②

老化 配布資料を見直し理解しておく（９０分）

配布資料を見直し理解しておく（９０分）教科書の「人の老化」について事前に読んでおく
（９０分）

人の成長・発達と老化②
老年症候群4

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要①
（骨・筋肉・消化器・循環器）5

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要②
（呼吸器・血液・リンパ・泌尿器・生殖器）6

前半の授業内容を復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要③
（脳・脊髄・神経）7

問題を見直し自己採点しておく（９０分）前半の授業・資料・ノートを見直しテストに臨むこ
と（９０分）前半のまとめと学習到達度の確認テスト8

返却テスト結果と授業で行ったことを見直し整理し
ておく（９０分）

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分）

疾病の概要①
悪性腫瘍・脳血管疾患・心疾患・高血圧症・呼吸器
疾患

9

10 疾病の概要②
腎疾患・泌尿器疾患・骨関節疾患・感染症・難病

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分） 当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「健康」について事前に読んでおく（９０
分）疾病の概要③（生活習慣病と健康のとらえ方）11

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「ＩＣＦ」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要①
ＩＣＦの基本的考え方12

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「障害の概要」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要②
各障害13

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「リハビリテーションの概要」について事
前に読んでおく（９０分）リハビリテーションの概念14

提案した福祉課題に今後も取り組んでいく（９０分
）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（９０分）総括と今後の課題15

試験及び解説を受けて講義全体の理解を深めること
（９０分）

講義を通して質問事項をまとめておくこと（９０分
）定期試験６０分終了後、残り３０分間で解説する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

科目名称 人体の構造と機能及び

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

BAM112011（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期



子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて、理解す
ることができなかった。

21－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882467

概要

履修目標
「児童から子どもへ」「児童福祉から子ども家庭福祉へ」と概念の転換が図られた背景を理解しながら、子ども家庭福祉の理念、その法体系やサービス体系、援助
活動の現状や課題について総合的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①子どもや家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、ニーズについての理解ができる。
②子ども家庭福祉制度の発展過程と子どもの権利についての理解ができる。
③相談援助活動で必要となる子ども家庭福祉制度や他の法制度の理解ができる。

授業全体の内容と概要
①子どもや家庭の生活実態とこれを取り巻く社会情勢、ニーズについて。
②子ども家庭福祉制度の発展過程と子どもの権利について。
③相談援助活動において必要となる子ども家庭福祉制度や他の法制度について。

授業の方法
板書やパワーポイント、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中、テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設
定する。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。定期試験・レポートについても解説によるフィー
ドバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．次回の講義でフィードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
２．次の３点を考えながら受講すること。
①大人として子どもとどのように向き合うべきか。
②親としてどのようなサービスが活用できるか。
③子どもとその家族の支援者になるためにどのような努力が必要かの3点を考えながら受講すること。
３．レポート課題は、「子どもと家庭に係わるニュース（新聞・インターネット配信記事等）」を10収集し、それぞれに対して400字程度のコメントをつけたものと
し、11回目の授業で提出を求める。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について

子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて理解する
ことで、「児童福祉から子
ども家庭福祉へ」と概念の
転換が図られた背景につい
て、理解を深めた。

子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて理解する
ことで、「児童福祉から子
ども家庭福祉へ」と概念の
転換が図られた背景につい
て、ほぼ理解を深めた。

子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて理解し、
「児童福祉から子ども家庭
福祉へ」と概念の転換が図
られた背景について、やや
理解を深めた。

子どもや家庭の生活実態と
これを取り巻く社会情勢及
びニーズについて、理解す
ることができた。

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て理解することで、「児童
から子どもへ」と概念の転
換が図られた背景について
、理解を深めた。

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て理解することで、「児童
から子どもへ」と概念の転
換が図られた背景について
、ほぼ理解を深めた。

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て理解し、「児童から子ど
もへ」と概念の転換が図ら
れた背景について、やや理
解を深めた。

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て、理解することができた
。

子ども家庭福祉制度の発展
過程と子どもの権利につい
て、理解することができな
かった。

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について、理解を深
めた。

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について、ほぼ理解
を深めた。

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について、やや理解
を深めた。

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について、理解する
ことができた。

相談援助活動で必要となる
子ども家庭福祉制度や他の
法制度について、理解する
ことができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉養成講座３児童・家庭福祉』 ２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 児童・家庭に対する支

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、社会的養護サービ
スや施設ケア、苦情解決と権利擁護のあり方について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４５％ ４０％ ０％ ０％ １５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

22－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む） テキスト学習　第１章第４節（９０分）

2 少子高齢社会と次世代育成支援 テキスト学習　第３章（９０分） ノート整理、レポート作成（９０分）

テキスト学習　第２章第３節（９０分）3 現代社会と子ども家庭の問題 ノート整理、レポート作成（９０分）

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第１章（９０分）子ども家庭福祉の理念と権利保障4

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第２章第１節・第２節（９０分）児童福祉の発展5

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第４章第１節・第２節・第４節
（９０分）子ども家庭福祉の法体系と実施体制及び財政6

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第４章第５節（９０分）子ども家庭福祉の専門職7

ノート整理、レポート作成（９０分）文献学習（９０分）苦情解決と権利擁護8

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第５章第２節（９０分）子ども家庭にかかわる福祉・保健9

10 子ども虐待対策と子どもの社会的養護サービス テキスト学習　第５章第４節・第５節・第６節
（９０分） ノート整理、レポート作成（９０分）

ノート整理、文献学習（９０分）テキスト学習　第５章第８節（９０分）子どもと家庭にかかわる女性福祉11

ノート整理、文献学習（９０分）テキスト学習　第5章第1節（９０分）子ども家庭への相談援助活動12

ノート整理、文献学習（９０分）テキスト学習　第６章（９０分）施設ケアと子ども家庭福祉援助活動13

ノート整理、文献学習（９０分）文献学習（９０分）地域援助活動とネットワーク14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）全体のまとめ及びレポートに対するフィードバック
（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、レポート作成（９０分）

科目名称 児童・家庭に対する支

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、社会的養護サービ
スや施設ケア、苦情解決と権利擁護のあり方について講義を行う。

基本情報

開講時期



児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について、理解するこ
とができなかった。

23－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソ－シャルワ－ク教育学校
連盟

中央法規出版 9784805882467

概要

履修目標
①児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境について理解する。
②児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程について理解する。
③児童や家庭福祉に係る法制度について理解する。
④児童や家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について理解する。
⑤児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（７）」、「２（２）と（３）」に対応する。

到達目標
①児童が権利の主体と踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境について理解することができる。
②児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程について理解することができる。
③児童や家庭福祉に係る法制度について理解することができる。
④児童や家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について理解することができる。
⑤児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解することができる。

授業全体の内容と概要
①児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境について学ぶ。
②児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程について学ぶ。
③児童や家庭福祉に係る法制度について学ぶ。
④児童や家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について学ぶ。
⑤児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を学ぶ。

授業の方法
スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中、テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設定する
。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。定期試験・レポートについても解説によるフィードバッ
クを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．次回の講義でフィードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
２．次の３点を考えながら受講すること。
①大人として子どもとどのように向き合うべきか。
②親としてどのようなサービスが活用できるか。
③子どもとその家族の支援者になるためにどのような努力が必要かの3点を考えながら受講すること。
３．レポート課題は、「子どもと家庭に係わるニュース（新聞・インターネット配信記事等）」を10収集し、それぞれに対して400字程度のコメントをつけたものと
し、11回目の授業で提出を求める。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて

児童や家庭福祉に係る法制
度について

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について

児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について、理解を深め
た。

児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について、ほぼ理解を
深めた。

児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について、やや理解を
深めた。

児童を権利の主体と踏まえ
た児童・家庭及び妊産婦の
生活とそれを取り巻く社会
環境について、理解するこ
とができた。

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて、理解を深めた。

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて、ほぼ理解を深めた。

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて、やや理解を深めた。

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて、理解することができ
た。

児童福祉の歴史と児童観の
変遷や制度の発展過程につ
いて、理解することができ
なかった。

児童や家庭福祉に係る法制
度について、理解を深めた
。

児童や家庭福祉に係る法制
度について、ほぼ理解を深
めた。

児童や家庭福祉に係る法制
度について、やや理解を深
めた。

児童や家庭福祉に係る法制
度について、理解すること
ができた。

児童や家庭福祉に係る法制
度について、理解すること
ができなかった。

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について、
理解を深めた。

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について、
ほぼ理解を深めた。

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について、
やや理解を深めた。

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について、
理解することができた。

児童や家庭福祉領域におけ
る支援の仕組みと方法、社
会福祉士の役割について、
理解することができなかっ
た。

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について、理解
することができなかった。

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について、理解
を深めた。

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について、ほぼ
理解を深めた。

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について、やや
理解を深めた。

児童・家庭及び妊産婦の生
活課題を踏まえた適切な支
援のあり方について、理解
することができた。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座３児童・家庭福祉』 ２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 児童・家庭福祉

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、社会的養護サービ
スや施設ケア、苦情解決と権利擁護のあり方について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４５％ ４０％ ０％ ０％ １５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

24－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む）、児童・家庭の
定義と児童の権利 テキスト学習　第１章（９０分）

2 児童・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会環境 テキスト学習　第３章（９０分） ノート整理、レポート作成（９０分）

テキスト学習　第２章第１節・第２節（９０分）3 児童・家庭福祉の歴史Ⅰ　児童福祉の理念と児童観
の変遷 ノート整理、レポート作成（９０分）

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第２章第３節（９０分）児童・家庭福祉の歴史Ⅱ　児童・家庭福祉制度の発
展過程4

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第４章第１節、第５章第５節・第８
節（９０分）

児童・家庭に対する法制度Ⅰ（児童福祉法・児童虐
待の防止等に関する法律・DV防止法）5

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第５章第２節・第７節（９０分）児童・家庭に対する法制度Ⅱ（母子及び父子並びに
寡婦福祉法・母子保健法）6

ノート整理、レポート作成（９０分）文献学習（９０分）児童・家庭に対する法制度Ⅲ（児童手当法・児童扶
養手当法・特別児童扶養手当法）7

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第５章第１節・第３節（９０分）
児童・家庭に対する法制度Ⅳ（次世代育成支援対策
推進法・少子化対策基本法・売春防止法・子ども・
子育て支援法・就学前の子どもに関する教育、保育

8

ノート整理、レポート作成（９０分）テキスト学習　第５章第４節・第１１節（９０分）
児童・家庭に対する法制度Ⅴ（子どもの貧困対策の
推進に関する法律・子供若者育成支援推進法・いじ
め防止対策推進法）

9

10 児童や家庭に対する支援における公私の役割関係及
び国、都道府県、市町村の役割 テキスト学習　第４章第２節・第４節（９０分） ノート整理、レポート作成（９０分）

ノート整理、文献学習（９０分）文献学習（９０分）児童・家庭に対する支援における関係機関（児童相
談所）の役割11

ノート整理、文献学習（９０分）文献学習（９０分）その他の児童や家庭(女性、若者を含む) に対する
支援にかかわる組織・団体の役割12

ノート整理、文献学習（９０分）テキスト学習　第４章第５節（９０分）児童・家庭に対する支援における関係機関に関連す
る専門職等の役割13

ノート整理、文献学習（９０分）テキスト学習　第６章（９０分）社会福祉士の役割と児童・家庭に対する支援の実際
（多職種連携を含む）14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）まとめ（事例研究）及びレポートに対するフィード
バック（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、レポート作成（９０分）

科目名称 児童・家庭福祉

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、社会的養護サービ
スや施設ケア、苦情解決と権利擁護のあり方について講義を行う。

基本情報

開講時期



助言があっても理解できな
かった。

25－ －

ルーブリック

評価項目

1 荘村明彦 中央法規出版 9784804858073

概要

履修目標
高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢・福祉・介護需要について理解を深める。又、これらに関連する様々な制度についても理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学部のＤＰ「１（1）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する科目。

到達目標
高齢者福祉サービスを必要とする利用者を理解し、関する諸制度やサービスの知識を会得する。

授業全体の内容と概要
高齢者支援の基盤となる理念・高齢者福祉に関する諸制度及び専門職とのネットワークについて学ぶ。

授業の方法
①教科書に沿って講義形式で展開していく。講義の際には随時質問を行うので答えること。
②授業内で小試験と定期試験を行い、返却し解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

高齢者の特性を理解できる
。

高齢者保健福祉の発展につ
いて理解できる。

高齢者支援に関する法や制
度の理解ができる。

環境との関連性を含め総合
的に理解ができる。

概要を理解できる。 助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

各々の時代の社会情勢と連
動しながら理解できる。

時代の流れに沿って理解で
きる。

助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

助言があっても理解できな
かった。

法や制度を理解した上で、
各々の課題について意見を
持つことができる。

法や制度の概要について理
解できる。

助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

助言があっても理解できな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・社会福祉士養成講座　第１３巻　高齢者に
対する支援と介護保険制度　』

2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112013（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

26－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢

新聞やインターネットで高齢者福祉に関する記事を
読む。（９０分）

2 高齢者の特性①
身体的特性

次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）3 高齢者の特性②

精神的特性・社会的特性 ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者福祉の発展と法体系4

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者支援の関係法規5

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険制度の理念と目的6

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険制度の全体像7

小試験の間違えている部分を中心に復習をする。
（９０分）

８回で小試験を行うので１回から７回までを復習す
る。（９０分）

中間まとめ（６０分の小試験終了後、３０分解説を
行う）8

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）　介護保険財政9

10 　要介護認定の仕組みとプロセス 次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

介護保険の給付①
（介護給付、予防給付、市町村特別給付）11

ノートを整理する。（９０分）　次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

介護保険の給付②
（指定サービス、特例サービス）12

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護報酬13

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）地域支援事業と介護保険事業計画14

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）サービスの質を確保するための仕組み15

試験で間違えた部分を中心に復習をする。新聞で高
齢者福祉関係の記事に目を通し、教科書、ノートで
振り返り理解を深める（９０分）

定期試験に向け復習する。（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、３０分解説を行う
）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理する。（９０分）

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112013（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期



助言があっても理解できな
かった。

27－ －

ルーブリック

評価項目

1 荘村　明彦 中央法規出版 9784805858073

概要

履修目標
社会福祉専門職として、高齢者支援における役割と方法について論じる事が出来る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（1）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する科目。

到達目標
高齢者の生活実態を把握し、相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者福祉、介護に関する
制度、介護過程における技法を理解できる。

授業全体の内容と概要
高齢者の生活実態を把握し、相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者福祉、介護に関する
制度、介護過程における技法を理解する。高齢者支援に関する社会資源の種類と、具体的な活用方法について学ぶ。

授業の方法
①教科書に沿って講義形式で展開していく。講義の際には随時質問を行うので答えること。
②小試験と定期試験は返却し、解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

介護保険制度によるサービ
スについて理解できる。

高齢者支援を支援する組織
と役割について理解できる
。

高齢者支援におけるチーム
ケアについて理解できる。

サービスの種類、利用対象
、利用方法、利用料の説明
ができた。

サービスの種類、利用対象
、利用方法の説明ができた
。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

各々の組織の特性と役割に
ついて説明できた。

各々の組織の特性と役割に
ついて区別できた。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

助言があっても理解できな
かった。

チームケアの意義と方法を
事例を用いて具体的に説明
できた。

チームケアの意義と方法に
ついて理解できた。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

助言があっても理解できな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・社会福祉士養成講座　第１３巻　高齢者に
対する支援と介護保険制度　』

2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112014（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席が無ければ成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

28－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
介護保険サービスの体系（居宅サービス）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

2 介護保険サービスの体系（施設サービス） 次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）3 介護保険サービスの体系（介護予防サービス） ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険サービスの体系（地域密着型サービス）4

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

高齢者を支援する組織と役割（国民健康保険団体連
合会）5

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

高齢者を支援する組織と役割（地域包括支援センタ
ー）6

小試験で間違えた部分を中心に復習をする。（９０
分）

７回で小試験を行うので１回から６回の全体を復習
する。（９０分）

中間まとめ（６０分の小試験終了後、３０分で解説
をする）7

ノートを整理する。（９０分）新聞やインターネットで、介護保険制度の最近の動
向に関する記事を読む。（９０分）介護保険制度の最近の動向8

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者支援の実際と方法9

10 介護の概念や対象 次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

ケアマネジメントとの関係性を図解する。（９０分
）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護過程11

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護の技法12

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）認知症ケア13

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）終末期ケア14

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）住環境15

試験で間違えた部分を中心に復習する。（９０分）定期試験に向け復習をする。（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理する。（９０分）

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112014（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期



助言しても理解できなかっ
た。

29－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規

概要

履修目標
社会福祉活動に必要な医療保険制度や保健医療サービスについて学ぶ。また、保健医療サービスにおける専門職の役割と実際、多職種の協働について理解を深める
。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（４）と（５）」、「２（１）と（２）と（３）と（４）」に対応する。

到達目標
保健医療サービスについてその概要と保健医療サービス提供が各専門職の連携をもとになされることを説明できる。

授業全体の内容と概要
保健医療の概況や基本事項を学ぶ。それぞれの専門職種が担う役割をもとに保健医療サービス提供における連携とはどのようなものか理解を深める。

授業の方法
講義形式。板書とテキストの活用を基本とし、最新の統計や資料の活用を加え解説を行う。また、まとめや確認のために小試験を課題とし、検索後返却し解答・解
説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程の科目である

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

医療保険制度の理解

保健医療サービスの概要

専門職の役割

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て詳細に理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て概ね理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て部分的に理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て助言により部分的に理解
できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法について把握
し、健康増進・保健対策と
の関連を詳しく説明できた
。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について概ね説明
できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について部分的に
説明できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について助言によ
り部分的に説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。

保健医療分野における社会
福祉士の役割を、患者の権
利とチーム医療との関連か
ら詳しく説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について概ね
説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について部分
的に説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について助言
により部分的に説明できた
。

助言しても説明できなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「保健医療サービス」社会福祉士養成講座17』 2017年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保健医療ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM112015（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 　〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

医療機関や看護教育現場での経験を活かし、医療・保健・福祉の現況について話をします。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

　　　　６０％ 　　　　０％ 　　　　０％ 　　　　２０％ 　　　１０％ 　　　１０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

30－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明
保健医療サービスについて 事前に教科書全体に目をとおしておく（90分）

2 医療保険制度 教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（90分） 当日の授業で行ったことをまとめておく（90分）

教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（90分）3 医療保険制度（保険給付） 配布資料を見直しておく（90分）

配布資料を見直しておく（90分）教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（90分医療保険制度（医療費政策）4

当日の授業で行ったことをまとめておく（90分）教科書の「診療報酬」を事前に読んでおく（90分）診療報酬5

当日の授業で行ったことをまとめておく（90分）教科書の「医療サービス」を事前に読んでおく（90
分）保健医療サービスの概要（医療法）6

前半の授業内容を復習しておく（90分）教科書の「医療サービス」を事前に読んでおく（90
分）

保健医療サービスの概要（医療・福祉施設と医療計
画）7

問題を見直し自己採点しておく（90分）前半の授業・資料・ノートを見直しテストに臨む
（90分）前半のまとめと学習到達度の確認テスト8

返却テスト結果と授業で行ったことを見直し整理し
ておく（90分）教科書の「保健行政」を事前に読んでおく（90分）テスト返却。保健医療サービスの概要（衛生行政活

動）9

10 保健医療サービスの概要（健康増進・保健対策） 教科書の「保健行政」を事前に読んでおく（90分）当日の授業で行ったことをまとめておく（90分）

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する（90
分）

教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（90分）専門職の役割（医療ソーシャルワーカー）11

配布資料を見直しておく（90分）教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（90分）専門職の役割（各専門職とチーム医療）12

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する（90
分）

教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（90分）

専門職の役割（患者の権利・インフォームドコンセ
ント）13

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する（90
分）

教科書の「専門職の連携」について事前に読んでお
く（90分）保健医療サービスの連携と実際14

提案した福祉課題に今後も取り組んでいく（90分）これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（90分）総括と保健医療サービスの今後の課題15

試験及び解説を受けて講義全体を振り返る（90分）定期試験準備を行っておく（90分）定期試験60分の終了後、残りの時間で解説します。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをまとめておく（90分）

科目名称 保健医療ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM112015（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 　〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

医療機関や看護教育現場での経験を活かし、医療・保健・福祉の現況について話をします。

基本情報

開講時期



障害者を取り巻く社会情勢
と生活実態について関係す
るキーワードを理解してお
らず、説明・記述が不十分
だった。

31－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 978-4-8058-5808-0

概要

履修目標
障害者の実態と障害者福祉に関わる制度の変遷、障害者総合支援法をはじめとする様々な法律など障害者福祉の全体像を理解する。
障害者福祉におけるソーシャルワーク実践を行う上で求められる知識の習得・定着を図る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）と（３）」に対応する。

到達目標
①障害者の取り巻く社会情勢と生活実態について、データを用いて説明し課題を指摘できる。
②障害者にかかわる法体系について、その成立の過程や概要について理解する。
③障害者福祉にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。

授業全体の内容と概要
①障害者を取り巻く社会情勢や生活実態について学ぶ。
②障害者にかかわるさまざまな法制度について学ぶ。
③障害者福祉にかかわる制度の体系とその概要について学ぶ。

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
③第１０回目の前半には中間テストを実施し、理解度を確認する（出題形式・試験時間等は授業内で説明）。質問等は随時対応。
④授業資料の配信等においてMicorsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュースなどで報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事などを題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害者の取り巻く社会情勢
と生活実態について、デー
タを用いて説明し課題を指
摘できる。

障害者にかかわる法体系に
ついて、その成立の過程や
概要について理解する。

障害者福祉にかかわる制度
の体系とその概要について
理解し、課題を指摘できる
。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態について具体的に
説明・記述できた。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態についておおむね
具体的に説明・記述できた
。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
についておおむね説明・記
述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
具体的に説明・記述できた
。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
おおむね具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要について具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要についておおむね説
明・記述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
関係するキーワードを理解
しておらず、説明・記述が
不十分だった。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について具
体的に説明・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題についてお
おむね具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題について具体的に説明
・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題についておおむね説明
・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について関
係するキーワードを理解し
ておらず、説明・記述が不
十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『障害者に対する支援と障害者自立支援制度　第
6版』

2019年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 障害者に対する支援と

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112016（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は１０回以上あることを評価の前提条件とし、第１０回目に実施する中間テスト（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０点）の結果を総合して評
価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

32－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、障害者を取り巻
く社会情勢、障害者の生活実態

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（９０分）

2
障害とは、障害者にかかわる法体系①
障害者基本法、身体障害者福祉法、知的障害者福祉
法、精神保健福祉法、発達障害者支援法

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

3
障害者にかかわる法体系②
障害者虐待防止法、医療観察法、バリアフリー新法
、障害者差別解消法、障害者雇用促進法、障害者

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者にかかわる法体系③
障害者に関わるその他の法体系、各省庁の障害者施
策等

4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者自立支援制度①
障害者総合支援法の理念・考え方、自立支援給付5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者自立支援制度②
支給決定のプロセス、自立支援医療費6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者自立支援制度③
補装具、地域生活支援事業、障害福祉計画・障害児
福祉計画

7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者自立支援制度④
苦情解決、審査請求、障害者自立支援制度と介護保
険制度の関係

8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者自立支援制度⑤
障害児に対する支援、障害児福祉施策の現状9

10 中間テスト、組織・機関の役割
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

専門職の役割と実際①
障害者に関わる専門職の価値・倫理、障害者総合支
援法に基づく主な専門職

11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

専門職の役割と実際②
相談支援専門員の役割と実際、サービス管理責任者
の役割と実際

12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

専門職の役割と実際③
生活支援員等の役割と実際、居宅介護等従業者の役
割と実際

13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

多職種連携・ネットワーキング14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（９０分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（９０分
）定期試験（６０分の試験後、残りの３０分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

科目名称 障害者に対する支援と

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112016（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

33－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
・量的調査、質的調査の方法論を習得し、あわせて数学的分析方法を理解する。
・ソーシャルワーク技法における評価技法を理解する。
・統計法及び社会調査における倫理規定について理解し、ソーシャルワーカーの倫理綱領との共通点を理解する。
・社会調査の歴史を理解し、科学的調査技法の発展のプロセスを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（５）と（６）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
・量的調査、質的調査の技法と分析方法を習得できる。。
・個人情報保護法下における調査倫理を理解できる。
・データ分析におけるＩＴ機器と統計ソフトの活用方法を習得できる。

授業全体の内容と概要
・社会調査とソーシャルワークの関係の紹介（調査事例を用いる）。
・量的調査、質的調査の技法の紹介。
・調査倫理と個人情報保護法について関連法規を紹介して関係性を分析。
・データ分析方法と統計ソフトの紹介。

授業の方法
１５回の講義において教員がプリント・資料を用意して講義形式で行う。また、データ分析においては基礎解析などの数学の基本が必要になるので数学の基本的講
義も行う。課題として高校数学の復習を課す。
学生からの質問等に随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的な講義の参加を心掛けること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課
程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

量的調査の方法論の理解

質的調査の方法論の理解

社会調査者の倫理規定につ
いての理解

テーマ設定、仮説の構成と
質問文への昇華、回答選択
肢の選定、現地調査の方法
、統計分析の手順を全て説
明できた。

テーマ設定、仮説の構成と
質問文への昇華、回答選択
肢の選定について説明でき
た。

テーマ設定、質問文の作成
と注意、回答選択肢の選定
、現地調査の方法について
説明できた。

質問文の作成と現地調査の
方法について説明できた。

参与者と観察者の位置づけ
、記述方法、インタビュー
方法、質的分析（ＫＪ法、
ＭＧＴＡ法）についてすべ
て説明できた。

参与者と観察者の位置づけ
、記述方法、インタビュー
方法と質的分析の一つを説
明できた。

参与者と観察者の位置づけ
、記述方法、インタビュー
方法について説明できた。

面接・観察について説明で
きた。

左記の内容が何一つできな
かった。

社会調査者の倫理規定と社
会福祉士の倫理綱領との共
通点と各々の独自性を全て
言語で説明できた。

社会調査者の倫理規定と社
会福祉士の倫理綱領各々の
独自性について言語で説明
できた。

社会調査者の倫理規定と社
会福祉士の倫理綱領各々の
共通点について言語で説明
できた。

社会調査者の倫理規定につ
いて言語で説明できた。

社会調査者の倫理規定につ
いての説明ができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会調査の基礎

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC112017（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
最低出席回数１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

34－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　社会調査とソーシャルワーク技法
の関連 基礎数学の復習（９０分）

2 量的調査の概要 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 量的調査技法１（テーマの設定） 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）量的調査技法２（仮説の設定）4

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）量的調査技法３（質問文の作成）5

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）量的調査技法４（サンプリング）6

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）量的調査技法５（プリテストと本調査、その注意点
）7

配布プリントの熟読　量的調査全体の復習（９０分
）

前回プリントの読み込み1次関数2次関数の復習
（９０分）

量的調査技法６（データ解析法　ＩＴ機器の活用法
）8

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）質的調査技法１（フィールドの設定）9

10 質的調査技法２（フィールドにおけるサンプリング
） 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）質的調査技法３（フィールドにおける記録と聞き取
り）11

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）質的調査技法４（質的分析　グランデッドセオリー
アプローチを中心に）12

配布プリントの熟読　事例の熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）質的調査技法５（質的調査事例の紹介１）13

配布プリントの熟読　事例の熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）質的調査技法６（質的調査事例の紹介２）14

講義全体の総復習（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）調査倫理と個人情報保護法との関連15

自己総括（９０分）講義全体の総復習（９０分）定期試験（６０分試験終了後３０分解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの熟読（９０分）

科目名称 社会調査の基礎

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC112017（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



国，都道府県，市町村の役
割を理解することができな
かった。

35－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
福祉行政，福祉財政および福祉計画，それぞれの主体と目的はもちろん，方法と課題についても理解できるようになる。世界情勢や日本の社会構造の変化が，社会
サービス・システムの構造的変化に大きく関連することを理解できるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰの「１（４）と（５）」，「２（２）と（３）」に対応する。

到達目標
福祉行政の主体と目的を理解できる。福祉財政の主体と現状を理解できる。福祉計画の根拠法・主体・目的・方法を理解できる。大学の授業としての論理的考察お
よび，社会福祉士・精神保健福祉士国家試験共通科目での出題傾向をも把握できる。

授業全体の内容と概要
国，都道府県，市町村および行政組織・団体の福祉的役割，その裏付けとなる財政のあり方と計画の目的・意義を学ぶことから，マクロ的視点での社会サービス・
システムを理解する。

授業の方法
ポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。開始5～10分は，前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，配布済みレジュメに従い空き行間に重要事項を
メモする形の講義形式をとるが，理解度の確認のため随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。復習を兼ねて，授業中のメモをテキストなどを参考に
ノートにまとめることを推奨する。中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
これまでに修得した他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉行政の理解

福祉財政の理解

福祉計画の理解

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を理解する
だけでなく，その課題に気
付き対応策を説明できた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を理解する
だけでなく，その課題を説
明することができた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を説明する
ことができた。

国，都道府県，市町村の役
割を理解することができた
。

福祉財政と所得再分配を関
連付けて説明することがで
きた。

福祉財政全体として，財源
と支出の課題を説明するこ
とができた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解するとともに
，その財源と支出を説明す
ることができた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解することがで
きた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解することがで
きなかった。

現実の地域福祉に福祉計画
がどの様な役割を担ってい
るかを説明することができ
た。

地域福祉計画と他の福祉計
画に整合性が必要な理由を
説明することができた。

国の方針，都道府県計画と
市町村計画の相互関連を説
明することができた。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解することができた
。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解することができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

36－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明を含む），制
度改正と行財政のイメージング

シラバスの読み込みと制度改革を調べてくる（９０
分）

2 福祉行政の実施体制（1）
統治機構，行政と法規

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）3 福祉行政の実施体制（2）

国，都道府県，市町村の役割 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉行政の実施体制（3）
組織・団体と専門職の役割4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（1）
税と社会保険料および所得再分配5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（2）
国家財政（社会保障財政），地方公共団体の財政6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（3）
国民負担率，給付付き税額控除等7

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）福祉行財政の振り返りと中間試験8

今回のノートをまとめるとともに自身の課題克服の
方法を考える（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

中間試験結果からの個別課題とアドバイス
福祉計画の意義と目的9

10 福祉計画の主体と方法 参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（1）
高齢者保健福祉，介護保険11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（2）
障害者福祉，保健医療12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（3）
子ども家庭福祉，次世代育成，男女共同参画・DV13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（4）
地域福祉計画，その他14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）

市町村総合計画と福祉計画の関係を確認する（９０
分）まとめとして振り返りと新たな動き15

試験の振り返り（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（60分の試験終了後、試験のポイントを解
説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



９回以下しか授業しておら
ず、消極的な学習しかでき
かかった。

37－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 978－4－8058－5431
ー0

概要

履修目標
福祉サービスでは組織論や経営論が必要になっている背景を理解する。将来、社会福祉領域で活躍する時に必要な知識であるため、組織論、リーダーシップ、経営
論などを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）」、「２（１）」に対応する。

到達目標
リーダーシップ論、組織論、経営論など説明できる。
福祉組織の課題を具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
福祉サービスに係る種々の組織や団体について理解し，組織のマネジメントに関する基礎理論，多様な知識にもとづくマネジメント論の観点から経営戦略のあり方
，適切なサービス提供体制などを取り上げる。

授業の方法
授業では教科書と板書を活用しながら知識を獲得していきます（プレゼンテーション・グループワーク・ディスカッション含む）。また、確認テストを時間内に実
施し、フィードバックとして回収後、回答の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が６０点
以上である。

教科書、資料の内容を理解
するため事前学習を行い、
授業内で質問や自分の意見
をプレゼンテーションする
。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１４回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１３回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１２～１０回以上授業に参
加し、積極的に学習ができ
た。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか取れなかった。

事前学習を行い、授業中に
５回以上質問や意見を述べ
ることができた。

事前学習を行い、授業中に
４回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習を行い、授業中に
３回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習を行い、授業中に
２回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習や質問、意見など
を答えることが出来なかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『福祉サービスの組織と経営』』 ２０１７年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112019（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

独立型社会福祉士事務所を経営している教員が準市場における、社会福祉士のビジネスモデ
ルを提示していきます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

38－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、福祉サービスにおけるマネジメン
ト 事前に教科書を確認（９０分）

2 福祉サービスに係る組織・団体(１) 法人とは 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 福祉サービスに係る組織・団体(２) 社会福祉法人 ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）福祉サービスに係る組織・団体(３) 医療法人4

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）福祉サービスに係る組織・団体(４) NPO法人その他5

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(１) マネ
ジメントの本質6

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(２) 組織
のあり方7

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(３) 意思
決定論8

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(４) リー
ダーシップ論9

10 経営戦略の構築(１) サービスマネジメント 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(２) リスクマネジメント11

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(３) ヒューマンリソースマネジメ
ント【人材採用】12

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(４） ヒューマンリソースマネジメ
ント【能力開発】13

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(５) ヒューマンリソースマネジメ
ント【評価処遇】14

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(６) 会計・財務マネジメント【会
計基準】15

テストの復習（９０分）確認テストの学習（９０分）テスト及び試験問題の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

科目名称 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112019（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

独立型社会福祉士事務所を経営している教員が準市場における、社会福祉士のビジネスモデ
ルを提示していきます。

基本情報

開講時期



労働環境の現状と課題につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。

39－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
働くことの意味を考えながら、就労することに対する支援が必要な人たちとはどのような生活課題のある人たちなのか、どのような制度や機関、専門職が関わるの
か、さらに、ソーシャルワークの専門職としての社会福祉士はどのように就労支援を展開しているのかを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①労働環境の現状について、データを用いて説明し課題を指摘できる。
②就労支援にかかわる法体系について、その概要について理解する。
③障害者の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。
④低所得者等の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。
⑤高齢者の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。

授業全体の内容と概要
①労働環境の現状と関連する法制度について学ぶ。
②障害者の就労支援について学ぶ。
③低所得者等の就労支援について学ぶ。
④高齢者の就労支援について学ぶ。

授業の方法
①配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には板書事項を記述すること
。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テスト（５問出題）を実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等、Microsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
②ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
③新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

労働環境の現状について、
データを用いて説明し課題
を指摘できる。

就労支援にかかわる法体系
について、その概要につい
て理解する。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要に
ついて理解し、課題を指摘
できる。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要について理解し、課題を
指摘できる。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要に
ついて理解し、課題を指摘
できる。

関係するデータを用いて労
働環境の現状と課題につい
て具体的に説明・記述でき
た。

関係するデータを用いて労
働環境の現状と課題につい
ておおむね具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより労働環境の
現状と課題について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより労働環境の
現状と課題についておおむ
ね説明・記述できた。

就労支援にかかわる法体系
の概要について具体的に説
明・記述できた。

就労支援にかかわる法体系
の概要についておおむね具
体的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより就労支援に
かかわる法体系の概要につ
いて具体的に説明・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより就労支援に
かかわる法体系の概要につ
いておおむね説明・記述で
きた。

就労支援にかかわる法体系
の概要について関係するキ
ーワードを理解しておらず
、説明・記述が不十分だっ
た。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系と概要、課題
について具体的に説明・記
述できた。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題についておおむね具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
て具体的に説明で・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
ておおむね説明・記述でき
た。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題について関係するキー
ワードを理解しておらず、
説明・記述が不十分だった
。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系と概要、
課題について具体的に説明
・記述できた。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要、課題についておおむね
具体的に説明・記述できた
。

関係するキーワードを提示
することにより低所得者等
の就労支援にかかわる制度
の体系とその概要、課題に
ついて具体的に説明で・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより低所得者等
の就労支援にかかわる制度
の体系とその概要、課題に
ついておおむね説明・記述
できた。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要、課題について関係する
キーワードを理解しておら
ず、説明・記述が不十分だ
った。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題について関係するキー
ワードを理解しておらず、
説明・記述が不十分だった
。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系と概要、課題
について具体的に説明・記
述できた。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題についておおむね具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより高齢者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
て具体的に説明で・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより高齢者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
ておおむね説明・記述でき
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 就労支援ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112020（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は５回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（８回×５点）、第８回に実施する定期試験（６０点）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

40－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、人が働くことの
意味、労働の動向と法制度

本講義で学ぶ概要についてシラバスの内容を確認す
る。（９０分）

2 障害者の就労支援①
障害者の就労状況と就労支援制度

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）3 障害者の就労支援②

障害者の就労支援機関と専門職
授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

低所得者等の就労支援①
低所得者等の就労状況と就労支援制度4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

低所得者等の就労支援②
低所得者等の就労支援機関と専門職5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

高齢者の就労支援①
高齢者の就労状況と就労支援制度6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

高齢者の就労支援②
高齢者の就労支援機関と専門職、授業のまとめ7

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（９０分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（９０分
）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

科目名称 就労支援ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112020（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



更生保護制度の意義と仕組
みを説明することができな
かった。

41－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8240-5

概要

履修目標
今日求められている社会福祉と更生保護の連携強化を視野に、ソーシャルワーカーに必要とされる更生保護制度に関する知識・役割について理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）、（２）、（６）、（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
・更生保護制度の意義と仕組みを説明できる。
・更生保護制度を通じてソーシャルワーカーが担うべき役割を考えることができる。
・わが国の更生保護制度の現状と課題について自らの意見を示すことができる。

授業全体の内容と概要
刑事司法における更生保護の仕組みを学ぶとともに、犯罪をした者や非行のある少年に対する社会のなかでの処遇に関するソーシャルワーカーの関わりを考える。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。私語等は慎み，授業に集中してノートを取ること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

履修目標を越えて広く刑事
司法と福祉に関する知識を
理解できた。

社会福祉と更生保護の連携
の必要性を視野にソーシャ
ルワーカーに必要な更生保
護に関する知識を理解でき
た。

社会福祉と更生保護の連携
の必要性を知ることができ
た。

更生保護制度の意義と仕組
みを説明することができた
。

刑事司法と司法福祉のあり
方について考えることがで
きた。

保護観察官、社会復帰調整
官の具体的業務について考
えることができ
た。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割を考える
ことができた。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割�を考え
る姿勢を示した。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割を考える
姿勢を示せなかった。

社会福祉と更生保護との連
携について課題を提示する
ことができた。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割について
意見を示すこ
とができた。

更生保護制度の現状を踏ま
えその課題について考える
姿勢を示した。

更生保護制度の現状につい
て自分の意見を示すことが
できた。

更生保護制度の現状につい
て考える姿勢を示せなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座１０ 刑事司法と福祉』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 更生保護制度

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112021（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は５回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

42－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
近年の犯罪の特徴と社会内処遇の重要性－高齢者、
軽度の知的障害や発達障害をもつ犯罪者の増加など

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 更生保護制度の概要（1）－仮釈放，保護観察，生
活環境の調整 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 更生保護制度の概要（2）－更生緊急保護，恩赦，
犯罪予防活動

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）更生保護制度の担い手 　－保護観察官、保護司、

更生保護施設など4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）更生保護制度における関係機関・団体との連携5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）医療観察制度の概要6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会福祉と更生保護－更生保護の動向と課題－7

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 更生保護制度

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112021（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



社会変化と福祉制度変遷を
関係付けることができなか
った。

43－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人 日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882344

概要

履修目標
①社会福祉の原理をめぐる思想・哲学と理論を理解する。
②社会福祉の歴史的展開の過程と社会福祉の理論を踏まえ、欧米との比較によって日本の社会福祉の特性を理解する。
③社会問題と社会構造の関係の視点から、現代の社会問題について理解する。
④福祉政策を捉える基本的な視点としての概念や理念を理解する。
　　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①社会福祉士と精神保健福祉士に必要な基礎的な知識を身につけることができる。
②社会変化と福祉制度の変遷（変わること）の関連を説明できるようになる。
③「公平な社会」を「共生社会」と関連づけることができる。

授業全体の内容と概要
①福祉を学ぶための基盤となる考え方や基礎知識を学ぶ。
②福祉サービスをソーシャル・サービス、福祉政策をソーシャル・ポリシー（社会政策）と福祉を幅広く捉えるようになった背景（要因・理由）とその内容（考え
方・概念）を学ぶ。　　　　

授業の方法
①授業のポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。
②開始5～10分は、前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，配布済みレジュメに従い空き行間に重要事項をメモする形の講義形式をとるが、理解度の確認のた
め随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
③復習を兼ねて、授業中のメモと教科書などを参考にノートにまとめることを推奨する。
④中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
社会保障や相談援助の基盤と専門職など，他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉の歴史について

社会福祉の理論（哲学，思
想を含む）について

ソーシャル・ポリシー（福
祉政策）について

社会変化と福祉制度変遷の
背景を知識として身に付け
、今後の福祉制度の在り方
を自己の考えとして表現で
きた。

社会変化と福祉制度変遷の
背景を基礎知識として（質
問への回答，試験の論述，
など）に使用することがで
きた。

社会変化と福祉制度変遷を
関連付けて説明することが
できた。

社会変化と福祉制度変遷を
関係付けることができた。

公平性と効率性がどの様に
重要なのかを理解できた。

社会福祉の論点が何かを把
握することができた。

理論の基盤となる用語の意
味を理解できた。

社会福祉の基礎となる考え
方を理解できた。

社会福祉の基礎となる考え
方を理解できなかった。

幅広い概念のソーシャル・
ポリシーを用いる理由を説
明することができた。

ソーシャル・ポリシーの目
的と公平な社会の実現の関
連を説明することができた
。

ソーシャル・ポリシーにお
いて公平性が重要な理由を
説明することができた。

ソーシャル・ポリシーの概
要を理解できた。

ソーシャルポリシーの概要
を理解できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新・社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養
成講座　４　社会福祉の原理と政策』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

44－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明を含む）と社
会福祉の原理について（自助として市場の論理と所
得再分配を含む）

シラバスの読み込みと市場原理を調べてくる（９０
分）

2 社会福祉の歴史について（社会変化と福祉制度変遷
の関係性）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようる
（９０分）
（90分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）3 社会福祉の歴史について（欧米の社会福祉の歴史的

展開） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の歴史について（日本の社会福祉の歴史的
展開）4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の思想・哲学について （人間の尊厳、社
会正義などを含む）5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の理論について（基本的な考え方について
）6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の論点について（効率と公平、リバタリア
ン・パターナリズムなどを含む）7

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）前半のまとめと中間小試験8

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の対象とニーズについて（demandsとneeds
の違いと変遷を含む）9

10 現代社会の課題について（人口減少、少子高齢化な
どを含む）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

現代社会の課題背景について（社会構造・情勢の変
化を含む）11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の基本的視点について（福祉レジームを含
む）12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・ポリシーと福祉政策（1）－社会政策
のなかの福祉政策13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・ポリシーと福祉政策（2）－福祉政策
の体系14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）　　　

これまでの授業を振り返り，福祉において公平がな
ぜ重要かを考えてくる　（９０分）

まとめとして、現代社会の課題と福祉政策の変遷に
ついての確認15

現代社会と福祉Ⅱの授業に向けて、試験の振り返り
（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを

解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



直接福祉を目的としない個
々のソーシャル・ポリシー
の意義と目的を理解できな
かった。

45－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882344

概要

履修目標
①福祉政策を捉える基本的な視点として、生活上のニーズと福祉政策の過程を結び付けて理解する。
②福祉政策の動向と課題を踏まえた上で、関連施策や包括的支援について理解する。
③福祉サービスの供給と利用の過程について理解する。
④福祉政策の国際比較の視点から、日本の福祉政策の特性について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１の（２）と（４）と（５）」、「２の（２）」に対応する。

到達目標
①社会福祉士と精神保健福祉士に必要な基礎的な理論について理解することができる。
②ソーシャル・ポリシー（社会政策）が元来の福祉政策のみならず，直接福祉を目的としない政策（所得政策、雇用政策、住宅政策、教育政策など）を含む意義と
目的を理解することができる。
③福祉の市場化の意義と目的を理解することができる。
④主要国の福祉制度の外観を理解し、今後の我が国のソーシャル・ポリシーの方向性を考えることができる。

授業全体の内容と概要
①「社会福祉の原理と政策Ⅰ」を踏まえて、ソーシャル・サービスの構成要素と供給主体を学ぶ。
②福祉の市場化について、その内容と背景を学ぶ。
③福祉を直接の目的としない個々のソーシャル・ポリシー及び相談援助活動との関連を学ぶことから，福祉における「公平と効率」の意義を学ぶ。

授業の方法
①授業のポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。
②開始5～10分は、前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，配布済みレジュメに従い空き行間に重要事項をメモする形の講義形式をとるが、理解度の確認のた
め随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
③復習を兼ねて、授業中のメモと教科書などを参考にノートにまとめることを推奨する。
④中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「社会福祉の原理と政策Ⅰ」を踏まえ、社会保障や相談援助の基盤と専門職など，他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

直接福祉を目的としないソ
ーシャル・ポリシー

福祉の市場化

今後のソーシャル・ポリシ
ーの方向性

ソーシャル・ポリシーの概
念とソーシャル・サービス
の概念との範囲の違いに気
付くことができた。

ソーシャル・ポリシーとソ
ーシャル・サービスの関連
を理解できた。

ソーシャル・ポリシーが直
接福祉を目的としない政策
を含む背景を理解できた。

直接福祉を目的としない個
々のソーシャル・ポリシー
の意義と目的を理解できた
。

福祉における公平と効率の
関係を説明することができ
た。

福祉における効率化の必要
性を説明することができた
。

福祉の市場化の背景と目的
を理解することができた。

福祉の市場化の内容を理解
できた。

福祉の市場化の内容を理解
できなかった。

公平と効率を念頭に自らの
福祉観を表現することがで
きた。

自らの福祉観を持つことが
できた。

社会変化の方向性とソーシ
ャル・ポリシーの方向性を
整合的に説明することがで
きた。

論理的に今後のソーシャル
・ポリシーの方向性を説明
することができた。

今後のソーシャル・ポリシ
ーの方向性を説明すること
ができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新・社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養
成講座　４　社会福祉の原理と政策』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

46－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明を含む）とソ
ーシャル・サービスにおけるニーズについて（把握
方法、種類と内容など）

シラバスの読み込みと市場原理を調べてくる（９０
分）

2 ソーシャル・サービスにおける社会資源について（
種類とその特徴，新たな構築など）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）3 福祉政策の構成要素について（福祉の基礎構造，措

置制度から契約方式へなど） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の過程について（福祉のPDCAサイクル、福
祉計画、実施方法と手段など）4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の動向と課題について（地域包括ケアシス
テムなど）5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

直接福祉を目的としない政策（保健医療政策および
防災・災害時避難政策）6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）直接福祉を目的としない政策（権利擁護政策）7

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）前半のまとめと中間小試験8

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

直接福祉を目的としない政策（所得政策および雇用
政策）9

10 直接福祉を目的としない政策（住宅政策および教育
政策）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの供給部門について（福祉の
多元化を含む）11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの供給過程について（福祉行
財政、市場化などを含む）12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの利用主体と援助方法につい
て（対人援助とコミュニティを含む）13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービス及びソーシャル・ポリシーの
国際比較と時事および今後の課題について14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）　　　

これまでの授業を振り返り，福祉において公平がな
ぜ重要かを考えてくる　（９０分）

まとめとして，ソーシャル・ポリシーにおける公平
と効率およびソーシャル・ポリシーの全体像の確認15

現代社会と福祉Ⅱの授業に向けて、試験の振り返り
（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後，試験のポイントを

解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



人と環境との交互作用に関
する理論とミクロ・メゾ・
マクロレベルにおけるソー
シャルワークについて関係
するキーワードを理解して
おらず、説明・記述が不十
分だった。

47－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワーク実践のうち、人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク、ソーシャルワークの様々な実践モデ
ルとアプローチ、ソーシャルワークの展開過程に必要な知識・技術を修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークについて理解する。
②ソーシャルワークの様々な実践モデルとアプローチについて理解する。
③ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。

授業全体の内容と概要
①ソーシャルワークの中核をなす理論、実践モデル、アプローチ方法について学ぶ。
②ソーシャルワークの展開過程について学ぶ。
③ソーシャルワークの記録技法について学ぶ。

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テストを実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等Microsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについて理
解する。

②ソーシャルワークの様々
な実践モデルとアプローチ
について理解する。

③ソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて理解する。

関係するキーワードを用い
て人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについて具
体的に説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
て人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについてお
おむね具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを提示
することにより人と環境と
の交互作用に関する理論と
ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クについて具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより人と環境と
の交互作用に関する理論と
ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クについておおむね説明・
記述できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの様々
な実践モデルとアプローチ
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを用い
て人ソーシャルワークの様
々な実践モデルとアプロー
チについておおむね具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの様々な実践モデル
とアプローチについて具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの様々な実践モデル
とアプローチについておお
むね説明・記述できた。

ソーシャルワークの様々な
実践モデルとアプローチに
ついて関係するキーワード
を理解しておらず、説明・
記述が不十分だった。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついておおむね具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術についておおむ
ね説明・記述できた。

ソーシャルワークの過程と
それに係る知識と技術につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8242-9

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座　12ソーシャルワークの理論と方法[共通科

2021年

2

3

4

5

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122022，SWS422081，SWS522092（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は１０回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０％）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

48－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、ソーシャルワー
クの理論と方法の概説について

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（90分）

2 人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソーシャルワークについて

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

3 ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ①（治
療モデル、生活モデル、ストレングスモデル）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ②（心
理社会的アプローチ、機能的アプローチ、問題解決
アプローチ）

4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ③（課
題中心アプローチ、危機介入アプローチ、行動変容
アプローチ）

5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ④
（エンパワメントアプローチ、ナラティヴアプロー
チ、解決志向アプローチ）

6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ⑤（事
例検討）7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程①（ケースの発見、インテ
ーク、アセスメント、プランニング）8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程②（支援の実施、モニタリ
ング、支援の終結と事後評価、アフターケア）9

10 ソーシャルワークの過程③（事例検討：高齢者）
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程④（事例検討：障害者）11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程⑤（事例検討：児童）12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの記録①（記録の意義と目的・記
録の方法と実際）13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの記録②（演習）14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（90分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（90分）定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122022，SWS422081，SWS522092（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



人と環境との交互作用に関
する理論とミクロ・メゾ・
マクロレベルにおけるソー
シャルワークについて関係
するキーワードを理解して
おらず、説明・記述が不十
分だった。

49－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワーク実践のうち、人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワーク、ソーシャルワークの様々な実践モデ
ルとアプローチ、ソーシャルワークの展開過程に必要な知識・技術を修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ・マクロレベルにおけるソーシャルワークについて理解する。
②ソーシャルワークの様々な実践モデルとアプローチについて理解する。
③ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。

授業全体の内容と概要
①ソーシャルワークの中核をなす理論、実践モデル、アプローチ方法について学ぶ。
②ソーシャルワークの展開過程について学ぶ。
③ソーシャルワークの記録技法について学ぶ。

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テストを実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等Microsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについて理
解する。

②ソーシャルワークの様々
な実践モデルとアプローチ
について理解する。

③ソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて理解する。

関係するキーワードを用い
て人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについて具
体的に説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
て人と環境との交互作用に
関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソ
ーシャルワークについてお
おむね具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを提示
することにより人と環境と
の交互作用に関する理論と
ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クについて具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより人と環境と
の交互作用に関する理論と
ミクロ・メゾ・マクロレベ
ルにおけるソーシャルワー
クについておおむね説明・
記述できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの様々
な実践モデルとアプローチ
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを用い
て人ソーシャルワークの様
々な実践モデルとアプロー
チについておおむね具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの様々な実践モデル
とアプローチについて具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの様々な実践モデル
とアプローチについておお
むね説明・記述できた。

ソーシャルワークの様々な
実践モデルとアプローチに
ついて関係するキーワード
を理解しておらず、説明・
記述が不十分だった。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついておおむね具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術についておおむ
ね説明・記述できた。

ソーシャルワークの過程と
それに係る知識と技術につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8242-9

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座　12ソーシャルワークの理論と方法[共通科

2021年

2

3

4

5

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は１０回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０％）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

50－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、ソーシャルワー
クの理論と方法の概説について

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（90分）

2 人と環境との交互作用に関する理論とミクロ・メゾ
・マクロレベルにおけるソーシャルワークについて

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

3 ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ①（治
療モデル、生活モデル、ストレングスモデル）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ②（心
理社会的アプローチ、機能的アプローチ、問題解決
アプローチ）

4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ③（課
題中心アプローチ、危機介入アプローチ、行動変容
アプローチ）

5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ④
（エンパワメントアプローチ、ナラティヴアプロー
チ、解決志向アプローチ）

6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ⑤（事
例検討）7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程①（ケースの発見、インテ
ーク、アセスメント、プランニング）8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程②（支援の実施、モニタリ
ング、支援の終結と事後評価、アフターケア）9

10 ソーシャルワークの過程③（事例検討：高齢者）
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程④（事例検討：障害者）11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの過程⑤（事例検討：児童）12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの記録①（記録の意義と目的・記
録の方法と実際）13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ソーシャルワークの記録②（演習）14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（90分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（90分）定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



ソーシャルワークの過程と
それに係る知識と技術につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。

51－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワークの実践のうち、①ケアマネジメント、②グループワーク、③セルフヘルプグループ、④コミュニティワーク、⑤スーパービジョン、⑥コンサルテ
ーションの知識と技術を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。
②コミュニティワークの概念とその展開について理解する。
③ソーシャルワークにおけるスーパービジョンについて理解する。

授業全体の内容と概要
社会福祉援助技術について、①ケアマネジメント、②グループワーク、③セルフヘルプグループ、④コミュニティワーク、⑤スーパービジョン、⑥コンサルテーシ
ョンを学ぶ。

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テストを実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等Microsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①ソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて理解する。

②コミュニティワークの概
念とその展開について理解
する。

③ソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
て理解する。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついておおむね具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術についておおむ
ね説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
てコミュニティワークの概
念とその展開について具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
てコミュニティワークの概
念とその展開についておお
むね具体的に説明・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することによりコミュニテ
ィワークの概念とその展開
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することによりコミュニテ
ィワークの概念とその展開
についておおむね説明・記
述できた。

コミュニティワークの概念
とその展開について関係す
るキーワードを理解してお
らず、説明・記述が不十分
だった。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
て具体的に説明・記述でき
た。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
ておおむね具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークにおけるスーパービ
ジョンについて具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークにおけるスーパービ
ジョンについておおむね説
明・記述できた。

ソーシャルワークにおける
スーパービジョンについて
関係するキーワードを理解
しておらず、説明・記述が
不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8242-9

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座　12ソーシャルワークの理論と方法[共通科

2021年

2

3

4

5

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は１０回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０％）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

52－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、ソーシャルワー
クの理論と方法Ⅰの振り返り

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（90分）

2 ソーシャルワークの理論と方法の概説
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

3 ケアマネジメントについて①（原則・意義と方法） 授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ケアマネジメントについて②（事例検討）4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について①（グループワークの
意義と目的・原則・展開過程）5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について②（事例検討：グルー
プワーク）6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について③（セルフヘルプグル
ープ）7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について④（事例検討：セルフ
ヘルプグループ）8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて①（意義と目的：コミ
ュニティワークの展開）9

10 コミュニティワークについて②（事例検討１）
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて③（事例検討２）11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて④（事例検討３）12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

スーパービジョンとコンサルテーションについて
①（意義・目的）13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

スーパービジョンとコンサルテーションについて
②（方法）14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（90分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（90分）定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



ソーシャルワークの過程と
それに係る知識と技術につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。

53－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワークの実践のうち、①ケアマネジメント、②グループワーク、③セルフヘルプグループ、④コミュニティワーク、⑤スーパービジョン、⑥コンサルテ
ーションの知識と技術を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①ソーシャルワークの過程とそれに係る知識と技術について理解する。
②コミュニティワークの概念とその展開について理解する。
③ソーシャルワークにおけるスーパービジョンについて理解する。

授業全体の内容と概要
社会福祉援助技術について、①ケアマネジメント、②グループワーク、③セルフヘルプグループ、④コミュニティワーク、⑤スーパービジョン、⑥コンサルテーシ
ョンを学ぶ。

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テストを実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等Microsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①ソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて理解する。

②コミュニティワークの概
念とその展開について理解
する。

③ソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
て理解する。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついて具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークの過程
とそれに係る知識と技術に
ついておおむね具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークの過程とそれに係る
知識と技術についておおむ
ね説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
てコミュニティワークの概
念とその展開について具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを用い
てコミュニティワークの概
念とその展開についておお
むね具体的に説明・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することによりコミュニテ
ィワークの概念とその展開
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することによりコミュニテ
ィワークの概念とその展開
についておおむね説明・記
述できた。

コミュニティワークの概念
とその展開について関係す
るキーワードを理解してお
らず、説明・記述が不十分
だった。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
て具体的に説明・記述でき
た。

関係するキーワードを用い
てソーシャルワークにおけ
るスーパービジョンについ
ておおむね具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークにおけるスーパービ
ジョンについて具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することによりソーシャル
ワークにおけるスーパービ
ジョンについておおむね説
明・記述できた。

ソーシャルワークにおける
スーパービジョンについて
関係するキーワードを理解
しておらず、説明・記述が
不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8242-9

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座　12ソーシャルワークの理論と方法[共通科

2021年

2

3

4

5

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122023，SWS422082，SWS522093（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は１０回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０％）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

54－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本講義の進め方、シラバスの説明、ソーシャルワー
クの理論と方法Ⅰの振り返り

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（90分）

2 ソーシャルワークの理論と方法の概説
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

3 ケアマネジメントについて①（原則・意義と方法） 授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

ケアマネジメントについて②（事例検討）4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について①（グループワークの
意義と目的・原則・展開過程）5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について②（事例検討：グルー
プワーク）6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について③（セルフヘルプグル
ープ）7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

集団を活用した支援について④（事例検討：セルフ
ヘルプグループ）8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて①（意義と目的：コミ
ュニティワークの展開）9

10 コミュニティワークについて②（事例検討１）
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて③（事例検討２）11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

コミュニティワークについて④（事例検討３）12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

スーパービジョンとコンサルテーションについて
①（意義・目的）13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

スーパービジョンとコンサルテーションについて
②（方法）14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（90分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（90分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（90分）定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（90分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122023，SWS422082，SWS522093（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年生対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の専門用語を一つも説
明できなかった。

55－ －

ルーブリック

評価項目

1 適宜紹介する。

概要

履修目標
１．ソーシャルワークの知識と技術に係る他の科目との関連性を踏まえ、社会福祉士及び精神保健福祉士として求められる基礎的な能力を涵養する。
２．ソーシャルワークの価値規範と倫理を実践的に理解する。
３．ソーシャルワークの実践に必要なコミュニケーション能力を養う。
４．ソーシャルワークの展開過程において用いられる、知識と技術を実践的に理解する。
５．精神保健医療福祉のソーシャルワークについても理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（４）と（６）と（７）」と、「２（２）」に対応する。

到達目標
社会福祉士および精神保健福祉士に必要な専門職としての基礎的知識・技術について体験的に理解できる。

授業全体の内容と概要
個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレイ等）を中心とする演習形態により行う。

授業の方法
１．グループに分かれて、テキストの事例を実際にロールプレイしたり、小グループに分かれてディスカッションを行う。その中で教員のスーパービジョンを受け
、自己の振り返りを行い、自己覚知を促す。
２．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワークにおける
自己理解、他者理解の重要
性を理解する。

ソーシャルワークにおける
面接技法を理解する。

ソーシャルワークにおける
アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて理解する。

自己覚知の概念、自己開示
の実践、他者理解における
実践理論を言語で明確に説
明できた。

自己覚知の概念、他者理解
における実践理論を言語で
明確に説明できた。

自己覚知の概念、自己開示
の実践を言語で明確に説明
できた。

自己覚知の概念を言語で明
確に理解できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスと重要ターム
をマイクロカウンセリング
技法の用語を用いて説明で
きた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスの重要ターム
を説明できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスを説明できた
。

面接における身体技法を実
践できた。

左記の専門ターム及び実践
技法を一つも説明及び実践
できなかった。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて明確に言語で説明でき
、且つ各々の矢ｊ区割りを
ロールプレイングで実践で
きた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価にお
ける各々の役割をロールプ
レイングで実践できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、評価、モニタリングの理
論と重要性を言語で明確に
説明できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価の重
要性を説明できた。

左記の用語の説明およびロ
ールプレイング実践を一つ
もできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉(社会福祉学科・教授)・上
原　正希(社会福祉学科・教授)・西野克

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員などの資格を持ち、ソーシャルワーカーとし
て現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験談を踏まえ、講義を行う
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上をクリアすること。
２．その他については，出席状況２０％と、演習における話し合いの態度や発言の取り組み態度６０％で評価します。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ８０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

56－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（グループ分け　自己紹介）　
シラバスの説明。
自己覚知・自己理解と他者理解について理解する。

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2
基本的なコミュニケーション技術について理解する
。
・言語的技術（質問、促し、言い換え、感情の 反

教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3
基本的な面接技術 ・面接の構造化について理解す
る。
・場の設定(面接室、生活場面、自宅等)

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

4

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

5

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

6

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

7

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

8

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

9

10
ソーシャルワークの展開過程 事例を用いて、具体
的なソーシャルワークの場面と過程について理解す
る。

教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）ソーシャルワークの記録について理解する。
・支援経過の把握と管理11

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
グループダイナミクスの活用について理解する。
・グループワークの構成(グループリーダー・ コリ
ーダー・グループメンバー）

12

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
グループダイナミクスの活用について理解する。
・グループワークの展開過程(準備期・開始 期・作
業期・終結期）

13

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
プレゼンテーション技術について理解する。
・個人プレゼンテーション 　
・グループプレゼンテーション

14

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
プレゼンテーション技術について理解する。
・個人プレゼンテーション 　
・グループプレゼンテーション

15

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理・自己の言動の振り返り（90分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉(社会福祉学科・教授)・上
原　正希(社会福祉学科・教授)・西野克

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員などの資格を持ち、ソーシャルワーカーとし
て現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験談を踏まえ、講義を行う
。

基本情報

開講時期



11回以下しか授業に参加で
きなかった。

57－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 9784805851043

概要

履修目標
相談援助の理論Ⅰ・Ⅱで学んだ内容技術について，より広げ集団及び家族への援助並びに地域を基盤とした援助等のためのケアマネジメントの基礎などの理解する
。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①社会福祉専門職の多様な技術とその効果について理解し、説明できる。
②事例などから，利用者のケアマネジメントを実施できる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉援助体系に占める，ケースワークを中心に学ぶ。
②現場で必要とされる面接技術を身につける。
③社会福祉専門職と集団・間接援助技術の関係性を学ぶ。

授業の方法
知識の獲得はもちろんですが、グループワークや演習、ロールプレイなど、ソーシャルワーカーにとって必要な技術を活用しながら授業を行います。板書やプリン
トなどを使い、確認テストも行い、知識の獲得を図ります。マイクロカウンセリングを行い、自身の課題などをフィードバックして、面接の在り方を意識できるよ
うにします。質問に対してはそのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。資料等は，適宜配布します。
②相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱを学んでいることが望ましい。
③試験前の授業では総まとめを行います，大変重要です。

資格指定科目
スポーツソーシャルワーカー資格課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、ノートを作
成し提出する。

定期試験の成績が６０点以
上である。

マイクロカウンセリングを
意識した面接が行え、ケア
マネジメントサイクルが行
える。

１５回以上授業に参加し、
ノートが整理され積極的に
学習できた。

１４回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１３回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１２回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からエバリュエーションま
でできた。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からモニタリングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からプランニングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からアセスメントまででき
た。

演習や模擬面接ができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『相談援助の理論と方法Ⅱ』』 2009年02月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。手書きのノートの提出があります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ２５％ ０％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

58－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 相談援助の理論と方法Ⅲの学びについて
シラバスの説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 相談援助における対象の理解①概念と定義 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 相談援助における対象の理解②対象の捉え方 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント①インテーク4

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント②アセスメント5

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント③プランニング6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント④ケアプランの作成7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について理論8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について実践　事
例研究9

10 ケアマネジメントの実際(施設）について理論 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(施設）について実践　事
例研究11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング①12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング②13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）相談援助における社会資源の活用・調整・開発　ソ
ーシャルアークション14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ボランティアについて、実習態度、まとめ15

試験の振り返り（９０分）定期試験対策（９０分）定期試験（６０分試験終了後・３０分解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

板書・教科書の復習（９０分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期



11回以下しか授業に参加で
きなかった。

59－ －

ルーブリック

評価項目

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 9784805851043

概要

履修目標
相談援助の理論と方法Ⅰ～Ⅲで学んだことを基礎とし，相談援助の関連援助技術，その意義・役割の理解。医療・学校等のソーシャルワークの現状について理解す
る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①社会福祉専門職の多様な技術とその効果について理解できる。
②事例などから，利用者のケアマネジメントができる。

授業全体の内容と概要
相談援助の理論と方法Ⅰ～Ⅳまでの総合的な振り返り・まとめとして，相談援助の理論と方法Ⅳの授業終了時，相談援助職の専門性について自分自身の意見（発言
）ができるようになる。

授業の方法
知識の獲得はもちろんですが、グループワークや演習、ロールプレイなど、ソーシャルワーカーにとって必要な技術を活用しながら授業を行います。板書やプリン
トなどを使い、確認テストも行い、知識の獲得を図ります。マイクロカウンセリングを行い、自身の課題などをフィードバックして、面接の在り方を意識できるよ
うにします。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。資料等は，適宜配布します。
②相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを学んでいることが望ましい。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、ノートを作
成し提出する。

定期試験の成績が点以６０
上である。

ソーシャルワークの技術を
活用し、自己の課題やワー
カーとしての在り方を述べ
ることができる。

１５回以上授業に参加し、
ノートが整理され積極的に
学習できた。

１４回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１３回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１２回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

CW,GWなどを活用すること
ができる。自己の課題、ワ
ーカーとしての在り方を適
切に伝えることができた。

CW,GWなどを活用すること
ができる。自己の課題、ワ
ーカーとしての在り方をあ
る程度に伝えることができ
た。

自己の課題、ワーカーとし
ての在り方を伝えることが
できた。

ワーカーとしての在り方を
伝えることができた。

アウトプットすることがで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『相談援助の理論と方法Ⅱ』』 ２００９年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123025，SWS423084，SWS523095（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。手書きのノートの提出があります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ２５％ ０％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

60－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 グループを活用した相談援助、シラバスの説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 心理社会アプローチ 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 機能的アプローチ 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）問題解決アプローチ4

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）課題中心アプローチ5

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）危機介入アプローチ6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）行動変容アプローチ7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）事例考察8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）様々な実践モデルとアプローチ①エンパワメント，
ナラティブ9

10 様々な実践モデルとアプローチ②認知アプローチ 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（90分）スーパービジョンとコンサルテーション11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースカンファレンスの技術12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）個人情報の保護と情報通信技術の活用13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）事例研究・事例分析14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ノート提出・まとめ15

試験の振り返り（９０分）定期試験対策（９０分）定期試験（６０分試験終了後・３０分解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

板書・教科書の復習（９０分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123025，SWS423084，SWS523095（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期



地域福祉の基本的な考え方
について全体的に理解がで
きなかった。

61－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規 978-4-8058-8236-8

概要

履修目標
社会福祉士国家試験出題基準にも関連する地域福祉学の学術用語や地域福祉の理念と対象、ソーシャルワークなど地域福祉学の基礎を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．地域社会における社会福祉の対象について説明ができる。
２．地域福祉学の学術用語の基礎的説明ができる。

授業全体の内容と概要
１．地域福祉学は、その対象理解を学ぶものが地域福祉論、実践方法・技術を学ぶものがコミュニティワークになる。
２．本科目は、理論的接近により地域社会、地域住民、地域資源とは何か、地域福祉論の基礎について学ぶ。
３．テキストを中心に関連文献を適宜紹介し、参考文献として、その他、文献資料も活用する。
４．授業内容は、社会福祉士国家試験科目｢地域福祉の理論と方法｣の内容についての理論的理解を含む。

授業の方法
１．授業形態は講義形式だが、適宜、グループワークやディスカッションを含む。
２．テキストを使用し、ポイントとするべき箇所は説明、板書を行う。
３．適宜、質疑応答を交える。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布する。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行う。
４．ⅠとⅡは同じ教科書を使用する。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程
，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】地域福祉の基本的
な考え方について理解でき
た。

【知識】地域福祉の組織や
役割について理解できた。

【知識】コミュニティソー
シャルワークについて理解
できた。

地域福祉の基本的な考え方
について非常に理解できた
。

地域福祉の基本的な考え方
についておおむね理解でき
た。

地域福祉の基本的な考え方
について理解できた。

地域福祉の基本的な考え方
について理解が一部できな
かった。

地域福祉の組織や役割につ
いて非常に理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いておおむね理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いて理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いて理解が一部できなかっ
た。

地域福祉の組織や役割につ
いて全体的に理解ができな
かった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて非常に理解で
きた。

コミュニティソーシャルワ
ークについておおむね理解
できた。

コミュニティソーシャルワ
ークについて理解できた。

コミュニティソーシャルワ
ークについて理解が一部で
きなかった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて全体的に理解
ができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『地域福祉と包括的支援体制』 2021年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123026，SWS4233085，SWS523096（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできない。
２．その他については、出席状況１５％・ノート確認１５％の評価となる。
３．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とします（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

62－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス・シラバスの説明 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 地域福祉の発展過程について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 地域福祉の発展過程
－行政と住民の協働・新しい生活課題 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の発展過程
－新しいサービスシステム・地域福祉の主体4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の基本的考え方
－地域福祉理論の発展・理念5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
地域福祉の基本的考え方
－地域コミュニティ型組織とアソシエーション型組
織

6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の主体と福祉教育について7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－地域福祉計画8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－社会福祉協議会・社会福祉法人9

10 行政組織と民間組織の役割と実際
－NPO・民生委員児童委員など 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－考え方11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－展開とシステム12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－方法13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－チームアプローチ14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－専門職と住民15

テストの振り返りを行うこと（９０分）テスト勉強をしておくこと（９０分）【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123026，SWS4233085，SWS523096（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



授業後の感想文をほとんど
書口ことができなかった。

63－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
①　現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②　精神保健の基本的考え方を理解する。
③　現代社会における精神保健の諸課題の実際を生活環境ごとに理解し、精神保健福祉士の役割について理解する。
④　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について理解する。
⑤　国際連合の精神保健活動た他の国々における精神保健の現状と対策について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
現代の精神保健の動向と課題を知り、精神保健の保持・増進、予防のための支援及び関係機関との連携方法、精神保健福祉士の役割について理解する。

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

授業に主体的に取り組む態
度

精神保健学的な思考力・判
断力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についてわかりやす
く説明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についておおむね説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について一定程度説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について多少説明で
きた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について説明するこ
とができなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援　』

2021

2

3

4

5

科目名称 現代の精神保健の課題

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

64－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 現代の精神保健分野の動向と基本的考え方について
シラバスの説明 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 家族関係における暴力と精神保健について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 出産・育児をめぐる精神保健について 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）介護をめぐる精神保健について4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的ひきこもりをめぐる精神保健について5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）グリーフケアについて6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健支援を担う機関について7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）学校教育における精神保健的課題について8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）スクールソーシャルワーカーの役割について9

10 学校精神保健にかかわる社会資源について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）産業精神保健とその対策について11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）職場のメンタルヘルスのための相談について12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）災害被災者の精神保健について13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）犯罪被害者の支援について14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）自殺予防について15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 現代の精神保健の課題

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期



ソーシャルサポートネット
ワークについて理解できな
かった

65－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規 978-4-8058-8236-8

概要

履修目標
社会福祉士国家試験出題基準などにも関連し、地域福祉学の基礎をⅠで学修し、Ⅱでは地域における具体的な実践について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．地域社会における社会福祉の対象について、具体的事例に基づき、説明ができる。
２．地域社会における社会福祉のアプローチについて具体的事例に基づき、説明できる。

授業全体の内容と概要
１．地域福祉学は、実践方法・技術を学ぶものがコミュニティワーク、その対象理解を学ぶものが地域福祉論になります。
２．本科目はⅠでの理論的接近により地域社会の推進方法の基礎をより推し進め、地域における具体的な実践について学修します。
３．テキストを中心に、関連文献を適宜紹介します。参考文献として、その他、文献資料も活用します。
４．授業内容は、社会福祉士国家試験科目｢地域福祉の理論と方法｣の内容についての理論的理解を含みます。

授業の方法
１．授業形態は講義形式です。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問に対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
４．ⅠとⅡは同じ教科書を使用します。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】ソーシャルサポー
トネットワークについて理
解できた。

【知識】地域における社会
資源について理解できた。

【知識】災害時における地
域福祉問題や対策について
理解できた。

ソーシャルサポートネット
ワークについて非常に理解
できた

ソーシャルサポートネット
ワークについておおむね理
解できた

ソーシャルサポートネット
ワークについて理解できた

ソーシャルサポートネット
ワークについて一部理解が
できなかった

地域における社会資源につ
いて非常に理解できた

地域における社会資源につ
いておおむね理解できた

地域における社会資源につ
いて理解できた

地域における社会資源につ
いて一部理解ができなかっ
た

地域における社会資源につ
いて理解できなかった

災害時における地域福祉問
題や対策について非常に理
解できた

災害時における地域福祉問
題や対策についておおむね
理解できた

災害時における地域福祉問
題や対策について理解でき
た

災害時における地域福祉問
題や対策について一部理解
ができなかった

災害時における地域福祉問
題や対策について理解でき
なかった

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『地域福祉と包括的支援体制』 2021年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123027，SWS423086，SWS523097（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできません。
２．その他については、出席状況１５％・ノート確認１５％の評価です。
３．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。但し、履修者が１０人未満の授業科目は、
授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とします（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

66－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
地域福祉の推進について－住民参加 教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2 ソーシャルサポートネットワークについて 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 ソーシャルサポートネットワークについて－事例 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)地域における社会資源の活用・調整・開発について4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)地域における社会資源の活用・調整・開発について
－事例5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)地域における福祉ニーズの把握方法と実際について6

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域における福祉ニーズの把握方法と実際について
－事例7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域トータルケアシステムの構築と実際について8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域トータルケアシステムの構築と実際について－
展開方法9

10 地域トータルケアシステムの構築と実際について－
事例 教科書を事前に読んでおくこと(９０分） ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域における福祉サービスの評価方法について11

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）災害支援と地域福祉について12

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）災害支援と地域福祉について－事例13

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域福祉と海外について－イギリス14

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分）地域福祉と海外について－アメリカ15

テストの振り返りを行うこと(９０分)テスト勉強をしておくこと(９０分)【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分)

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123027，SWS423086，SWS523097（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

67－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版株式
会社

9784805882566

概要

履修目標
①「障害者」に対する思想や障害者の社会的立場の変遷から、障害者福祉の基本的枠組み（理念・視点・関係性）について理解する。
②精神保健福祉士が対象とする「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、精神障害者の生活実態について学ぶ。
③精神疾患や精神障害をもつ当事者の社会的立場や処遇内容の変遷をふまえ、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する。
④精神障害者へのかかわりについて、精神医学ソーシャルワーカーが構築してきた固有の価値を学び、精神保健福祉士の存在意義を理解して職業的アイデンティテ
ィの基礎を築く。
⑤現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（理念・視点・関係性）と倫理綱領に基づく職責について理解する。
⑥精神保健福祉士を規定する法律と倫理綱領を把握し、求められる機能や役割を理解する。
⑦近年の精神保健福祉の動向を踏まえ、精神保健福祉士の職域と業務特性を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉の理念や概念を習得し、精神保健福祉士の倫理や価値観を培い、役割や業務特性を理解できる。

授業全体の内容と概要
①障害者福祉の理念や概念の理解や社会的障壁について学ぶ。
②精神保健福祉士の原理や精神保健福祉士の役割等について学ぶ。

授業の方法
①授業形態は講義形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉の基礎を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について十分に考察
できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開についておおむね考
察できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察できた
。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について多少考察で
きた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察するこ
とができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむねに説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の原理』 2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅰ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

68－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 障害者福祉の思想と原理について
シラバスの説明 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 障害者福祉の理念について①（ノーマライゼーショ
ン、ソーシャルインクルージョン等） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 障害者福祉の理念について②（エンパワメント、自
立生活、機関均等等） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）障害者福祉の歴史的展開について4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）国際機能分類について（ICIDH、ICFの理解）5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）制度における「精神障害者」の定義について6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害の障害特性について7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）諸外国の動向について8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて①（相馬事件、ライシャワー事件）9

10 日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて②（宇都宮病院事件、大和側病院事件） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて③（池田小事件、相模原事件）11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について①（欠格事項、強制不妊
手術など）12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について②（コンフリクトの種類
など）13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について③（人権侵害、アルコー
ル・薬物問題など）14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）まとめ「障害者福祉」、「日本における事件」、「
社会的障壁」等について15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅰ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期



授業内容をノートにまとめ
ることができなかった。

69－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
１．保育実践に関わる発達理論等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点について理解する。
２．子どもの発達に関わる心理学の基礎を習得し，養護及び教育の一体性や発達に即した援助の基本となる子どもへの理解を深める。
３．乳幼児期の子どもの学びの過程や特性について基礎的な知識を習得し、保育における人との相互的関わりや体験、環境の意義を理解する。　　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）、（５）、（６）、（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
胎児期、乳幼児期から児童青年期までの発達理解，相互的かかわりの重要性，生涯発達の概観を理解する。

授業全体の内容と概要
保育と心理学，子どもの発達理解，人との相互的かかわりと子どもの発達，生涯発達と初期経験の重要性について学修する。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う。質問は随時受け付ける。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業ではノートに書き留める事項が多数出てくるので、ノートをとりまとめること。日々にノート作りがテストの結果に直接関わります。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

発達心理学の授業内容の理
解

発達心理学的な思考力・判
断力の程度

授業に主体的に取り組む態
度（思考、記憶、身体、愛
着形成等の過程）

授業で扱った内容や資料等
を理解し、問われた時には
何も見ずに答えることがで
きた。

授業内容をノートにまとめ
ている。問われたらノート
を見ずに、答えることがで
きた。

授業内容をノートにまとめ
ている。問われたらノート
を見ながらでも答えること
ができた。

授業内容を問われた時に、
ノートを見ても答えること
ができないがノートにまと
めることはできていた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を十分行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察をおおむね
行うことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を行うこと
ができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を多少行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を行うこと
ができなかった。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
にわかりやすく説明できた
。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
におおむね説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に一定程度説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に多少説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学に
説明することが難しかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 無藤　隆、子安増生 東京大学出版会 978-4130121002

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『発達心理学Ⅰ』 2011

2

3

4

5

科目名称 発達心理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122062（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

病院臨床、スクールカウンセラー経験のある臨床心理士、公認心理師が子どもや大人の発達
について臨床の話を交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

70－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 子どもの発達を理解することの意義
シラバスの説明

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

2 子どもの発達と環境 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）3 発達理論と子ども観・保育観 授業の内容をノートにまとめて復習すること。

（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳児期の原始反射、運動機能の発達4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の愛着形成5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びに関わる理論6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びの過程と特性7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びを支える保育8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の社会性の発達9

10 社会情動的発達 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）身体的機能と運動機能の発達11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）認知の発達12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）言語の発達13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）児童期の思考の発達14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）道徳性の発達15

試験の振り返りを行うこと（９０分）今までの授業内容を復習しておくこと。（９０分）定期試験。６０分の試験終了後，残りの３０分で解
説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 発達心理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122062（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

病院臨床、スクールカウンセラー経験のある臨床心理士、公認心理師が子どもや大人の発達
について臨床の話を交えながら指導する。

基本情報

開講時期



授業内容をノートにまとめ
ることができなかった。

71－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
１．生涯発達に関する心理学の基礎的な知識を習得し、初期経験の重要性、発達課題等について理解する。
２．家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、親子関係や家族関係等について発達的な観点から理解し、子どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得する。
３．子育て家庭をめぐる現代の社会的状況と課題について理解する。
４．子どもの精神保健とその課題について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）、（５）、（６）、（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
人間の生涯発達過程及び発達課題上の危機について理解を深める。その上で、実際の支援時に発達心理学の知識を活用するための視点を習得する。

授業全体の内容と概要
発達心理学Ⅰの学習を踏まえて、人間の生涯発達過程についての基本を学ぶ。特に児童青年期から青年期、成人期、老年期までの発達課題や危機について学ぶ。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う。質問は随時受け付ける。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業ではノートに書き留める事項が多数出てくるので、ノートをとりまとめること。日々にノート作りがテストの結果に直接関わります。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業内容の理解

発達心理学的な思考力・判
断力の程度

授業に主体的に取り組む態
度

資料や授業内容をよく理解
し、授業で学んだことを問
われたときは、何も見ずに
答えることができた。

授業内容をノートにまとめ
てあり、授業内容に関して
問われたときに、ノートを
見ずに、答えることができ
た。

授業内容をノートにまとめ
てあり、授業内容に関して
問われたときに、ノートを
見ながらでも答えることが
できた。

問われたときにノートを見
ながらでも答えることがで
きないが、ノートにまとめ
ることはできた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を十分行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察をおおむね
行うことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を一定程度
行うことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を多少行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を行うこと
が難しかった。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
にわかりやすく説明できた
。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
におおむね説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に一定程度説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に多少説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に説明することが難しかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 無藤　隆、子安増生 東京大学出版会 978-4130121002

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『発達心理学Ⅰ』 2011

2

3

4

5

科目名称 発達心理学Ⅱ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122063（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

小中学校のスクールカウンセリング、放課後等デイサービス、精神科病院勤務経験のある公
認心理師が指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

72－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 乳幼児期から学童期前期にかけての発達
シラバスの説明

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

2 学童期後期の発達 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）3 青年期の発達 授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０

分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）成人期の発達4

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）老年期の発達5

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）成人期の愛着6

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）家族・家庭の意義と機能7

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）親子関係・家族関係の理解8

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）子育ての経験と親としての育ち9

10 子育てを取り巻く社会的状況 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）ライフコースと仕事・子育て11

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）多様な家庭とその理解12

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）特別な配慮を要する家庭13

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）子どもの生活・生育環境とその影響14

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）子どもの心の健康に関わる問題15

試験の振り返りを行うこと（９０分）。今までの授業内容を復習しておくこと。（９０分）定期試験。６０分の試験終了後，残りの３０分で解
説をする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること（９０
分）

科目名称 発達心理学Ⅱ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122063（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

小中学校のスクールカウンセリング、放課後等デイサービス、精神科病院勤務経験のある公
認心理師が指導する。

基本情報

開講時期



保育の制度について基礎的
な知識を理解することがで
きなかった。

73－ －

ルーブリック

評価項目

1 佐伯一弥 わかば社 9784907270261

概要

履修目標
保育の意義，目的について理解する。保育に関する法令及び制度を理解する。
保育所保育指針における保育の基本について理解する。
保育の思想と歴史的変遷について学修し，現状と課題を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育の意義，制度，計画・実践（方法・内容），思想・歴史的変遷等を理解している。
保育所保育指針における保育の基本について理解している。

授業全体の内容と概要
保育の意義，目的，法令及び制度，保育の目標と方法等を体系的に学修する。

授業の方法
講義を中心とした授業を行っていく中で，実際の保育現場の事例をあげ，子どもや保護者，保育者の様子をイメージしながら，一人ひとり学生の考える場となるよ
うに授業を進めていく。質問にはその都度対応し、レポートはコメントしてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重要視する。レポート・課題の内容及び提出方法は、授業時間に指示する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育の制度に関する知識・
技能（何を知っているか、
何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育の制度について基礎的
な知識を深く理解できた。

保育の制度について基礎的
な知識をおおむね理解でき
た。

保育の制度について基礎的
な知識を理解できた。

保育の制度について基礎的
な知識を多少理解できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
の基本について十分に考察
できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開についておおむ
ね考察できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について考察で
きた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について多少考
察できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について考察で
きなかった。

保育の意義・目的について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

保育の意義・目的について
理解したことをおおむね説
明できた。

保育の意義・目的について
理解したことを説明できた
。

保育の意義・目的について
理解したことを多少説明で
きた。

保育の意義・目的について
理解したことを説明できな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『workで学ぶ保育原理』 ２０１９

2 厚生労働省 フレーベル館 ９７８４５７７８１
４２３９

『保育所保育指針＜平成２９年告示＞』 ２０１７

3 厚生労働省 フレーベル館 ９７８４５７７８１
４４８２

『保育所保育指針解説』 ２０１８

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保育原理

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121077（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育施設での実務経験のある教員が，その経験をもとに保育の意義，目的，法令および制度
，思想・歴史的変遷等について実際の保育現場をイメージできるような講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ １５％ ０％ １５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

74－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
保育の理念と概念 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 子どもの最善の利益と保育 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

教科書を読み、学習しておくこと（９０分）3 子ども家庭福祉と保育 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の社会的役割と責任4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）子ども家庭福祉の法体系における保育の位置付けと

関係法令5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）子ども・子育て支援新制度6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の実施体系7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所保育指針8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所保育に関する基本原則9

10 保育における養護 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の目標、保育の内容11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の環境と方法12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）

子どもの理解に基づく保育の過程（計画・実践・記
録・省察・ 評価・改善）と
その循環

13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）諸外国の保育の現状と課題14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）日本の保育の現状と課題15

解説を受け、講義全体をふりかえること（９０分）講義全体をとおして質問などを整理しておく（９０
分）定期試験　　解説およびフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

科目名称 保育原理

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121077（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育施設での実務経験のある教員が，その経験をもとに保育の意義，目的，法令および制度
，思想・歴史的変遷等について実際の保育現場をイメージできるような講義を行う。

基本情報

開講時期



保育者の役割及び倫理性に
ついて理解できなかった。

75－ －

ルーブリック

評価項目

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

概要

履修目標
以下の４つを授業の目的とする。
１．保育者の役割と倫理について理解する。
２．保育士の制度的な位置づけを理解し、その専門性について考察する。
３．保育者の連携・協働について理解する。
４．保育者の資質向上とキャリア形成について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．保育者の役割・倫理，協働，専門職的成長について理解したことを説明する。
２．保育士の制度的な位置づけ，専門性について理解したことを説明する。

授業全体の内容と概要
保育者の役割、倫理、協働、専門職的成長及び保育士の制度的な位置づけ、専門性について体系的に学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイントを活用しながら講義形式で行う。
毎回リアクションペーパーを活用し、次回の授業時にフィードバックする。
レポートに関してもコメントしてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートの内容・提出方法及び平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻した場合、授業へは参加できるが欠席扱いとするので注意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育者の役割に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

保育士の専門性に関する思
考力・判断力・表現力等（
知っていること、できるこ
とをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育者の役割及び倫理性に
ついて深く理解できた。

保育者の役割及び倫理性に
ついておおむね理解できた
。

保育者の役割及び倫理性に
ついて理解できた。

保育者の役割及び倫理性に
ついてやや理解できた。

保育士の専門性について深
く考察できた。

保育士の専門性についてお
おむね考察できた。

保育士の専門性について考
察できた。

保育士の専門性についてや
や考察できた。

保育士の専門性について考
察することができなかった
。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをわかりやすく説明でき
た。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをおおむね説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とを説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをやや説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とを説明できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2 厚生労働省 フレーベル館 9784577814482『保育所保育指針解説』 2018

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保育者論

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121081（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育士の専門性を体系的に講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

76－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 指定した教科書を事前に読むこと（９０分）。

2 保育者の役割・職務内容と倫理 教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。3 児童福祉法における保育士の定義 授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分

）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育士の資格・要件4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。欠格事由、信用失墜行為及び秘密義務保持等5

６回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育士の資質・能力6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。養護及び教育の一体的展開7

授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分
）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。家庭との連携と保護者に対する支援8

９回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。計画に基づく保育の実践と省察・評価9

10 保育の質の向上 教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。

１０回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

１１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育における職員間の連携・協働11

１２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。専門職間及び専門機関との連携・協働12

１３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。地域における自治体や関係機関等との連携・協働13

授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分
）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。資質向上に関する組織的取組14

授業の目的の達成度を自己評価する（９０分）。これまでの授業で学んだ事を整理しておく（９０分
）。

保育者の専門性の向上とキャリア形成の意義
組織とリーダーシップ　まとめ15

験、課題の解説に基づき復習し整理する(９０分)。15回の講義内容を振り返り復習する(９０分)定期試験６０分。試験終了後に解説を行う
提出されたレポートの総合評価をフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育者論

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121081（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育士の専門性を体系的に講義する。

基本情報

開講時期



精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を理解する
ことができなかった。

77－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839461

概要

履修目標
精神保健医療福祉の誕生,どのような理念を基に支援をしているのかなどについて理解する。
ソーシャルワークの基礎知識や基本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神障害者が置かれてきた歴史,精神科リハビリテーションの意義,精神保健福祉士の役割を理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神医療の特性(精神医療の歴史・動向や精神科病院の特性の理解を含む)と,精神障害者に対する支援の基本的考え方について学ぶ。
②精神科リハビリテーションの概念と構成及びチーム医療の一員としての精神保健福祉士の役割について学ぶ。

授業の方法
①授業形態は講義形式で行うが、適宜グループ学習を取り入れる。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を深く理解
できた。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識をおおむね
理解できた。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を理解でき
た。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を多少理解
できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て十分に考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
ておおむね考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て多少考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て考察することができなか
った。

精神保健医療福祉について
理解したことを適切に説明
できた。

精神保健医療福祉について
理解したことをおおむね説
明できた。

精神保健医療福祉について
理解したことを説明できた
。

精神保健医療福祉について
理解したことを多少説明で
きた。

精神保健医療福祉について
理解したことを説明するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122042（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉歴史や動
向及び精神科リハビリテーション理解のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

78－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
精神保健福祉の理論と相談援助の展開の学びについ
てのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 精神保健医療福祉の歴史と動向について（概論） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神保健医療福祉の日本の歴史と動向について ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健医療福祉の日本の歴史と動向について4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健医療福祉の諸外国の歴史と動向について5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の活動の歴史と動向について6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の活動の歴史と動向について7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害者に対する支援の理念、支援対象者につい
て8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害者の人権について9

10 精神障害者の権利擁護と制度について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの概念・理念について11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの概念・理念について12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの意義と基本原則につい
て13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの構成について14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの展開について15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122042（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉歴史や動
向及び精神科リハビリテーション理解のための指導をする。

基本情報

開講時期



精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を理解する
ことができなかった。

79－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839461

概要

履修目標
精神保健医療福祉の誕生,どのような理念を基に支援をしているのかなどについて理解する。
ソーシャルワークの基礎知識や基本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神障害者が置かれてきた歴史,精神科リハビリテーションの意義,精神保健福祉士の役割を理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神医療の特性(精神医療の歴史・動向や精神科病院の特性の理解を含む)と,精神障害者に対する支援の基本的考え方について学ぶ。
②精神科リハビリテーションの概念と構成及びチーム医療の一員としての精神保健福祉士の役割について学ぶ。

授業の方法
①授業形態は講義形式で行うが、適宜グループ学習を取り入れる。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を深く理解
できた。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識をおおむね
理解できた。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を理解でき
た。

精神保健医療福祉について
の基礎的な知識を多少理解
できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て十分に考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
ておおむね考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て多少考察できた。

精神保健医療福祉の基本を
踏まえ、精神保健医療及び
福祉の理論及び方法につい
て考察することができなか
った。

精神保健医療福祉について
理解したことを適切に説明
できた。

精神保健医療福祉について
理解したことをおおむね説
明できた。

精神保健医療福祉について
理解したことを説明できた
。

精神保健医療福祉について
理解したことを多少説明で
きた。

精神保健医療福祉について
理解したことを説明するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122043（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉歴史や動
向及び精神科リハビリテーション理解のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

80－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
精神保健福祉の理論と相談援助の展開の学びについ
てのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 精神保健医療福祉の歴史と動向について（概論） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神保健医療福祉の日本の歴史と動向について ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健医療福祉の日本の歴史と動向について4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健医療福祉の諸外国の歴史と動向について5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の活動の歴史と動向について6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の活動の歴史と動向について7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害者に対する支援の理念、支援対象者につい
て8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害者の人権について9

10 精神障害者の権利擁護と制度について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの概念・理念について11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの概念・理念について12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの意義と基本原則につい
て13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの構成について14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神科リハビリテーションの展開について15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122043（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉歴史や動
向及び精神科リハビリテーション理解のための指導をする。

基本情報

開講時期



９回以下授業に参加し、積
極的に学習ができた。

81－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978ー4ー8058ー5596
ー6

概要

履修目標
精神保健福祉に関する制度とサービスについて理解する。精神障害者の特徴、生活状況、精神保健福祉法、障害者総合支援法、年金･医療・生活保護など各種制度を
理解し、マネジメントを把握する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉領域の基礎知識をもとに，自分なりの考えを述べることができる。

授業全体の内容と概要
教科書は必ず持参すること。小テスト，レポートの内容や提出方法は，授業内にて指示する。
精神疾患や障害のある人の社会生活にとって，制度やサービスがもつ意義を絶えず問い直しながら，学習を進めてほしい。

授業の方法
精神障害者を取り巻く課題を学び、グループワークやディスカッションを行います。板書やプリントの確認問題を行いながら学習を進めていきます。確認問題は解
説を行います。また、事例検討に関しては、事後の状況を説明し制度と生活支援がイメージできるようにフィードバックを行います。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が６０点
以上である。

教科書、資料の内容を理解
するため事前学習を行い、
授業内で質問や自分の意見
をプレゼンテーションする
。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習ができた。

１４回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１３回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１２～１０回授業に参加し
、積極的に学習ができた。

確認テストで平均
１００～９０点を獲得でき
た。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上を獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上を獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上を獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

事前学習を行い、授業中に
５回以上質問や意見を出す
ことができた。

事前学習を行い、授業中に
４回以上質問や意見を出す
ことができた。

事前学習を行い、授業中に
３回以上質問や意見を出す
ことができた。

事前学習を行い、授業中に
２回以上質問や意見を出す
ことができた。

事前学習や質問、意見を出
すことができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉に関する制度とサービス』 ２０１２年０２

月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122046（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ３０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

82－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉に関する
制度とサービスの理解 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化① ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化②4

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉法の概要①5

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉法の概要②6

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等の福祉制度の概要と福祉サービス（障
害者基本法，障害者総合支援法）7

事前に教科書を確認（90分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業①（医療
保険制度）8

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業②（経済
的支援に関する制度）9

10 精神保健福祉領域の近年の動向①（障害者権利条約
と当事者による活動，権利擁護） 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向②（障害年金制度と
所得保障）11

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向③（アルコール健康
障害対策基本法の制定と関連施策）12

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向④（更生保護制度）13

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向⑤（医療観察法）14

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）事前に教科書を確認（９０分）まとめ15

テストの振り返り（９０分）テストの事前学習（９０分）確認テスト及びテストの解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理し、質問事項を考える。（９０分）

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122046（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期



生涯学習理論等について、
理解が不十分である。

83－ －

ルーブリック

評価項目

1 香川正弘 ミネルヴァ書房 978-623-07631-4

概要

履修目標
生涯学習についての基礎的・基本的事項を理解し、生涯学習の学習者・支援者としての知識・態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ＜学修目標＞の２．３．４．と５．＜履修すべき科目と単位＞の２．に対応する。

到達目標
生涯学習の歴史や基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念との関りや過去から現在に至る教育の歴史的変遷を理解できる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。なお、レポートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
経営学部と社会福祉学部とが同一クラスで授業を行う。

資格指定科目
教職課程（全教科）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等について、
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習理論等について思
考活動等に一定程度取り組
み、表現しようとしていた
。

生涯学習理論等について、
理解が不十分である。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版）』 2016

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（S

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121129，EDU421073，EDU521084（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

84－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
～シラバスの説明・生涯学習とは何か

教科書から「生涯学習」についての課題を整理する
　(90分)

2 「生涯学習とは？」
１―教育基本法の理念と目的から

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)3 「生涯学習とは？」

２―「生涯学習社会」の生涯学習 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

「生涯学習とは？」
３―「生涯教育」と「生涯学習」4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割１　「生涯学習と学校教育」5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割２　「生涯学習機関としての学校
」

6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割１　「生涯学習と社会教育の意義
」

7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割２　「社会教育のこれから」8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習社会における各機能の役割
―家庭の役割１　「生涯学習と家庭教育」9

10
生涯学習社会における各機能の役割
―家庭の役割２　「これからの家庭教育」　(中間
テスト)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習推進施策の動向１
―日本の生涯学習に関わる施策の具体的展開と課題11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習推進施策の動向２
―多様な社会における生涯学習の施策12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習とリカレント教育１
―リカレント教育の意義13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(90分)

生涯学習とリカレント教育２
―リカレント教育の方策14

レポートを作成する(90分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(90分)生涯学習と生涯学習社会の今後の課題について15

試験の結果を見直す（90分）教科書等で講義内容を整理する(90分)定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説す
る。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(90分)

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（S

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121129，EDU421073，EDU521084（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期



生涯学習理論等について、
理解が不十分である。

85－ －

ルーブリック

評価項目

1 香川正弘 ミネルヴァ書房 978-4-623-07631-4

概要

履修目標
生涯学習について具体的な活動の現状から学び、生涯学習の学習者・支援者としての理解を深めると共に生涯学習について国際化・情報化等の視点から、今後の動
向を考察する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ＜学修目標＞の２．と３．と４．と５．＜履修すべき科目と単位＞の２．に対応する。

到達目標
生涯学習の歴史や基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念との関りや過去から現在に至る教育の歴史的変遷を理解できる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。なお、レポートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
経営学科と社会福祉学科とが同一クラスで授業を行う。

資格指定科目
教職課程（全教科）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等についての
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習について、思考活
動等に一定程度取り組み、
表現しようとしていた。

生涯学習について、思考・
判断・表現について必要な
取組ができなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版)』 2016

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 生涯学習概論Ⅱ（S

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121130，EDU421074，EDU521085（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

86－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 生涯学習と生涯教育・社会教育等について（復習と
シラバスの説明）

教科書から「生涯学習社会」についての課題を整理
する(90分)

2 北海道の生涯学習
―　札幌市の生涯学習の歴史と仕組み

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)3 生涯学習と自己形成１

―　人間形成と教育・学習等 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習と自己形成２
―　ライフサイクルと発達課題等4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習と自己形成３
―　生涯学習と生涯設計等5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

諸外国の生涯学習１
―　ドイツ・オランダ等の生涯学習6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

諸外国の生涯学習２
―　フランス・イタリア、北欧諸国の生涯学習7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習施設
―　北海道と札幌市の生涯学習施設の取り組み　8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

諸外国の生涯学習３
―　発展途上国の生涯学習9

10 諸外国の生涯学習４
―　国際機関等の生涯学習〈中間テスト〉

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

施設に基づいた生涯学習活動
―　図書館・公民館等・生涯スポーツ他11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習の課題と取り組み
―　外国の取り組みと課題（レポート）12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習の現代的課題と内容１　―　さまざまな学
習課題と学習内容（生きがい、健康、町づくり等）13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習の現代的課題と内容２　―　さまざまな学
習課題と学習内容　（少子高齢化、消費者問題等）14

重要な用語や事柄等を整理し、レポートを作成する
(90分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(90分)

生涯学習の今後の動向
―　生涯学習のまとめ～「これまで」と「これから
」

15

試験の結果を見直す（90分）教科書等で講義内容を整理する。(90分)定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説す
る。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(90分)

科目名称 生涯学習概論Ⅱ（S

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121130，EDU421074，EDU521085（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期



特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、理解
できなかった。

87－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
・特別支援教育への転換の背景から特別支援教育の理念や意義、現状等について総合的に理解する。

授業の位置づけ
・社会福祉学科のDP「1(2)と(3)と(5)」、「2(1)と(4)」に対応する。

到達目標
　特別支援教育への転換の背景、特別支援教育の理念や意義がわかり、関連する基本的な内容がわかる。

授業全体の内容と概要
・内容としては、特殊教育から特別支援教育への転換の背景、特別支援教育の理念や意義、障害のある子の教育の歴史、教育制度、教育課程、個別の教育支援計画
と個別の指導計画、学習指導要領の概要、小・中学校等を含めた特別支援教育コーディネーターの役割等について、現状の特別支援教育を踏まえて説明する。

授業の方法
・プレゼン資料等の提示による講義形式を主とする。
・内容により、グループワークやペアワークを実施する。
・前時の振り返りと本時の内容確認の小テストを実施する。
・小テストや提出レポートに関するフィードバックとして、説明、解説を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・授業内容に関するプレゼン資料の毎時間の配付や、レポート課題の出題、小テストを実施するので、欠席をしないようにすること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

特別支援教育の基本的な内
容や現状等に関する総合的
な理解

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等に関する
思考力、判断力、表現力の
向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、十分
に理解し、学修した知識を
さらに深化させたり、発展
的な学修ができた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、十分
に理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、一定
程度、理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、部分
的に理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
、的確かつ発展的に整理し
、思考力、判断力、表現力
を十分に高めることができ
た。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を高めることができ
た。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、部分的に思考力、
判断力、表現力を高めるこ
とができた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を高めることができ
なかった。

授業には意欲的に参加し、
自ら発言するなど、常に積
極的に取り組むことができ
た。

授業には意欲的に参加し、
積極的に取り組むことがで
きた。

授業には意欲的に参加し、
部分的に積極的に取り組む
ことができた。

授業に参加し、ときどき積
極的に取り組むことができ
た。

授業に参加し、積極的に取
り組むことができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2

3

4

5

科目名称 特別支援教育総論

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122112（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、10回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

60％ 20％ 0％ 0％ 10％ 10％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

88－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明等） シラバスを読む(90分)

2 特別支援教育への転換 用特別支援教育への転換を調べる(90分) 重要事項を整理する(90分)

特別支援教育の制度を調べる(90分)3 特別支援教育の制度 重要事項を整理する(90分)

重要事項を整理する(90分)障害児教育の歴史を調べる(90分)障害児教育の歴史4

重要事項を整理する(90分)対象と就学を調べる(90分)特別支援教育の対象と就学5

重要事項を整理する(90分)個別の教育支援計画を調べる(90分)個別の教育支援計画6

重要事項を整理する(90分)学習指導要領と教育課程を調べる(90分)学習指導要領と教育課程7

重要事項を整理する(90分)個別の指導計画を調べる(90分)個別の指導計画8

重要事項を整理する(90分)各障害の状態と特別支援学校を調べる(90分)各障害の状態と特別支援学校の教育9

10 教育課程の編成と指導の実際 教育課程の編成と指導の実際を調べる(90分) 重要事項を整理する(90分)

重要事項を整理する(90分)自立活動の指導を調べる(90分)自立活動の指導11

重要事項を整理する(90分)特別支援教育コーディネーターを調べる(90分)特別支援教育コーディネーター12

重要事項を整理する(90分)小・中学校の指導を調べる(90分)小・中学校等の特別支援教育13

重要事項を整理する(90分)指導とアセスメントを調べる(90分)指導とアセスメント14

重要事項を整理する(90分)心理検査を調べる(90分)心理検査15

全内容を振り返る(90分)全内容を整理する(90分)定期試験（60分間の筆記テスト、終了後20分間の解
説実施）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

内容を振り返る(90分)

科目名称 特別支援教育総論

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122112（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期



肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、理解が
できなかった。

89－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社 978-4-86371-297-3

概要

履修目標
共生社会創造のための授業として肢体不自由教育を効果的に行うために必要な心理や病理・行動特性等の基本的な知識を理解して、指導上の配慮事項等の基礎知識
を得る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
肢体不自由児の心理や行動特性，指導上の配慮事項等について具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
「一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育」の基本的理念を押さえ，肢体不自由児の身体的・心理的な特性を事例や視覚教材を活用しながら構成する。

授業の方法
授業は、パワーポイント及び配布資料で実施し、パワーポイントにて説明した後、配付資料の記述部分に書き込んだり、質疑応答の時間を設けて基礎知識の定着を
図る。また、DVD を視聴し具体的な実践場面を確認し、レポートにまとめ知識の進化を図る。なお、グループワーク発表、レポートにはコメントにてフィードバッ
クする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
肢体不自由児の身体的，心理的な特性に応じた指導を行うにはどうしたらよいのかを考えながら，必要な知識を積極的に学ぶ姿勢で臨むこと。また，実践事例のDVD
教材視聴直後に事例に基づくレポート提出を求めるので，授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

肢体不自由児者の心理・生
理・病理の理解

肢体不自由児者の心理整理
・病理についての思考・判
断・表現

授業への参加態度・姿勢

肢体不自由児者の心理・生
理・病理の理解について、
学修した知識・技能を基盤
に、更に学修を深めること
ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、必要な
知識・技能を理解すること
ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、一定程
度の理解ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、一部理
解することができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、積極的
に思考・判断し、自ら表現
を工夫して活動することが
できた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、思考活
動に取組み、表現しようと
することができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、思考で
きた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理にかかわる、思考
・判断・表現についての必
要な取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業へいくらか関心をもっ
て参加できた。

授業への積極的な参加がで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本 新訂版』 20１８年

2 0

3

4

5

1 篠田達明 金芳堂 978-4-7653-1628-6

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『肢体不自由児の医療・療育・教育 改訂3 版
』』

2015 年

2

3

4

5

科目名称 肢体不自由者の心理・

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122114（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験有り 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由者の心理・生理・病
理）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

90－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び肢体不自由児者の心理・生理・
病理の概要 シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 肢体不自由者の概念と疾患 指定した教科書の「特別支援教育の対象」を事前に
読んでおくこと（９０ 分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

指定した教科書の「肢体不自由とは」を事前に読ん
でおくこと 　（９０分）3 脳性まひの起因と症状（１） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「脳性まひ」を事前に読んでおく
こと（９０分）脳性まひの起因と症状（２）4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「二分脊椎」を事前に読んでおく
こと（９０ 分）二分脊椎の起因と症状5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）
指定した教科書の「筋ジストロフィー」を事前に読
んでおくこと
(９０分）

筋ジストロフィーの起因と症状6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）「ペルテス病」について事前に調べておくこと　
（９０ 分）ペルテス病の起因と症状7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「医学的側面から見た肢体不自由
」を事前に読んでおくこと（９０ 分）肢体不自由の特性を呈するその他の障害8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料に基づき事前に調べること（９０分）重症心身障害9

10 障害に対する医療的対応 指定した教科書の「医学的側面からの把握」を事前
に読んでおくこと（９０ 分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

ＤＶＤ視聴時に取ったメモに基づき整理しておくこ
と（９０分）

事前に配布したＤＶＤの資料を読んでおくこと
（９０ 分）ＤＶＤの視聴及びレポート作成11

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「幼児児童生徒への対応」を事前
に読んでおくこと （９０分）生涯学習と医療・社会福祉12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）
指定した教科書の「心理学的・教育学的側面からみ
た肢不自由」を事前に読んでおくこと　 （９０分
）

肢体不自由者の心理的特性13

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢体不自由とは」を事前に読ん
でおくこと （９０分）肢体不自由者の療育上特に留意すべき事項14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料に基づき「バリアフリー」について調
べておくこと （９０分）バリアフリーとまとめ15

試験の結果を見直す（９０ 分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と(９０ 分)

定期試験(60 分の試験終了後、残りの30 分で解説
する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配付資料に基づいて、年間の授業内容の見通しを立
てる（９０ 分）

科目名称 肢体不自由者の心理・

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122114（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験有り 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由者の心理・生理・病
理）について指導する。

基本情報

開講時期



知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等について
、理解できなかった。

91－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
　知的障害児に対する教育を効果的に行うために必要な心理や生理、病理、行動特性等の基本的な内容を理解し、指導上の基礎的な配慮事項等を理解する。

授業の位置づけ
・社会福祉学科のDP「１（２）と（３）と（５）」、「２（１）と（５）」に対応する。

到達目標
・知的障害児の心理や生理、病理、行動特性等の基本的な内容がわかり、指導上の基礎的な配慮事項等がわかる。

授業全体の内容と概要
・基本的な内容としては、知的障害に関する定義、原因、医学的分類、状態像の把握（アセスメント、心理検査）、関連障害（染色体異常、代謝異常、自閉スペク
トラム障害等）、認知処理（感覚、知覚、記憶等）、身体と運動発達、言語獲得について、一般的な定型発達との比較及び教育的な対応の視点から説明する。

授業の方法
・プレゼン資料等の提示による講義形式を主とする。
・内容により、グループワークやペアワークを実施する。
・前時の振り返りと本時の内容確認の小テストを実施する。
・小テストや提出レポートに関するフィードバックとして、説明、解説を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・授業内容に関するプレゼン資料の毎時間の配付や、レポート課題の出題、小テストを実施するので、欠席をしないようにすること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等の基本的
な内容の理解

基本的内容及び指導上の基
礎的な配慮事項等を踏まえ
た教育的対応に関する思考
力、判断力、表現力の向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等について
、十分に理解し、学修した
知識をさらに深化させたり
、発展的な学修ができた。

知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等について
、十分に理解できた。

知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等について
、一定程度、理解できた。

知的障害児の心理や生理、
病理、行動特性等について
、部分的に理解できた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて、的確かつ発展的に
整理し、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を十分に高め
ることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、部分的に思
考力、判断力、表現力を高
めることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができなかった。

授業には意欲的に参加し、
自ら発言するなど、常に積
極的に取り組むことができ
た。

授業には意欲的に参加し、
積極的に取り組むことがで
きた。

授業には意欲的に参加し、
部分的に積極的に取り組む
ことができた。

授業に参加し、ときどき積
極的に取り組むことができ
た。

授業に参加し、積極的に取
り組むことができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2

3

4

5

科目名称 知的障害者の心理・生

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122113（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、10回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

60％ 20％ 0％ 0％ 10％ 10％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

92－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明等） シラバスを読む(90分)

2 知的障害の用語と定義 用語の使用と定義を調べる(90分) 重要事項を整理する(90分)

原因と医学的分類を調べる(90分)3 知的障害の原因と医学的分類 重要事項を整理する(90分)

重要事項を整理する(90分)アセスメントについて調べる(90分)知的障害児のアセスメント4

重要事項を整理する(90分)心理検査について調べる(90分)知的障害児に対する教育的な活用を考慮した心理検
査5

重要事項を整理する(90分)染色体異常について調べる(90分)知的障害に関連した障害（染色体異常）6

重要事項を整理する(90分)代謝異常について調べる(90分)知的障害に関連した障害（代謝異常）7

重要事項を整理する(90分)自閉スペクトラム障害異常について調べる(90分)知的障害に関連した障害（自閉スペクトラム障害等
）8

重要事項を整理する(90分)認知特性について調べる(90分)知的障害児の認知特性9

10 知的障害児の知覚特性 知覚特性について調べる(90分) 重要事項を整理する(90分)

重要事項を整理する(90分)知能について調べる(90分)知的障害児の知能11

重要事項を整理する(90分)記憶について調べる(90分)知的障害児の記憶12

重要事項を整理する(90分)身体と運動について調べる(90分)知的障害児の身体と運動13

重要事項を整理する(90分)言語について調べる(90分)知的障害児の言語の理解と表出14

重要事項を整理する(90分)言語について調べる(90分)知的障害児の言語の獲得15

全内容を振り返る(90分)全内容を整理する(90分)定期試験（60分間の筆記テスト、終了後20分間の解
説実施）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

内容を振り返る(90分)

科目名称 知的障害者の心理・生

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122113（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期



肢体不自由教育Ⅰについて
、理解できなかった。

93－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社 978-4-86371-297-3

概要

履修目標
共生社会の創造のための教養として肢体不自由者の教育を効果的に行うために必要な基本的な知識と障害の状況等に応じた指導の在り方について基礎的な知識を得
る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
肢体不自由教育を効果的に行うために必要な指導内容・方法等についての基礎的知識を具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
特別支援教育の対象となる肢体不自由教育の現状を押さえ，児童生徒の実態把握の方法と評価，障害の状態に応じた教育課程や指導内容・方法，健康の保持や訓練
，医療的ケアの仕方等について映像教材等も活用しながら構成する。

授業の方法
授業は、パワーポイント及び配布物資料で実施し、パワーポイントにて説明した後、配付資料の記述部分に書き込んだり、質疑応答の時間を設けて基礎知識の定着
をはかる。また、DVD を視聴し具体的な実践場面を確認し、レポートにまとめ知識の進化を図る。レポートについてはコメントによりフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　○ ディスカッション

　○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
肢体不自由者の障害特性に応じた指導を効果的に行うために必要な知識を積極的に学ぶ姿勢で臨むこと。
授業内容の習得状況を確認するために中間テストを実施することがある。また，実践事例のVTR 教材視聴直後に事例に基づくレポート提出を求めるので，授業を欠
席することのないよう留意すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

肢体不自由教育Ⅰの理解

肢体不自由教育Ⅰの思考・
判断・表現

授業への参加態度・姿勢

肢体不自由教育Ⅰについて
、学修した知識・技能を基
盤に、さらに学修を深めよ
うとすることができた。

肢体不自由教育Ⅰについて
、必要な知識・技能を理解
することができた。

肢体不自由教育Ⅰについて
、一定程度の理解ができた
。

肢体不自由教育Ⅰについて
、一部理解することができ
た。

肢体不自由教育Ⅰについて
、積極的に思考・判断し、
自ら表現を工夫して活動す
ることができた。

肢体不自由教育Ⅰについて
、思考・判断し、自ら表現
することができた。

肢体不自由教育Ⅰについて
、思考活動に取り組み表現
しようとすることができた
。

肢体不自由教育Ⅰについて
、思考することができた。

肢体不自由教育Ⅰにかかわ
る思考・判断・表現につい
て必要な取り組みができな
かった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業へいくらかの関心をも
って参加できた。

授業への積極的な参加がで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本 新訂版』 2018年

2 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3『特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部
学習指導要領』

平成29年

3 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04229-4『特別支援学校学習指導要領解説総則編』 平成30年

4 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04231-7『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』 平成30年

5

1 慶應義塾大学出版会 慶應義塾大学出版
会

978-4-7664-1409-7

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『肢体不自由教育の基本とその展開』 2008年

2

3

4

5

科目名称 肢体不自由教育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122118（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育）について指導
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ １０％ ０％ １０％ １０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

94－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び肢体不自由教育の概要 シラバスを確認しておくこと  (９０分）

2 肢体不自由教育の現状と仕組み 指定した教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握
」を事前に読んでおくこと（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

指定した教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握
」を事前に読んでおくこと（９０分）3 肢体不自由教育の歴史的変遷 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「障害に応じた教育課程の編成」
を事前に読んでおくこと （９０分）教育課程と学習指導要領4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢体不自由児に応じた教育課程
の編成」を事前に読んでおくこと（９０分）肢体不自由者の教育課程と指導上の特徴5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢体不自由児に応じた教育課程
の編成」を事前に読んでおくこと（９０分）

肢体不自由者の個別の教育支援計画と個別の指導計
画6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した参考文献の「学習指導要領 自立活動編」
を事前に読んでおくこと （９０分）実態把握と自立活動（身体の動き他）7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した参考文献の「学習指導要領 自立活動編」
を事前に読んでおくこと （９０分）実態把握と自立活動（健康の保持他）8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した参考文献の「学習指導要領 自立活動編」
を事前に読んでおくこと （９０分）実態把握とコミュニケーション9

10 実態把握と健康安全及び医療的ケア 指定した教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握
」を事前に読んでおくこと（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料に基づき訪問教育について事前に調べ
ておくこと （９０分）訪問教育11

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握
」を事前に読んでおくこと（９０分）

就学指導と進路指導
12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０指定した参考文献の「学習指導要領 自立活動編」
を事前に読んでおくこと（９０分）自立活動（摂食指導Ⅰ）13

ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理する（９０分）配布した資料を事前に読んでおくこと （９０分）ＤＶＤの視聴及びレポート作成14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢不自由児の発達と実態把握」
を事前に読んでおくこと（９０分）評価の方法・まとめ15

試験の結果を見直す　(９０分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と(９０分)

定期試験（６０ 分の試験終了後、残り3３０分で解
説する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスに基づいて、授業内容に見通しを立てる
（９０ 分）

科目名称 肢体不自由教育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122118（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育）について指導
する。

基本情報

開講時期



聴覚障害教育に係る基礎的
な知識・技能の習得や, そ
の内容説明ができなかった
。

95－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
聴覚障害者の心理・生理・病理面からの考察を基盤として, 我が国の聴覚障害教育の全体像を把握するとともに, 聴覚障害児の発達と各段階における教育内容・方
法について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
聴覚障害の特性と発達及び教育内容の特徴を理解し, 説明するとともに, テーマに即して, 限られた時間内でレポートを記述できる。

授業全体の内容と概要
聴覚障害の特性をおさえた上で, 聴覚障害の種類・程度による発達的特性及びコミュニケーション能力と環境との関係性について具体的な事例を取り入れて構成す
る。また, 毎回設定する「授業テーマ」をもとに, 思考・考察, 意見交換, 討論, 発表等の一連の活動を行う。

授業の方法
授業は, パワーポイント及び配布物資料で実施し, 資料にて説明した後，グループワークにてグループ発表, レポート提出（15回）を行う。なお, レポートは評価
並びにコメントを記入し，フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職科目（特別支援教育）であることから, 遅刻や欠席をしないように努めること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

聴覚障害の特性と教育内容
の習得

授業テーマに関するレポー
トの記述

授業への参加態度・姿勢

聴覚障害教育に係る知識・
技能を積極的に習得し, そ
の内容を的確に説明できた
。

聴覚障害教育に係る知識・
技能を習得し, その内容を
説明できた。

聴覚障害教育に係る基礎的
な知識・技能を習得し, そ
の内容を説明できた。

聴覚障害教育に係る基礎的
な知識・技能を習得し, そ
の内容をほぼ説明できた。

テーマに基づき,的確な思
考力・判断力のもと, 論理
的な内容で, 時間内に記述
できた。

テーマに基づき, 思考力・
判断力を活かした内容で,
時間内に記述できた。

テーマに基づき, 資料を参
考にして, 思考力・判断力
のもと,時間内に記述でき
た。

テーマに基づき, 資料を参
考にして, 自分なりの考え
で, ,ほぼ時間内に記述で
きた。

テーマに基づき, 資料を参
考にして, 自分なりの考え
で, ,時間内に記述できな
かった。

授業に主体的・積極的に参
加することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業にほぼ関心を持って参
加することができた。

授業に関心を持って参加す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1 中野善達 田研出版 978-4860890186

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『聴覚障害教育の基本と実際』 2008

2

3

4

5

科目名称 聴覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122122（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 聴覚障害教育に係る今日的な
課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, １０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ４０％ ０％ ０％ ０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

96－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明, 耳の役割 授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努めるこ
と。（90分）

2 特別支援学校（聾学校）の教育の実際 次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）3 聴覚障害児が受ける教育の場 講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して

おくこと。（90分）

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聞こえのしくみと聴覚障害の分類4

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聴力検査の実際5

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）オージオグラムと聴力型6

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）補聴器と人工内耳7

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聴覚障害児の発達的特性8

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聴覚障害幼児の言語発達9

10 聴覚障害教育の歴史的経過（１）～欧米について 次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）聴覚障害教育の歴史的経過（２）～日本について11

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聴覚障害教育における教育課程12

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）聴覚障害者のコミュニケーション手段13

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 専門用語の意味を理解して
おくこと。（90分）特別支援教育への転換と障害児の教育形態14

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）保護者への支援, まとめ15

試験の結果を見直す。（90分）講義資料等で講義内容を整理する。（90分）定期試験（60分の試験終了後, 残りの30分で解説を
行う。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義資料,授業 レポートをファイル化し, 復習して
おくこと。（90分）

科目名称 聴覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122122（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 聴覚障害教育に係る今日的な
課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期



「準備学習」への取り組み
が不十分で、資料の活用、
ミニレポートによる学びの
向上ができなかった。

97－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
特別支援教育の教師を目指すため、視覚障害の特性の理解と、学習上・生活上の困難を改善・克服する教育についての基本的知識を習得し、視覚障害教育に携わる
者の意欲・態度等の基本的資質について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
視覚障害の特性を、眼疾・心理学的面、視覚障害者の歴史、職業、学校制度から基本的理解ができ、学ぶ内容を述べることができる。また、視覚障害による学習上
・生活上の困難の理解を基に、改善・克服して視覚障害者が自立・社会参加できるための教育について基礎的知識を習得する意欲を高めることができ、視覚障害教
育に携わる者として意欲・態度の資質を養うことができる。

授業全体の内容と概要
１.準ずる教育としての視覚障害教育を、心理学的特性と学習上・生活上の困難な事項を基に、その指導内容・方法は主として「自立活動」から学ぶ構成とする。
２.視覚障害者の教育をその歴史・学校制度から理解し、教育機関・指導者の役割を考察する。
３.具体的な理解を図るため、点字・歩行の基礎技術の実技・疑似体験・視覚教材視聴等の構成とする。

授業の方法
１.「準備学習」を重視する。事前に配布する資料に基づく「テスト形式」の予習、「なぜ学ぶことが必要か？」のミニレポートにより、視覚障害教育に携わる者と
しての基本的知識、意欲、態度の認識を深め、なお、レポートは評価並びにコメントを記入し、フィードバックする。
２.講義では、各項目の特徴を明らかにすることを重視し、質問・プレゼン・ディスカッションを取り入れる。
３.歩行か点字（希望により選択）の基礎技能の習得を毎回実施する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１.「準備学習」の「小テスト形式の課題」・「学ぶ理由のミニレポート」は事前に資料を配布するので、講義の前に必ず提出すること。
２.「歩行」・「触察」時にアイマスクを使用するので、衛生面上、必ず各自で準備すること。
３.「歩行」時は階段の上り下りがあるので、服装や靴など動きやすいものを準備すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

準備学習

視覚障害教育の指導内容・
方法等についての理解

視覚障害教育の関心・意欲
・態度

「準備学習」に意欲的に取
り組み、提出物は高度な理
解が溢れ、「なぜ学ぶのか
？」のミニレポートも正し
く把握し、自らの考えが適
切である。

「準備学習」に努め、提出
期限も守り、基本的理解が
身につき、ミニレポートも
次第に的確となってきた。

「準備学習」に努めてきて
、いるが、資料の活かし方
にも慣れ、ミニレポートの
書き方が上達した。

「準備学習」に努めてきて
、資料の活かし方ができる
ようになってきた。ミニレ
ポートの表現が適切になっ
た。

視覚障害教育の指導内容・
方法等について、意欲的に
学び、興味・関心を高め、
自ら課題をみつけ調査した
り、要点をまとめた。

視覚障害教育の指導内容・
方法等について、良く学び
基本的理解が十分身につい
た。

視覚障害教育について、学
ぶ意欲が高まってきて、基
本的理解が身につくように
なった。

視覚障害教育について学び
、基本的理解への努力が見
られるようになった。

視覚障害者の教育について
、学び、基本的理解の努力
が示されなかった。

視覚障害者の教育に携わる
者として、意欲・態度の資
質が応答・発表等に著しく
みられた。

視覚障害者の教育に携わる
者として、意欲・態度の資
質が応答・発表等に十分に
みられた。

視覚障害者の教育に携わる
者として、意欲・態度の資
質が応答・発表等にみられ
た。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲が次第に高
まった。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲・態度が応
答・発表にみられなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 香川　邦生ほか 慶應義塾出版 978-4-7664-2367-9

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『視覚障害教育に携わる方のために』 ２０００年

2

3

4

5

科目名称 視覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

酒井　宏三（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122121（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）酒井　宏三 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

特別支援学校や教育行政における勤務経験を活かして、視覚障害教育に関する諸事項を講義
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数及び「準備学習」期日提出は１０回以上とする。
・「準備学習」や課題への意欲・態度、レポートの内容・書き方、質問・発表により評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ４０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

98－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
　・授業計画（シラバス）の説明と大事にしたいこ
と

シラバスを読んでおくこと。（９０分）

2
視覚障害者の理解①
　・視覚障害者の職業自立
　　　　「三療で生きる！三療しかない？」

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

3
視覚障害者の理解②
　・視覚障害者の観方の変遷
　　　　「日本特有の自立の場とは？」

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

ミニレポートの作成。（９０分）
提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

視覚障害者の理解③
　・眼の機能と視機能障害
　　　　「あなたも、江戸時代なら障害者？」

4

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

視覚障害者の理解④
　・眼の疾病と配慮事項
　　　　「知らないことは、罪？」

5

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

視覚障害教育の制度
　・教育制度と就学
　　　「通って、学んで、良かった！」

6

ミニレポートの作成。（９０分）
提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

視覚障害の心理学的特性と学習上・生活上の困難
　・改善、克服するために
　　　「部分的な情報収集とは？」

7

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

教育課程と配慮事項
　・五つの配慮事項
　　　「準ずる教育と障害の改善克服？」

8

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

自立活動の指導①
　・指導目標と指導内容
　　　「”予測・確かめ”の習熟とは？」

9

10
自立活動の指導②
　・空間概念の指導
　　　「ここ、あそこって、どっち？」

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

ミニレポートの作成。（９０分）

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

自立活動の指導③
　・歩行地図と歩行指導
　　　「安全な一歩から地図を描き、世界へ！」

11

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

自立活動の指導④
　・点字の系統的指導
　　　「触って読む点字で心を広げる！」

12

ミニレポートの作成。（９０分）
提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

自立活動の指導⑤
　・アクティブタッチと図形指導
　　　「○って、こう描くんだったよね！」

13

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）

提供資料による「小テスト形式の課題」・「視覚障
害教育に携わる者の学ぶ内容」（ミニレポート）。
（９０分）

自立活動の指導⑥
　・弱視の特性と早期教育
　　　「見えるって、見えてること？」

14

講義内容の理解を深め、資料・ノートをまとめてお
くこと。（９０分）学習内容について調べておくこと。（９０分）

教科指導と指導方法
　・視覚障害教育の課題
　　　「見たことないもの、作られへん！」

15

解説・フィードバックを受けて講義全体を振り返る
こと（９０分）

重要事項から選択したテーマを発表できるよう原稿
・教材を作成すること。（９０分）重要事項の発表と課題に対する解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ミニレポートの作成。（９０分）

科目名称 視覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

酒井　宏三（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122121（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）酒井　宏三 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

特別支援学校や教育行政における勤務経験を活かして、視覚障害教育に関する諸事項を講義
する。

基本情報

開講時期



左記の専門用語を一つも説
明できなかった。
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ルーブリック

評価項目

1 相澤譲治　植戸貴子 （株）みらい 978-4-86015-123-2

概要

履修目標
ソーシャルワーカーとしての姿勢（自己理解、他者理解、倫理綱領）と相談業務の基本的技法（コミュニケーション、面接技法、記録技法、ケースカンファレンス
、実践評価）をディスカッション、ロールプレイ、ＤＶＤ鑑賞等を通して体得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
様々な援助技術（スキル）を習得することや技法の統合のための理解を深めることができるようになる。また、次年度の相談援助実習に向けて、積極的な討議参加
や自己表現ができる。

授業全体の内容と概要
個人・家族、グループ、地域社会への支援をイメージし、ロールプレイ等の学習を通じて、面接や記録などの技法の実際を学ぶ。

授業の方法
３～４つのグループ（１グループ２０名以内）に分かれて、テキストの事例を実際にロールプレイしたり、小グループに分かれてディスカッションを行う。その中
で教員のスーパービジョンを受け、自己の振り返りを行い、自己覚知を促す。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この科目の単位を取得できなかった場合、次年度の相談援助実習及び保育実習を履修できないので注意すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワークにおける
自己理解、他者理解の重要
性を理解する。

ソーシャルワークにおける
面接技法を理解する。

ソーシャルワークにおける
アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて理解する。

自己覚知の概念、自己開示
の実践、他者理解における
実践理論を言語で明確に説
明できた。

自己覚知の概念、他者理解
における実践理論を言語で
明確に説明できた。

自己覚知の概念、自己開示
の実践を言語で明確に説明
できた。

自己覚知の概念を言語で明
確に理解できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスと重要ターム
をマイクロカウンセリング
技法の用語を用いて説明で
きた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスの重要ターム
を説明できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスを説明できた
。

面接における身体技法を実
践できた。

左記の専門ターム及び実践
技法を一つも説明及び実践
できなかった。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて明確に言語で説明でき
、且つ各々の矢ｊ区割りを
ロールプレイングで実践で
きた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価にお
ける各々の役割をロールプ
レイングで実践できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、評価、モニタリングの理
論と重要性を言語で明確に
説明できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価の重
要性を説明できた。

左記の用語の説明およびロ
ールプレイング実践を一つ
もできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワーク演習ワークブック』 ２０１３年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122028（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数２０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

100－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（グループ分け　自己紹介）　
シラバスの説明 １年時の関連科目の復習（９０分）

2 演習に向けての準備（自己紹介　アイスブレーキン
グ） １年時の関連科目の復習（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

テキストの読み込み（９０分）3 自己理解１「自己概念を学ぶ」 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己理解２「自身のルーツ　家族関係を知る」4

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解１「自己開示」5

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解２「共感について」6

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解３「価値観の違い」7

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション１「コミュニケーションの基本
」8

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション２「言語的コミュニケーション
」9

10 コミュニケーション３「非言語的コミュニケーショ
ン」 テキストの読み込み（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理１「価値とは何か」11

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理２「倫理とは何か」12

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面世技法１「面接の意義」13

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面接技法２「面接の基本」14

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法１「面接場面での記録」15

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法２「ケース記録」16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 アセスメント１「アセスメントの意義」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

18 アセスメント２「利用者の背景を知る」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

テキストの読み込み（９０分）19 アセスメント３「事例によるロールプレイ」 ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）

ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）プランニング「アセスメントからの支援計画作成」20

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）ケースカンファレンスの方法21

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）模擬ケースカンファレンス22

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定１「利用者の満足度」23

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定２「支援内容の評価」24

地域診断のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク１「地域ニーズの把握」25

26 コミュニティワーク２「北広島市の福祉課題明確化
」 テキストの読み込み（９０分） 地域診断のまとめ（90分）

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（90分）コミュニティワーク３「課題解決への方法」27

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク４「広報誌の作成」28

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング１29

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング２30

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）事例研究へのイントロダクション31

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）相談援助演習Ⅰ総括32

自己の言動の振り返り（９０分）

科目名称 相談援助演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122028（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期



ディスカッションへの参加
も消極的で、事例に付随し
た課題にも回答できなかっ
た。

101－ －

ルーブリック

評価項目

1 相澤譲治　植戸貴子 （株）みらい 978-4-86015-123-2

概要

履修目標
高齢、障がい、地域・行政、児童といった社会福祉各領域の事例を検証することによって、クライエントの主訴の読み取り、ニーズに合致した支援方法を考察する
ことにより、ソーシャルワーク実践を考察する視点を養う。あわせてロールプレイングを通して面接技法における要点を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
事例を検討することから真のニーズを把握する洞察力を養い、ロールプレイを通して面接技法を習得する。また、次年度以降の現場実習に向けて、積極的な討議参
加や自己表現ができる。

授業全体の内容と概要
事例検討を中心に、相談援助演習Ⅰで学んだことを、グループワーク、ロールプレイ等を通して、実践に近い形で学び、体得する。

授業の方法
3～4グループに分かれ（1グループ20名以内）事例検討、ロールプレイ、事例検討の結果発表を行う。教員のアドバイス的な講義を含めつつ、学生自身が積極的に学
び取るアクティブラーニング演習を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この科目の単位が取得できない場合、次年度の相談援助実習及び相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳは履修できないので注意すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課
程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワーク実践事例
の理解。

ロールプレイングへの積極
的参加

チームワーク、リーダーシ
ップ、スーパービジョン、
ソーシャルワークの視点、
といった応用課題を理解す
る

ソーシャルワーク実践事例
を読み込み、グループディ
スカッションに積極的に参
加し、付随した課題に明確
な回答を与え、且つ、その
理由を説明できた。

ソーシャルワーク実践事例
を読み込み、グループディ
スカッションに積極的に参
加できた。

ソーシャルワーク実践事例
の読み込みが的確であった
。

グループディスカッション
に積極的に参加できた。

ロールプレイングの場面の
作成を積極的に行い、且つ
ＣＬ、ＳＷ各々の役割をこ
なし、ＯＳＣＥ項目の平均
４点以上をキープできた。
（５段階評価）

ロールプレイングの場面の
作成を積極的に行い、且つ
ＣＬ、ＳＷ各々の役割をこ
なし、ＯＳＣＥ項目の平均
３点以上をキープできた。
（５段階評価）

ロールプレイングの場面の
作成を積極的に行い、且つ
ＣＬ、ＳＷ各々の役割をこ
なしていた。

ロールプレイングに積極的
に参加しできた。

ロールプレイングへの積極
的参加ができなかった。。

チームワーク、リーダーシ
ップ、スーパービジョン、
ソーシャルワークの視点各
々について明確に言語で説
明できた。

チームワーク、スーパービ
ジョン、ソーシャルワーク
の視点について明確な言語
で説明できた。

チームワーク、ソーシャル
ワークの視点について明確
な言語で説明できた。

ソーシャルワークの視点に
ついて明確な言語で説明で
きた。

左記の言語全てを説明でき
なかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「ソーシャルワーク演習ワークブック」』 2013年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122029（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ＳＷ，ＣＷとしての経験を有する教員が担当し、実践事例を参照しながら講義を進める。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数20回以上をクリアすること

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

102－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 前期科目の復習（４５分）

2 ソーシャルワークプロセスの再確認 前期科目の復習（４５分） テキストの読み込み（４５分）

テキストの読み込み（４５分）3 事例研究１「倫理と組織：ニーズの把握とグループ
討議」 事例検討結果の検証（４５分）

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究１「倫理と組織：問題解決へのプランニン
グ」4

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究２「高齢者介護：ニーズの把握とグループ
討議」5

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究２「高齢者介護：問題解決へのプランニン
グ」6

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究３「知的障がい者：ニーズの把握とグルー
プ討議」7

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究３「知的障がい者：問題解決へのプランニ
ング」8

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究４「児童虐待：ニーズの把握とグループ討
」9

10 事例研究４「児童虐待：問題解決へのプランニング
」 テキストの読み込み（４５分） 事例検討結果の検証（４５分）

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究５「ＤＶ：ニーズの把握とグループ討議」11

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究５「ＤＶ：問題解決へのプランニング」12

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究６「ストレングス：ニーズの把握とグルー
プ討議」13

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究６「ストレングス：問題解決へのプランニ
ング」14

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究７「障がい児：ニーズの把握とグループ討
議」15

事例検討結果の検証（90分）テキストの読み込み（90分）事例研究７「障がい児：問題解決へのプランニング
」16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 事例研究８「生活保護：ニーズの把握とグループ討
議」 テキストの読み込み（４５分） 事例検討結果の検証（４５分）

18 事例研究８「生活保護：問題解決へのプランニング
」 テキストの読み込み（４５分） 事例検討結果の検証（４５分）

テキストの読み込み（４５分）19 事例研究９「生活保護：ニーズの把握とグループ討
議」 事例検討結果の検証（４５分）

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究９「生活保護：問題解決へのプランニング
」20

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究１０「権利擁護：ニーズの把握とグループ
討議」21

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究１０「権利擁護：問題解決へのプランニン
グ」22

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究１１「地域：ニーズの把握とグループ討議
」23

事例検討結果の検証（４５分）テキストの読み込み（４５分）事例研究１１「地域：問題解決へのプランニング」24

講義中の自己の振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）応用演習（チームワーク）25

26 応用演習（リーダーシップ） テキストの読み込み（４５分） 講義中の自己の振り返り（４５分）

講義中の自己の振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）応用演習（スーパービジョン）27

講義中の自己の振り返り（90分）テキストの読み込み（90分）応用演習（ソーシャルワークの視点）28

講義中の自己の振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）各学生の気づき（グループ討議）29

講義中の自己の振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）振り返りと相談援助実習に向けて30

全体を通しての振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）実習事例検討（利用者理解とコミュニケーション）31

全体を通しての振り返り（４５分）テキストの読み込み（４５分）実習事例検討（アセスメントと生活場面面接）32

テキストの読み込み（４５分）

科目名称 相談援助演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122029（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ＳＷ，ＣＷとしての経験を有する教員が担当し、実践事例を参照しながら講義を進める。

基本情報

開講時期



左記の内容を一つも説明で
きなかった。

103－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワークの各領域（高齢、障がい、児童、地域・行政）における職場・職種・ソーシャルワーク技法、及び利用者像を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
ソーシャルワーク各領域における施設・機関・制度・利用者理解・実践課題を理解するとともに、ソーシャルワーク実践に対するイメージを具体化し、相談援助実
習の意義とその目的を認識できる。

授業全体の内容と概要
・相談援助実習各領域担当教員による講義
・ソーシャルワークの基礎理論を対象とした講義

授業の方法
１．開講当初は、1名の教員によるソーシャルワークの基礎理論（クライエント中心理論アプローチ）の講義を行ったのち、相談援助実習各領域（高齢、障がい、児
童、地域・行政）の担当教員が講義形式で3週連続で講義を行う。
２．各講義は板書と配布プリントが中心となるが、教員によってはパワーポイントを使用し、個々の領域の実践事例の説明をする。
３．年間を通してボランティアレポート（４,０００字以上）を課題として提出する義務を課す。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的な参加を心掛けること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワーク各領域に
おける職場理解ができてい
る。

ソーシャルワーク各領域に
おける職種理解ができてい
る。

ソーシャルワーク各領域に
おけるソーシャルワーク実
践についての理解ができて
いる。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各職場について、
その具体的業務と課題、公
的法制度と利用者について
具体的に説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の職場についてその
特徴と違いを具体的に説明
でき、且つ、根拠となる法
制度について説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政各領域の職場理解に
ついて、具体的に説明でき
、且つ、その特徴と違いを
説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の職場について具体
的に説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域の職種につ
いて、その具体的業務と課
題、公的法制度と利用者に
ついて具体的に説明できた
。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種いついて、その特徴と違
いを具体的に説明でき、且
つ、根拠となる法制度につ
いて説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種について具体的に説明で
き、且つその特徴の違いを
説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種について説明できた。

左記の内容を何一つ説明で
きなかった。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て、その具体的方法と課題
、公的法制度と利用者の自
立について具体的に説明で
きた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て、その特徴と違いを具体
的に説明でき、且つ根拠と
なる法制度について説明で
きた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践の特徴
と違いを具体的に説明でき
た。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て説明できた。

左記の内容を何一つ説明で
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS122031（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケースワークの実務経験者が現場における実践事例を例示して講義を展
開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

104－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 1年時科目の復習（９０分）

2 ソーシャルワーク理論講義（クライエント中心理論
アプローチ 1年時科目の復習（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 高齢者領域①「高齢者施設におけるソーシャルワー
カーの役割と特性」 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）高齢者領域②「高齢者施設における利用者の特性と
具体的支援方法」4

高齢者領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）高齢者領域③「高齢者施設における多職種と連携し
た支援」5

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域①「障がい者設けるソーシャルワーカー
の役割と特性」6

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域②「障がい者設ける利用者の特性と具体
的支援方法」7

障がい領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域③「障碍者施設における多職種と連携し
た支援」8

布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）児童領域①「児童養護施設におけるソーシャルワー
カーの役割と特性」9

10 児童領域②「児童養護施設における利用者の特性と
具体的支援方法」 前回プリントの読み込み（９０分） 布プリントの熟読（９０分）

児童領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）児童領域③「児童養護施設における多職種と連携し
た支援」11

配布プリントの熟読（９０分前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域①「地域包括支援センターにおける
ソーシャルワーカーの役割と特性」12

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域②「地域包括支援センターにおける
ソーシャルワーカーの役割と特性」13

地域・行政領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域③「地域包括支援センターにおける
多職種と連携した支援」14

全体を通しての総復習（９０分）全領域講義を網羅した質問事項の作成（９０分）総括15

自己総括（９０分）全体を通しての総復習（９０分）定期試験（６０分試験終了後３０分解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今後のスケジュールにおける学習計画の作成（９０
分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS122031（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケースワークの実務経験者が現場における実践事例を例示して講義を展
開する。

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできて
いなかった。

105－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワーク各領域の外部講師の講義を聴講し、実践現場の職場・職種・ソーシャルワーク技法についての具体的方法を学び、次年度の実践現場における実習
指導に備えて、実習領域を絞り込み、その領域の実践内容をイメージングする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤP「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
次年度の相談援助実習に向けて希望実習領域を明確にし、その領域の施設・機関・制度・利用者・地域社会・関連職種について理解する。併せて相談援助実習の意
義と実習での学習目標を明確にする。

授業全体の内容と概要
１．相談援助実習各領域担当教員のグループ（２０人以下）に分かれて少人数講義
２．外部講師を招いての現場実践講義
３．相談援助実習を終えた学生による実習体験報告会
以上3点から講義を構成する。

授業の方法
各領域担当教員から説明がある。質問等は各担当教員が随時対応し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．外部講師の功を中心に、高齢、障がい、児童、地域・行政の各領域のグループに分かれて講義を行う。
２．外部講師の講義はパワーポイントを使った実践現場の事例紹介が主であり、領域に分かれた講義ではグループディスカッションが中心となる。
３．年間を通してボランティアレポート（４,０００字以上）の提出を課題とする。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課
程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

外部講師の講義を聴講し、
実践現場の課題、利用者像
、具体的なソーシャルワー
ク技法を理解する。

次年度の実習領域を絞り込
み、その領域の実習課題を
明確にする。

ジェネリックソーシャルワ
ークの概念を理解し、本講
義の内容から、その具体的
要因を抽出できる。

外部講師の講義内容に出て
くる実践現場の課題、利用
者、ＳＷ技法について具体
的に説明でき、それを地域
社会との課題と結び付け説
明でき、さらに、社会福祉
制度の課題としてマクロに
説明でき、且つ、次年度の
現場実習の希望領域の実習
課題として昇華できた。

外部講師の講義内容に出て
くる実践現場の課題、利用
者、ＳＷ技法について具体
的に説明でき、それを地域
社会との課題と結び付け説
明でき、さらに、社会福祉
制度の課題としてマクロに
説明できた。

外部講師の講義内容に出て
くる実践現場の課題、利用
者、ＳＷ技法について具体
的に説明でき、それを地域
社会との課題と結び付け説
明できた。

外部講師の講義内容に出て
くる実践現場の課題、利用
者、ＳＷ技法について説明
できた。

次年度の実習領域を明確に
し、実習に必要な知識（法
的制度、利用者像、具体的
ＳＷ技法）について説明で
き、且つ、自分の実習課題
を明確化し、これまで学ん
だ各領域の共通項を抽出で
き、実習課題に昇華してい
た。

次年度の実習領域を明確に
し、実習に必要な知識（法
的制度、利用者像、具体的
ＳＷ技法）について説明で
き、且つ、自分の実習課題
を明確化していた。

次年度の実習領域を明確に
し、実習に必要な知識（法
的制度、利用者像、具体的
ＳＷ技法）について説明で
き、且つ、自分の実習課題
を明確化し、実習領域の職
場・職種・ソーシャルワー
クについて説明できた。

次年度の実習領域を明確に
し、実習に臨む目的と課題
を具体的に説明できた。

左記の内容が何一つできて
いなかった。

ジェネリックソーシャルワ
ークの概念を説明でき、自
分が選択した講義領域と、
外部講師の講義から、その
内容を抽出でき、且つ、次
年度の実習課題として昇華
していた。

ジェネリックソーシャルワ
ークの概念を説明でき、自
分が選択した講義領域と外
部講師の講義内容からその
要因を抽出できた。

ジェネリックソーシャルワ
ークの概念を説明でき、自
分が選択した講義領域の中
からその要因を抽出できた
。

ジェネリックソーシャルワ
ークの概念を説明できた。

左記の内容が何一つできて
いなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習指導Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS122032（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉現場における実践経験のあるソーシャルワーカーが、その経験を活かして、実践現
場における今日的課題と、それと向き合い、解決する方法を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定の最低出席回数１０回をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ １０％ ０％ ０％ ０％ ２０％
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びグループ分け
シラバスの説明 前期科目の復習（９０分）

2 外部講師実践講義①「児童養護施設におけるソーシ
ャルワーク実践」 児童養護施設についての復習（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

高齢者施設についての復習（９０分）3 外部講師実践講義②「高齢者施設におけるソーシャ
ルワーク実践」 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）選択領域グループの学習（９０分）グループ講義第1クール①「障害・高齢者・児童・
地域行政機関における各機関の特色」4

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）
グループ講義第1クール②「障害・高齢者・児童・
地域行政分野における利用者の具体的ニーズと支援
」

5

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）グループ講義第1クール③「障害・高齢者・児童・
地域行政分野におけるソーシャルワークの展開」6

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）グループ講義第1クール④「障害・高齢者・児童・
地域行政分野における多職種機関との連携」7

実習希望領域の決定（９０分）希望領域報告者に対する質問事項の決定（９０分）実習体験報告会8

配布プリントの熟読（９０分）選択グループの学習（９０分）グループ講義第２クール①「障害・高齢者・児童・
地域行政分野における各機関の特色」9

10
グループ講義第2クール②「障害・高齢者・児童・
地域行政分野における利用者の具体的ニーズと支援
」

前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）グループ講義第2クール③「障害・高齢者・児童・
地域行政分野におけるソーシャルワークの展開」11

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）グループ講義第2クール④「障害・高齢者・児童・
地域行政分野における多職種機関との連携」12

配布プリントの熟読（９０分）希望領域に関する自主学習（９０分）実習希望領域に絞ったグループ学習①13

配布プリントの熟読（９０分）希望領域に関する自主学習（９０分）実習希望領域に絞ったグループ学習②14

配布プリントの熟読（９０分）希望領域に関する自主学習（９０分）実習希望領域に絞ったグループ学習③15

自己総括（９０分）全体を通しての総復習（９０分）定期試験（６０分試験終了後３０分解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

希望グループの決定（９０分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS122032（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉現場における実践経験のあるソーシャルワーカーが、その経験を活かして、実践現
場における今日的課題と、それと向き合い、解決する方法を講義する。

基本情報

開講時期



レポートの本文中に剽窃が
認められた。または，問題
，方法，結果，考察，引用
文献のいずれかが書けなか
った。
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ルーブリック

評価項目

1 村上香奈・山崎浩一 ミネルヴァ書房 心理学基礎実験Ⅰと
同じ教科書を使用

９７８－４－６２３
－

概要

履修目標
学生が基礎的な実験や調査，検査などを実際に体験することで，心理学を研究する科学的な方法・技術を習得する。さらに，実験などから得られた結果や考察を，
適切な書式や引用による科学的報告書としてレポートにまとめるための知識・技術を学ぶ。

授業の位置づけ
「社会福祉学科」のＤＰ「１（３と６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①心理学実験の演習・レポート作成を通して，研究レポートの書き方，文献の検索・引用方法といったアカデミックスキルを発揮する。
②心理学の知識について，先行研究と心理学実験の両方から理解し，説明する。
③小集団の実験演習に積極的に参加することを通して，協働的態度を発揮する。

授業全体の内容と概要
心理学実験を体験しながら各実験に関連する心理学概念について理解するとともに，問題，目的，方法，結果，考察といった構成の研究レポートの書き方，文献の
引用方法等を身につける。質問には随時対応する。なお，この科目は日本心理学会認定心理士申請（２０１９年度以前の入学者）に必須の科目であり，卒業論文に
直接つながる位置づけの科目ではない。

授業の方法
板書および配布資料により，実験の目的および実施手順を説明した後，小グループに分かれて実験等を実施し，データを収集する。必ず全員が実験者および参加者
の両方を経験することで，学習の理解を深める。さらに，収集したデータを自ら分析し，まとめ，レポートを作成する。また，質問には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・教科書を熟読すること。提出期限は厳守すること。
・授業前半は実験の概要や手続きの説明を行うことが多いため，遅刻しないこと。

資格指定科目
認定心理士資格課程（２０１９年度以前入学者のみ）

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①アカデミック・スキル

②心理学の知識

③授業参加・態度

問題，方法，結果，考察，
引用文献は全てそろってお
り，書式や記述内容を優れ
て満たすことができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献は全てそろってお
り，書式や記述内容を十分
に満たすことができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献は全てそろってお
り，書式や記述内容をやや
満たすことができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献は全てそろってお
り，最低限の書式や記述内
容を満たすことができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に満た
したうえで，関連事項に言
及できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に網羅
できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を標準的に網
羅できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を最低限、網
羅できた。

レポートの本文中に剽窃が
ある。または，問題，方法
，結果，考察，引用文献の
いずれかが書けなかった。

授業内に加え，授業外でも
自ら調べたり，質問したり
する行動が著しくできた。

授業内に加え，授業外でも
自ら調べたり，質問したり
する行動ができた。

授業内で実験に参加したり
，質問したりすることが標
準的にできた。

授業内で実験に参加したり
，質問したりすることが最
低限できた。

最低出席回数に達している
ものの，授業に参加できな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる心理学実験実習』 ２０１８

2

3

4

5

1 森敏明・吉田寿夫 北大路書房 ９７８－４－７６２
８－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 １９９０

2

3

4

5

科目名称 心理学基礎実験Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123065（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験を持つ教員による指導の下，心理学実験に関わる実
習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要な最低出席回数は２６回以上。すべての実験への参加し，レポートを提出することが必要。かつレポートでは適切な引用が行われ，剽窃を行って
いないこと。剽窃がある場合は不可。
・総合的評価＝①「レポート作成」＋②「その他」（授業内外での質問や発言などの積極的な取り組み，自ら調べたり，質問したり，意見を述べるという自学自習
の程度など）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ９０％ ０％ ０％ ０％ １０％
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション１（シラバスの説明，授業の内
容の説明） 教科書の熟読（４５分）

2 オリエンテーション１（心理学の論文の構成、それ
ぞれの内容について） 教科書の熟読（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）3 実験①　知覚の実験１（実験の説明および準備） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験２（実験の実施およびデータ入
力）4

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験３（データ分析，心理学統計演
習）5

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験４（レポートの書き方：文献検
索，問題，方法）6

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験５（レポートの書き方：結果の
まとめ）7

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験６（レポートの書き方：考察）8

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験①　知覚の実験７（レポートの書き方：考察，
引用文献）9

10 実験①　知覚の実験８（最終確認） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り１６回の授業

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験１（実験の説明および準備）11

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験２（実験の実施およびデータ入
力）12

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験３（データ分析，心理学統計演
習）13

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験４（レポートの書き方：文献検
索，問題，方法）14

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験５（レポートの書き方：結果の
まとめ，考察，引用文献）15

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り２２回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験②　記憶の実験６（最終確認）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 実験③　社会・集団の実験１（実験の説明および準
備） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

18 実験③　社会・集団の実験２（実験の実施およびデ
ータ入力） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）19 実験③　社会・集団の実験３（データ分析，心理学
統計演習） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験③　社会・集団の実験４（レポートの書き方：
文献検索，問題，方法）20

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験③　社会・集団の実験５（レポートの書き方：
結果のまとめ，考察，引用文献）21

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切りは２８回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験③　社会・集団の実験６（最終確認）22

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験④　印象形成の実験１（実験の説明および準備
）23

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験④　印象形成の実験２（実験の実施およびデー
タ入力）24

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験④　印象形成の実験３（データ分析，心理学統
計演習）25

26 実験④　印象形成の実験４（レポートの書き方：文
献検索，問題，方法） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験④　印象形成の実験５（レポートの書き方：結
果のまとめ，考察，引用文献）27

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）。
レポート提出締め切りは2週間後。教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験④　印象形成の実験６（最終確認）28

今回の内容について復習する（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験　等29

レポート作成の再確認（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験とレポート執筆　等30

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）レポート返却と講評31

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）これまでの振り返り32

今回の内容について復習する（４５分）

科目名称 心理学基礎実験Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123065（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験を持つ教員による指導の下，心理学実験に関わる実
習を行う。

基本情報

開講時期



レポートの本文中に剽窃が
認められる。あるいは，問
題，方法，結果，考察，引
用文献のいずれかが書けな
かった。
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ルーブリック

評価項目

1 村上香奈・山崎浩一 ミネルヴァ書房 心理学基礎実験Ⅰと
同じ教科書を使用

９７８－４－６２３
－

概要

履修目標
学生が体験する実験や調査などの研究対象を拡張し，心理学基礎実験Ⅰで身につけた科学的な心理学の研究方法・技術と，科学的報告書としてレポートにまとめる
ための知識・技術を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「1（３）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①心理学実験の演習・レポート作成を通して，研究レポートの書き方，文献の検索・引用方法といったアカデミックスキルを発揮する。
②心理学の知識について，先行研究と心理学実験の両方から理解し，説明する。
③小集団の実験演習に積極的に参加することを通して，協働的態度を発揮する。

授業全体の内容と概要
心理学実験を体験しながら各実験に関連する心理学概念について理解するとともに，問題，目的，方法，結果，考察といった構成の研究レポートの書き方，文献の
引用方法等を身につける。質問には随時対応する。なお，この科目は日本心理学会認定心理士申請に必須の科目であり，卒業論文に直接つながる位置づけの科目で
はない。

授業の方法
板書および配布資料により，実験の目的および実施手順を説明した後，小グループに分かれて実験等を実施し，データを収集する。必ず全員が実験者および参加者
の両方を経験することで，学習の理解を深める。さらに，収集したデータを自ら分析し，まとめ，レポートを作成する。また，質問には随時対応し，レポートには
コメントをしてフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・受講の条件：「心理学研究法」と「心理学基礎実験Ⅰ」を必ず修得していること。統計学関連科目も受講していることが望ましい。
・教科書を熟読すること。提出期限は厳守すること。
・授業前半は実験の概要や手続きの説明を行うことが多いため，遅刻しないこと。

資格指定科目
認定心理士資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①アカデミック・スキル

②心理学の知識

③授業参加・態度

問題，方法，結果，考察，
引用文献を全てそろえ，水
準以上の書式の正確さや記
述内容でレポートを作成で
きた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献を全てそろえ，書
式の正確さや記述内容を概
ね満たしてレポートを作成
できた。

書式の正確さや記述内容に
やや不足があるものの，問
題，方法，結果，考察，引
用文献を全てそろえてレポ
ートを書くことができた。

書式や記述内容が不十分で
あるが，問題，方法，結果
，考察，引用文献をすべて
そろえてレポートを書くこ
とができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に満た
したうえで，関連事項につ
いて言及できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に網羅
できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を一通り網羅
できた。

記述の誤りが認められるな
ど，内容は十分ではないが
，問題，方法，結果，考察
，引用文献はすべて書くこ
とができた。

レポートの本文中に剽窃が
認められる。あるいは，先
行研究を参照できなかった
。

授業外でも自ら調べたり，
質問したりすることが顕著
にできた。

授業外でも自ら調べたり，
質問したりすることができ
た。

授業外で自主的に学ぶ姿は
見られないが，積極的に実
験に参加したり，質問した
りできた。

授業外で自主的に学ぶ姿は
見られないが，授業内で実
験に参加したり，質問した
りできた。

最低出席回数に達している
ものの，授業に参加できな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる心理学実験実習』 ２０１８

2

3

4

5

1 森敏明・吉田寿夫 北大路書房 ９７８－４－７６２
８－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 １９９０

2

3

4

5

科目名称 心理学基礎実験Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123066（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験の経験を持つ教員による指導の下，心理学実験に関
わる実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・すべての実験への参加し，レポートを提出することが必要。かつレポートでは適切な引用が行われ，剽窃を行っていないこと。剽窃がある場合は不可。
・総合的評価＝①「レポート作成」＋②「その他」（授業内外での質問や発言などの積極的な取り組み，自ら調べたり，質問したり，意見を述べるという自学自習
の程度など）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ９０％ ０％ ０％ ０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション１（シラバスの説明，授業の内
容の説明）

心理学基礎実験Ⅰの資料，レポートの振り返り
（４５分）

2 オリエンテーション１（心理学基礎実験Ⅰの振り返
り）

心理学基礎実験Ⅰの資料，レポートの振り返り
（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）3 実験⑤　心理検査１（実験の説明および準備） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　心理検査２（実験の実施およびデータ入力
）4

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　心理検査３（データ分析，心理学統計演習
）5

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　心理検査４（レポートの書き方：文献検索
，問題，方法）6

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　心理検査５（レポートの書き方：結果と考
察）7

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り１６回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　心理検査６（最終確認）8

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察１（実験の説明および準備）9

10 実験⑥　行動観察２（実験の実施およびデータ入力
） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察３（データ分析，心理学統計演習
）11

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察４（レポートの書き方：文献検索
，問題，方法）12

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察５（レポートの書き方：結果のま
とめ，考察，引用文献）13

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り２０回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察６（最終確認）14

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験１（実験の説明および準
備）15

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験２（実験の実施およびデ
ータ入力）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 実験⑦　社会・集団の実験３（データ分析，心理学
統計演習） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

18 実験⑦　社会・集団の実験４（レポートの書き方：
文献検索，問題，方法） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）19 実験⑦　社会・集団の実験５（レポートの書き方：
結果のまとめ，考察，引用文献） 今回の内容について復習する（４５分）

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切りは２８回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験６（最終確認）20

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）心理学実験の関連事項の復習と学習21

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）心理学実験の関連事項の復習と学習22

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験１（実験の説明および準
備）23

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験２（実験の実施およびデ
ータ入力）24

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験３（データ分析，心理学
統計演習）25

26 実験⑧　情動・行動の実験４（レポートの書き方：
文献検索，問題，方法） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験５（レポートの書き方：
結果のまとめ，考察，引用文献）27

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）。
レポート提出締め切りは２週間後。教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験６（最終確認）28

今回の内容について復習する（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験　等29

レポート作成の再確認（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験とレポート執筆　等30

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）レポートの講評31

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）これまでの振り返り32

今回の内容について復習する（４５分）

科目名称 心理学基礎実験Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123066（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験の経験を持つ教員による指導の下，心理学実験に関
わる実習を行う。

基本情報

開講時期



各研究法について，全く理
解していない。自分の言葉
で説明することができなか
った。

111－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が，心理学の研究の技法の修得だけでなく，心理学における研究の方法論（理論）について理解を深める。さらに，その心理学研究における方法論の理解を背
景として，学生が自ら研究計画を立てられるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（３と６）」、「２（２）」に対応する科目。

到達目標
①心理学研究における方法の意義と問題点を説明する。
②リサーチ・クエスチョンや仮説を立て，研究計画を立てる。
③与えられた課題を自律的に取り組む。

授業全体の内容と概要
心（あるいは行動）という科学的に扱いにくい対象に対して心理学が行う研究法（統計も含む）の意義や問題について理解する。さらに，心理学においてヒトや他
の動物を対象に研究を行う際に関わる倫理的問題を理解する。そのうえで，心理学研究の手順（リサーチ・クエスチョン→仮説→研究計画→仮説検証→結果のまと
めと考察）を熟知し，レポートを執筆する。

授業の方法
板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，演習形式で行う。質問には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総
合評価から大幅に減点することがある。
・授業中は，板書だけでなく，口頭の説明，疑問点などをノートに書き加えながら，集中して聴くこと。
・試験および課題は，「引用元を示さないで他人の文章やインターネット・文献から書き写したもの」は剽窃（ひょうせつ）とみなし，採点の対象とはせず０点と
する。丁寧に書かれず，読み取れない文章も採点対象とはしない。

資格指定科目
認定心理士資格課程（２０１９年度以前入学者）

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①心理学研究法に対する理
解

②ＲＱ,仮説

③自律的学習態度

複数の各研究法について，
具体例を挙げながら，極め
て詳細に説明することがで
きた。

複数の各研究法について，
具体例を挙げながら説明す
ることができた。

各研究法のうち，１つ以上
について，具体例を挙げな
がら説明できた。

各研究法のうち，１つ以上
について，説明できた。

身近なテーマについて
，ＲＱと複数の仮説を考え
ることができた。さらに，
仮説を検証するのに適した
研究方法にも言及すること
ができた。

身近なテーマについて
，ＲＱと複数の仮説を考え
ることができた。

身近なテーマについて
，ＲＱと仮説を考えること
ができた。

身近なテーマについて
，ＲＱを考えることができ
た。

身近な疑問を考えることは
できるが，ＲＱを書くこと
はできなかった。

レポート，課題を締め切り
までに全て提出できた。

レポート，課題を全て提出
できた。

レポート，課題を８割提出
できた。

レポート，課題を６割提出
できた。

到達目標（６割）の数だけ
レポート，課題を提出でき
なかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 西村純一・井上俊哉 ナカニシヤ出版 ９７８－４－７７９
５－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『これから心理学を学ぶ人のための研究法を統計
法』

２０１６

2 森敏明・吉田寿夫 北大路書房 ９７８－４－７６２
８－

『心理学のためのデータ解析テクニカルブック』 １９９０

3 海保博之・大野木裕明・岡市広
成

放送大学教育振興
会

９７８－４－５９５
３－

『新訂　心理学研究法』 ２００８

4

5

科目名称 心理学研究法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG123067（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として実験および調査研究の経験を持つ教員が，その経験を活かして心理学研究
に関する講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
再試験は実施しない。また，剽窃のある課題や答案は採点しない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ３０％ １０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

112－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明，心理学の成
り立ちと科学的研究について）

心理学の研究方法について概要を調べる。（９０分
）

2 リサーチクエスチョンと仮説（リサーチクエスチョ
ン；ＲＱを立てる，研究仮説）

日常で感じている心理学的疑問をまとめる（９０分
） ＲＱを立てる（９０分）

キーワードについて調べる（９０分）3 実験法１（実験法の要件，基本的プロセス，独立変
数，従属変数，剰余変数，実験群と統制群）

専門用語について整理し，疑問をまとめる（９０分
）

専門用語について整理し，疑問をまとめる（９０分
）心理学が扱うデータの種類を調べる（９０分）実験法２（実験デモンストレーション；独立変数と

従属変数についての理解）4

専門用語について整理し，疑問をまとめる（９０分
）心理学が扱うデータの種類を調べる（９０分）実験法３（実験計画，被験者内計画，被験者間計画

）5

専門用語について整理し，疑問をまとめる（９０分
）関連文献を熟読する（９０分）実験法４（実験デモンストレーション；被験者内計

画と被験者間計画の違いについての理解）6

専門用語について整理し，疑問をまとめる（９０分
）関連文献を熟読する（９０分）データ分析実習（心理学統計の意味）7

日常観察と心理学研究における観察との違いをまと
める（９０分）

日常で他者をどのように観察しているか考え，気づ
いたことをまとめる（９０分）観察法１（観察法の概要，観察手法の種類）8

結果を元にレポートを作成する（９０分）観察を用いた研究の検索と文献の要約（９０分）観察法２（観察データの収集と分析）9

10 質問紙１（質問紙法の概要，質問文の作成と回答形
式の種類）

調べたいテーマに関する文献を読み，その概要をま
とめる（９０分）

質問紙を作成して調査を実施し，データを入力する
（９０分）

調査データを分析して結果をまとめる（９０分）実施した調査テーマに関する文献を読み，概要をま
とめる（９０分）質問紙２（質問紙の分析）11

調査データを分析してレポートを作成する（９０分
）

調査データを分析してレポートを作成する（９０分
）質問紙３（結果のまとめ方，考察の方法など）12

面接法の基本的なプロセスを振り返る（９０分）面接法の種類をまとめる（９０分）面接法１（面接法の概要，基本的プロセス）13

調査的面接を実施し，その結果をまとめ，報告書を
作成する（９０分）

構造化面接，半構造化面接，非構造化面接の違いを
調べる（９０分）面接法２（インタビューの実施と分析）14

これまでの授業内容を概観し，わかったことや疑問
点をまとめる（９０分）

これまでの授業内容を概観し，わかったことや疑問
点をまとめる（９０分）まとめ15

試験で分からなかったことを資料で再確認する
（９０分）

資料を見ながら，各研究法について十分に理解する
（９０分）６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

心理学の科学としての特徴を要約（９０分）

科目名称 心理学研究法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG123067（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として実験および調査研究の経験を持つ教員が，その経験を活かして心理学研究
に関する講義を行う。

基本情報

開講時期



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

113－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805851180

概要

履修目標
精神保健福祉士の業務,専門性,権利擁護,総合的かつ包括的な援助と多職種連携について理解する。
ソーシャルワークの基礎知識や基本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉士が行う相談援助,精神障害者に対する権利擁護の意義などについて記述及び説明することができる。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉士が行う相談援助の対象と相談援助の基本的考え方について学ぶ。
②相談援助に係わる専門職(精神科病院，精神科診療所を含む)の概念と範囲について学ぶ。
③精神障害者の相談援助における権利擁護の意義と範囲について学ぶ。
④精神保健福祉活動における総合的かつ包括的な援助と多職種連携(チームアプローチを含む)の意義と内容について学ぶ。

授業の方法
①授業形態は講義形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について十分に考察
できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開についておおむね考
察できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察できた
。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について多少考察で
きた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察するこ
とができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむねに説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉相談援助の基盤（基礎・専門）』 2015

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉相談援助

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122041（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

114－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明及び精神保健福祉相談援助の基盤の学
びについてのガイダンス 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 精神保健福祉士の役割と歴史について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神保健福祉の定義と理念について ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉の活動と基本的な考え方について4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士と社会福祉士について5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野のソーシャルワークの理念につい
て6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野におけるソーシャルワークの対象
者7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の意義と支援機関8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野の人権と権利擁護9

10 精神保健福祉分野の権利擁護制度について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野のソーシャルワーク活動と実践①11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野のソーシャルワーク活動と実践②12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野における他職種連携について13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉分野における総合的・包括的援助につ
いて14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の専門職倫理15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉相談援助

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122041（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期



９回以下授業に参加し、学
習が消極的にしかできなか
った。

115－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978ー4ー8058ー5596
ー6

概要

履修目標
精神保健福祉に関する制度とサービスⅠを学び、制度の説明や具体的な活用をイメージし、他者に伝えることをする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
基礎知識をもとにして，最新の精神保健福祉の動向を自ら調べて学べるようになること。また、クライエントなどに説明できる。

授業全体の内容と概要
昨年度の「精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ」の復習を踏まえた上で，最新の精神保健福祉に関わる動向について説明する。

授業の方法
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。教科書を活用し、板書やプリントによる確認を行います。障害者総合支援法の内容や社会保障制度
などの制度を説明し、プレゼンテーションの資料などを作成してもらう。質問に対して解説を行い、対応を行います。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
グループワークやプレゼンテーションがあるので、積極的に授業に参加してもらいたいです。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が６０点
以上である。

「精神保健福祉に関する制
度とサービスⅠ」で学んだ
制度やサービスを説明でき
る。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習ができた。

１４回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１３回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１２～１０回以上授業に参
加し、積極的に学習ができ
た。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

制度とサービスについて適
切に説明を行い、必要な資
料（パワーポイントやレジ
ュメ）を作成することがで
きた。

制度とサービスについて説
明を行い、必要な資料（パ
ワーポイントやレジュメ）
を作成することができた。

必要な資料（パワーポイン
トやレジュメ）を作成する
ことができた。

制度とサービスについて説
明を行うことができた。

説明を行うことができない
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉に関する制度とサービス』 ２０１２年０２

月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ３０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

116－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉に関する
制度とサービスの理解 グループ発表の練習（９０分） グループ発表の反省（９０分）

グループ発表の練習（９０分）3 精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化① グループ発表の反省（９０分）

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化②4

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の概要①5

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の概要②6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等の福祉制度の概要と福祉サービス（障
害者基本法，障害者総合支援法）7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業①（医療
保険制度）8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業②（経済
的支援に関する制度）9

10 精神保健福祉領域の近年の動向①（障害者権利条約
と当事者による活動，権利擁護） 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向②（障害年金制度と
所得保障）11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向③（アルコール健康
障害対策基本法の制定と関連施策）12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向④（更生保護制度）13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向⑤（医療観察法）14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）まとめ15

テストの復習（９０分）事前課題の学習（９０分)確認テスト、テストの解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

グループ発表の準備（９０分）

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期



授業後の感想文をほとんど
書口ことができなかった。

117－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
①　現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②　精神保健の基本的考え方を理解する。
③　現代社会における精神保健の諸課題の実際を生活環境ごとに理解し、精神保健福祉士の役割について理解する。
④　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について理解する。
⑤　国際連合の精神保健活動た他の国々における精神保健の現状と対策について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
現代の精神保健の動向と課題を知り、精神保健の保持・増進、予防のための支援及び関係機関との連携方法、精神保健福祉士の役割について理解する。

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

授業に主体的に取り組む態
度

精神保健学的な思考力・判
断力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についてわかりやす
く説明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についておおむね説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について一定程度説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について多少説明で
きた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について説明するこ
とができなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援　』

2021

2

3

4

5

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122039（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

118－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 現代の精神保健分野の動向と基本的考え方について
シラバスの説明 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 家族関係における暴力と精神保健について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 出産・育児をめぐる精神保健について 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）介護をめぐる精神保健について4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的ひきこもりをめぐる精神保健について5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）グリーフケアについて6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健支援を担う機関について7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）学校教育における精神保健的課題について8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）スクールソーシャルワーカーの役割について9

10 学校精神保健にかかわる社会資源について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）産業精神保健とその対策について11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）職場のメンタルヘルスのための相談について12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）災害被災者の精神保健について13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）犯罪被害者の支援について14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）自殺予防について15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122039（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期



授業後の感想文がほとんど
書かれていなかった。

119－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
①　現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②　精神保健の基本的考え方を理解する。
③　現代社会における精神保健の諸課題の実際を生活環境ごとに理解し、精神保健福祉士の役割について理解する。
④　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について理解する。
⑤　国際連合の精神保健活動た他の国々における精神保健の現状と対策について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
現代の精神保健の動向と課題を知り、精神保健の保持・増進、予防のための支援及び関係機関との連携方法、精神保健福祉士の役割について理解する。

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

主体的に授業に取り組む態
度

精神保健学的な思考・判断
力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についてわかりやす
く説明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についておおむね説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について一定程度説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について多少説明で
きた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について説明するこ
とができなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援　』

2021

2

3

4

5

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122040（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

120－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神保健の視点から見た現代社会の課題とアプロー
チについて
シラバスの説明

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 貧困問題と精神保健について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 社会的孤立について 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）LGBTと精神保健について4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健の予防の考え方について5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）アルコール問題に対する対策について6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）薬物依存対策について7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）ギャンブル等依存対策について8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）うつ病と自殺防止対策について9

10 子育て支援と暴力、虐待予防について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）認知症高齢者に対する対策について11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的ひきこもりに対する対策について12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域精神保健に関する偏見・差別等の課題について13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健に関する専門職種（保健師等）と国、都道

府県、市町村、団体等の役割及び連携について14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）諸外国の精神保健活動の現状及び対策について15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122040（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期



9回以下授業に参加し、積
極的に学習できなかった。

121－ －

ルーブリック

評価項目

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978ー4ー8058ー5596
ー6

概要

履修目標
精神障害自体の理解や精神障害者を取り巻く環境や生活支援のあり方について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
障害者福祉の基本的理解を基に，精神障害者をとりまく現状や課題，制度や社会資源の実際について，生活支援の視点から論述できる。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉領域において，権利擁護を含む地域での総合的・継続的なシステムづくりが重要になっている。そのための相談支援体制やサービスの供給体制，ネッ
トワークづくりについて授業を展開する。

授業の方法
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。視覚教材と教科書、板書、プリントを活用して授業を行います。精神障害者の生活課題をグループ
で話し合い、個別支援計画を作成してもらいます。質問については、そのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が60点以
上である。

視覚教材を活用し、精神障
害者の生活課題を整理し、
地域移行支援のプランニン
グが行える。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習できた。

１４回授業に参加し、積極
的に学習できた。

１３回授業に参加し、積極
的に学習できた。

１２～１０回授業に参加し
、積極的に学習できた。

確認テストで平均
１００～９０点獲得できた
。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

視覚教材の問題背景や歴史
的な課題を整理し、精神障
害者の特性から地域移行の
プランを適切に作成できた
。

視覚教材の問題背景や歴史
的な課題を整理し、精神障
害者の特性から地域移行の
プランを作成できた。

精神障害者の特性から地域
移行のプランを作成できた
。

視覚教材の問題背景や歴史
的な課題を整理することが
できた。

課題の整理やプランの作成
が行うことができかなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神障害者の生活支援システム』 2012年02月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神障害者の生活支援

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122048（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が精神障害者の実際の生活を意識した授業
を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ３０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 精神障害者の概念 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 精神障害者の生活の実際① 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の生活の実際②4

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の生活と人権　グループワーク5

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の地域生活支援システム①　アセスメン
ト6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の地域生活支援システム②プラン作成7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の居住支援①8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の居住支援②9

10 精神障害者の雇用・就業支援① 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の雇用・就業支援②11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者の雇用・就業支援③12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）行政における相談援助13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉の動向14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）まとめ15

確認テストの振り返り（９０分）テスト問題の事前学習（９０分）確認テスト及び確認テストの解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

板書・教科書の復習（９０分）

科目名称 精神障害者の生活支援

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122048（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が精神障害者の実際の生活を意識した授業
を行います。

基本情報

開講時期



保育の全体構造について、
基礎的な知識の理解が難し
かった。

123－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
この科目は、以下の４つを授業の目的とする。
１　保育所保育指針における「保育の目標」「育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と「保育の内容」の関連を理解する。
２　保育所保育指針の各章のつながり、保育の全体的な構造について理解する。
３　子どもの発達や生活を取り巻く社会的背景や歴史的変遷を踏まえ、保育の内容の基本的な考え方を、子どもの発達や実態に即した具体的な保育の過程につなげ
て理解する。
４　保育の多様な展開について具体的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育所保育指針をもとに保育の全体構造と保育内容について理解できる。保育の基本を踏まえた保育内容の展開と保育の多様な展開について理解できる。

授業全体の内容と概要
保育の全体構造と保育内容について学修する。保育の基本を踏まえた保育内容の展開及び保育の多様な展開について学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
リアクションペーパーを活用し、質問に対する返答等コメントしてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の提出方法及び課題・平常点の評価方法は、授業時間に説明する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能（何を知ってい
るか、何ができるか）

思考力判断力表現力等（知
っていること、できること
をどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育の全体構造について、
基礎的な知識を深く理解で
きた。

保育の全体構造について、
基礎的な知識をおおむね理
解できた。

保育の全体構造について、
基礎的な知識を理解できた
。

保育の全体構造について、
基礎的な知識をやや理解で
きた。

保育の基本を踏まえた保育
内容の展開について十分に
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容の展開についておおむ
ね考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容の展開について考察で
きた。

保育の基本を踏まえた保育
内容の展開についてやや考
察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容の展開について考察す
ることができなかった。

保育の多様な展開について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

保育の多様な展開について
理解したことをおおむね説
明できた。

保育の多様な展開について
理解したことを説明できた
。

保育の多様な展開について
理解したことをやや説明で
きた。

保育の多様な展開について
理解したことを説明するこ
とはできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

科目名称 保育内容総論

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS121086（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館1階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育の基本と保育内容との関連を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ２０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
保育所保育指針に基づく保育の全体構造と保育内容
の理解

保育指針内容を事前に読むこと（９０分）。

2 保育の内容の歴史的概観とその社会的背景 保育の歴史的変遷を事前学習しておく（９０分）。２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

保育内容の基本を事前学習しておく（９０分）。3 子どもの発達や生活に即した保育の内容の基本的な
考え方 ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。環境保育に関して事前学習しておく（９０分）。
保育の基本的な考え方①
養護と教育が一体的な保育、子どもの主体性、環境
を通して行う保育

4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。総合的保育に関して事前学習しておく（９０分）。
保育の基本的な考え方②
生活や遊びによる総合的な保育、個と集団の発達を
踏まえた保育

5

６回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。地域連携について事前学習しておく（９０分）。保育の基本的な考え方③
家庭・地域、小学校等との連携を踏まえた保育6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。特別な保育の内容を事前学習しておく（９０分）。多様化する保育ニーズへの対応と特別な配慮を必要
とする子どもの保育、多文化共生の保育、まとめ7

試験、課題の解説に基づき復習し整理する(９０分)
。講義内容を振り返り復習する(９０分)。定期試験６０分。試験終了後に解説を行う8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容総論

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS121086（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館1階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育の基本と保育内容との関連を講義する。

基本情報

開講時期



地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
記入できなかった。　

125－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
自然地理学の地理学における位置とその対象が地球の地表面の岩石圏・水圏・大気圏である。本講義では、地形学を中心に自然地理学の理解を深める。また、地表
面を把握するためのツールとしての地形図を使った作業を通して地表空間の地形の理解、すなわち地表面の凹凸がどのような成因で形成されるのか、その結果とし
てどのような地形が形成されるのかを理解することができる。　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
地表空間にはどのよう地形が観られるのか、国土地理院発行の1：25,000の地形図の等高線から地形が判読できるようになる。また、その地形がどのような営力でで
きているのか理解できるようになる。　

授業全体の内容と概要
自然地理学の地理学における位置、その系譜を講述し、地形図の作業を通して地表空間を理解する。また，地形の形成要因からどの結果としてどのような地形がつ
くられるのかを講述する。　

授業の方法
①授業の具体的な形態：講義形式、②進行方法：おもにパワーポイントと板書、③使用する教材：配布資料及びビデオ、④課題に対する説明：地図作業を課題とし
て予定しているので、赤色と青色の色鉛筆の用意、⑤要望への対応等：集中講義期間中随時対応します。　

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①受講者数の制限：なし、②受講条件：なし、③履修上必要な知識・学力等：本学の学生であれば全て可、④遅刻・欠席等のルール等：クラブ等でやむ負えなく欠
席する場合には、届けを出して承認を得ること、⑤受講の心構え：受講を集中講義であるため、日毎に出される課題を復習として着実に取組むこと。　

資格指定科目
教職課程(社会・地理歴史)必須科目　

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

地形図の作業（谷・尾根線
及び断面図の作成）を通し
て地表空間に展開する地形
の理解　

現在の地表空間に広がる地
形がどのような営力で形成
されてきたのか、その理解
　

人々の生活や生産活動の基
盤になる地表空間にはどの
ような地形が分布し、それ
らの地形の形成過程や形成
要因の理解　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入ができ、地形断
面図することができた。さ
らに、等高線から地形が読
み取ることができた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入ができ、地形断
面図することができた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入できた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
記入できた。　

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
なおかつそれぞれ地形が地
表空閑において理解でき、
地図上で読図できた。

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
なおかつそれぞれ地形が地
表空閑において理解できた
。　

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
　

地形を形成する営力につい
て説明できた。　

地形の形成する営力につい
て説明できなかった。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、それらの地
形の空間的配置、形成過程
及び形成要因を説明できた
。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、それらの地
形の空間的配置及び形成過
程を説明できた。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、さらにそれ
らの地形の空間的配置が説
明できた。　　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのかを説明できた
。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのかを説明できな
かった。　

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布資料』

2

3

4

5

科目名称 自然地理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122139（科目ナンバリング： ）

前期集中

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上とする。　

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １５％ １５％ ４０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、講義内容と授業計画のガイダンス 本授業のシラバスの熟読しておくこと。（９０分）
　

2 地理学とその方法 地理学の系譜についてインターネットなどで調べて
おくこと。（９０分） 地理学と地図の歴史をまとめる。（９０分）

身の回りにどのような地図があるのか調べてみる。
　　　　　　3 地形図の理解Ⅰ（道具としての地図の種類と用途　 地理調査に使用する地図にどのようなものがあるの

かまとめる。（９０ 分）

地形図に盛り込まれている等高線からどのような地
形を読み取れるか習熟すること。（９０分）

国土地理院発行の地形図に盛り込まれている情報に
どのようなものがあらかじめ確認しておくこと。
（９０分）

地形図の理解Ⅱ（等高線から地形を読む）4

地形図の等高線や高低差を表わす地図記号を読み断
面図や谷尾根線が描けるよう練習しておくこと。
（９０ 分）　

地形図に含まれる高さ（標高）を表す地図記号を探
しておくこと。（９０分）　地形図の理解Ⅲ（谷尾根線や地形断面図の書き方）

　
5

地形形成営力にはどのようなものがあるのか整理し
ておくこと。（９０分）地形形成営力について調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力Ⅰ6

マスムーブメントにはどのようなものがあるのか整
理しておくこと。（９０分）

マスムーブメントについて調べておくこと。（９０
分）地形を形成する営力Ⅱ7

河成作用について整理をしてまとめておくこと。
（９０分）河成作用について調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力Ⅲ8

浸食輪廻のプロセスについて整理しておくこと。
（９０分）浸食輪廻とは何か調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力IV

（第１回テスト）9

10 氷河地形　 氷河の作用について調べておくこと。（９０分） 氷河の作用について調べておくこと。（９０分）

浸食平野についてまとめておくこと。（９０分）浸食平野のことについて調べておくこと。（９０分
）平野の地形Ⅰ（構造平野・ケスタ地形）11

浸食平野と堆積平野の違について整理しておくこと
。（９０分）

堆積平野のことについて調べておくこと。（９０分
）平野の地形Ⅱ（丘陵・台地）12

河川が作る地形についてまとめておくこと。（９０
分）

河川が形成する平野の地形について調べておくこと
。（９０分）平野の地形Ⅲ（扇状地・氾濫原平野）13

河口付近や海岸付近で観られる地形について調べて
おくこと。（９０分）

海岸線で観られる平野の地形について調べておくこ
と。
（９０分）

平野の地形Ⅳ（三角州・海岸地形）14

沖積平野の形成と過去の海面変化の関係について調
べておくこと。（９０分）

氷河性海面変動と河岸段丘について調べて置くこと
（９０分）沖積平野の形成過程15

これまで授業のまとめをして整理しておくこと。
（９０分）これまで授業のまとめをしてくこと。（９０分）まとめ及び講評

（第２回テスト）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

地理学とはどのような学問なのかインターネットで
調べてまとめる。（９０分）　

科目名称 自然地理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122139（科目ナンバリング： ）

前期集中

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



プレートとは何か、世界の
地表を覆っているプレート
の分布を説明できなかった
。　
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ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
自然地理学Ⅰに引き続き地形学を中心に自然地理学の理解を深めることと我々の生活の身の回りに発生する自然災害について理解することが出来る。　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
変動帯とよばれている日本列島にはなぜ地震や火山活動が多いのかその理由が説明することができるようになる。地形図の読図や空中写真判読から地形の様子が理
解できるようになる。自然災害に対する防災について考えることが出来るようになる。　

授業全体の内容と概要
日本列島はなぜ地震や火山が多いのかプレートの運動、火山分布や活断層の運動の仕方などから説明する。また、活断層がどのようような活動するのか阿寺断層の
地図作業をとおして説明する。それらによってもたらされる自然災害について講述する。

授業の方法
①授業の具体的な形態：講義形式、②進行方法：おもにパワーポイントと板書、③使用する教材：配布資料及びビデオ、④課題に対する説明：地図作業を課題とし
て予定しているので、12色程度の鉛筆の用意、⑤要望への対応等：集中講義期間中随時対応します。　

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①受講者数の制限：なし、②受講条件：なし、③履修上必要な知識・学力等：本学の学生であれば全て可、④遅刻・欠席等のルール等：クラブ等でやむ負えなく欠
席する場合には、届けを出して承認を得ること、⑤受講の心構え：受講を集中講義であるため、日毎に出される課題を復習として着実に取組むこと。なお、高等学
校で使用した地図帳が資料として参照できることが望ましい。

資格指定科目
教職課程(地理歴史)必須科目。　　

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

プレートテクトニクスに基
づく地球表面を覆うプレー
トの運動でどのような地形
が形成されるのか説明でき
る。　

世界の火山分布や地震帯と
プレートの運動の関係の理
解。　

活断層についての理解。　

火山活動と噴火様式につい
ての理解　

プレートとは何か、世界の
地表を覆っているプレート
の分布、プレートの運動と
運動する原因について明で
た。その結果として何のよ
うな地形が形成されるのか
説明できた。　

プレートとは何か、世界の
地表を覆っているプレート
の分布、プレートの運動に
ついて説明できた。その結
果として何のような地形が
形成されるのか説明できた
。　

プレートとは何か、世界の
地表を覆っているプレート
の分布、それらのプレート
の運動について説明できた
。　

プレートとは何か、世界の
地表を覆っているプレート
の分布を説明できた。　

世界の火山分布と地震帯の
分布の特徴が説明できた。
さらに、それらの分布の特
徴と生じる原因とプレート
の運動の関係から説明でき
た。　

世界の火山分布と地震帯の
分布の特徴が説明できた。
さらに、それらの分布の特
徴をプレートの運動の関係
から説明できた。　

世界の火山分布と地震帯の
分布の特徴が説明できた。
　

世界の火山分布とその特徴
が説明できた。　

世界の火山分布とその特徴
を説明できなかった。

活断層とは何か？さらに、
日本列島の活断層の分布の
特徴をプレートの運動の関
係から説明できた。また、
空中写真から活断層を判読
でき、活断層の活動の仕方
を説明できた。　　　　　
　　

活断層とは何か？さらに、
日本列島の活断層の分布の
特徴をプレートの運動の関
係から説明できた。　　　
　　　空中写真から活断層
を判読できた。　　　　　
　　　　　　

活断層とは何か？さらに、
日本列島の活断層の分布の
特徴をプレートの運動の関
係から説明できた。　

活断層とは何か？説明でき
た。　

活断層とは何か？説明でき
なかった。　

火山の噴火現象について説
明でき、それに由来する噴
出物について何のような物
があり、それぞれの性質や
特徴が説明できた。さらに
噴火様式及び火山地形につ
いて説明できた。　

火山の噴火現象について説
明でき、それに由来する噴
出物について何のような物
があり、それぞれの性質や
特徴が説明できた。さらに
噴火様式について説明でき
た。　

火山の噴火現象について説
明でき、それによってもた
らされた噴出物について何
のような物があり、それぞ
れの性質や特徴が説明でき
た。　

火山の噴火現象について説
明できた。　

火山の噴火現象について説
明できなかった。　

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布資料』

2

3

4

5

科目名称 自然地理学Ⅱ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122140（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上とする。　

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １５％ １５％ ４０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 講義内容と授業計画のガイダンス　
シラバスの説明 本授業のシラバスの熟読しておくこと。（９０分）

2 プレートテクトニクス（１） 大陸移動説について調べておくこと。（９０分） 大陸移動説を提唱したウエェゲナーの業績について
まとめておくこと。（９０分）

プレートのことについてインターネットなどで調べ
ておくこと。（９０分）3 プレートテクトニクス（２） プレートと地殻やマントルの違いについて整理して

おくこと。（９０分）

日本列島の地質構造とプレートの関係をまとめてお
くこと。（９０分）

日本列島および周辺にはどのプレートが分布してい
るのか調べておくこと。
（９０分）

日本列島の地質構造（プレートの運動との関係）　4

日本列島の生成過程についてまとめておくこと。
（９０分）

日本列島の地質について調べておくこと。
（９０分）日本列島の生い立ち　5

活断層とどのような断層なのかまとめておくこと
（９０分）

断層にはどのような種類があるのか調べておくこと
。
（９０分）

活断層とは（断層，断層の運動と種類，活断層の定
義）　6

日本列島の活断層の分布の特徴を整理しておくこと
。
（９０分）　

日本列島の活断層の分布図を観て分布する特徴を考
えてみよう。（９０分）日本の活断層の分布と特徴　7

地図作業を通して阿寺断層がどのよう性質をもつ断
層なのかまとめておくこと。（９０分）　

阿寺断層の日本列島における位置を調べておくこと
。
（９０分）　

阿寺断層（１）（活断層としての特徴）　8

活断層の運動の仕方を整理しておくこと。
（９０分）　

河岸段丘のことについて調べておくこと。（９０分
）　

阿寺断層（２）（活断層としての運動の仕方）
（第１回テスト）　9

10 火山活動とは　 火山の定義について調べておくこと。（９０分） 世界の火山の分布の特徴とプレートの関係を整理し
ておくこと。（９０分）　

火山ごとの噴火の様子の違を整理しておくこと。
（９０分）　

様々な火山の噴火の様子をインターネットで調べて
おくこと。（９０分）　火山の噴火現象11

火山ごとに噴火様式の違う理由を整理しておくこと
（９０分）火山噴火の様式について調べておくこと（９０分）

　
火山の噴火様式　12

日本列島に活動的な火山が多い理由をまとめておく
こと。（９０分）　

火山フロントとは何か
調べておくこと。（９０分）　日本列島における火山の特徴　13

日本列島で地震災害が多い理由につてまとめておく
こと（９０分）　

日本列島でこれまで経験した地震災害について調べ
ておくこと。（９０分）　日本列島における自然災害Ⅰ14

日本列島で火山災害が多い理由につてまとめておく
こと（９０分）　

日本列島でこれまで経験した火山災害について調べ
ておくこと。（９０分）　日本列島における自然災害Ⅱ15

これまで授業のまとめをして整理しておくこと。
（９０分）

これまでの授業のまとめをしておくこと。（９０分
）　

まとめ及び講評
（第２回テスト）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

世界の地震や火山がどのような所に多いのかまとめ
ておくこと（９０分）

科目名称 自然地理学Ⅱ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122140（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなかった。

129－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
地誌学は地域で生じている自然や社会などのさまざまな事象を総合的に理解することによって、その地域の性格を明らかにしようとする地理学の一分野である。本
年度の地誌の講義では、地誌の考え方や地誌で取り扱われる資史料、地誌の事例としては地元北広島市をフィールドとして学修する。
教職（中学社会・高校地理歴史科）に必要な知識・技術・能力を培う。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）、（３）、（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
地誌学を通して、地域の特性を把握することができる。

授業全体の内容と概要
１）地域の調査方法（地図作業・地図読解・図表の読解等）について学修する。
２）北広島市の地誌項目、自然（気候・地形）、社会（人口，歴史，地名，農業，工業，交通，都市等）について学修する。

授業の方法
主に授業形態は、講義形式（板書と配布資料）で行われる。地図作業や地図読解でスキルを磨き、フィールドワーク（現地調査）を行う予定である。また、実際に
河川や丘陵・土地利用など、自分の目で確認ができる調査学習を実施することができる。
課題は、レポート３回の提出と地図作業作成（水系図・土地利用図など）で、３回程度を予定している。レポートについては、コメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・講義には高等学校で使用した地図帳を持参すると便利。
・地図作業を必ず行うので12色程度の色鉛筆や定規を用意すること。
・レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出する。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

技能

態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

作業課題（地図作業や地図
読解）において、９割以上
の得点を取ることができた
。

作業課題（地図作業や地図
読解）において、８割以上
の得点を取ることができた
。

作業課題（地図作業や地図
読解）において、７割以上
の得点を取ることができた
。

作業課題（地図作業や地図
読解）において、６割以上
の得点を取ることができた
。

作業課題（地図作業や地図
読解）において、６割以上
の得点を取ることができな
かった。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

フィールドワークなどに進
んで参加し、調査学習の意
義を理解することができた
。

フィールドワークなどに参
加し、調査学習の意義を理
解することができた。

フィールドワークなどに参
加し、調査学習の意義をや
や理解することができた。

フィールドワークなどに参
加し、調査学習の意義を理
解することができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『北広島遺産ハンドブック』

2 『2.5万分の1地形図』

3

4

5

科目名称 地誌

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122141（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０% ３０％ ０％ ２０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

130－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
のガイダンス 事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 地誌の捉え方と考え方 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） レポート課題等を作成すること。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 地誌で取り扱われる資料についてⅠ（市勢要覧） レポート課題等を作成すること。（９０分）

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）地誌で取り扱われる資料についてⅡ（市勢要覧の資
料編）4

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）地誌で取り扱われる資料についてⅢ（農林業センサ
ス・グラフや表等の読解）5

指示された部分を作業しておくこと。（９０分）地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分）地図作業Ⅰ（切峰断面図の作成）6

指示された部分を作業しておくこと。（９０分）地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分）地図作業Ⅱ（水系図の作成）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）予習としてのレポート課題等を作成すること。
（９０分）北広島市の自然環境Ⅰ（地形・地質）8

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）予習としてのレポート課題等を作成すること。
（９０分）北広島市の自然環境Ⅱ（気候）9

10 地図作業Ⅲ（平成版の土地利用図作成① 地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分） 指示された部分を作業しておくこと。（９０分）

指示された部分を作業しておくこと。（９０分）地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分）地図作業Ⅳ（平成版の土地利用図作成②）11

調査学習の課題をしておくこと。（９０分）フィールドワークに使用する地図を作成すること。
（９０分）フィールドワークⅠ12

調査学習の課題をしておくこと。（９０分）フィールドワークに使用する地図を作成すること。
（９０分）フィールドワークⅡ13

指示された部分を作業しておくこと。（９０分）地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分）地図作業Ⅴ（大正版の土地利用図作成①）14

指示された部分を作業しておくこと。（９０分）地図作業の用意（色鉛筆・定規等）、地図帳で記号
を確認しておくこと。（９０分）地図作業Ⅳ（大正版の土地利用図作成②）15

まとめの振り返り（９０分）まとめの準備（９０分）課題（地図読解・レポートなど）の解説の実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レポート課題等を作成すること。（９０分）

科目名称 地誌

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122141（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



肢体不自由教育Ⅱについて
、理解できなかった。

131－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社 978-4-86371-297-3

概要

履修目標
共生社会の創造のための教養として肢体不自由者及び重複障害者の教育を効果的に行うために必要な基本的な知識と障害の状況等に応じた指導の在り方等の実践的
な知識を取得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
肢体不自由教育を効果的に行うために必要な指導内容・方法等についての実践的な知識を具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
特別支援教育の対象となる肢体不自由教育及び重複障害のある子供の教育の現状を押さえ，児童生徒の実態に応じた教育課程や指導内容・方法について事例研究や
映像教材等も活用しながら構成する。

授業の方法
授業は、教科書を輪読し、パワーポイント及び配付資料で教科書の内容を確認するとともに、思考・考察、意見交換、討議等の活動を行う。また、教育の実際場面
のＤＶＤを視聴しレポートにまとめたり、指導事例に基づいて指導案を作成し模擬授業を行う等で、総合的に教育の方法を取得させる。レポーや模擬授業について
はコメントによりフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

　○ プレゼンテーション

　○ 模擬授業

　○ ディスカッション

　○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
肢体不自由者の障害特性に応じた指導を効果的に行うために必要な知識を積極的に学ぶ姿勢で臨むこと。
また，重複障害児指導事例集等の事例に基づく指導案の作成と模擬授業の実施及びレポート提出を求めるので，授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

肢体不自由教育Ⅱの理解

肢体不自由教育Ⅱの思考・
判断・表現

授業への参加態度・姿勢

肢体不自由教育Ⅱについて
、学修した知識・技能を基
盤に、さらに学修を深めよ
うとすることができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、必要な知識・技能を理解
することができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、一定程度の理解ができた
。

肢体不自由教育Ⅱについて
、一部理解することができ
た。

肢体不自由教育Ⅱについて
、積極的に思考・判断し、
自ら表現を工夫して活動す
ることができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考・判断し、自ら表現
することができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考活動に取り組み表現
しようとすることができた
。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考することができた。

肢体不自由教育Ⅱにかかわ
る思考・判断・表現につい
て必要な取り組みができな
かった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業にいくらかの関心をも
つことができた。

授業へ積極的に参加するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本 新訂版』 2018年

2 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3『特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部
学習指導要領』

平成29年

3 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04229-4『特別支援学校学習指導要領解説総則編』 平成30年

4 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04231-7『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』 平成30年

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 肢体不自由教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123119（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育及び重複障害教
育）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

132－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び肢体不自由者・重複障害者の教
育の概要 シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 肢体不自由者の教育内容と教育支援法 教科書の「肢体不自由児に応じた教育課程の編成」
を事前に読んでおくこと（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

教科書の「各教科等の指導の工夫」を事前に読んで
おくこと（９０分）3 肢体不自由者のコミュニケーション支援（ １ ）

ことばの獲得のプロセスと支援 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「各教科等
の指導の工夫」を事前に読んでおくこと（９０分）

肢体不自由者のコミュニケーション支援（ ２ ）
コミュニケーション手段と支援4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害
児指導事例集」を事前に読んでおくこと（９０分）重複障害児の教育の意義5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害児の教育の内容と方法6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（１）7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（２）8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（３）9

10 ＤＶＤの視聴及びレポートの作成 配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分） ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理する（９０分）

重複障害児指導事例集に基づいた指導案を作成する
（９０分）

配布した資料に基づき指導案について事前に調べて
おくこと（９０分）

肢体不自由教育の教育課程と指導案作成のポイント
及び指導の工夫（１）　　　　 ～題材（目標）の
決定，題材設定の理由，全体指導計画～

11

重複障害児指導事例集に基づいた指導案を作成する
（９０ 分）

配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案作成のポイントと指導の工
夫（２）　　　　　　　　　　　～本時の目標・本
時の展開と配慮事項，評価～

12

指導案を修正する （９０ 分）配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案に基づく指導の工夫（１）
模擬授業13

指導案を修正する （９０ 分）配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案に基づく指導の工夫（２）
模擬授業14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握」を事前
に読んでおくこと（９０ 分）

肢体不自由教育の指導案作成のポイントと評価の方
法・まとめ15

検討の結果を見直す(９０分)指導案や模擬授業の振り返り(９０分)指導案および模擬授業について検討会16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配付資料に基づいて、年間の授業内容の見通しを立
てる（９０分）

科目名称 肢体不自由教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123119（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育及び重複障害教
育）について指導する。

基本情報

開講時期



知識・技能の基礎的内容に
ついての理解ができなかっ
た。

133－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

概要

履修目標
特別な支援を必要とする知的障害児の教育課程及び指導・支援の方法を理解し、知的障害児の教育を効果的に行うために必要な基本的知識と障害の状況等に応じた
指導のあり方等の実践的な知識を習得する。

授業の位置づけ
「社会福祉学科」のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（7）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と活用方法を理解する。また、知的障害教育を効果的に
行うために必要な指導内容・方法等についての基礎的知識を理解できる。

授業全体の内容と概要
毎回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。知的障害教育の歴史的変遷と現状を知り、児童生徒の実態把握の方法、教育課程や指導内容・方法、評価等を具体的な事例や映像等の視聴覚教材を
活用し総合的に構成する。

授業の方法
授業はパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、テーマに関する説明をした後、グループワーク等で、テーマに関する事項に関して、思考・考察、意見交換、
討議、発表等の一連の活動を行うなどして理解を深める。また、実践事例のVTR教材視聴の事例に基づくレポート提出を行う。なお、レポート等にはコメントにてフ
ィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知的障害教育の知識・技能
の習得

知的障害教育に関する思考
・判断・表現

授業への参加態度・姿勢

知識・技能の基礎的内容に
ついて高い関心をもって理
解し、さらに深めてようと
することができた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて、関心をもって理解
し、学修することができた
。

知識・技能の基礎的内容を
学修することができた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて一定程度理解するこ
とができた。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで意
欲的に表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで表
現できた。

テーマに基づき、一部、思
考・判断し、個人やグルー
プで表現しようとした。

テーマの受け止めが不十分
で、思考・判断・表現が十
分にできなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度・姿勢が
不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　２０２０』 2020

2

3

4

5

1 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（平
成29年4月告示）　』

2018

2

3

4

5

科目名称 知的障害教育Ⅰ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122116（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題につ
いて指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

134－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
～シラバスの説明、知的障害教育の概要

教科書から「知的障害教育」についての課題を整理
する。(９０分)

2 知的障害児教育の歴史①
～戦前の教育

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。（９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)3 知的障害児教育の歴史②

～戦後の教育 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害の理解と教育の制度について4

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

学習指導要領と教育課程編成の基本的な考え方につ
いて5

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)実態把握の方法と個別の指導計画について6

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)個別の指導計画と授業づくりについて7

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

知的障害のある子どもの日常生活の指導と遊びの指
導について8

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害のある子どもの作業学習の指導について9

10 知的障害のある子どもの生活単元学習の指導につい
て

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害のある子どもの自立活動の指導について11

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害のある子どもの教科別の指導などについて12

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

知的障害のある子どもの個別の教育支援計画につい
て13

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害のある子どもの交流及び共同学習について14

重要な語句や内容を整理するとともにレポートを作
成する。(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)知的障害のある子どもの学習評価の方法について15

試験の結果を見直す。（９０分）教科書等で講義内容を整理する。(９０分)定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説す
る。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。(９０分)

科目名称 知的障害教育Ⅰ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122116（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題につ
いて指導する。

基本情報

開講時期



心理・生理・病理について
理解できなかった。

135－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4863712973

概要

履修目標
特別な支援を必要とする病弱教育の教育課程及び支援の方法を理解し、病弱・身体虚弱児の心理・生理・病理、行動特性等の基本的な知識を理解する。　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１(２)と(３)と(５)」、「２(２)」に対応する。

到達目標
病弱・身体虚弱児の心理・生理・病理の各特性や行動特性等について理解することができる。

授業全体の内容と概要
病弱・身体虚弱児の身体的・心理的な特性や病理的特性について、できるだけ具体的な事例や視聴覚教材等を活用しながら構成する。

授業の方法
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。授業ではパワーポイント及び配布物（レジメ）で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等でグループ協議を行う。具体的な事例のＶＴＲ視
聴後にレポート提出を行う。レポートはコメントしてフィードバックする。質問等随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなします。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

病弱児者の心理・生理・病
理の理解

病弱児者の心理・生理・病
理についての思考・判断・
表現

病弱児者の心理・生理・病
理に係る授業への関心・意
欲・態度

心理・生理・病理の理解に
ついて高い関心をもって理
解し、さらに深めることが
できた。

心理・生理・病理について
関心をもって理解し学修で
きた。

心理・生理・病理について
ほぼ学修できた。

心理・生理・病理について
不十分ながら理解すること
ができた。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで意
欲的に表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し個人やグループで表現
できた。

テーマに基づき、思考・判
断し個人やグループで多少
表現できた。

テーマの受け止め方が不十
分で思考・判断・表現にで
きなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が低いが多少
参加できた。

授業への参加態度に課題が
残った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「特別支援教育の基礎・基本」（新訂版）　』 ２０１５年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 病弱者の心理・生理・

専門科目科目分類区分

高橋　健剛（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122115（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）高橋　健剛 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習に必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

136－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
病弱者（児）の心理・生理・病理の概要について

教科書から「病弱者の心理・生理・病理」について
の課題を整理する（９０分）

2 病弱者と病弱教育について 教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）3 小児慢性特定疾患についての理解について 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）障がいの受容と支援の理解について4

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）発達段階とプレパレーションの理解と方法について5

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）腎臓疾患の理解と支援6

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）悪性新生物の理解と支援7

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）こころの病の理解と支援8

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）小児の心身症の理解と支援9

10 てんかんと脳腫瘍の理解と支援 教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）筋ジストロフィーの理解と支援11

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）発達障がいの理解と支援12

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）自立と進路指導について13

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病弱者の「限界への挑戦」について14

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）緩和ケアとトータルケアの課題について15

試験の結果を見直す（９０分）講義内容の重要事項について整理しておくこと
（９０分）

定期試験(６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。（９０分）

科目名称 病弱者の心理・生理・

専門科目科目分類区分

高橋　健剛（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122115（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）高橋　健剛 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習に必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期



民法の基本原理と仕組みに
ついて理解できなかった。

137－ －

ルーブリック

評価項目

1 野村豊弘 有斐閣 978-4-641-22136-9

概要

履修目標
売買・賃貸借などの契約，夫婦・親子，相続など身近な法律問題について，生活者として必要な民法の基本的な知識を修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
・わが国の民法の基本原理と仕組みについて理解できる。
・契約、相続などのトラブルに対処するための民法の考え方を説明できる。
・生活者として身近に発生したトラブルに対処する方法を六法等で調べることができる。

授業全体の内容と概要
民法の総則，物権，債権，親族，相続各編を概説し，市民生活を送るうえで想定される法律問題を取り上げながら法的な思考力を高める。

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業は，板書及び配布物資料を活用しながら講義形式で行う。また判例や立法動向を紹介して理解を求めるともに，毎回、前回授業についてのまとめをレポートと
して提出する。

資格指定科目
教職課程（社会・公民）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

契約など身近な法律問題に
ついての基本的な知識を具
体的事例に応用できた。

契約など身近な法律問題に
ついての基本的な知識を修
得できた。

民法上の権利義務関係につ
いて具体的に理解できた。

民法の基本原理と仕組みに
ついて理解できた。

身近な法律問題への対処に
ついて判例を踏まえながら
学修を進めることができた
。

契約等に関する民法の知識
を具体的な事例に当てはめ
て理解できた。

身近なトラブルに対処する
ために必要な民法の基本的
な知識を修得できた。

身近なトラブルに対処する
ための民法の考え方を説明
できた。

身近なトラブルに対処する
ための民法の考え方を説明
できなかった。

授業内容を越えて身近に生
じたトラブルに際し六法等
で調べて対処することがで
きた。

身近に生じたトラブルに対
処する方法を六法等で調べ
ることができた。

身近なトラブルに際して「
六法」を参照して対処する
意欲を示した。

授業で取り上げた法律につ
いて「六法」の条文参照す
ることができた。

授業中に「六法」を使いな
がら理解を深めるという意
欲に乏しかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『民事法入門[第８版] 』 ２０１９

2 佐伯仁志ほか編 有斐閣 978-4-641-00921-9『ポケット六法[令和3年版]』 ２０２０

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 民法（S）

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW122143，LAW422056，LAW522050（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

138－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
民法とは（1）－私たちの暮らしと民法の関わり，
民法改正の動向について，最近の判例について

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 民法とは（2）－民法の意義・構造・基本原理 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 総則（1）－権利と義務，権利の主体 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）総則（2）－法律行為①　意思表示，無効・取消し4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）総則（3）－法律行為②　権利能力，意志能力，行

為能力5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）総則（4）－代理6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）総則（5）－時効7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）物権－物権の種類，所有権8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）債権（1）－契約①9

10 債権（2）－契約② 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）債権（3）－事務管理，不当利得11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）債権（4）－不法行為12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）親族（1）－家族法の基本原理，婚姻，親子13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）親族（2）－親権，後見・保佐・補助後見，扶養14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）相続15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 民法（S）

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW122143，LAW422056，LAW522050（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

139－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ソーシャルワーク各領域（高齢、障がい、児童、地域・行政）の現場実習を通じて、ソーシャルワーク各領域における利用者理解、現場理解、職種理解、他職種・
他機関との連携、地域における共生、今後の社会福祉行政の課題について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
専門知識、相談援助技術及び関連知識を実際に活用し、福祉ニーズを抱える人々に対する相談援助業務に必要となる資質、技術、倫理、課題把握能力など、総合的
なジェネリックソーシャルワークに対応できる能力を習得する。相談援助実習の事前訪問を含め、個別の実習計画を作成できる。

授業全体の内容と概要
2年次において「相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ」及び「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得し、実習生としてふさわしい態度と意欲のある学生（面接を行う）に対し、「
相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳ」及び「相談援助実習」は開講される。「相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳ」と「相談援助実習」は3つの授業に分かれているが、一体のものと理解
すべきである。「相談援助実習指導Ⅲ」は事前指導、「相談援助実習」は現場実習、「相談援助実習指導Ⅳ」は事後学習と考える。

授業の方法
高齢、障がい、児童、地域・行政の各々の実習領域に分かれて授業を展開する。授業内容は担当教員に一任されているが、各領域の職場・職種・ソーシャルワーク
についての事例・法規・制度が中心となり、使用する教材は各教員が用意する。年間を通しての課題として実習終了後のレポート提出、報告書の提出課題を義務付
ける。学生の要望・課題には、可能な範囲で随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

◯ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各領域実習担当教員の指示を厳守すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーク資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

事前学習における各領域の
利用者理解ができている。

事前学習における実習領域
の関係法規と制度の特徴が
理解できている。

実習領域における具体的ソ
ーシャルワーク技法を理解
している。

実習領域の利用者の特性を
説明でき、個々の利用者の
自己実現に必要なＳＷの視
点と連携について説明でき
た。

実習領域の利用者の特性を
説明でき、個々の利用者の
自己実現の視点を説明でき
た。

実習領域の利用者の特性に
ついて説明でき、且つ、そ
れに必要なＳＷの視点を説
明できた。

実習領域の利用者の特性に
ついて説明できた。

実習領域の関連法規と制度
の特徴を説明でき、且つ、
地域行政との関連をも説明
できた。

実習領域の関連法規の特徴
、及び関連制度について説
明できた。

実習領域の関連法規と制度
の関係を説明できた。

実習領域の関連法規を説明
できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法を説
明でき、それを実習中にど
のように活用するかを説明
でき、且つ、自分の実習計
画に昇華できた。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法（面
接、記録、コミュニケーシ
ョン、他職種連携、地域連
携）が説明できた。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法を説
明でき、それを実習中にど
のように活用するかを説明
できた。

実習領域におけるソーシャ
ルワーク技法のうち、利用
者と具体的にかかわる技法
を説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123033（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験がある教員が実践現場の具体的事例を踏まえなが
ら事前・事中・事後の実習指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ３０％ ４０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明と事前学習（利用者理解①） ２年時の講義の復習（９０分）

2 事前学習（利用者理解②） 前回プリントの読み込み（９０分） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 事前学習（利用者理解③） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解①）4

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解②）5

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解③）6

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法①）7

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法②）8

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法③）9

10 事前学習（他職種・他機関連携①） 前回プリントの読み込み（９０分） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（他職種・他機関連携②）11

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（他職種・他機関連携③）12

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携①）13

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携②）14

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携③）15

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）実習計画作成と修正16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの読み込み（９０分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123033（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験がある教員が実践現場の具体的事例を踏まえなが
ら事前・事中・事後の実習指導を行う。

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。
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ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
各領域の相談援助実習を終了した後、実習中の振り返り（利用者との関り、他職種・他機関連携、地域連携）を行うことによって、実習中の行為がＳＷ実践の具体
的技法とどのようの関連するか、ＳＷ諸理論とどのように関連するか、あるいは逸脱しているかを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
専門職として求められる資質、専門的知識・技術、倫理、自己に求められる問題把握など、総合的に対応できる能力を習得する。さらに、現場実習での具体的援助
経験を、専門性を踏まえて概念化し理論化できる能力を習得できる。

授業全体の内容と概要
「相談援助実習Ⅲ・Ⅳ」と「相談援助実習」は3つの授業に分かれているが、1対のものと理解すべきである。「相談援助実習指導Ⅲ」は事前指導、「相談援助実習
」は現場実習、「相談援助実習指導Ⅳ」は事後指導と考える。「相談援助実習」での課題への取り組みを振り返り、それをレポートおよび報告書にまとめる。また
「相談援助実習指導Ⅳ」の最終講義において「相談援助実習」の報告（各領域1名程度）、「相談援助実習指導Ⅱ」（2年生向け）での報告会（各領域から1名程度）
を行う。

授業の方法
高齢、障がい、児童、地域・行政の各実習領域に分かれ、各々の担当教員が講義を行う。講義方法は各担当教員に一任されているが、各領域の制度、法規、実践事
例、そして実習後の振り返りをメインに行う。講義資料は各担当教員が用意するが、実習後の振り返りについては学生自身が発表者になりプレゼンを行う（方法に
ついては担当教員に一任されるが、最低限レジメの配布は行うこと）。年間を通して実習終了後のレポート、報告書の提出を課題として義務付けている。学生から
の要望・課題については、可能な範囲で随時対応していく。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各領域担当教員の指示に従うこと。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課
程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習中の利用者との関りを
ＳＷ理論・技法と位置付け
て説明できる。

実習中の他職種・他機関連
携をＳＷ理論・技法と位置
付けて説明できる。

実習中の地域連携について
ＳＷ理論・技法と位置付け
て説明できる。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と失敗事例を振り
返り、それを具体的論で説
明でき、且つ、具体的技法
との関連を説明できた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と失敗事例を振り
返り、その各々の場面を通
しての自己覚知ができた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と、失敗事例を振
り返り、それを具体的理論
によって説明できた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例を振り返り、それ
を具体的理論で説明できた
。

実習中の他職種・他機関連
携について具体的なＳＷ理
論と結び付けて説明でき、
且つ、ジェネリックソーシ
ャルワークの視点から普遍
的なＳＷ理論に昇華できた
。

実習中の他職種・他機関連
携を全て説明でき、実習の
領域の特性と合わせて説明
できた。

実習中の他職種・他機関連
携について、どんな職種・
機関と連携したかを説明で
きた。

実習中の他職種・他機関連
携について具体的なＳＷ理
論と結び付けて説明できた
。

左記の内容が何一つできな
かった。

実習中の地域連携について
説明でき、その具体的業務
をＳＷ理論を用いて説明で
き、且つ、地域ネットワー
ク構築の特徴を考察できた
。

実習中の地域連携について
説明でき、具体的にどんな
機関と連携し、どのような
ＳＷ実践を行ったかを説明
できた。

実習中の地域連携について
説明でき、その具体的な業
務内容をＳＷ理論を用いて
説明できた。

実習中の地域連携について
、どんな機関と連携したか
を説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習指導Ⅳ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123034（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験のある教員が、実践現場における事例を参照しな
がら、現場実習の事後指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定の最低出席回数１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ３０％ ４０％
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　事後学習（振り返り①） 実習の振り返り（９０分）

2 事後学習（振り返り②） 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの熟読
（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 事後学習（振り返り③） 配布プリントの熟読
（９０分）

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（自己覚知①）4

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（自己覚知②）5

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（自己覚知③）6

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（他職種・他機関連携①）7

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（他職種・他機関連携②）8

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（他職種・他機関連携③）9

10 事後学習（地域連携①） 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの熟読
（９０分）

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（地域連携②）11

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（地域連携③）12

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（ソーシャルワーク実践理論①）13

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（ソーシャルワーク実践理論②）14

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事後学習（ソーシャルワーク実践理論③）15

配布プリントの熟読
（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）実習報告会

まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの熟読
（９０分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅳ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123034（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験のある教員が、実践現場における事例を参照しな
がら、現場実習の事後指導を行う。

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできて
いなかった。
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ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
実践現場における２３日１８０時間以上の職場・職種・ソーシャルワーク実習を通して、選択した実習領域の職場・職種・ソーシャルワークについての理解を深め
、さらに、他職種・他機関連携、地域連携などを通してジェネリックソーシャルワークに対する理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
・価値、職業倫理とワーカーの行動・態度の関係の理解、並びに価値の実現に関して具体的に理解する。
・利用者自身の抱えるニーズを様々な社会資源との関係で分析・評価し援助計画を立てる能力を習得する。
・援助過程を通して必要な専門的援助関係を構築し深める技術を習得する。
・利用者とその関係者の問題解決能力を高め、利用者と社会環境の調整を図る技術を習得する。
・地域社会、当該施設・機関の特性を評価し、その組織化を促進する技術を習得する。
・当該領域において用いられる社会資源の知識とそれを開発し、活用するための技術を習得する。
・恣意的な観察及び記録作成ができる。
・自己理解を深め自己の意識・感情のコントロールができる。その領域の特殊技法等を理解する。

授業全体の内容と概要
「相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳ」と「相談援助実習」は3つの授業に分かれているが、一対のものと理解すべきである。「相談援助実習指導Ⅲ」は事前学習、「相談援助
実習」は実践現場実習、「相談援助実習指導Ⅳ」は事後学習と考える。したがって「相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ」および「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ」の履修が必要不可欠
である。「相談援助実習」では、ソーシャルワーク理解を基本として、特に「相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の事前学習において、しっかりと現場実習の目的や課
題を持ち、その達成に向けて社会福祉実践現場（施設・機関）で23日間（180時間）以上にわたる現場実習を行うこととなる。

授業の方法
各領域の担当教員の指導、および配属された実習先の指導者の指示に従うこと。実習期間中は担当教員が訪問指導によって、質疑応答や相談に応じる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
事前学習にあたる「相談援助実習指導Ⅲ」の履修態度によっては、実習配属がなされない場合があるので各領域担当教員の指導を厳守すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャルワーカー資格課
程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

相談援助実習における「職
場とは何か」を理解する。

相談援助実習における「職
種とは何か」を理解する。

相談援助実習における「ソ
ーシャルワークとは何か」
を理解する。

利用者の名前、性格、基本
的特性を理解し、尚且つ実
習現場の職場の特徴を説明
でき、尚且つ職場における
利用者とのかかわり方を説
明でき、さらに社会制度と
の関連を説明できた。

利用者の名前、性格、基本
的特性を理解し、尚且つ実
習現場の職場の特徴を説明
でき、尚且つ職場における
利用者とのかかわり方を理
解できた。

利用者の名前、性格、基本
的特性を理解し、尚且つ実
習現場の職場の特徴を説明
できた。

実習現場の職場の特性を説
明できた。

利用者のニーズを各々説明
でき、そのニーズに即した
「職種にふさわしいかかわ
り方」を説明でき、且つ、
そのかかわり方をＳＷ理論
で説明できた。

利用者のニーズを各々説明
でき、そのニーズに即した
「職種にふさわしいかかわ
り方」を説明でき、且つ実
践できた。

利用者のニーズを各々説明
でき、そのニーズに即した
「職種にふさわしいかかわ
り方」を説明できた。

実習現場における「職種」
について説明できた。

左記の内容が何一つできて
いなかった。

実習中のケース研究におい
て、支援計画を作成、且つ
実践でき、それをＳＷ理論
で説明でき、ジェネリック
ソーシャルワークに消化で
きた。

実習中のケース研究におい
て、支援計画を作成、且つ
実践でき、それをＳＷ理論
で説明できた。

実習中のケース研究におい
て、支援計画を作成でき、
且つ、実践できた。

実習中のケース研究におい
て、支援計画を作成できた
。

左記の内容が何一つできて
いなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS124035（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉各領域において実習を行い、各実践現場において豊富な実務経験を持つ職員がスー
パーバイザーとなり、ソーシャルワーク実勢についての指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
23日間180時間以上の実習日程をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 職場実習１　シラバスの説明 オリエンテーション時に配布されたプリントの熟読
（９０分）

2 職場実習２ 前回プリントの読み込み（９０分） 日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 職場実習3 日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職場実習４4

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職場実習５5

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職種実習１6

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職種実習２7

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職種実習３8

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）職種実習４9

10 職種実習５ 前回プリントの読み込み（９０分） 日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）ソーシャルワーク実習１11

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）ソーシャルワーク実習２12

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）ソーシャルワーク実習３13

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）ソーシャルワーク実習４14

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）ソーシャルワーク実習５15

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）実習全体の総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

日誌の記載およびスーパーバイザーからの指摘につ
いての振り返り（９０分）

科目名称 相談援助実習

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS124035（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉各領域において実習を行い、各実践現場において豊富な実務経験を持つ職員がスー
パーバイザーとなり、ソーシャルワーク実勢についての指導を行う。

基本情報

開講時期



相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解するこ
とができなかった。

145－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805853139

概要

履修目標
①相談援助に係る基礎的な知識や技術を基に、精神保健福祉相談援助の展開を体系的に理解する。
②個人及び集団的な実技指導を通して、総合的かつ包括的な相談援助を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門知識・技術・実践能力が身につける。
②精神保健福祉士としての援助技術を概念化し、理論化し、体系立てて理解する。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉士としての援助としての知識と技術について学びます。
②精神保健相談援助のコミュニケーション技術などについて学びます。

授業の方法
①授業形態はグループ学習形式及び演習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し、ポイントとなるべき箇所は説明、板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④ロールプレイ等に関しては、フィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②やむを得ず遅刻または欠席する場合は、原則として事前に連絡をすること。
③相談援助演習Ⅰ・Ⅱの履修及び単位取得済みでなければ本科目の履修はできません。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を深く理解で
きた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術をおおむね理
解できた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解できた
。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を多少理解で
きた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て十分に考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
ておおむねに考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て多少考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察することができなか
った。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とをおおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを多少説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明することができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉援助演習（基礎・専門）』 2016

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122049（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が現場で求められる役割や基礎的な知識、
技術、倫理など演習を通じて展開していきます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワークにおいて、発言などを３回以上は行い、参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び精神保健福祉援助演習Ⅰの学び
についてのガイダンス 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 自己理解と他者理解 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神保健福祉相談援助の価値と倫理 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）利用者の理解4

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）援助関係の理解5

コミュニケーション技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニケーション技術6

コミュニケーション技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニケーション技術7

面接技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）面接技術8

面接技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）面接技術9

10 スーパービジョンとコンサルテーション 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）記録の技術11

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）観察法12

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）マッピング技法13

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）チームアプローチの理解14

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）チームアプローチの理解15

総合的な振り返り（９０分）各１５回分の振り返り（９０分）精神保健福祉援助演習Ⅰのまとめ、ロールプレイ等
のフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教科書及び板書の復習（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122049（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が現場で求められる役割や基礎的な知識、
技術、倫理など演習を通じて展開していきます。

基本情報

開講時期



実習期間の規定をクリアで
きなかった。

147－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978－４－8058‐512
0－3

概要

履修目標
地域の障害福祉サービス事業所等での実習で精神障がい者の生活のしづらさを理解し，精神保健福祉士の専門的技術を実践する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（４）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門的知識・技術・実践ができる。
②記録や報告書等の作成能力を高め，実践現場で通用する社会性・主体性を身につけて実践できる。
③福祉実践者として自己覚知を深め，対象者理解と地域での生活支援について理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
②精神保健福祉援助実習を通して，精神障害者のおかれている現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する。
③精神保健福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する。
④総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。

授業の方法
実習を行い、実践場面でのソーシャルワークを学ぶ。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に参加し、積極的に取
り組んだ。

実習目標に合わせた実習が
行えた。

実習先で適切な態度やクラ
イエントと関わることがで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も積極的に取
り組みことができた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も適切に取り
組むことができた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も問題なく取
り組むことができた。

実習期間の規定をクリアし
、実習態度も問題が無く取
り組むことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて解決できた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて学ぶことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて感じることができた
。

問題意識が実習を通じて気
づくことができた。

実習を通じて問題意識を持
つことができなかった。

適切な接遇が行え、積極的
にクライエントと関わり、
自己のコミュニケーション
を高めることができた。

接遇を意識し、積極的にク
ライエントと関わり、自己
のコミュニケーションを高
めることができた。

クライエントと関わり、自
己のコミュニケーションを
高めることができた。

自己のコミュニケーション
を高めることができた。

関わりを持つことができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122050（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
地域の障害福祉サービス事業所等での実習６０時間以上を修了していること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

148－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分）

2 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習内容の事前学習（９０分）3 展開される援助過程を理解し，ソーシャルワークの
原則を理解する。 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）ケアプラン，ケアマネジメントの実際から援助関係
のあり方を学ぶ。4

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）地域の社会資源に関する情報収集や開発，活用につ
いて理解する。5

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）精神保健ボランティアや地域のサポートシステムに
ついて学ぶ。6

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）実践の記録化を通じて，事例研究の意義について理
解する。7

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）自己への気づきを深め，対人援助業務においてある
べき姿勢について理解する。8

実習の振り返り（９０分）実習日誌の作成（９０分）実習日誌の提出9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習日誌の作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122050（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期



相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解するこ
とができなかった。

149－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978‐4‐8058‐5120
‐3

概要

履修目標
精神保健福祉士として必要な知識・技術についての基礎を培う。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉分野における現状や課題を理解する。
②精神保健福祉援助実習の目的を明確にする。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉援助実習の意義や精神障害者への支援の実際を具体的に学ぶ。「精神保健福祉援助実習要項」や「精神保健福祉援助実習報告集」等から，実習教育や
精神保健福祉士について理解を深める。

授業の方法
知識の獲得や考える力、伝える方法などを具体的に授業中にしてもらい、スキルを高めます。教科書を活用し、板書やプリントなどで知識を整理していきます。事
前学習をしてもらい、自ら学習する機会と疑問をもつことを意識してもらいます。質問に関してはそのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士の専門性や活動範囲について考察しながら質疑等を行うこと。
③履修にあたっては相談援助演習Ⅰ・Ⅱの単位を修得していること及び相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが単位取得済みであり，Ⅳを履修することが要件になります。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を深く理解で
きた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術をおおむね理
解できた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解できた
。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を多少理解で
きた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て十分に考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
ておおむねに考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て多少考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察することができなか
った。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とをおおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを多少説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明することができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 ２０１２年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122051（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。実習報告会の参加、運営などがあります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ３０％ ２０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

150－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神保健福祉援助実習について　オリエンテーショ
ン　「精神保健福祉援助実習要項」説明、シラバス
の説明

事前学習の資料作成（９０分）

2 精神保健福祉援助実習の目的・意義 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料作成（９０分）3 精神保健福祉士の支援活動の実際 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科医療機関における精神保健福祉士の役割4

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科医療機関における精神保健福祉士の業務につ
いて5

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行支援・就労継続支援事業所等における精神
保健福祉士の役割6

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行支援・就労継続支援事業所等における精神
保健福祉士の業務について7

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターにおける精神保健福祉士の役
割8

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターにおける精神保健福祉士の業
務について9

10 精神科病院の実習報告について 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域の障害サービス事業所等の実習について11

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）実習報告を聞いて12

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科病院の実習について13

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域の障害サービス事業所等の実習について14

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）まとめ、事前学習の報告、オスキー15

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）事前学習の提出、オスキーの評価を説明。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事前学習の資料の修正（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122051（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期



文献の要旨をまとめる作業
、新しく学ぶことについて
、説明することが難しく、
情報分析の知識・技能の修
得ができなかった。

151－ －

ルーブリック

評価項目

1 S・アイエンガー/櫻井祐子訳 文藝春秋 文春文庫S13-19784167901554

概要

履修目標
・社会心理学は私たちの日常生活をあつかう学問である。この授業では、「私たちが社会からどのような影響をうけているのか」、「私たちが社会をどのように理
解しているのか」について学修する。

・理解するためのアプローチは大きく２つがある。一人ひとりの人間の心の仕組みに関心を向ける「心理学的社会心理学」と、集団に関心をおいてマクロな構造や
社会的変化をあつかう「社会学的社会心理学」（中村陽吉：2006）である。

・ここでは、社会学的理解と心理学的理解の２つの観点を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（３）（４）（５）（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①社会心理学の基本になる学術用語の説明ができる。
②社会心理学の応用領域における日常生活について、概念である学術用語、理論等を用いて課題を把握して考察ができる。

評価基準の５指標は、履修目標をこえた（S）、履修目標をほぼ達成できた（A）、履修目標と到達目標の間であった（B）、到達目標をみたす、合格最低レベル
（C）、到達目標に達することができなかった不合格（F）の段階的区分がある。成績分布目標は、履修状況により相対性と絶対性が勘案される規定があるので留意
する。

授業全体の内容と概要
・社会心理学における自己研究を学修する。日常生活において私たちの思考や行動が「適応的無意識」のなかで大量の情報処理を瞬時におこなっている、その情報
の解釈過程について考察する。

授業の方法
・「授業の進行方法」：授業の初回にて、文献精読の方法、学生分担報告について説明をおこなう。
・文献精読は縮約（大野晋『日本語練習帳』岩波書店、1999）、三色線引き読み（齋藤孝『三色ボールペンで読む日本語』角川書店、2005）の技法をもとに、プレ
ゼンテーション、グループワーク、文献読解（下記、アクティブ・ラーニングの実施方法、その他）の授業構成になる。
・「使用教材」：授業はテキスト、副教材（プリント資料、映像資料）を紹介しながら、自己研究についての社会心理学基礎を学修する。
・「課題に関する説明～課題に対するフィードバック」「要望等への対応方法」：授業中の個別報告、授業のまとめレポートなど課題や要望等の質問相談には、随
時、対応する。授業中、あるいは研究室オフィスアワー利用により、気軽に相談してほしい。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各履修学生は、文献精読、報告作業を担当する。
個別報告とレポート作成提出は、協同学習として役割と時間を遵守する。
大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネル、Formsを学修利用する。パソコンスキル（レポート作成、準備学修の確認、
教員への授業外連絡など、情報通信機器利用マナー）を高めていく。

資格指定科目
認定心理士資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

修得した知識を使い、収集
した情報を分析し、理解す
ることができる、情報分析
力としての知識・技能

収集した情報を分析して課
題を発見し、客観的立場か
ら成果を論理的に表現する
ことができる、思考力・判
断力・表現力

大学の学修環境を創造する
メンバーとして自覚し、自
分の意見と異なる意見を統
合させながら、学修経験を
高めていこうとする、関心
・意欲・態度

文献の要旨をていねいにま
とめており、これまでの学
修内容との関連を適切にふ
まえていた。新しく学ぶこ
とについて、複数の例をあ
げながら、自分の言葉でて
いねいに説明した。

文献の要旨をまとめており
、これまでの学修内容のい
くつかを関連づけていた。
新しく学ぶことについて、
自分の言葉で例をあげて説
明した。

文献の要旨をまとめており
、新しく学ぶことについて
、自分の言葉で説明した。

文献の要旨は、改善の余地
があるが、まとめていた。
新しく学ぶことについて、
充分ではないが、自分の言
葉で説明をおこなうことが
できた。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を複数選び、
適切に引用した。新しく学
ぶことは、これまでのもの
と対比して、類似点や相違
点をあげながら表現をした
。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、適切
な手続きで引用した。新し
く学ぶことは、これまでの
ものと関連づけながら、論
理的に表現をした。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、引用
した。新しく学ぶことは、
これまでのものと関連づけ
ながら表現をした。

課題に関連して、改善の余
地があるが、文献資料を選
び引用した。新しく学ぶこ
とは、充分ではないが、こ
れまでのものを関連づけて
表現をおこなうことができ
た。

課題に関連して、文献資料
を選び、引用すること、新
しく学ぶことを表現するこ
とが難しく、思考力・判断
力・表現力の修得ができな
かった。

大学生としての役割と責任
を自覚し、積極的、協同的
に行動することができた。

大学生として役割は、おお
むね理解しており、行動す
ることができた。

大学生として自分の役割は
、基本的な行動をすること
ができた。

大学生として自分の役割は
、改善の余地はあるが、行
動することができた。

大学生として自分の役割を
、自ら理解して行動するこ
とが難しく、関心・意欲・
態度を示すことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『選択の科学』 2014

2

3

4

5

1 船津 衛 恒星社厚生閣 9784769912415

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『自分とは何か-「自我の社会学」入門』 2011

2 S・アイエンガー 文藝春秋 9784163756004『選択日記』 2012

3 中村陽吉 ブレーン出版 9784892428401『新　心理学的社会心理学』 2006

4 S・アイエンガー TED日本語　
https://digitalcas

『選択をしやすくするには　How to make
choosing easier　』

5 永吉希久子 中央公論新社 中公新書9784121025807『移民と日本社会』 ２０２０

科目名称 社会心理学

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP122071（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席要件は10回以上である。
・文献精読の分担報告（本文、ソースノートの要旨をまとめる。新しい知見、学術用語をについて、例をあげて説明記述する）をおこなう。学修のまとめとしてレ
ポート作成提出する。テキストに各自が線を引き、書き込みながら読み込む「アクティブ・リーディング」実践確認のため、各自、テキスト作業後、提出準備をす
すめる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ６０％ ０％ ０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

152－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明をおこなう。報告役割分担を確認す
る。 シラバスを熟読する。（90分）

2
自我の３側面（C・Ｈ・クーリー）、「人間の自我
は、他の人間の認識や評価を想像し、それによって
生じる自己感情からなっている」（船津衛：

配布資料を読んで予習をする。（90分） 今回の学習内容を復習する。（90分）

テキスト第1講Ⅰ～Ⅳを予習する。（90分）3 運命、偶然と選択、自分自身、自分の置かれた環境
とセルフ・コントロール、自己決定権の自己認識 今回の学習内容を復習する。（90分）

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第2講Ⅰ～Ⅵを予習する。（90分）宗教と幸福度、個人主義的文化と集団主義的文化の
自己認識4

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第2講Ⅴ～Ⅷを予習する。（90分）恋愛結婚と取り決め婚、日本人とアメリカ人の自己
認識5

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第3講Ⅰ～Ⅱを予習する。（90分）バーナム効果、認知不協和、就職活動の自己認識6

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第3講Ⅲ～Ⅳを予習する。
他者の自己評価、多面評価とフィードバック、社会
資本の変化とエコーチェンバー効果がもたらす自己
認識

7

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第4講Ⅰ～Ⅳを予習する。（90分）マシュマロテスト、ヒューリスティック、提示方法
バイアス、確認バイアス、感情の自己認識8

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第5講Ⅰ～Ⅲを予習する。（90分）視覚文化、流行、単純接触効果、広告と自己認識9

10 プライミング、投票行動と自己認識 テキスト第5講Ⅳ～Ⅵを予習する。（90分） 今回の学習内容を復習する。（90分）

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第6講Ⅰ～Ⅲを予習する。選択条件、選択行動、マジカルナンバー、ロングテ
ールと自己認識11

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第6講Ⅳ～Ⅵを予習する。（90分）退職金積立制度、医療保険制度、選択の多様性、選
択の飽和と自己認識12

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第7講Ⅰ～Ⅲを予習する。（90分）医療における治療方針の選択行動、父権主義、絶対
的価値、相対的価値と自己認識13

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト第7講Ⅳ～Ⅶを予習する。（90分）選択的決定、非選択的決定、心理的反発、アクラシ
ア、自己決定の委譲と自己認識14

今回の学習内容を復習する。（90分）テキスト最終講の予習する。（90分）三元（選択、偶然、運命）の連立、直感、熟考、選
択死と自己認識15

全授業を振り返り、学習内容の内省的レポートを期
日までに提出する。（90分）

これまでのテキスト、資料、視覚教材の学習内容を
整理する。（90分）自己研究の心理学的理解と社会学的理解の総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の学習内容を復習する。（90分）

科目名称 社会心理学

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP122071（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



授業後の感想文で授業で学
んだ内容をまとめることが
できなかった。

153－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
臨床心理学とは，社会福祉学，精神医学，社会病理学，社会学などの隣接諸科学とも協働しつつ，社会的な諸問題に取り組もうとする応用・実践的な学問であり，
それは現在，発展しつつある学際的な心理学の一分野である。この臨床心理学の実践領域として，①教育領域，②司法・矯正領域，③福祉領域，④産業領域，⑤ 医
療・保健領域，⑥開業領域が掲げられている。本講義では，これらの内容を深く理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
臨床心理学やそれに隣接する社会学・精神医学・精神病理学等の知見や技法が実社会でさまざまに応用されている諸相を概観するとともに，心理臨床的援助の基礎
知識を学ぶ。

授業全体の内容と概要
内容は大きく，①臨床心理学の実践・応用に関する基礎的な事項と，②臨床心理学等を援用した社会的な諸問題への取り組みや心理臨床的実践の諸相とに分かれる
。①については他の心理系科目とも若干の重複があるかもしれないので，なるべく②に重点を置く。特に，深刻な社会問題である犯罪・少年非行等の身近なテーマ
を取り上げて，授業を進める。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出すること。提出によって出席とし、成績に反映する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

臨床心理学についての理解

臨床心理学的な思考・判断
力の程度

授業に主体的に取り組む態
度（アセスメント、見立て
、支援方法等）

授業後の感想文で授業の資
料や教科書の内容も含めて
、自分の考えを述べてまと
めていた。

授業後の感想文で自分の考
えを含めて学んだ内容をま
とめていた。

授業後の感想文で授業で学
んだ内容をまとめていた。

授業後の感想文で授業で学
んだ内容をいくらかまとめ
ていた。

臨床心理学の基本を踏まえ
てアセスメント、見立て、
支援方法等に関する考察を
十分行うことができた。

臨床心理学の基本を踏まえ
てアセスメント、見立て、
支援方法等に関する考察を
おおむね行うことができた
。

臨床心理学の基本を踏まえ
てアセスメント、見立て、
支援方法等に関する考察を
一定程度行うことができた
。

臨床心理学の基本を踏まえ
てアセスメント、見立て、
支援方法等に関する考察を
多少行うことができた。

臨床心理学の基本を踏まえ
てアセスメント、見立て、
支援方法等に関する考察を
行うことができなかった。

アセスメント、見立て、支
援方法等を臨床心理学の視
点でわかりやすく説明でき
た。

アセスメント、見立て、支
援方法等を臨床心理学の視
点でおおむね説明できた。

アセスメント、見立て、支
援方法等を臨床心理学の視
点で一定程度説明できた。

アセスメント、見立て、支
援方法等を臨床心理学の視
点で多少説明できた。

アセスメント、見立て、支
援方法等を臨床心理学の視
点で説明することができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 下山晴彦 ミネルヴァ書房 4623054357

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる臨床心理学　改定新版』 2009

2

3

4

5

科目名称 臨床心理学

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP122069（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験等を活かしながら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

154－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。古典的な臨床心理学と現代の臨床
心理学 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 不適応の原因と不適応へのさまざまな対応 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 臨床心理学的な見立てと心理アセスメント 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）心理臨床の実践と法律・倫理，関連する諸資格4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）教育領域における不適応への取組み5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）いじめ／不登校・引きこもり／校内暴力など／スク

ールカウンセラーの役割6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）病院臨床7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）現代青年の直面する諸問題への取組み8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）キャリアの選択（就職）／配偶者の選択（結婚）／

キャリアカウンセラーの役割9

10 社会・福祉・産業領域における心理臨床的支援(1)指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会・福祉・産業領域における心理臨床的支援(2)11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会・福祉・産業領域における心理臨床的支援(3)12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）DVや児童虐待／勤労者のメンタルヘルス／産業カウ

ンセラーの役割13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）犯罪と少年非行の動向14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）犯罪非行臨床における心理実務者の役割（少年補導

員など）15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 臨床心理学

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP122069（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験等を活かしながら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

155－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839478

概要

履修目標
対象グループの大きさによって異なる支援や家族の支援，地域への支援における展開方法について具体的事例を交え理解します。ソーシャルワークの基礎知識や基
本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉士の支援効果，地域支援の視点を養い，自分自身でその役割を発言及び記述できる。

授業全体の内容と概要
①事例を交え,相談援助活動の展開(医療施設，社会復帰施設，地域社会を含む)について学びます。
②事例を交え,家族調整・支援の実際と事例分析について学びます。
③事例を交え,スーパービジョンとコンサルテーションについて学びます。
④事例を交え,地域移行の対象及び支援体制について学びます。
⑤事例を交え,地域を基盤にした相談援助の主体と対象(精神障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情
勢，医療，福祉の状況を含む)について学びます。
⑥事例を交え,地域を基盤にしたリハビリテーションの基本的考え方について学びます。

授業の方法
①授業形態は講義形式及びグループ学習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について十分考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開についておおむ
ね考察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察で
きた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について多少考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察す
ることができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福の理論と相談援助の展開Ⅱ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワーク学習において、発言等を３回以上は行い参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

156－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲの学びにつ
いてのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 事例を通して学ぶ「個別支援の実際」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 事例を通して学ぶ「集団を活用した支援の実際」 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「精神保健福祉と家族関係」4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族支援の方法」5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「他職種との連携」8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域移行に関わる組織と機関」9

10 事例を通して学ぶ「地域移行推進」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ精神障害者を取り巻く社会的状況
「」11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の主体」12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の対象」13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の体制」14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域を基盤とした相談援助活動
」15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

157－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839478

概要

履修目標
対象グループの大きさによって異なる支援や家族の支援，地域への支援における展開方法について具体的事例を交え理解します。ソーシャルワークの基礎知識や基
本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉士の支援効果，地域支援の視点を養い，自分自身でその役割を発言及び記述できる。

授業全体の内容と概要
①事例を交え,相談援助活動の展開(医療施設，社会復帰施設，地域社会を含む)について学びます。
②事例を交え,家族調整・支援の実際と事例分析について学びます。
③事例を交え,スーパービジョンとコンサルテーションについて学びます。
④事例を交え,地域移行の対象及び支援体制について学びます。
⑤事例を交え,地域を基盤にした相談援助の主体と対象(精神障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情
勢，医療，福祉の状況を含む)について学びます。
⑥事例を交え,地域を基盤にしたリハビリテーションの基本的考え方について学びます。

授業の方法
①授業形態は講義形式及びグループ学習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について十分考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開についておおむ
ね考察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察で
きた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について多少考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察す
ることができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福の理論と相談援助の展開Ⅱ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワーク学習において、発言等を３回以上は行い参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

158－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲの学びにつ
いてのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 事例を通して学ぶ「個別支援の実際」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 事例を通して学ぶ「集団を活用した支援の実際」 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「精神保健福祉と家族関係」4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族支援の方法」5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「他職種との連携」8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域移行に関わる組織と機関」9

10 事例を通して学ぶ「地域移行推進」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ精神障害者を取り巻く社会的状況
「」11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の主体」12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の対象」13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の体制」14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域を基盤とした相談援助活動
」15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期



独立変数と従属変数のどち
らについても説明できなか
った。

159－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が，心理学研究法や心理学基礎実験の学習内容を基礎として，科学的心理学の方法論としての実験法を学ぶ。学生が，独立変数や従属変数の設定や実験計画の
立て方，実験法のメリットとデメリットを理解し，実験による研究計画の問題点を読み解くことができるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（３）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①心理学における独立変数と従属変数の関係について説明する。
②実験計画法とその理論的背景について説明する。
③実験計画の立案やデータの分析における統計手法を理解し，レポートを執筆する。

授業全体の内容と概要
心理学に関する方法論と技法について，実験を中心として演習方式で学ぶ。
主要研究分野から代表的な研究例を教材として，問題，仮説，検証実験の計画立案に関する基礎的理解と実践的知識を深める。

授業の方法
板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，講義形式で行う。質問には随時対応し，提出されたレポートにはコメントをしてフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総
合評価から大幅に減点することがある。
・授業中は，板書だけでなく，口頭の説明，疑問点などをノートに書き加えながら，集中して聴くこと。
・課題は，「引用元を示さないで他人の文章やインターネット・文献から書き写したもの」は剽窃（ひょうせつ）とみなし，採点の対象とはせず０点とする。丁寧
に書かれず，読み取れない文章も採点対象とはしない。

資格指定科目
認定心理士資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

①独立変数と従属変数

②実験計画法とその理論的
背景

③レポート執筆

独立変数と従属変数の両方
について，説明することが
できる。具体的な実験例を
自ら考え，それぞれを特定
することができた。

独立変数と従属変数の両方
について，説明することが
できる。具体的な実験例か
らそれぞれを特定すること
ができた。

独立変数と従属変数の両方
について説明できた。

独立変数と従属変数のうち
，一方について説明できた
。

基本的な用語について，ほ
とんど説明できる。さらに
，それらを組み合わせて研
究計画や分析計画を立てる
ことができた。

基本的な用語について，ほ
とんど説明できる。さらに
，それらを組み合わせて研
究計画を立てることができ
た。

基本的な用語について，ほ
とんど説明できた。

基本的な用語について，６
割程度説明できた。

基本的な用語（仮説，実験
群，統制群，要因，被験者
内計画，被験者間計画，単
一参加者計画等）について
理解できなかった。

ＲＱ，仮説，研究計画をい
ずれも立てることができる
。さらに，適した分析方法
にも言及できた。

ＲＱ，仮説，研究計画をい
ずれも立てることができた
。

研究計画を立てられないが
，ＲＱや仮説を立てること
はできた。

仮説や研究計画を立てられ
ないが，ＲＱを立てること
はできた。

ＲＱ，仮説，研究計画のい
ずれも立てることができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 村上香奈・山崎浩一 ミネルヴァ書房 ９７８－４－６２３
－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる心理学実験実習』 ２０１８

2

3

4

5

科目名称 心理学実験法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123068（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験を持つ教員が，その経験を活かして心理学実験法に
関する講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
再試験は実施しない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ３０％ １０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

160－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明）および 心
理学研究法の復習①

心理学研究法で説明された研究法の概要をまとめる
（９０分）

2 心理学研究法の復習② 前回資料を見直す（９０分） 実験法の特徴をまとめる（９０分）

実験法の意義として考えられる点をまとめる（９０
分）3 心理学における実験法の意義（なぜ実験が必要なの

かを考えよう）
実験法でなければ調べられないことと実験法では調
べられないことを列記する（９０分）

独立変数と従属変数，操作的定義など概念について
まとめる（９０分）仮説の種類と特徴をまとめる（９０分）心理学実験の進め方①　仮説検証への道筋：研究仮

説の設定，独立変数と従属変数，操作的定義等4

剰余変数の統制方法を考える（９０分）左の用語が説明できるように，以前の資料等を見直
す（９０分）

心理学実験の進め方②　剰余変数の統制，実験群と
統制群，実験と分散分析の前提5

分散分析の種類について振り返る（９０分）分散分析の種類をまとめる（９０分）実験計画と心理統計①　要因・水準の意味，実験参
加者内および参加者間の違い：実験参加者の統制6

参加者間１要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

分散分析表の読み方，検定効果量について復習して
おく（９０分）実験計画と心理統計②　実験参加者間1要因計画7

参加者内１要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

参加者内1要因実験の実験計画を立案し，概要をま
とめる（９０分）実験計画と心理統計③　実験参加者内1要因計画8

参加者間２要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

参加者間2要因実験の実験計画を立案し，概要をま
とめる（９０分）実験計画と心理統計④　実験参加者間2要因計画9

10 実験計画と心理統計⑤　実験参加者混合2要因計画 混合要因計画実験を立案，概要をまとめる（９０分
）

混合実験計画の心理学研究を文献検索し，概要をま
とめる（９０分）

ＲＱ，仮説，実験計画を立案し，レポートを作成す
る（９０分）

キーワードを絞り込み，各内容についてまとめる
（９０分）課題レポートの説明（実験計画を立ててみよう）11

レポートを作成する（９０分）単一参加者計画の研究を検索し，概要をまとめる
（９０分）実験計画と心理統計⑥　単一参加者計画12

授業で読んだ実験論文の実験計画を要約する（９０
分）

レポート作成で読んだ文献の研究計画を要約する
（９０分）

実験論文を読み解こう（独立変数，従属変数，剰余
変数，仮説，手続き等の検証）13

返却されたレポートを読み直し，修正する（９０分
）

授業で読んだ実験論文の実験計画を要約する（９０
分）添削後の課題レポートの返却と講評14

実験法について理解したこと，疑問点をまとめる
（９０分）これまでの資料を読み返す（９０分）総まとめ（実験計画と分散分析の復習と実験倫理に

ついて再考）15

試験でわからなかったことを再確認する（９０分）資料を確認し，自分の言葉で実験法の意義と限界を
説明できるように準備する（９０分）６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

研究法の理解したこと，疑問点をまとめる（９０分
）

科目名称 心理学実験法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123068（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士として心理学実験の研究経験を持つ教員が，その経験を活かして心理学実験法に
関する講義を行う。

基本情報

開講時期



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

161－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839478

概要

履修目標
地域でのリハビリテーション，ケアマネジメント，ネットワーキングの方法について具体的な事例を交え理解する。
ソーシャルワークの基礎知識や基本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉士の地域支援おける効果，チームでの支援など，自分自身でその役割を発言及び記述できる。

授業全体の内容と概要
①精神障害者のケアマネジメントについて学びます。
②地域を基盤にした支援とネットワーキングについて学びます。
③地域生活を支援する包括的な支援(地域精神保健福祉活動)の意義と展開について学びます。

授業の方法
①授業形態は講義形式及びグループ学習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について十分考
察できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123045（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワーク学習において、発言等を３回以上は行い参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

162－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び精神保健福祉の理論と相談援助
の展開Ⅳの学びについてのガイダンス 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 地域を基盤としたリハビリテーションとは、ケアマ
ネジメントとは、ネットワーキングとは何か 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 事例を通して学ぶ「地域ネットワーク」 ノート整理を行うこと（９０）

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「アウトリーチ、訪問援助」4

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「セルフヘルプグループ、ボラン
ティア活動」5

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「ケアマネジメントの原則、意義
」6

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「ケアマネジメントの展開過程」7

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「チームケアとチームワーク」8

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「精神障害者のケアマネジメント
」9

10 事例を通して学ぶ「地域を基盤とした支援とネット
ワーキング概論」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０）

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域アセスメント」11

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域を基盤とした支援」12

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域生活を支援する包括的支援
の意義概論」13

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「包括的な視点（地域精神保健福
祉活動）」14

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域生活を支援する包括的な取
り組み」15

試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123045（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期



実習期間の規定をクリアで
きなかった。

163－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978－４－8058‐512
0－3

概要

履修目標
地域の障害福祉サービス事業所等での実習で精神障がい者の生活のしづらさを理解し，精神保健福祉士の専門的技術を身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
地域の障害福祉サービス事業所の精神保健福祉士のスキルが身につく。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
②精神保健福祉援助実習を通して，精神障害者のおかれている現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する。
③精神保健福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する。
④総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。

授業の方法
地域の障害福祉サービス事業所等での実習６０時間以上を修了していること。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
相談援助実習終了者（予定含む）は免除する。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に参加し、積極的に取
り組んだ。

実習目標に合わせた実習が
行えた。

実習先で適切な態度やクラ
イエントと関わることがで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も積極的であ
った。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も適切であっ
た。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も問題は無か
った。

実習期間の規定をクリアし
、実習態度も問題は無かっ
た、

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて解決された。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて学べた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて感じることができた
。

問題意識が実習を通じて気
づくことができた。

実習を通じて問題意識を持
つことができなかった。

適切な接遇が行え、積極的
にクライエントと関わり、
自己のコミュニケーション
を高めることができた。

接遇を意識し、積極的にク
ライエントと関わり、自己
のコミュニケーションを高
めることができた。

クライエントと関わり、自
己のコミュニケーションを
高めることができた。

自己のコミュニケーション
を高めることができた。

関わりを持つことができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123054（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。実習報告会の参加、運営などがあります。福祉機関で実習を行い、ソーシャルワーカーとしての相談援助の基
本を身に着けることができる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ５０％ ５０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

164－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分）

2
精神障害者の生活課題（ニーズ）を環境面（地域的
・社会的・経済的等）や家族関係等から全体的に理
解する。

実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習内容の事前学習（９０分）3 展開される援助過程を理解し，ソーシャルワークの
原則を理解する。 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）ケアプラン，ケアマネジメントの実際から援助関係
のあり方を学ぶ。4

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）地域の社会資源に関する情報収集や開発，活用につ
いて理解する。5

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）精神保健ボランティアや地域のサポートシステムに
ついて学ぶ。6

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）実践の記録化を通じて，事例研究の意義について理
解する。7

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）自己への気づきを深め，対人援助業務においてある
べき姿勢について理解する。8

実習の振り返り（９０分）実習日誌の作成（９０分）実習日誌の提出9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習日誌の作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123054（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期



食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解できな
かった。

165－ －

ルーブリック

評価項目

1 上田玲子 ななみ書房 9784903355870

概要

履修目標
１．健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。
２．子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。
３．食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化とのかかわりの中で理解する。
４．家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。
５．特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「1（２）」と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
小児期の栄養と食生活は生涯にわたる健康と生活の基礎であり小児期から成人にいたる一貫した食生活の意義を理解し，また，保育との関連の中で小児に適切な食
事が提供できることの意義と保育における食生活が心の健康にも影響すること，食生活が家族の健康や生活地域との密接な関係があること，食生活を通じて生活全
般や環境の望ましい姿を理解する。

授業全体の内容と概要
小児期の成長・発達は，最も著しい時期である。とくに小児期の栄養は，生涯を通じての健康の基盤を確立するためにも重要である。小児期の身体発育や運動機能
・精神的発達などを充分に理解し，適正な栄養のあり方を学び，実習を行う。

授業の方法
授業は板書を中心に、パワーポイントや視聴覚教材(DVD・ブルーレイ)も取り入れながら講義形式で行う。
調理実習も伴うので必要に応じでグループワークやグループ学習も実施し、その都度発生した疑問・質問などにはフィードバックとして解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実習を含む科目（グループで実習）なので欠席は極力さけること。単位認定に必要となる出席回数は１１回以上とする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(理解力)

汎用的機能(思考力)

態度・志向性(意欲)

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を十分に理解
できた。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を概ね理解で
きた。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解できた
。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を多少理解で
きた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し深く考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連についてに理解し
概ね考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し多少考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について考察でき
なかった。

授業を休まず出席できた。
(16回)

授業を概ね休まず出席でき
た。(15回)

授業を休むことがあるが出
席できた。(14～13回)

授業を休みがちだが出席で
きた。(12～11回)

評価前提条件を満たす事が
できなかった。(10～0回)

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの食生活　第5版 栄養・食育・保育』 2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 子どもの食と栄養

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

EHS122084（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
定期試験，レポート，出席，その他（授業態度，平常点（活動状況，発表等）を上表の基準で評価する。単位認定に必要となる出席回数は１１回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ５％ ０％ ０％ １０％ ５％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

166－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明 子どもの食生活に関係した話題を調べる(９０分)

2 子どもの健康と食生活の意義－子どもの心身の健康
と食生活・子どもの食生活の現状と課題 教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０分)

教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)3 栄養に関する基本的知識(1)栄養の基本的概念と栄
養素の種類と機能

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)栄養に関する基本的知識(2)食事摂取基準と献立作

成・調理の基本4

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(1)乳児期の授乳・離

乳の意義と食生活5

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(2)幼児期の心身の発

達と食生活6

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(3)学童期の心身の発

達と食生活・生涯発達と食生活7

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)食育の基本と内容(1)食育における養護と教育の一

体性8

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)食育の基本と内容(2)食育の内容と計画及び評価・

食育のための環境9

10 食育の基本と内容(3)地域の関係機関や職員間の連
携・食生活指導及び食を通した保護者への支援 教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０分)

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)家庭や児童福祉施設における食事と栄養11

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)特別な配慮を要する子どもの食と栄養12

うまく行かなかった点や反省点を次回に繋げる様考
える(９０分)

調理実習に必要な要件について調べておく事(９０
分)調理実習(1)13

調理実習についてレポートを作成する(９０分)調理実習に必要な要件について調べておく事(９０
分)調理実習(2)14

受講後の考察をレポートにまとめる(９０分)子どもの栄養について理解したことをまとめる
(９０分)まとめ15

試験のふりかえり（９０分）試験準備（９０分）
定期試験実施
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行いま
す。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの確認をする。毎回授業後にノート整理を
含めた復習を行う事(９０分)

科目名称 子どもの食と栄養

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

EHS122084（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



障害児保育Ⅰについて、理
解できなかった。

167－ －

ルーブリック

評価項目

1 水田和江・増田貴人編著 学文社 978-4-7620-2451-1

概要

履修目標
共生社会の創造のために以下の５つの観点で幅広い教養を身に付ける
１．障害児保育を支える理念や歴史的変遷について学び，障害児及びその保育について理解する。
２．様々な障害について理解し，子どもの理解や援助の方法，環境構成等について学ぶ。
３．障害のある子どもの保育の計画を作成し，個別支援及び他の子どもとのかかわりのなかで育ち合う保育実践について理解を深める。
４．障害のある子どもの保護者への支援や関係機関との連携について理解する。
５．障害のある子どもの保育にかかわる保健・医療・福祉・教育等の現状と課題について理解する

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
障害児保育を支える理念，障害の理解と保育における発達の援助，障害児保育の実際，家庭及び関係機関と
の連携，障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題について具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
障害児保育を支える理念，障害の理解と保育における発達の援助，障害児保育の実際，家庭及び関係機関との連携，障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
について学修する。

授業の方法
教科書の輪読、パワーポイント及び配布資料で講義形式とし、教科書の内容の確認、ロールプレイや質疑応答の時間を設けるなどで基礎知識の定着を図る。また、
DVD で具体的な実践場面を視聴し内容をレポートにまとめ知識の伸展を図る。

アクティブラーニングの実施方法

　○ プレゼンテーション

模擬授業

　○ ディスカッション

　○ グループワーク

　○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
具体的な指導場面の指導事例を元に、ロールプレイで体感したり、障害児保育にかかわる実践事例のVTR 教材を視聴した後に事例に基づいたレポート作成を求める
ので、授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害児保育Ⅰの理解

障害児保育Ⅰの思考・判断
・表現

授業への参加態度・姿勢

障害児保育Ⅰについて、学
修した知識・技能を基盤に
、さらに学修を深めようと
することができた。

障害児保育Ⅰについて、必
要な知識・技能を理解する
ことができた。

障害児保育Ⅰについて、一
定程度の理解ができた。

障害児保育Ⅰについて、一
部理解することができた。

障害児保育Ⅰについて、積
極的に思考・判断し、自ら
表現を工夫して活動するこ
とができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考・判断し、自ら表現する
ことができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考活動に取り組み表現しよ
うとすることができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考しようとすることはでき
た。

障害児保育Ⅰにかかわる思
考・判断・表現について必
要な取り組みができなかっ
た。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業への関心を示すことは
できた。

授業への積極的な参加がで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新障害のある子どもの保育実践』 2014年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 障害児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122101（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育）について指導する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

168－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明及び障害児保育を支える理念－「障
害」の概念と障害児保育の歴史的変遷，障害児保育
の基本

シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 障害の理解と保育における発達の援助（１）肢体不
自由児，視覚・聴覚障害児等の理解と援助

教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）3 障害の理解と保育における発達の援助（２）知的障

害児の理解と援助 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害の理解と保育における発達の援助（３）発達障
害児の理解と援助①（ADHD－注意欠陥多動性障害
，LD－学習障害等）

4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害の理解と保育における発達の援助（４）発達障
害児の理解と援助②（PDD、自閉症スペクトラム等
）

5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害児保育の実際（１）保育課程に基づく指導計画
の作成と記録及び評価6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「保育実践の基礎知識」を事前に読んでお
くこと（９０分）

障害児保育の実際（２）個々の発達を促す生活や遊
びの環境7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「保育実践の基礎知識」を事前に読んでお
くこと（９０分）

障害児保育の実際（３）子ども同士のかかわりと育
ち合い8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）障害児保育の実際（４）職員間の協働9

10 家庭及び関係機関との連携（１）保護者や家族に対
する理解と支援

教科書の「家族への支援と保育者の役割」を事前に
読んでおくこと （９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「施設・専門機関の地域ネットワーク」を
事前に読んでおくこと （９０分）

家庭及び関係機関との連携（２）地域の専門機関等
との連携及び個別の支援計画の作成11

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「施設・専門機関の地域ネットワーク」を
事前に読んでおくこと （９０分）家庭及び関係機関との連携（３）小学校等との連携12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の今後の課題」
を事前に読んでおくこと （９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（１）保健・医療における現状と課題13

ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理すること （９０分
）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（２）福祉・教育における現状と課題の概要、
ＤＶＤの視聴

14

配付資料に基づき復習しておくこ（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の今後の課題」
を事前に読んでおくこと （９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（２）福祉・教育における現状と課題15

試験の結果を見直す(９０分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と（９０分)

定期試験（60 分の試験終了後、残り30 分で解説す
る。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

「障害」についての概念を確認する （９０分）

科目名称 障害児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122101（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育）について指導する
。

基本情報

開講時期



保育の専門知識の活用につ
いて充分に理解できなかっ
た。

169－ －

ルーブリック

評価項目

1 石橋裕子・林幸範編著 同文書院 9784810314755

概要

履修目標
児童福祉施設等の内容，機能を実践現場での体験を通して理解するとともに，講義等で習得した教科全体の知識・技能を基礎とし，これらを総合的に実践する応用
力を養う。また，保育士としての職業倫理と子どもの最善の利益の具体化について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育士を志す者としての自己覚知ができ，継続課題を見出す姿勢を身につける。

授業全体の内容と概要
「保育実習Ⅰ」は，保育士資格を取得するための必修科目であり，保育所（１０日以上：２単位）での実習と保育所以外の児童福祉施設等（１０日以上：２単位）
での実習合計４単位を履修することが定められている。

授業の方法
前期に保育所実習（１０日以上：２単位）と後期に保育所以外の児童福祉施設等（１０日以上：２単位）での実習合計４単位を履修する。実習期間中は担当教員の
訪問指導を受けることができ、質問や相談の時間を設定する。また、実習先の指導者からのコメント等をフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポート，課題，その他（実習先の評価，実習日誌，事前・事後学習における態度，書類の提出状況，実習報告書等）を上記の基準で評価する。正当な理由なき遅
刻，欠席は実習をとりやめにする。保育者の資質に欠ける者は，実習をとりやめとする。実習終了後の書類提出の期日を守らない場合は評価（単位認定）しない。
実習全体のまとめと今後の課題を明確にするためのレポート提出１回課す。なお，詳細（レポート課題・提出方法等）は授業時間に指示する。
保育実習履修要件として次の科目を取得している事を原則とする。
①児童・家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度，②相談援助演習Ⅰ・Ⅱ③相談援助の基盤と専門職Ⅰ・Ⅱ④保育内容演習Ⅰ　⑤保育内容演習Ⅰ

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(何を知ってい
るか，何ができるか)

思考力・判断力・表現力等
(知っていること，できる
ことをどう使うか)

主体的に取り組む態度(ど
のように関わるか)

パフォーマンス(知識，ス
キルを使いこなす活用，応
用)

保育の専門知識の活用につ
いて十分に理解した。

保育の専門知識の活用につ
いて概ね理解した。

保育の専門知識の活用につ
いて理解した。

保育の専門知識の活用につ
いて多少は理解した。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について十分に
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について概ね考
察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について考察で
きた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について多少は
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について十分に
考察できなかった。

保育実習による総合的な学
びを，記録で十分に表すこ
とができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で概ね表すこと
ができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で多少は表すこ
とができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きなかった。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に積極的に取
り組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に概ね取り組
むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に多少は取り
組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育
所・児童福祉施設等実習ガイド　第二版』

2018年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実習の手引き』

2 『学内テキスト』

3

4

5

科目名称 保育実習Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授） 　
湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123108（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在
１号館２階（吉江）　１号館３

階（湯浅）

単位数 4 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育士として保育園での勤務経験があり、その経験を生かして保育実習に向けた指導を行う
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
レポート，課題，その他（実習先の評価，実習日誌，事前・事後学習における態度，書類の提出状況，実習報告書等）を上記の基準で評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５％ ５％ ０％ １０％ ８０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

170－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びシラバスの説明 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

2 保育所実習の意義（１）実習の目的 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）3 保育所実習の意義（２）実習の概要 実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる

（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）保育所実習の内容と課題の明確化(１)実習の内容4

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）保育所実習の内容と課題の明確化(２)実習の課題5

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

保育所実習に際しての留意事項(１)子どもの人権と
最善の利益の考慮6

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

保育所実習に際しての留意事項(２)プライバシーの
保護と守秘義務7

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

保育所実習に際しての留意事項(３)実習生としての
心構え8

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）保育所実習の計画と記録(１)指導計画の作成9

10 保育所実習の計画と記録(２)指導計画の実践 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）保育所実習の計画と記録(３)指導計画の改善11

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

保育所実習の計画と記録(４)実習における記録及び
評価12

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

事後指導における実習の総括と課題の明確化(１)保
育所実習の総括と自己評価13

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

事後指導における実習の総括と課題の明確化(２)課
題の 明確化14

保育所実習の日誌、報告書、自己評価表等を完成さ
せ提出する（４５分）保育所実習報告会の準備をする（４５分）保育所実習報告会15

まとめと振り返りを元に次の課題を明確化する
（４５分）

保育所実習の総括と課題の明確化を行い、反省会の
準備をする（４５分）保育所実習まとめと振り返り16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 オリエンテーション 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

18 施設実習の意義(１)実習の目的 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）19 施設実習の意義(２)実習の概要 実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる

（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）施設実習の内容と課題の明確化(１)実習の内容20

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）施設実習の内容と課題の明確化(２)実習の課題21

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

施設実習に際しての留意事項(１)子どもの人権と最
善の利益の考慮22

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

施設実習に際しての留意事項(２)プライバシーの保
護と守秘義務23

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

施設実習に際しての留意事項(３)実習生としての心
構え24

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）施設実習の計画と記録(１)指導計画の作成25

26 施設実習の計画と記録(２)指導計画の実践 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）施設実習の計画と記録(３)指導計画の改善27

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

施設実習の計画と記録(４)実習における記録及び評
価28

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

事後指導における実習の総括と課題の明確化(１)保
育所実習の総括と自己評価29

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（４５分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（４５分）

事後指導における実習の総括と課題の明確化(２)課
題の 明確化30

施設実習の日誌、報告書、自己評価表等を完成させ
提出する（４５分）施設実習報告会の準備をする（４５分）施設実習報告会31

まとめと振り返りを元に次の課題を明確化する
（４５分）

施設実習の総括と課題の明確化を行い、反省会の準
備をする（４５分）施設実習まとめと振り返り32

実習を終えてから振り返り1日の日誌を完成させる
（４５分）

科目名称 保育実習Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授） 　
湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123108（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在
１号館２階（吉江）　１号館３

階（湯浅）

単位数 4 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育士として保育園での勤務経験があり、その経験を生かして保育実習に向けた指導を行う
。

基本情報

開講時期



保育の専門的知識について
理解していなかった。
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ルーブリック

評価項目

1 石橋裕子・林 幸範　編著 同文書院 9784810314755

概要

履修目標
１．保育実習の意義と目的を理解する。
２．実習実習の内容を理解し，自らの課題を明確にする。
３．実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮，プライバシーの保護と守秘義務等について理解する。
４．児童憲章について理解を深める。
５．実習の計画，実践，観察，記録，評価の方法や内容について具体的に理解する。
６．実習の事後指導を通して，実習の総括と自己評価を行い，新たな課題や学習目標を明確にする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
実習の意義，実習の内容と課題の明確化，実習に際しての留意事項，実習の計画と記録について理解する。

授業全体の内容と概要
実習の意義，実習の内容と課題の明確化，実習に際しての留意事項，実習の計画と記録について学修する。

授業の方法
授業はパワーポイントや視聴覚教材(DVD・ブルーレイ)も取り入れながら演習形式で行う。実習の事前指導及び事後指導も含まれるので必要に応じでグループワーク
やグループ学習も実施し、その都度発生した疑問・質問などにはフィードバックとして解説を行い，実習終了後は報告会を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「各授業回数における学習内容」に記載の「準備学習」「事後学習」を参照する事。
正当な理由なき遅刻，欠席は実習をとりやめにする。保育者の資質に欠ける者は，実習をとりやめとする。実習終了後の書類提出の期日を守らない場合は評価（単
位認定）しない。実習全体のまとめと今後の課題を明確にするためのレポート提出を１回課す。なお，詳細（レポート課題・提出方法等）は授業時間に指示する。
また保育実習履修要件として次の科目を取得している事を原則とする。
①児童・家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度②相談援助演習Ⅰ・Ⅱ　③相談援助の基盤と専門職Ⅰ・Ⅱ④保育内容演習Ⅰ　⑤保育内容演習Ⅰ

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(何を知ってい
るか，何が出来るか)

思考力・判断力・表現力等
(知っていること，できる
ことをどう使うか)

主体的に取り組む態度(ど
のように関わるか)

パフォーマンス(知識，ス
キルを使いこなす活用，応
用)

保育の専門的知識について
十分理解していた。

保育の専門的知識について
概ね理解していた。

保育の専門的知識について
理解していた。

保育の専門的知識について
多少は理解していた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について十分に
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について概ね考
察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について考察で
きた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について多少は
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について考察で
きなかった。

保育実習による総合的な学
びを，記録で十分に表すこ
とができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で概ね表すこと
ができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で多少は表すこ
とができた。

保育実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きなかった。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に積極的に取
り組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に概ね取り組
むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に多少は取り
組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育
所・児童福祉施設等実習ガイド　第二版』

２０１８年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実習の手引き』

2 『学内テキスト』

3

4

5

科目名称 保育実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授） 　
湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122105（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在
１号館２階（吉江）　１号館３

階（湯浅）

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育士として保育施設での勤務経験があり、その経験を生かして保育実習に向けた指導を行
う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業回数の３分の２（前期１１回・後期１１回）以上の出席がなければ成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ １０％ ０％ １０％ ６０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びシラバスの説明 保育所実習の目的について考え，教科書の学習内容
部分を数回読んでおく(４５分)

2 保育所実習の意義(１)実習の目的 教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)3 保育所実習の意義(２)実習の概要 ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習の内容と課題の明確化(１)実習の内容4

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習の内容と課題の明確化(２)実習の課題5

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習に際しての留意事項(１)子どもの人権と
最善の利益の考慮6

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習に際しての留意事項(２)プライバシーの
保護と守秘義務7

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習に際しての留意事項(３)実習生としての
心構え8

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習の計画と記録(１)指導計画の作成9

10 保育所実習の計画と記録(２)指導計画の実践 教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習の計画と記録(３)指導計画の改善11

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習の計画と記録(４)実習における記録及び
評価12

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)事後指導における実習の総括と課題の明確化(１)保
育所実習の総括と自己評価13

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)事後指導における実習の総括と課題の明確化(２)課
題の明確化14

保育所実習報告会のまとめと反省を行う
(４５分)保育所実習報告会の資料を作成する(４５分)保育所実習報告会15

施設実習の目的について考える(４５分)保育所実習のまとめと振り返りの準備をする(４５
分)保育所実習のまとめと振り返り16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 施設実習のオリエンテーション 教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

18 施設実習の意義(１)実習の目的 教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)19 施設実習の意義(２)実習の概要 ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習の内容と課題の明確化(１)実習の内容20

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習の内容と課題の明確化(２)実習の課題21

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習に際しての留意事項(１)子どもの人権と最
善の利益の考慮22

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)保育所実習に際しての留意事項(２)プライバシーの
保護と守秘義務23

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習に際しての留意事項(３)実習生としての心
構え24

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習の計画と記録(１)指導計画の作成25

26 施設実習の計画と記録(２)指導計画の実践 教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習の計画と記録(３)指導計画の改善27

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)施設実習の計画と記録(４)実習における記録及び評
価28

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)事後指導における実習の総括と課題の明確化(１)保
育所実習の総括と自己評価29

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく(４５分)事後指導における実習の総括と課題の明確化(２)課
題の明確化30

施設実習報告会のまとめと反省を行う
(４５分)施設実習報告会の資料を作成する(４５分)施設実習報告会31

施設実習について振り返り考察する(４５分)施設実習のまとめと振り返りに向けて準備をする
(４５分)施設実習のまとめと振り返り32

ノート整理を含めた復習を行う(４５分)

科目名称 保育実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授） 　
湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122105（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在
１号館２階（吉江）　１号館３

階（湯浅）

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育士として保育施設での勤務経験があり、その経験を生かして保育実習に向けた指導を行
う。

基本情報

開講時期



障害児保育Ⅱについて、理
解ができなかった。

173－ －

ルーブリック

評価項目

1 七木田敦編著 保育出版社 978-4-938795-62-7

概要

履修目標
障害のある子どもの保育に携わる保育士に必要なさまざまな援助技能を，シミュレーション学習をとおして習得するとともに，子ども１人ひとりの発達課題と生活
課題を明らかにすることによって保育場面で援助技能を適切に活用して援助することを理解できるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「２（２）と（３）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
障害のあるなしにとらわれない視点から保育実践を行うことのできる保育士になるために，必要な知識・技術について具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
統合保育場面や家族支援の事例に基づき，ロールプレイ等のシミュレーション学習を通して，遊びや対人関係の援助，日常生活動作等に関する具体的な保育技術，
保育計画の立案や面接・記録の技法の実際を学び，保育士としての心構えを取得する。

授業の方法
教科書の輪読、パワーポイント及び配布資料で教科書の内容を確認、ロールプレイや質疑応答の時間を設けるなどで基礎知識の定着をはかる。また、DVD で具体的
な実践場面を視聴し内容をレポートにまとめ知識の伸展を図る。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
具体的な指導場面の指導事例を元に、ロールプレイで体感したり、障害児保育にかかわる実践事例のVTR 教材を視聴した後に、事例に基づいたレポート作成を求め
るので、授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害児保育Ⅱの理解

障害児保育Ⅱの思考・判断
・表現

授業への参加態度・姿勢

障害児保育Ⅱについて、学
修した知識・技能を基盤に
、さらに学修を深めようと
することができた。

障害児保育Ⅱについて、必
要な知識・技能を理解する
ことができた。

障害児保育Ⅱについて、一
定程度の理解ができた。

障害児保育Ⅱについて、一
部理解することができた。

障害児保育Ⅱについて、積
極的に思考・判断し、自ら
表現を工夫して活動するこ
とができた。

障害児保育Ⅱについて、思
考・判断し、自ら表現する
ことができた。

障害児保育Ⅱについて、思
考活動に取り組み表現しよ
うとすることができた。

障害児保育Ⅱについて、思
考することができた。

障害児保育Ⅱにかかわる思
考・判断・表現について必
要な取り組みができなかっ
た。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業へのいくらかの関心を
もつことができた。

授業へ積極的に参加するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実践事例に基づく障害児保育』 2011年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 障害児保育Ⅱ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123102（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育全般と発達障害）に
ついて指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ １０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

174－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び障害児保育の概要 シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 保育場面の事例を通して学ぶ①（アセスメント）
教科書の「障害のある子どもの保育とは」を
事前に読んでおくこと
（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

教科書の「特別支援教育と保育」を事前に読んでお
くこと（９０分）3 保育場面の事例を通して学ぶ②（保育計画の立案） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「特別支援教育と保育」を事前に読んでお
くこと（９０分）

保育場面の事例を通して学ぶ③（保育計画の立案
２）4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「かかわりの基本・ていねいなかかわり」
を事前に読んでおくこと（９０分）

保育場面の事例を通して学ぶ④（ロールプレイ 個
別援助）5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「学習に障害のある子どもの保育」を事前
に読んでおくこと（９０分）

保育場面の事例を通して学ぶ⑤（ロールプレイ 集
団援助）6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「家庭との連携」を事前に読んでおくこと
（９０分）家族支援の事例を通して学ぶ①（アセスメント）7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「家庭との連携」を事前に読んでおくこと
（９０分）

家族支援の事例を通して学ぶ②（面接場面のロール
プレイ）8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「家庭との連携」を事前に読んでおくこと
（９０分）

家族支援の事例を通して学ぶ③（保護者会運営のロ
ールプレイ）9

10 スーパービジョンとチームワーク①（所内ケース検
討会議のロールプレイ）

教科書の「保育所・幼稚園の支援について」を事前
に読んでおくこと（９０分）

配付資料に基づき復習して
おくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「保育所・幼稚園の支援について」を事前
に読んでおくこと（９０分）

スーパービジョンとチームワーク②（所内ケース検
討会議のロールプレイ）11

ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理する。（９０分）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）ＤＶＤの視聴及びレポートの作成12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）他機関連携の事例を通して学ぶ②（児童相談所・保
健所）13

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）他機関連携の事例を通して学ぶ③（早期療育システ
ム）14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）障害児保育にかかわる保育士の資質について総合的
に検討する。15

試験の結果を見直す(９０分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と(９０分)

定期試験（60 分の試験終了後、残り３０ 分で解説
する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスに基づいて、授業内容に見通しを立てる
（９０分）

科目名称 障害児保育Ⅱ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123102（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育全般と発達障害）に
ついて指導する。

基本情報

開講時期



レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなっかた。

175－ －

ルーブリック

評価項目

1 稲垣　稜 古今書院 9784772231626

概要

履修目標
異なる地理的環境によって、複雑な人間生活空間を生み出している。それは、どのように社会に投影されているのかを、人文地理学を通して考察する。生活環境に
与える人文地理的要因（人口・都市・経済・産業等）について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科ＤＰ「１（２）」、「１（３）」、「１（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
人文地理学の考え方を理解することで、地域性の諸要因を説明できる。

授業全体の内容と概要
生活環境に与える人文地理学的要因（人口・都市・経済・産業等）について学習し、特に地域性や環境に関する内容をグローバルに認識する。

授業の方法
授業形態は講義形式であるが、板書の他に視聴覚メディア等を利用する。テキスト及び配布資料等を中心に講義を行う。また、人文地理学に関連する課題において
、ディスカッションを行う予定である。なお、レポート課題（５本程度）は授業の予習であり、復習でもあるので重要である。レポートについてはコメントにてフ
ィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を深く
理解することができた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）をやや
理解することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代社会の人文地理学』 2014

2

3

4

5

1 二ノ宮書店編集部 二ノ宮書店 978-4817604392

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『高等地図帳　』 2019

2

3

4

5

科目名称 人文地理学Ⅰ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122137（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

176－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
のガイダンス 事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 人文地理学の歩みⅠ（歴史） 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 人文地理学の歩みⅡ（歴史） レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）「地域」の概念について4

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）「地域」と空間について5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）機能地域と同質地域について6

レポート課題等を作成すること。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）人口地理学Ⅰ（分布と人口動向）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅱ（人口爆発のメカニズム）8

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅠ（人口爆発の抑制）9

10 人口地理学Ⅲ（人口爆発の影響） 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅡ（少子高齢化）11

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅳ（先進国の人口問題）12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅰ（都市の発達）13

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅱ（都市の構造）14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅲ（ニュータウン）15

まとめの振り返り。（９０分）まとめの準備。（９０分）課題（レポートなど）の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 人文地理学Ⅰ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122137（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなかった。

177－ －

ルーブリック

評価項目

1 稲垣　稜 古今書院 9784772231626

概要

履修目標
異なる地理的環境によって、複雑な人間生活空間を生み出している。それは、どのように社会に投影されているのかを、人文地理学を通して考察する。生活環境に
与える人文地理的要因（人口・都市・経済・産業等）について、理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科ＤＰ「１（２）」と（３）」と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
人文地理学の考え方を理解することで、地域性の諸要因を説明できる。

授業全体の内容と概要
生活環境に与える人文地理学的要因（人口・都市・経済・産業等）について学習し、特に地域性や環境に関する内容をグローバルに認識する。

授業の方法
授業形態は講義形式であるが、板書の他に視聴覚メディア等を利用する。テキスト及び配布資料等を中心に講義を行う。また、人文地理学に関連する課題において
、ディスカッションを行う予定である。なお、レポート課題（５本程度）は授業の予習であり、復習でもあるので重要である。レポートについてはコメントにてフ
ィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を深く
理解することができた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）をやや
理解することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代社会の人文地理学』 2014

2

3

4

5

1 二ノ宮書店編集部 二ノ宮書店 978-4817604392

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『高等地図帳　』 2019

2

3

4

5

科目名称 人文地理学Ⅱ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122138（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

178－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
のガイダンス 事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 人文地理学の歩みⅠ（歴史） 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 人文地理学の歩みⅡ（歴史） レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）「地域」の概念について4

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）「地域」と空間について5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）機能地域と同質地域について6

レポート課題等を作成すること。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）人口地理学Ⅰ（分布と人口動向）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅱ（人口爆発のメカニズム）8

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅠ（人口爆発の抑制）9

10 人口地理学Ⅲ（人口爆発の影響） 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅡ（少子高齢化）11

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅳ（先進国の人口問題）12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅰ（都市の発達）13

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅱ（都市の構造）14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅲ（ニュータウン）15

まとめの振り返り。（９０分）まとめの準備。（９０分）課題（レポートなど）の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 人文地理学Ⅱ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122138（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



専門的な内容について理解
できなかった。

179－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

概要

履修目標
特別な支援を必要とする知的障害児の教育課程及び指導・支援の方法を理解し、知的障害児の教育を効果的に行うために必要な基本的知識と障害の状況等に応じた
指導のあり方等の実践的な知識を習得する。

授業の位置づけ
「社会福祉学科」のＤＰ「1（2）と（3）と（5）と（7）」、「2（2）」に対応する。

到達目標
特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、知的障害教育における教育課程の編成や個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と活用方法、自
立活動の指導、授業づくりなどを理解する。また、知的障害教育を効果的に行うために必要な指導内容・方法等についての基礎的知識を理解する。

授業全体の内容と概要
毎回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。また、知的障害教育に係わる法令の理解や教育課程の編制の仕方や指導内容・方法について、演習方式も取り入れながらで行う。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で、テーマに関する事項に関して、思考・考察、意見交換、討議、
発表等の一連の活動を行うなどして理解を深める。また、実践事例のVTR教材視聴の事例に基づくレポート提出を行う。なお、レポート等にはコメントにてフィード
バックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（特別支援学校教諭）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知的障害教育の専門的な知
識・技能の習得

知的障害教育に関する思考
・判断・表現

授業への参加態度・姿勢

専門的な内容について高い
関心をもって理解し、さら
に深めてようとすることが
できた。

専門的な内容について、関
心をもって理解し、学修す
ることができた。

専門的な内容を学修するこ
とができた。

専門的な内容について一定
程度理解することができた
。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで意
欲的に表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで表
現できた。

テーマに基づき、一部思考
・判断し、個人やグループ
で表現できた。

テーマの受け止めが不十分
で、思考・判断・表現が十
分にできなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度・姿勢が
不十分だった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　2020』 2020

2

3

4

5

1 太田正己 黎明書房 978-4-654-01929-8

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の授業案づくり』 2016

2 肥後祥治　ほか ジアース教育新社 978-4-86371-213-3『特別支援教育の学習指導案と授業研究』 2013

3

4

5

科目名称 知的障害教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123117（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、特別支援教育（知的障
害教育）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

180－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
～シラバスの説明、知的障害教育について～

教科書から「知的障害教育」についての課題を整理
する。(90分)

2 知的障害教育に関係する法令（教育基本法や学校教
育法、学習指導要領等）の理解と教育課程について

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)3 特別支援学校学習指導要領のポイントと教育動向に

ついて 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)特別支援学校と特別支援学級における教育について4

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

教育課程①
・教育課程編成上の基本事項と指導の形態について5

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

教育課程②
・各教科等の年間授業時間と各教科等の指導のねら
いについて

6

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

教育課程③
・各教科等を合わせた指導、教科別の指導等につい
て

7

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

教育課程④
・自立活動、年間指導計画の作成について8

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

教育課程⑤
・学習指導案の作成～各教科等の指導案　9

10 特別支援教育に関する理解①
～制度と課題、合理的配慮等

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

特別支援教育に関する理解②
～教育課程11

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

特別支援教育に関する理解③
～学習指導要領12

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

特別支援教育に関する理解④
～障害児教育の歴史と就学の手続き等13

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(90分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)

特別支援教育に関する理解⑤
～指導法・検査法・心理的特性等14

重要な語句や内容を整理するとともにレポートを作
成する。(90分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(90分)まとめと今後の課題15

試験の結果を見直す。（90分）教科書等で講義内容を整理する。(90分)定期試験（60分の試験終了後、残りの30分で解説す
る。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。(90分)

科目名称 知的障害教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123117（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、特別支援教育（知的障
害教育）について指導する。

基本情報

開講時期



知識・技能の基礎的内容に
ついて理解できなかった。

181－ －

ルーブリック

評価項目

1 ジアース教育新社 ジアース教育新社 978-4863712973

概要

履修目標
病弱教育の教育課程及び支援の方法を理解し、教育課程の枠組みを踏まえ、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と方法を理解する。病弱・身体
虚弱教育に必要な基本的な知識と健康や病気の状態に応じた指導の在り方等の知識を取得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
病弱・身体虚弱児教育の教育課程、指導内容・方法等についての基礎的知識を理解することができる。

授業全体の内容と概要
病弱・身体虚弱児の健康や病気の状況に応じた教育課程や指導内容・方法、医療機関との連携、医療的ケアの在り方等について構成する。

授業の方法
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。授業ではパワーポイント及び配布物（レジメ）で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等でグループ協議を行う。また具体的な事例の
ＶＴＲ教材視聴後のレポート提出を行う。レポート等については、コメントにてフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

病弱教育の基礎的な知識・
技能の習得

病弱教育に関する思考・判
断・表現

授業への参加態度・姿勢

知識・技能についての基礎
的内容について高い関心を
もって理解し、さらに深め
ることができた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて関心をもって理解し
、学修できた。

知識・技能の基礎的内容に
ついてほぼ学修できた。

知識・技能について不十分
ながら理解することができ
た。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで意欲的に表現できた
。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで取
り組みができた。

テーマの受け止め方が不十
分で思考・判断に課題がみ
られ，表現できなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が低いが参加
できた。

授業への態度に課題があり
，参加できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「特別支援教育の基礎・基本」（新訂版）』 2015

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 病弱教育

専門科目科目分類区分

高橋　健剛（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122120（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）高橋　健剛 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習にも必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

182－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明とオリエンテーション～病弱教育とは 教科書から「病弱教育」についての課題を整理する
（９０分）

2 病弱教育の歴史的変遷 教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）3 病弱教育の特別支援学校・特別支援学級 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病弱特別支援学校・特別支援学級の教育課程4

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）個別の指導計画と個別の教育支援計画5

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導１　教科指導6

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導２　教科外指導7

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

病気の理解と指導３　慢性疾患と総合的な学習の時
間8

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導４　重症心身障害と自立活動9

10
病気の理解と指導５　領域・教科を合わせた指導
（１）
（生活単元学習と遊びの指導）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

病気の理解と指導６　領域・教科を合わせた指導
（２）
（日常生活指導と作業学習）

11

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）児童虐待と心身の発達12

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

医療機関との連携，医療的ケア（１）
（学校における対応について）13

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

医療機関との連携，医療的ケア（２）
（今後の課題について）14

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）就学指導と進路指導の今日的課題15

試験の結果を見直す（９０分）講義内容の重要事項について整理しておくこと
（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。（９０分）

科目名称 病弱教育

専門科目科目分類区分

高橋　健剛（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122120（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）高橋　健剛 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習にも必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期



知識・技能に関する基礎的
内容の理解ができなかった
。

183－ －

ルーブリック

評価項目

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

概要

履修目標
特別支援教育の趣旨や内容を理解するとともに、特別支援学校教諭一種免許状取得のために必要な教育実習の意義を理解する。模擬授業等の演習では、教育実習を
見据え、学校現場で教壇にたつ教師の役割を意識して学ぶ。

授業の位置づけ
「社会福祉学科」のＤＰ「１（２）と（３）と（５）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
特別支援学校教育の概要や教育実習について理解し、障害のある子どもの教育活動や授業づくりに必要な基礎的な知識、技能、態度を身に付ける。

授業全体の内容と概要
特別支援学校教育の概要および授業の実際について理解できるとともに、学校の教育活動全般についても具体的な理解を図るようにする。

授業の方法
授業はパワーポイント及び配布物資料で実施するとともに、学生自らが考えた授業設計や指導案づくり、模擬授業等を実際の学校現場に近い内容で実施する。演習
後にはコメントにてフィードバックする。また、夏季休暇等を活用して学校現場の見学や公開授業研究会等に参加させ、レポート提出を行う。なお、指導案やレポ
ートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

ディスカッション

グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１　常に障害のある子どもの前に立って指導する姿を想定して授業に臨むこと。
２　４年生での特別支援学校の教育実習（事前･事後指導）の単位取得に必修科目であること。
３　普段から障害児のある子どもの生活や教育に関する新聞記事やテレビ情報を収集すること。
４　学習指導案作成にかかわる情報の収集に努め、教育実習に備えること。
５　通年授業なので、下記の授業以外に特別支援学校の参観や研究授業等に参加するようにすること。
６　模擬授業を行う際には、授業者以外は生徒役を実践して授業案の作成・授業展開等について学ぶこと。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

特別支援教育の基礎的な知
識・技能の理解

授業づくりに対しての思考
・判断・表現

授業や模擬授業への取り組
み姿勢

知識・技能に関する基礎的
内容について高い関心をも
って理解し、さらに深めて
ようとすることができた。

知識・技能に関する基礎的
内容について、関心をもっ
て理解し、学修することが
できた。

知識・技能に関する基礎的
内容を学修することができ
た。

知識・技能に関する基礎的
内容について一定程度理解
することができた。

自ら授業づくりを構想し、
創意工夫を凝らした指導案
作成と模擬授業に積極的に
取り組んだ。

自ら授業づくりを構想し、
指導案作成と模擬授業に積
極的に取り組んだ。

自ら授業づくりを構想し、
指導案作成と模擬授業に取
り組んだ。

指導案作成と模擬授業に取
り組んだ。

指導案作成と模擬授業への
取り組みが十分にできなか
った。

非常に積極的に取り組むこ
とができた。

積極的に取り組むことがで
きた。

関心をもって取り組むこと
ができた。

関心をもって取り組もうと
した。

取組態度・姿勢が不十分だ
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　2020』 ２０２０

2

3

4

5

1 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援学校学習指導要領』 ２０１８

2 宮崎　猛　小泉博明 小学館 978-4-09-105015-1『教育実習完璧ガイド』 ２０１５

3

4

5

科目名称 特別支援教育実習（事

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）、
堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）

授業担当者（所
属・職名）

SNE123125（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、教育実習について事前指導す
る。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要になる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

184－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション／シラバスの説明等　 教育実習に臨む心構えを発表する準備をしてくるこ
と。　（９０分）

2 特別支援学校の教育実習の意義や目標 事前に意義や目標を調べておくこと。(９０分) 授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

前時に学んだことを振り返り、発表できるようにす
ること。 (９０分）3 教育実習の実際　（挨拶、服務規律、注意点） 授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０

分)

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

先輩等から聴取して、必要な準備やスケジュールを
調べておくこと。 (９０分)実習のスケジュールと心構え4

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

実習日誌について内容や書き方などを調べておくこ
と。　 (９０分)実習日誌の書き方、文章の書き方5

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

特別支援学校児童生徒や教育課程等を調べておくこ
と。 (９０分)特別支援学校教育の実際6

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

学習指導案について内容や必要な要素などを調べて
おくこと。 (９０分)学習指導案の作成Ⅰ （学習指導案の構成と要素）7

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

児童生徒の実態を踏まえた児童生徒の実態を踏まえ
た目標設定などを調べておくこと。(９０分)

学習指導案の作成Ⅱ （学習指導案の記入の方法
１）8

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

学習指導案の作成の方法などを調べておくこと。
(９０分)

学学習指導案の作成Ⅲ （学習指導案の記入の方法
２）9

10 学習指導案の作成Ⅳ （学習指導案の記入の実際
１）

対象児童生徒を想定して学習指導案について考えて
おくこと。(９０分)

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

授業内容の概要と課題等を整理すること。  (９０
分)

必要な教材の準備、具体的な指導方法等を考えてく
ること。(９０分)

学習指導案の作成Ⅴ （学習指導案の記入の実際
２）11

模擬授業の振り返りと課題等を整理すること
。(９０分)

対象児童生徒を想定して模擬授業の準備をしてくる
こと。(９０分)模擬授業の実際Ⅰ （各教科を合わせた指導）12

模擬授業の振り返りと課題等を整理すること
。(９０分)

対象児童生徒を想定して模擬授業の準備をしてくる
こと。(９０分)模擬授業の実際Ⅱ（各教科等を合わせた指導）13

模擬授業の振り返りと課題等を整理すること
。(９０分)

対象児童生徒を想定して模擬授業の準備をしてくる
こと。(９０分)模擬授業の実際Ⅲ（各教科等を合わせた指導）14

模擬授業の振り返りと課題等を整理すること
。(９０分)

模擬授業の反省点等を明確にして発表できるよう準
備してくること。(９０分)模擬授業のまとめと今後の課題15

解説内容を整理すること。(９０分)講義等の内容を整理しておくこと。(９０分)レポート（最終回において解説しフィードバックす
る。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

オリエンテーションの重要事項を整理すること。
(９０分)

科目名称 特別支援教育実習（事

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）、
堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）

授業担当者（所
属・職名）

SNE123125（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、教育実習について事前指導す
る。

基本情報

開講時期



教科書やDVDに基づいての
カウンセリング技法の理解
が乏しく、技法を部分的に
でも使えなかった。

185－ －

ルーブリック

評価項目

1 福原真知子 風間書房 978-4-7599-1637-9

概要

履修目標
Ｃ．ロジャースの提唱した来談者中心療法（カウンセリング）に関する基本的な学習をした後，福祉現場の実際の臨床に沿いながら，カウンセリングのあり方を学
ぶ。具体的には，（１）不登校，（２）被虐待，（３）身体障害，（４）軽度発達障害（ＬＤ・ＡＤＨＤ等）に焦点を当てて，個別・家族・集団カウンセリングに
ついて講義を受け、実践トレーニングで学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
カウンセリングによって人は成長し，発達する多面的な存在として，幅広い視点からカウンセリングを習得する。

授業全体の内容と概要
配付資料などを用い，これまでの研究によって蓄積されてきた知見を紹介する。それらを通し，人間にそなわっている基本的な心的機能全般についての知識を獲得
する。

授業の方法
教科書、プリント、 DVDでのカウンセリングの実際を視聴し、グループワークでカウンセリングの技法を学んでいく（ディスカッション、ロールプレイ含む）。毎
回、授業の最後に学んだことや質問をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出すること。提出によって出席とし、成績に反映する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

カウンセリングについての
理解

カウンセリングの視点に基
づく思考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法をスムーズに使えた
。

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法をおおむね使えた。

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法を一定程度使えた。

教科書やDVDに基づいての
カウンセリング技法を部分
的に使えた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
十分考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
おおむね考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
一定程度できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
考察することができなかっ
た。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
わかやすく説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
おおむね説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
一定程度説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マイクロカウンセリング技法』 2007

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（S）

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123074，CLP423088，CLP523099（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験、スクールカウンセラー経験等を活かしなが
ら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

186－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明。
カウンセリングの基本　Ｃ.ロジャースの来談者中
心療法や日本におけるカウンセリングのあり方につ

教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

2 欧米と日本の比較。 教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分） 授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）3 クライエントを理解する（カウンセラーの自己覚知
を含む）。

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

不登校の理解とカウンセリングやその他の心理療法
等による支援策について。不登校の理解・学校，各
種専門機関とスクールカウンセラーの役割につい

4

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）具体的支援のあり方。・紙上ロールプレイング法（

不登校編）による学習。5

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

被虐待児童へのカウンセリング　虐待問題に焦点を
当てた，カウンセリングやその他の心理療法等によ
る支援策について。

6

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）具体的支援のあり方　・紙上ロールプレイング法（

虐待編）による学習。7

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

身体障害者(児)へのカウンセリング　事故や疾病に
より身体障害を抱えることになった人々のカウンセ
リングやその他の心理療法等による支援策。

8

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

軽度発達障害児へのカウンセリング　軽度発達障害
（LD，ADHD，アスペルガー等）に焦点を当てた，カ
ウンセリングやその他の心理療法等による支援策に

9

10 具体的支援のあり方。・紙上ロールプレイング法（
軽度発達障害編）による学習。 教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分） 授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが

ら、周囲の人と接すること（９０分）

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

子どもの不登校やいじめ，発達障害に関して協力が
欠かせない親（保護者）へのカウンセリングやコン
サルテーション（助言指導）について。

11

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）集団での治療的効果等について。集団カウンセリン

グの効果。・具体的支援のあり方（事例学習）。12

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

カウンセリング・マインドを現場臨床に役立てるた
めにこれまでの学習を基本にしたロールプレイング
法による実習。

13

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）福祉現場等でカウンセリング・マインドをどのよう

に応用し実践できるかグループﾟ討議を行う。14

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）各福祉現場における実態を踏まえて，カウンセリン

グ等の実際的な応用について質疑応答を行う。15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

科目名称 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（S）

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123074，CLP423088，CLP523099（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験、スクールカウンセラー経験等を活かしなが
ら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期



９回以下しか授業に参加で
きなかった。

187－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
相談援助演習Ⅰ・Ⅱで学んだ内容や技術について，より広げ集団及び家族への援助並びに地域を基盤とした援助等のために考察力、プレゼンテーション力、要約力
を身に着け実践する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（３）と（５）」、「２（３）」に対応する。

到達目標
①自分自身で考え学習し、主体的に行動する態度や姿勢が涵養できる。
②利用者の人権の大切さ、地域生活における権利擁護、自立支援等を具体的事例を通してより深く理解できる。
③グループで命題に合わせた調査を行い、プレゼンテーションや考察、要約できる。

授業全体の内容と概要
①ソーシャルワークの実践力を高める。
②個人、家族、グループ、地域社会への支援の事例に基づき、アセスメントやプランニングの実際をより深く学ぶ。
③ディベートを通じて、考察力、プレゼンテーション力、要約力を身に着ける。

授業の方法
社会福祉の課題をリサーチして、命題を作り、それに合わせたディスカッション、ディベートなどを行います。板書や資料などを活用して、知識の整理を行います
。質問に関してはそのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
グループに分かれ演習を行う為、出欠、レポート等々の連絡報告を各担当教員へ行うこと。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、ディベート
のテーマについて調査する
ことができる。

ディベートを通じて適切に
プレゼンテーションを行い
、相手の主張を整理する力
がある。

社会福祉の課題を問題意識
をもって調べ、知識として
獲得し、グループワークで
発言できる。

１５回以上授業に参加し、
プレゼンテーションの資料
を適切な内容で作成できた
。

１４回授業に参加し、プレ
ゼンテーションの資料を適
切な内容で作成できた。

１３回授業に参加し、プレ
ゼンテーションの資料を適
切な内容で作成できた。

１２～１０回授業に参加し
、プレゼンテーションの資
料を適切な内容で作成でき
た。

２回以上ディベートに参加
し、プレゼンテーションを
行い、相手の主張に対して
適切な返答できた。

２回以上ディベートに参加
し、プレゼンテーションを
行い、相手の主張に対して
返答できた。

２回以上ディベートに参加
し、プレゼンテーションが
できた。

１回ディベートに参加でき
た。

ディベートに参加できなか
った。

文献、インターネットなど
から社会福祉の課題を調べ
、知識として獲得する。グ
ループワークで適切に発言
できた。

文献、インターネットなど
から社会福祉の課題を調べ
、知識として獲得する。グ
ループワークで発言できた
。

文献、インターネットなど
から社会福祉の課題を調べ
、知識として獲得できた。

文献、インターネットなど
から社会福祉の課題を調べ
ることができた。

調べることができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 相談援助演習Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS124030（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

SW、GW、CWとしての経験を有する教員が演習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２５％ ０％ ２５％ ５０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

188－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 ソーシャルワークの機能と役割を確認する。（４５
分）

2 近年の現代社会の課題と福祉分野にもとめられるも
の① 事前に福祉課題を調べる。（４５分） プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）

事前に福祉課題を調べる。（４５分）3 近年の現代社会の課題と福祉分野にもとめられるも
の② プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）近年の現代社会の課題と福祉分野にもとめられるも
の③4

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）ディベートの方法①5

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）ディベートの方法②6

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）ディベートの方法③7

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）ディベート１回目8

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）福祉課題に関するグループ学習
高齢者領域9

10 福祉課題に関するグループ学習
障害者領域 事前に福祉課題を調べる。（４５分） プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）福祉課題に関するグループ学習
児童領域11

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）福祉課題に関するグループ学習
低所得者領域12

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）事前に福祉課題を調べる。（４５分）福祉課題に関するグループ学習
その他の領域13

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）ディベート２回目14

プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）プレゼンテーションの資料を作成する。（４５分）ディベート３回目15

ディベートの振り返り（４５分）審判を受けた感想・反省をまとめる。（４５分）総評、ディベートの振り返り16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事前に福祉課題を調べる。（４５分）

科目名称 相談援助演習Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS124030（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

SW、GW、CWとしての経験を有する教員が演習を行う。

基本情報

開講時期



面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について、理解すること
ができなかった。

189－ －

ルーブリック

評価項目

1 使用しない（資料を
配付する）。

概要

履修目標
以下を理解し、ソーシャルワークの実践力を高める。
①各々の支援の事例に基づき、ロールプレイ等の学習を通して、面接や記録の技法、アセスメントやプランニングの実際について理解する。
②保育相談支援の意義と原則について理解する。
③保育相談支援の基本を理解する。
④保育相談支援の実際を学び，内容や方法を理解する。
⑤保育所等児童福祉施設における保護者支援の実際について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（３）と（４）と（７）、「２（２）」に対応する。

到達目標
①各々の支援の事例に基づき、ロールプレイ等の学習を通して、面接や記録の技法、アセスメントやプランニングの実際について理解することができる。
②保育相談支援の意義と原則について理解することができる。
③保育相談支援の基本について理解することができる。
④保育相談支援の実際を学び，内容や方法を理解することができる。
⑤保育所等児童福祉施設における保護者支援の実際について理解することができる。

授業全体の内容と概要
事例に基づくロールプレイ等の学習を通して、面接や記録の技法、アセスメントやプランニングの実際をより深く学ぶ。さらに保育相談支援に重点をおき、体系的
な学修を実践する。

授業の方法
授業は、演習テーマに基づき思考・考察・意見交換・討論・発表等の一連の活動を行う。小グループでの話し合い、事例分析・ロールプレイング等に基づく各自の
感想、意見、振り返りを毎回述べてもらう。グループ発表、個人発表等に対してコメントを述べフィードバックを行う。レポートについても解説によるフィードバ
ックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
演習テーマに基づき小グループでの話し合い、ロールプレイング等を行うので主体的に参加して欲しい。専門職としての自己を成長させるための時間として活用し
て欲しい。そのためにも「準備学習」については、示したテーマに係るこれまでの学びを踏まえて整理すること。「事後学習」については、その日取り組んだ演習
内容を記録し専門職を目指す者としての自己覚知を重視すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程科目，保育士養成課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について

保育相談支援の意義と原則
について

保育相談支援の基本につい
て

保育相談支援の内容や方法
について

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて

面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について、理解を深めた
。

面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について、ほぼ理解を深
めた。

面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について、やや理解を深
めた。

面接や記録の技法、アセス
メントやプランニングの実
際について、理解すること
ができた。

保育相談支援の意義と原則
について、理解を深めた。

保育相談支援の意義と原則
について、ほぼ理解を深め
た。

保育相談支援の意義と原則
について、やや理解を深め
た。

保育相談支援の意義と原則
について、理解することが
できた。

保育相談支援の意義と原則
について、理解することが
できなかった。

保育相談支援の基本につい
て、理解を深めた。

保育相談支援の基本につい
て、ほぼ理解を深めた。

保育相談支援の基本につい
て、やや理解を深めた。

保育相談支援の基本につい
て、理解することができた
。

保育相談支援の基本につい
て、理解することができな
かった。

保育相談支援の内容や方法
について、理解を深めた。

保育相談支援の内容や方法
について、ほぼ理解を深め
た。

保育相談支援の内容や方法
について、やや理解を深め
た。

保育相談支援の内容や方法
について、理解することが
できた。

保育相談支援の内容や方法
について、理解することが
できなかった。

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて、理解することができ
なかった。

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて、理解を深めた。

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて、ほぼ理解を深めた。

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて、やや理解を深めた。

保育所等児童福祉施設にお
ける保護者支援の実際につ
いて、理解することができ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 公益財団法人児童育成協会監修 中央法規出版 9784805857991

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・基本保育シリーズ⑲子育て支援』 ２０１９年

2

3

4

5

科目名称 相談援助演習Ⅲ(保

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS124030（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、児童養護施設等要
保護児童の家庭に対する支援ついての指導を行う。スーパーバイザーの経験を活かし、学生
一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ７０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

190－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認）、面接の技法
（１）（ＶＴＲ応用編） 電話相談の技術（９０分）　　　　　　　

2 面接の技法（２）（ＶＴＲ応用編） 訪問の留意点（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

面接の技術（９０分）3 面接の技法（３）（ＶＴＲ応用編） 演習の記録と自己覚知（９０分）

演習の記録と自己覚知（９０分）高齢者の留意点（９０分）高齢者の生活支援（事例とロールプレイ）4

演習の記録と自己覚知（９０分）障害者の留意点（９０分）障害者の生活支援（事例とロールプレイ）5

演習の記録と自己覚知（９０分）地域援助の留意点（９０分）地域援助の生活支援（事例とロールプレイ）6

演習の記録と自己覚知（９０分）保育所保育指針における保育相談支援（９０分）保育相談支援の意義、保育相談支援の基本7

演習の記録と自己覚知（９０分）保育相談支援の留意点（９０分）保育相談支援の実際（１）保育に関する保護者に対
する指導8

演習の記録と自己覚知（９０分）保育相談支援の技術（９０分）保育相談支援の実際（２）保護者支援の内容，方法
と技術9

10 保育相談支援の実際（３）計画、記録、評価、カン
ファレンス 支援のプロセスについて（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

演習の記録と自己覚知（９０分）保育所の特性とは（９０分）児童福祉施設における保育相談支援（１）保育所に
おける保育相談支援の実際11

レポート作成（９０分）家庭の変容について（９０分）児童福祉施設における保育相談支援（２）保育所に
おける特別な対応を要する家庭への支援12

演習の記録と自己覚知（９０分）他機関連携について（９０分）児童福祉施設における保育相談支援（３）児童養護
施設等要保護児童の家庭に対する支援13

演習の記録と自己覚知（９０分）ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） について
（９０分）

児童福祉施設における保育相談支援（４）母子生活
支援施設等における保育相談支援14

事例研究（９０分）相談支援の原則について（９０分）まとめ15

事例研究（９０分）事例研究（９０分）課題（レポート）対する解説を行いフィードバック
する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習の記録と自己覚知（９０分）

科目名称 相談援助演習Ⅲ(保

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS124030（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、児童養護施設等要
保護児童の家庭に対する支援ついての指導を行う。スーパーバイザーの経験を活かし、学生
一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期



学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等について、理解できなか
った。

191－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
　学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の心理、病理、認知特性や行動特性等の基礎的な知識を理解するとともに、その特性等に応じた教育内容、方法
等の対応に必要な基本的な知識、配慮事項等を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（５）」、「２（１）と（４）」に対応する。

到達目標
　学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の心理、病理、認知特性や行動特性等の基礎的な内容がわかり、指導上の基本的な配慮事項等がわかる。

授業全体の内容と概要
　学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等に関する定義、原因、医学的診断、状態の把握（アセスメント、心理検査）、認知特性、行動特性等について、
教育的な望ましい対応の視点から説明する。

授業の方法
・プレゼン資料等の提示による講義形式を主とする。
・内容により、グループワークやペアワークを実施する。
・前時の内容の振り返りと本時の内容確認の小テストを実施する。
・小テストや提出レポートに関して、その都度コメントや説明、解説によるフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
　授業内容に関するプレゼン資料の毎時間の配付や、レポート課題の出題、小テストを実施するので、欠席をしないようにすること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等の基本的な内容の理解

基本的内容及び指導上の基
礎的な配慮事項等を踏まえ
た教育的対応に関する思考
力、判断力、表現力の向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等について、十分に理解し
、学修した知識をさらに深
化させたり、発展的な学修
ができた。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等について、十分に理解で
きた。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等について、一定程度、理
解できた。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等について、部分的に理解
できた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて、的確かつ発展的に
整理し、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を十分に高め
ることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、部分的に思
考力、判断力、表現力を高
めることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができなかった。

授業には意欲的に参加し、
自ら発言するなど、常に積
極的に取り組むことができ
た。

授業には意欲的に参加し、
積極的に取り組むことがで
きた。

授業には意欲的に参加し、
部分的に積極的に取り組む
ことができた。

授業に参加し、ときどき積
極的に取り組むことができ
た。

授業に参加し、積極的に取
り組むことができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2 原　仁 合同出版 978-4-7726-1382-8『新盤発達障害事典』 2014

3

4

5

科目名称 発達障害等教育総論

専門科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122123（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ １０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

192－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明等） シラバスを読む(90分)

2 学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の
状態像 状態像を調べる（９０分） 重要事項を整理する（９０分）

定義と診断基準を調べる（９０分）3 学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の
定義と診断基準 重要事項を整理する（９０分）

重要事項を整理する（９０分）特徴と原因を調べる（９０分）学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の
特徴と原因4

重要事項を整理する（９０分）高機能自閉症等について調べる（９０分）高機能自閉症等の理解5

重要事項を整理する（９０分）学習障害について調べる（９０分）学習障害の理解6

重要事項を整理する（９０分）注意欠陥多動性障害について調べる（９０分）注意欠陥多動性障害の理解7

重要事項を整理する（９０分）知的発達の遅れについて調べる（９０分）知的発達に遅れがある子の理解１8

重要事項を整理する（９０分）知的発達の遅れについて調べる（９０分）知的発達に遅れがある子の理解２9

10 学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の
ある子の心理・生理 二次的な障害について調べる（９０分） 重要事項を整理する（９０分）

重要事項を整理する（９０分）望ましい対応ついて調べる（９０分）高機能自閉症等のある子への教育的な対応11

重要事項を整理する（９０分）望ましい対応ついて調べる（９０分）学習障害のある子への教育的な対応12

重要事項を整理する（９０分）望ましい対応ついて調べる（９０分）注意欠陥多動性障害のある子への教育的な対応13

重要事項を整理する（９０分）アセスメントについて調べる（９０分）アセスメントと実態把握14

重要事項を整理する（９０分）個別の教育支援計画を調べる（９０分）個別の教育支援計画と個別の指導計画15

全内容を振り返る（９０分）全内容を整理する（９０分）定期試験（60分間の筆記テスト、終了後20分間の解
説実施）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

内容を振り返る（９０分）

科目名称 発達障害等教育総論

専門科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122123（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期



実習前に、医療ソーシャル
ワークについての知識の習
得が大きくできなかった。

193－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
１．医療ソーシャルワーカーとして医療分野で働くための知識を身に付け、また医療機関での体験を通して、医療現場におけるソーシャルワークの重要性について
理解する。
２．３年次の相談援助実習で、各分野で学んだ知識・技能を、この科目では医療の分野でケース研究などにより体験,理解する。
３．ソーシャルワークの基礎知識や技術を獲得し、それらを関連づけ、体系的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．保健医療分野において必要不可欠および特有な知識を習得する。
２．保健医療分野特有のニーズ把握し当該分野において必要な専門的援助関係を樹立し、技術を習得する。
３．利用者とその関係者のエンパワメントを考慮し，社会環境の調整を図る技術を習得する。
４．機関の目的・機能・利用者システム全体を理解し，関係専門職その他との連携方法を習得する。
５．ソーシャルワーカーの専門性・役割を論理的に述べることが出来るようになる。

授業全体の内容と概要
１．３年次において，相談援助実習指導及び相談援助実習を修得し、更に将来、医療分野で就職を希望する学生に対して本実習を開講する。
２．最低12日（90時間）以上の実習を行うことになり,ジェネリック部分はすでに習得していることを前提に，スペシフィック・ソーシャルワーク実習と位置づけ授
業が行われます。

授業の方法
１．授業形態は講義・演習・実習形式です。　
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問を促し、対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．必要な資料等は適宜配布します。
２．時間割には組み込んでいませんが,別途事前及び事後指導の時間を設定します。
３．３年次に相談援助実習指導および相談援助実習を履修済みであること。
４．４年次に開講される精神保健福祉援助実習を履修しないこと。
５．将来医療分野でＭＳＷとして勤務することを強く願う，意欲のある学生に開講される。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識・技術】実習前に、
医療ソーシャルワークにつ
いての知識を習得できた。

【知識・技術】実習修了時
、医療ソーシャルワークに
ついての知識を習得できた
。

【知識・技術】実習修了後
、医療ソーシャルワークに
ついての技術を習得できた
。

実習前に、医療ソーシャル
ワークについての知識を非
常に習得できた。

実習前に、医療ソーシャル
ワークについておおむね知
識を習得できた。

実習前に、医療ソーシャル
ワークについての知識を習
得ができた。

実習前に、医療ソーシャル
ワークについての知識の習
得ができなかった。

実習修了時、医療ソーシャ
ルワークについての知識を
非常に習得できた。

実習修了時、医療ソーシャ
ルワークについての知識を
おおむね習得できた。　

実習修了時、医療ソーシャ
ルワークについての知識を
習得できた。

実習修了時、医療ソーシャ
ルワークについての知識を
習得できなかった。

実習修了時、医療ソーシャ
ルワークについての知識の
習得が大きくできなかった
。

実習修了後、医療ソーシャ
ルワークについての技術を
非常に習得できた。

実習修了後、医療ソーシャ
ルワークについての技術を
おおむね習得できた。　

実習修了後、医療ソーシャ
ルワークについての技術を
習得できた。　

実習修了後、医療ソーシャ
ルワークについての技術を
習得できなかった。

実習修了後、医療ソーシャ
ルワークについての技術を
大きくできなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介します。』

2

3

4

5

科目名称 相談援助実習Ⅱ

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS124036（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
実習12日間を実施すれば，単位取得は可能なことになっているが、別途、実習に行くにあたりスペシフィックな視点が必要なことから、事前・事後学習を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ８０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

194－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
実習12日間を実施すれば，単位取得は可能なことに
なっているが、別途、実習に行くにあたりスペシフ
ィックな視点が必要なことから、事前・事後学習

事前課題を別途指定します。

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ノ13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事後課題を別途指定します。

科目名称 相談援助実習Ⅱ

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS124036（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



１１回以下しか授業に参加
できなかった。

195－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978‐4－8058－5120
－3

概要

履修目標
精神保健福祉士として必要な知識・技術についての基礎を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（４）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉分野における現状や課題を認識する。精神保健福祉援助実習の目的が明確にできる。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉援助実習の事前指導を行う。

授業の方法
教科書を使い、板書で内容の整理を行います。実習に向けての事前学習を行い、実習の目的を深めてもらう。また、接遇などを身につけられるように実際の場面を
想定し、ロールプレイを行います。ロールプレイの内容に関しては細かく評価し、個別にフィードバックを行います。質問に関してはその場で対応します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、事前学習を
進めている。

実習目標、実習計画が明確
になり、実習計画書、自己
PRが作成できる。

実習として必要な接遇が行
え、適切な相談援助技術を
使用できる。

１５回以上授業に参加し、
事前学習の資料が整理され
積極的に学習ができた。

１４回授業に参加し、事前
学習の資料が整理され積極
的に学習ができた。

１３回授業に参加し、事前
学習の資料が整理され積極
的に学習ができた。

１２回授業に参加し、事前
学習の資料が整理され積極
的に学習ができた。

自己分析が行え、実習計画
、自己PRが整理され、記載
できた。

実習計画、自己PRが整理さ
れ、記載できた。

実習計画か自己PRが整理さ
れ、記載できた。

実習計画か自己PRが記載で
きた。

実習計画、自己PRを記載で
きなかった。

挨拶～アセスメントまで実
習で問題ないレベルできた
。

挨拶～アセスメントまでで
きた。

挨拶～インテークまででき
た。

挨拶までできた。 挨拶やソーシャルワークが
できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 ２０１２年０２

月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123052（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

196－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：精神保健福祉援助実習に向け
て、シラバスの説明 事前学習の資料作成（９０分）

2 精神保健福祉士として必要な知識について 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）

事前学習の資料作成（９０分）3 精神保健福祉士として必要な技術について 事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）

事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科病院の見学4

精神科デイケアなどの振り返り（９０分）精神科デイケアなどの学習（９０分）精神科デイケアなどの見学5

実習日誌の指摘事項の確認及び修正（９０分）実習日誌の作成（９０分）精神科病院・デイケア見学の振り返り6

事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターの業務理解7

事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行・継続支援事業所の業務理解8

エントリーシートの指導内容の確認及び修正（９０
分）エントリーシート作成（９０分）精神科医療機関の業務理解9

10 実習計画書作成の仕方 実習計画書の作成（９０分） 実習計画書の指導内容の確認及び修正（９０分）

実習計画書の指導内容の確認及び修正（９０分）実習計画書の作成（９０分）実習計画書作成11

実習計画書の指導内容の確認及び修正（９０分）実習計画書の作成（９０分）実習計画書発表12

実習計画書の指導内容の確認及び修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）実習日誌の書き方13

実習計画書の指導内容の確認及び修正（９０分）実習計画書の修正（９０分）事前訪問とマナー14

電話がけの練習（９０分）実習計画書の修正（９０分）実習に向けて15

プレゼンテーションの振り返り（９０分）プレゼンテーションの練習（９０分）実習に向けたプレゼンテーション。また、プレゼン
テーションの評価を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事前学習の指摘事項の確認、修正（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123052（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期



１１回以下しか授業に参加
できなかった。

197－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978‐4－8058－5120
－3

概要

履修目標
精神保健福祉士として必要な知識・技術についての基礎を培うことをする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（４）」に対応する。

到達目標
精神保健福祉分野における現状や課題を認識する。精神保健福祉援助実習の目的が明確にできる。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉援助実習の事前指導を行う。

授業の方法
事前学習を行い、実習の目的を深めてもらう。また、接遇などを身につけられるように練習してもらう。教科書、板書、グループワークや具体的な場面を想定した
ロールプレイを行う。質問に対してはその場で対応します。また、疑問点に関しては解説を行い、知識のフィードバックを行います。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、事前学習を
進めている。

実習目標、実習計画が明確
になり、実習計画書、自己
PRが作成できる。

実習として必要な接遇が行
え、適切な相談援助技術を
使用できる。

１５回以上授業に参加し、
事前学習の資料が整理され
積極的に学習ができた。

１４回以上授業に参加し、
事前学習の資料が整理され
積極的に学習ができた。

１３回以上授業に参加し、
事前学習の資料が整理され
積極的に学習ができた。

１２回以上授業に参加し、
事前学習の資料が整理され
積極的に学習ができた。

自己分析が行え、実習計画
、自己PRが整理され、記載
できた。

実習計画、自己PRが整理さ
れ、記載できた。

実習計画か自己PRが整理さ
れ、記載できた。

実習計画か自己PRが記載で
きた。

実習計画、自己PRを記載で
きなかった。

挨拶～アセスメントまで実
習で問題ないレベルまでで
きた。

挨拶～アセスメントまでで
きた。

挨拶～インテークまででき
た。

挨拶までできた。 挨拶やソーシャルワークが
できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123053（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

198－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：精神保健福祉援助実習に向け
て、シラバスの説明 事前学習の資料作成（９０分）

2 精神保健福祉士として必要な知識について 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の資料作成（９０分）

事前学習の資料作成（９０分）3 精神保健福祉士として必要な技術について 事前学習の資料作成（９０分）

精神科病院の見学の振り返す（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科病院の見学4

精神科デイケアなどの振り返り（９０分）精神科デイケアなどの学習（９０分）精神科デイケアなどの見学5

実習日誌の修正（９０分）実習日誌の作成（９０分）精神科病院・デイケア見学の振り返り6

事前学習の資料作成（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターの業務理解7

事前学習の資料作成（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行・継続支援事業所の業務理解8

エントリーシート作成（９０分）エントリーシート作成（９０分）精神科医療機関の業務理解9

10 実習計画書作成の仕方 実習計画書の作成（９０分） 実習計画書の作成（９０分）

実習計画書の作成（９０分）実習計画書の作成（９０分）実習計画書作成11

実習計画書の作成（９０分）実習計画書の作成（９０分）実習計画書発表12

実習計画書の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）実習日誌の書き方13

実習計画書の修正（９０分）実習計画書の修正（９０分）事前訪問とマナー14

電話がけの練習（９０分）実習計画書の修正（９０分）実習に向けて15

プレゼンテーションの振り返り（９０分）プレゼンテーションの練習（９０分）実習に向けたプレゼンテーション16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事前学習の資料作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123053（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期



実習期間の規定をクリアで
きなかった。

199－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978－４－8058‐512
0－3

概要

履修目標
地域の障害福祉サービス事業所等での実習で精神障がい者の生活のしづらさを理解し，精神保健福祉士の専門的技術を実践する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門的知識・技術・実践できる。
②記録や報告書等の作成能力を高め，実践現場で通用する社会性・主体性を身につけて実践できる。
③福祉実践者として自己覚知を深め，対象者理解と地域での生活支援について理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
②精神保健福祉援助実習を通して，精神障害者のおかれている現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する。
③精神保健福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する。
④総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。

授業の方法
実習を行い、実践場面でのソーシャルワークを学ぶ。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に参加し、積極的に取
り組んだ。

実習目標に合わせた実習が
行えた。

実習先で適切な態度やクラ
イエントと関わることがで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も積極的にで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も適切にでき
た。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も問題は無く
行うことができた。

実習期間の規定をクリアし
、実習態度も問題は無く行
うことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて解決できた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて学ぶことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて感じることができた
。

問題意識が実習を通じて気
づくことができた。

実習を通じて問題意識を持
つことができなかった。

適切な接遇が行え、積極的
にクライエントと関わり、
自己のコミュニケーション
を高めることができた。

接遇を意識し、積極的にク
ライエントと関わり、自己
のコミュニケーションを高
めることができた。

クライエントと関わり、自
己のコミュニケーションを
高めることができた。

自己のコミュニケーション
を高めることができた。

関わりを持つことができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123055（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
地域の障害福祉サービス事業所等での実習60時間以上を修了していること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

200－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。
シラバスの説明

実習内容の事前学習（９０分）

2 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習内容の事前学習（９０分）3 展開される援助過程を理解し，ソーシャルワークの
原則を理解する。 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）ケアプラン，ケアマネジメントの実際から援助関係
のあり方を学ぶ。4

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）地域の社会資源に関する情報収集や開発，活用につ
いて理解する。5

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）精神保健ボランティアや地域のサポートシステムに
ついて学ぶ。6

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）実践の記録化を通じて，事例研究の意義について理
解する。7

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）自己への気づきを深め，対人援助業務においてある
べき姿勢について理解する。8

実習の振り返り（９０分）実習日誌の作成（９０分）実習日誌の提出9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習日誌の作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS123055（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期



実習期間の規定をクリアで
きなかった。

201－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978－４－8058‐512
0－3

概要

履修目標
地域の障害福祉サービス事業所等での実習で精神障がい者の生活のしづらさを理解し，精神保健福祉士の専門的技術を身につけ実践する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門的知識・技術・実践できる。
②記録や報告書等の作成能力を高め，実践現場で通用する社会性・主体性を身につけ実践できる。
③福祉実践者として自己覚知を深め，対象者理解と地域での生活支援について理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
②精神保健福祉援助実習を通して，精神障害者のおかれている現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する。
③精神保健福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する。
④総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。

授業の方法
実習を行い、実践場面でのソーシャルワークを学ぶ。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に参加し、積極的に取
り組んだ。

実習目標に合わせた実習が
行えた。

実習先で適切な態度やクラ
イエントと関わることがで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も積極的にで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も適切にでき
た。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も問題は無く
できた。

実習期間の規定をクリアし
、実習態度も問題は無くで
きた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて解決できた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて学ぶことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて感じることができた
。

問題意識が実習を通じて気
づくことができた。

実習を通じて問題意識を持
つことができなかった。

適切な接遇が行え、積極的
にクライエントと関わり、
自己のコミュニケーション
を高めることができた。

接遇を意識し、積極的にク
ライエントと関わり、自己
のコミュニケーションを高
めることができた。

クライエントと関わり、自
己のコミュニケーションを
高めることができた。

自己のコミュニケーション
を高めることができた。

関わりを持つことができな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS124056（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 3 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習を通じた学びを整理し、アウトプッ
トできるように支援していきます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
精神科医療機関での実習90時間以上を修了していること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

202－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。
シラバスの説明

実習内容の事前学習（９０分）

2 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習内容の事前学習（９０分）3 展開される援助過程を理解し，ソーシャルワークの
原則を理解する。 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）ケアプラン，ケアマネジメントの実際から援助関係
のあり方を学ぶ。4

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）地域の社会資源に関する情報収集や開発，活用につ
いて理解する。5

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）精神保健ボランティアや地域のサポートシステムに
ついて学ぶ。6

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）実践の記録化を通じて，事例研究の意義について理
解する。7

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）自己への気づきを深め，対人援助業務においてある
べき姿勢について理解する。8

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）入院時または急性期の患者及びその家族への相談援
助9

10 退院または地域移行・地域支援に向けた，患者及び
その家族への相談援助 実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助11

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）治療中の患者及びその家族への相談援助12

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）日常生活や社会生活上の問題に関する，患者及びそ
の家族への相談援助13

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）医療機関での精神保健福祉士のスキルと役割14

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）まとめ15

報告書の作成（９０分）報告書の作成（９０分）実習の振り返りを行い、自己の課題を見つける16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習日誌の作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS124056（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 3 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習を通じた学びを整理し、アウトプッ
トできるように支援していきます。

基本情報

開講時期



参考書や授業の内容の理解
が乏しく、心理療法につい
ての説明ができなかった。

203－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
認知行動療法、家族療法など臨床の場で使われる様々な心理療法の理論と実際を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」対応する。

到達目標
心理療法の基本的な知識や技能を習得することができる。

授業全体の内容と概要
心理療法は個人を対象とするものもあるが、特定の疾患を抱えたグループへの集団療法や家族療法など集団を扱う療法もある。また、疾患によって用いる心理療法
や技法が変わってくることや複数の療法を組み合わせて用いることもある。本授業では、様々な療法を事例を交えながら学んでいく。

授業の方法
プリント、 DVDの視聴からでの様々な心理療法を学び、実際に体験する。心理療法のワークを多く体験する（ディスカッション含む）。毎回、授業の最後に学んだ
ことや質問をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出すること。提出によって出席とし、成績に反映する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

心理療法についての理解

心理療法の視点に基づく思
考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度（心理療法を踏まえて見
立て療法）

参考書や授業の内容に基づ
いて主要な心理療法につい
て説明できた。

参考書や授業の内容に基づ
いて３つ程度の心理療法に
ついて説明できた。

参考書や授業の内容に基づ
いて１つのの心理療法につ
いて説明できた。

参考書や授業の内容に基づ
いて１つのの心理療法につ
いて資料を見ながら説明で
きた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントを見立てて、
どの療法を使うかを十分考
察できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントを見立てて、
どの療法を使うかをおおむ
ね考察できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントを見立てて、
どの療法を使うかを一定程
度考察できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントを見立てて、
どの療法を使うかを考察で
きた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントを見立てて、
どの療法を使うかを考察す
ることができなかった。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントの見立てとど
の療法を用いるかをわかや
すく説明できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントの見立てとど
の療法を用いるかをおおむ
ね説明できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントの見立てとど
の療法を用いるかを一定程
度説明できた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントの見立てとど
の療法を用いるかを説明で
きた。

心理療法の基本を踏まえて
クライエントの見立てとど
の療法を用いるかを説明す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 心理療法特論

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123075（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある臨床心理士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

204－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。心理療法概論 シラバス及び参考文献を読んでおくこと（９０分）

2 行動療法（１）
レスポンデント条件付けに基づく技法行動療法(1)参考文献を読んでおくこと（９０分）

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）

参考文献を読んでおくこと（９０分）3 行動療法（２）
オペラント条件付けに基づく技法行動療法(2)

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）認知療法（１）

理論編4

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）認知療法（２）

実践編(抑うつ他)5

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）ストレス心理学:リラクセーション技法など6

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）社会的スキル訓練とその応用(統合失調症のリハビ

リなど)7

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）家族療法8

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）交流分析9

10 アサーショントレーニング 参考文献を読んでおくこと（９０分） 授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）メタ認知トレーニング11

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）フォーカシング12

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）ゲシュタルト療法13

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）自律訓練法14

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）参考文献を読んでおくこと（９０分）SST (Social Skills Training)15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をもとに、心理療法に関する本を読むこ
と（９０分）

科目名称 心理療法特論

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123075（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある臨床心理士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期



精神医学，精神医療の歴史
を説明できなかった。

205－ －

ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会
＝編集

中央法規出版 978-4-8058-5312-2

概要

履修目標
精神医学の歴史や現状を理解する。脳および神経の解剖と生理を理解する。さらに、代表的な精神疾患を理解し、精神を病む人間存在を支援するための福祉の理念
を論じる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．精神医学，精神医療の歴史を説明する。２．脳および神経の生理・解剖の基礎を説明する。３．代表的な精神障害について説明する。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉士の業務に必要な精神医学の知識の理解，とくに主要な精神疾患の症状，経過，治療等についての理解を深める。

授業の方法
講義形式で各授業を進行する。教科書の概説および毎回、関連する資料を配布し説明する。適宜グループワークやディスカッションを行い理解を深める。授業の冒
頭において，前回のまとめを行う。わからない部分については質問を受けつける。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
必ず予習をして、積極的に質問して，わからないことをその場できちんと理解してほしい。授業の冒頭で前回のまとめを行う。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

精神医学の歴史についての
理解が目標のレベルを達成
しているか。

脳や神経の解剖学と生理学
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

代表的な精神疾患について
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

精神医学、精神医療の歴史
を、批判的に考察して、支
援のあり方について説明で
きた。

精神医学、精神医療の歴史
から、支援のあり方を説明
できた。

精神医学、精神医療の歴史
の詳細を説明できた。

精神医学，精神医療の歴史
の概要を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神症状との関
連を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神疾患の病態
を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
ての基本的な知識について
説明できた。

脳の解剖学についての基礎
的な知識を説明できた。

脳の解剖学について説明で
きなかった。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療および福祉的支
援のあり方について説明で
きた。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療の詳細について
説明できた。

代表的な精神疾患の診断と
治療の概要について説明で
きた。

代表的な精神疾患の概要に
ついて説明できた。

代表的な精神疾患について
説明できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新精神保健福祉士養成講座　第１巻　精神疾患
とその治療　第2版』

２０１６年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神疾患とその治療Ⅰ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123037（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
筆記試験で規定の成績を得たもの。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

１００％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと
（９０分）

2 精神医学，精神医療の歴史 教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）3 脳および神経の生理・解剖 講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて

おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）精神医学の概念4

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）精神障害の成因と分類5

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法①　診断の手順と方法6

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法②　精神症状と状態像7

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法③　心理検査と身体的検査8

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害①　症状性を含む器質性精神障害
（老人性認知症を含む）9

10 代表的な精神障害②　精神作用物質使用による精神
および行動の障害

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害③　統合失調症，統合失調型障害
および妄想性障害11

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）代表的な精神障害④　気分（感情）障害12

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害⑤　神経症性障害，ストレス関連
障害および身体表現性障害13

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害⑥　生理的障害および身体的要因
に関連した行動症候群14

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

講義全体でわからないことがあれば質問をまとめて
おくこと（９０分）まとめ15

試験および解説を受けて講義全体をふりかえり理解
を深めること（９０分）

試験に備えて講義全体のふりかえりを行うこと
（９０分）

定期試験
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

科目名称 精神疾患とその治療Ⅰ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123037（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期



精神医学，精神医療の歴史
を説明できなかった。
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ルーブリック

評価項目

1 日本精神保健福祉士養成校協会
＝編集

中央法規出版 978-4-8058-5312-2

概要

履修目標
精神医学の歴史や現状を理解する。脳および神経の解剖と生理を理解する。さらに、代表的な精神疾患を理解し、精神を病む人間存在を支援するための福祉の理念
を論じる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．精神医学，精神医療の歴史を説明する。２．脳および神経の生理・解剖の基礎を説明する。3．代表的な精神障害について説明する。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉士の業務に必要な精神医学の知識の理解，とくに主要な精神疾患の症状，経過，治療等についての理解を深める。

授業の方法
講義形式で各授業を進行する。教科書の概説および毎回、関連する資料を配布し説明する。適宜グループワークやディスカッションを行い理解を深める。授業の冒
頭において，前回のまとめを行う。わからない部分については質問を受けつける。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
必ず予習をして、積極的に質問して，わからないことをその場できちんと理解してほしい。授業の冒頭で前回のまとめを行う。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

精神医学の歴史についての
理解が目標のレベルを達成
しているか。

脳や神経の解剖学と生理学
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

代表的な精神疾患について
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

精神医学、精神医療の歴史
を、批判的に考察して、支
援のあり方について説明で
きた。

精神医学、精神医療の歴史
から、支援のあり方を説明
できた。

精神医学、精神医療の歴史
の詳細を説明できた。

精神医学，精神医療の歴史
の概要を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神症状との関
連を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神疾患の病態
を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
ての基本的な知識について
説明できた。

脳の解剖学についての基礎
的な知識を説明できた。

脳の解剖学について説明で
きなかった。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療および福祉的支
援のあり方について説明で
きた。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療の詳細について
説明できた。

代表的な精神疾患の診断と
治療の概要について説明で
きた。

代表的な精神疾患の概要に
ついて説明できた。

代表的な精神疾患について
説明できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新精神保健福祉士養成講座　第１巻　精神疾患
とその治療　第2版』

2016年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 精神疾患とその治療Ⅱ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123038（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
筆記試験で規定の成績を得たもの。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

１００％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと
（９０分）

2 代表的な精神障害①　成人の人格および行動の障害 教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）3 代表的な精神障害②　精神遅滞 講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて

おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）代表的な精神障害③　心理的発達の障害4

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害④　小児期および青年期に通常発
症する行動および情緒の障害および特定不能の精神
障害

5

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害⑤　神経系の疾患（てんかんを含
む）6

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）治療法①　身体的療法　薬物療法とその副作用7

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）治療法②　身体的療法　電気ショック療法8

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）治療法③　精神療法9

10 治療法④　環境・社会療法 教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）治療法⑤　精神科リハビリテーション11

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

病院精神医療（身体合併症医療，インフォームドコ
ンセントを含む）12

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

精神科救急医療（インフォームドコンセントを含む
）13

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）地域精神医学14

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）まとめ15

試験および解説を受けて講義全体をふりかえり理解
を深めること（９０分）

試験に備えて講義全体のふりかえりを行うこと
（９０分）

定期試験
60分の試験終了後，残りの３０分で解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

科目名称 精神疾患とその治療Ⅱ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123038（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期



保育の専門的知識の活用に
ついて理解することができ
なかった。

209－ －

ルーブリック

評価項目

1 学内テキスト

概要

履修目標
この科目は、以下を授業の目的とする。
１．保育実習の意義と目的を理解し，保育について総合的に学ぶ。
２．実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ，保育実践力を培う。
３．保育の観察，記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実践や事例を通して学ぶ。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して，実習の総括と自己評価を行い，保育に対する課題や認識を明確にする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業倫理について理解と実践ができる。

授業全体の内容と概要
保育実習Ⅱ（保育所）の履修者に対して指導を行う。保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業倫理
について学修する。

授業の方法
保育実習先施設に出勤し、保育実習指導担当保育士の指示のもと、日々の目標にそって実習を行う。
実習期間中、担当教員による訪問指導を行い、課題の明確化や相談の時間を設定し、実習指導者との面談内容等のフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
保育実習手引きに記載している実習生心構えを基本として，保育実習に積極的に取り組むこと。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育の専門的知識・技能（
何を知っているか、何がで
きるか）

保育技術獲得に向けた思考
力・判断力・表現力等（知
っていること、できること
をどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

パフォーマンス（知識、ス
キルを使いこなす活用、応
用）

保育の専門的知識の活用に
ついて十分に理解した。

保育の専門的知識の活用に
ついておおむね理解した。

保育の専門的知識の活用に
ついて理解した。

保育の専門的知識の活用に
ついて多少は理解した。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について十分に
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開についておおむ
ね考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について考察で
きた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について多少は
考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
技術の展開について考察す
ることができなかった。

保育実習による総合的な学
びを、記録を通して積極的
に表すことができた。

保育実習による総合的な学
びを、記録を通しておおむ
ね表すことができた。

保育実習による総合的な学
びを、記録で表すことがで
きた。

保育実習による総合的な学
びを、記録を通して多少は
表すことができた。

保育実習による総合的な学
びを、記録を通して表すこ
とができなかった。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に積極的に取
り組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化におおむね取
り組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に多少は取り
組むことができた。

保育実習による自己評価と
課題の明確化に取り組むこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育実習の手引き』

2 石橋裕子・林幸範 同文書院 9784810314755『新訂知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育所
・児童福祉施設等実習ガイド』

2020

3

4

5

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

科目名称 保育実習Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS124109（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実習生受入経験を活かし、保育実習の総合的な学びに対する指導、助言を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０日間以上の実習を行うこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １０％ １０％ ０％ ８０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

210－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
保育所の保育内容の各領域とその全体を実践に照ら
して理解を深める。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

2 保育士倫理要綱に照らし合わせた実践を理解する。 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。3 実践における指導技術を身につける。 実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる

（45分）。

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

保育計画，年間・月間・週間及び１日の指導計画の
体系と立案の方法を実践に即し理解する。4

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

保育士の指導のもと乳幼児の保育を担当し，保育実
践を総合的に学ぶ。5

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

乳幼児の集団を全体的にとらえる視点と，個別の発
達の方向付けを具体的に学習する。6

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）。

子どもの発達の課題や保育所の生活に慣れにくい状
態などへの具体的な対応方法を学ぶ。7

日誌を全日程完成させ提出する（45分）。実習の総括と課題の明確化を行い、反省会の準備を
する（45分）。

家族とのコミュニケーションの方法，子育て支援の
実際を学ぶ。8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）。

科目名称 保育実習Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS124109（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実習生受入経験を活かし、保育実習の総合的な学びに対する指導、助言を
行う。

基本情報

開講時期



児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て理解できなかった。

211－ －

ルーブリック

評価項目

1 石橋裕子・林幸範 同文書院 9784810314755

概要

履修目標
既習の今日科目や保育実習の経験を踏まえ児童福祉施設における保育を実際に実践し，保育士としての必要な資質，能力，技術を習得し深めるとともに，家庭と地
域の生活実態にふれて，子ども家庭福祉ニーズに対する理解力，判断力を養うとともに，子育て支援するために必要な能力を養う。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育士としての職業倫理を理解し，児童福祉施設等において保育士に求められる資質，能力，技術に照らし合わせて，自己の課題を明確化する。

授業全体の内容と概要
児童福祉施設等において１０日間以上の実習を行う。保育全般に参加し，子どもの個人差について理解し，対応方法を習得する。特に発達の遅れや生活環境にとも
なう子どものニーズを理解し，その対応について学ぶ。指導計画を立案し，実際に実践し，家庭とのコミュニケーションの方法を具体的に習得する。学内において
，実習の事前・事後指導を行う。

授業の方法
「各授業回数における学習内容」に記載の「準備学習」「事後学習」を参照する事。「保育実習Ⅱ」か「保育実習Ⅲ」のいずれかを必ず選択すること。正当な理由
なき遅刻，欠席は実習をとりやめとする。保育者の資質に欠ける者は，実習をとりやめとする。実習終了後の書類提出の期日を守らない場合は評価（単位認定）し
ない。保育実習実施後，発表の場を設け原稿用紙（４００字）約３枚程度のレポート提出を１回課す。発表会終了後，実習全体のまとめとしての原稿用紙（４００
字）約４枚程度のレポート提出を１回課す。なお，詳細（レポート課題・提出方法等）は授業時間に指示する。実習期間中は訪問指導を行い、質問等には随時対応
する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポート，課題，その他（実習先の評価，実習日誌，事前・事後学習における態度，書類の提出状況，実習報告書等）を上記の基準で評価する。「保育実習Ⅲ」は
保育士資格を取得するための必修科目である。「保育実習Ⅱ」か「保育実習Ⅲ」のいずれかを必ず選択すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(何を知ってい
るか，何ができるか)

思考力・判断力・表現力等
(知っていること，できる
ことをどう使うか)

主体的に取り組む態度(ど
のように関わるか)

パフォーマンス(知識，ス
キルを使いこなす活用，応
用)

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て十分に理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て概ねに理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て多少は理解できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について十分
に考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について概ね
考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について考察
できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について多少
は考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について考察
できなかった。

施設実習による総合的な学
びを，記録で十分に表すこ
とができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で概ね表すこと
ができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で多少表すこと
ができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きなかった。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に積極的
に取り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に概ね取
り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化取り組む
ことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に多少は
取り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に積極的
に取り組むことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育
所・児童福祉施設等実習ガイド　第二版』

2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実習の手引き』

2 『学内テキスト』

3

4

5

科目名称 保育実習Ⅲ

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS124110（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
レポート，課題，その他（実習先の評価，実習日誌，事前・事後学習における態度，書類の提出状況，実習報告書等）を下記の基準で評価する。実習は１０日以上
とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５％ ５％ ０％ １０％ ８０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

212－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び児童福祉施設等における援助プ
ログラムを理解する

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

2 児童福祉施設等における援助プログラムの立案をす
る

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）3 児童福祉施設等における援助プログラムにもとづく

援助実践を行う
実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

児童福祉施設等における保育士の職務と技術を習得
する4

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

児童福祉施設等における保育士と他職種との連携を
理解する5

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

児童福祉施設等における利用児・者の権利擁護をす
すめる取り組みについて，具体的な対応方法を学ぶ6

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

児童福祉施設等における種別ごとの特徴と種別を越
えて共通する課題が存在することを実践を通して学
習する

7

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

児童福祉施設等における権利擁護と守秘義務を理解
する8

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の計画と記録(1)実習における計画9

10 実習の計画と記録(2)実習における実践 座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の計画と記録(3)実習における観察11

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の計画と記録(4)実習における記録12

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の計画と記録(5)実習における評価13

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の総括と自己評価14

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

座学で学んだ知識をブラッシュアップし実習に備え
る（45分）実習の総括と課題の明確化15

日誌を全日程完成させ提出する（45分）実習の総括とふりかえりを行い、反省会の準備をす
る（45分）実習の総括とふりかえり16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習を終えてから振り返り１日の日誌を完成させる
（45分）

科目名称 保育実習Ⅲ

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS124110（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



保育実習の総合的な学びの
意義について理解すること
ができなかった。

213－ －

ルーブリック

評価項目

1 学内テキスト

概要

履修目標
この科目は、以下の５つを授業の目的とする。
１．保育実習の意義と目的を理解し，保育について総合的に学ぶ。
２．実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ，保育実践力を培う。
３．保育の観察，記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実践や事例を通して学ぶ。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して，実習の総括と自己評価を行い，保育に対する課題や認識を明確にする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業倫理について理解し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
保育実習Ⅱ（保育所実習）の履修者に対して指導を行う。保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業
倫理について学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
また、模擬保育を取り入れ、お互いを評価しあう時間を設定する。
提出されたレポートにはコメントをつけてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

○ 模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
正当な理由なき遅刻，欠席は実習をとりやめにする。保育者の資質に欠ける者は，実習をとりやめとする。実習終了後の書類提出の期日を守らない場合は評価（単
位認定）しない。その他実習全体のまとめと今後の課題を明確にするためレポート提出を１回課す。なお，詳細（レポート課題・提出方法等）は授業時間に指示す
る。保育実習Ⅱを選択した場合は、必ず保育実習指導Ⅱを選択すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に関する知識・技能（
何を知っているか、何がで
きるか）

保育実習に向けた思考力・
判断力・表現力等（知って
いること、できることをど
う使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

パフォーマンス（知識、ス
キルを使いこなす活用、応
用）

保育実習の総合的な学びの
意義について深く理解でき
た。

保育実習の総合的な学びの
意義についておおむね理解
できた。

保育実習の総合的な学びの
意義について理解できた。

保育実習の総合的な学びの
意義について多少理解でき
た。

保育実習の総合的な学びと
実践力について十分に考察
できた。

保育実習の総合的な学びと
実践力についておおむね考
察できた。

保育実習の総合的な学びと
実践力について考察できた
。

保育実習の総合的な学びと
実践力について多少考察で
きた。

保育実習の総合的な学びと
実践力について考察するこ
とができなかった。

保育実習の意義や実践力を
身につけることの重要性を
わかりやすく説明できた。

保育実習の意義や実践力を
身につけることの重要性を
おおむね説明できた。

保育実習の意義や実践力を
身につけることの重要性を
説明できた。

保育実習の意義や実践力を
身につけることの重要性を
多少説明できた。

保育実習の意義や実践力を
身につけることの重要性を
説明することができなかっ
た。

自己を向上させるために学
修した内容をまとめ、プレ
ゼンテーションによって具
体的に報告できた。

自己を向上させるために学
修した内容をまとめ、プレ
ゼンテーションによってお
おむね報告できた。

自己を向上させるために学
修した内容をまとめ、プレ
ゼンテーションによって報
告できた。

自己を向上させるために学
修した内容をまとめ、プレ
ゼンテーションによって多
少報告できた。

自己を向上させるために学
修した内容をまとめ、プレ
ゼンテーション報告するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実習の手引き』

2 石橋裕子・林幸範 同文書院 9784810314755『新訂しりたいときにすぐわかる幼稚園・保育所
・児童福祉施設等実習ガイド』

2020

3

4

5

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

科目名称 保育実習指導Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123106（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 1号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実習指導の経験を活かし、実習の事前事後指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ２０％ ０％ ６０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
オリエンテーション 指定した教科書を事前に読むこと（45分）。

2 事前指導①　保育実習Ⅰのふりかえり 保育実習Ⅰの記録を読み返しておく（45分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（45分）。

実習の手引きについて事前学習しておく（45分）。3 事前指導②　保育実習Ⅱの目的・内容・方法 ３回目の授業で理解した点を整理する（45分）。

授業終了時に示す課題を作成する（45分）。保育実習Ⅰの課題を省察する（4５分）。事前指導③　実習課題の設定4

５回目の授業で理解した点を整理する（45分）。２年次履修「保育課程論」を読み返しておく（45分
）。事前指導④　指導計画の立案について5

６回目の授業で理解した点を整理する（45分）。教科書の「実習の準備」を事前学習しておく（45分
）。

保育実習による総合的な学び（１）子どもの最善の
利益を考慮した保育の具体的理解6

７回目の授業で理解した点を整理する（45分）。教科書の「保育実技」を事前学習しておく（45分）
。

保育実習による総合的な学び（２）子どもの保育と
保護者支援7

８回目の授業で理解した点を整理する（45分）。教科書の「保育実技」を事前学習しておく（45分）
。

保育実践力の育成（１）子どもの状態に応じた適切
なかかわり8

９回目の授業で理解した点を整理する（45分）。教科書の「保育実技」を事前学習する（45分）。保育実践力の育成（２）保育の表現技術を生かした
保育実践9

10 保育実践力の育成（３）未満児・以上児における指
導案の作成と事前準備

乳児及び未満児対応について事前学習する（45分）
。 １０回目の授業で理解した点を整理する（45分）。

１１回目の授業で理解した点を整理する（45分）。教科書の「記録」を事前学習しておく（45分）。計画と観察，記録，自己評価（１）保育の全体計画
に基づく具体的な計画と実践11

１２回目の授業で理解した点を整理する（45分）。実習記録用紙書式をよく確認しておく（45分）。計画と観察，記録，自己評価（２）保育の観察，記
録，自己評価に基づく保育の改善12

１３回目の授業で理解した点を整理する（45分）。実習のまとめ・報告準備を進める（45分）。事後指導①　保育園における保育士の職務13

報告会の自己評価をする（45分）。報告会の準備、練習をしておく（45分）。事後指導②　実習報告会の実施14

授業の目的の達成度を自己評価する（45分）。実習で学んだ事、課題を整理しておく（45分）。事後指導③　実習の総括と今後への課題15

課題の解説に基づき復習し整理する(45分)。実習内容を振り返り課題抽出(45分)。提出レポート、課題の解説とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（45分）。

科目名称 保育実習指導Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123106（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 1号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実習指導の経験を活かし、実習の事前事後指導を行う。

基本情報

開講時期



児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て理解できなかった。

215－ －

ルーブリック

評価項目

1 石橋裕子・林幸範 同文書院 9784810314755

概要

履修目標
１．保育実習の意義と目的を理解し，保育について総合的に学ぶ。
２．実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ，保育実践力を培う。
３．保育の観察，記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について実践や事例を通して学ぶ。
４．保育士の専門性と職業倫理について理解する。
５．実習の事後指導を通して，実習の総括と自己評価を行い，保育に対する課題や認識を明確にする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「1（２）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業倫理について理解する。

授業全体の内容と概要
保育実習Ⅲ（施設実習）の履修者に対して指導を行う。保育実習による総合的な学び，保育実践力の育成，計画と観察，記録，自己評価，保育士の専門性と職業倫
理について学修する。

授業の方法
授業はパワーポイントや視聴覚教材(DVD・ブルーレイ)も取り入れながら演習形式で行う。実習の事前指導及び事後指導も含まれるので必要に応じでグループワーク
やグループ学習も実施し、その都度発生した疑問・質問などにはフィードバックとして解説を行い，実習終了後は報告会を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「各授業回数における学習内容」に記載の「準備学習」「事後学習」を参照する事。１０回以上の出席がなければ，成績評価の対象としない。正当な理由なき遅刻
，欠席は実習をとりやめにする。保育者の資質に欠ける者は，実習をとりやめとする。実習終了後の書類提出の期日を守らない場合は評価（単位認定）しない。保
育実習実施後，原稿用紙（４００字）約３枚程度のレポート提出を１回課す。その他実習全体のまとめと今後の課題を明確にするため原稿用紙（４００字）約４枚
程度のレポート提出を１回課す。なお，詳細（レポート課題・提出方法等）は授業時間に指示する。「保育実習指導Ⅲ」は，保育士資格を取得するための必修科目
である。「保育実習指導Ⅱ」か「保育実習指導Ⅲ」のいずれかを必ず選択すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(何を知ってい
るか，何ができるか)

思考力・判断力・表現力等
(知っていること，できる
ことをどう使うか)

主体的に取り組む態度(ど
のように関わるか)

パフォーマンス(知識，ス
キルを使いこなす活用，応
用)

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て十分に理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て概ねに理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て理解できた。

児童福祉施設等における保
育の専門知識の活用につい
て多少は理解できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について十分
に考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について概ね
考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について考察
できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について多少
は考察できた。

児童福祉施設等における保
育技術の展開について考察
できなかった。

施設実習による総合的な学
びを，記録で十分に表すこ
とができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で概ね表すこと
ができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で多少表すこと
ができた。

施設実習による総合的な学
びを，記録で表すことがで
きなかった。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に積極的
に取り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に概ね取
り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化取り組む
ことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に多少は
取り組むことができた。

施設実習ににおいて自己評
価と課題の明確化に積極的
に取り組むことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新訂　知りたいときにすぐわかる幼稚園・保育
所・児童福祉施設等実習ガイド　第二版』

2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『実習の手引き』

2 『学内テキスト』

3

4

5

科目名称 保育実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS123107（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業回数の３分の２（１１回）以上の出席がなければ，成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ １０％ ０％ １０％ ６０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

216－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びシラバスの説明 「保育実習Ⅰ」の報告書や日誌などを再読する(45
分)

2 事前指導①　保育実習Ⅰのふりかえり　 前回の授業で出された課題について予習する(45分)課題についての復習を含め授業ノートを作成しまとめる(45分)

前回の授業で出された課題について予習する(45分)3 事前指導②　保育実習Ⅲの目的・内容・方法 課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)事前指導③　実習課題の設定4

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)事前指導④　援助計画の立案について　5

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)保育実習による総合的な学び(1)子どもの最善の利

益を考慮した保育の具体的理解　　6

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)保育実習による総合的な学び(2)子どもの保育と保

護者支援7

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)保育実践力の育成(1)子どもの状態に応じた適切な

かかわり8

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)保育実践力の育成(2)保育の表現技術を生かした保

育実践9

10 計画と観察，記録，自己評価(1)保育の全体計画に
基づく具体的な計画と実践 前回の授業で出された課題について予習する(45分)課題についての復習を含め授業ノートを作成しまとめる(45分)

課題についての復習を含め授業ノートを作成しまと
める(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)計画と観察，記録，自己評価(2)保育の観察，記録

，自己評価に基づく保育の改善11

課題についての復習を含め報告会の資料を作成する
(45分)前回の授業で出された課題について予習する(45分)事後指導①　児童福祉施設等における保育士の職務12

報告会について考察する
(45分)報告会のシミュレーションをしておく(45分)事後指導②　実習報告会の実施13

実習評価と自己評価について考察する(45分)自己評価表を作成する
(45分)事後指導③　実習評価と自己覚知14

「保育実習Ⅲ」について考察する(45分)「保育実習Ⅲ」のまとめを行う(45分)事後指導④　実習の総括15

「保育実習Ⅰ・Ⅲ」についてふりかえりをする(45
分)「保育実習Ⅰ・Ⅲ」をまとめる(45分)保育実習のまとめとふりかえり16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの確認をする。「保育実習Ⅰ」での課題を
明確にする(45分)

科目名称 保育実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS123107（科目ナンバリング： ）

通年

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



レジメの意義を理解できな
かった。

217－ －

ルーブリック

評価項目

1 岩田　靖夫 岩波書店

概要

履修目標
速読法の取得する。テーマと論点を明記するレジメの作成能力の構築する。社会思想が生まれてきた背景を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ 「１（２）と（３）」、「２（１）と（４）」に対応する。

到達目標
各時代における社会の成り立ち、その中で思想が育まれていったことを理解できる。

授業全体の内容と概要
社会思想はそれぞれの政治システム、文化などを背景にして生まれてきたものだが、一部の思想は時代精神となり、全世界に波及にいたる思想的な潮流となる。キ
リスト教、イスラム教の伝播から、西洋の合理主義精神と近代主義が世界に広がっていった歴史的な経緯を考える。

授業の方法
講義の前半の６０分弱を通常の講義にあて、残りの３０分は各学生が講義内容について何が理解でき、何がわからなかったかを論述してもらいます。３週ないし４
週に一度、書き出したメモ書きの提出を求めます。毎回出席して、メモ書きさえ出せば、単位習得可能の講義とします。わからなかったことについて黒板に書き出
すことを求めます。それを前提として、事象について議論します。学生の数人に対して、次週の章について、テーマ、論点を整理したレジメの作成を求めることも
します。質問は随時受け付け、フィードバックします。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視します。１２回以上出席すれば、最低限の成績ではありますが、単位は取得可能と考えてください。（最低出席数は１０回とします。）講義の過程で、
自主的なレポートをする機会を設けます。その発表ひとつひとつが加点の機会だと考えてください。７回以上欠席した場合、特段の事由がない限り、不可とします
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

速読法の理解

論点の把握

知識の習得

自主性

各章のレジメ作成を２時間
以内にできた。

各章のレジメ作成を３時間
以内にできた。

レジメの作成の仕方が理解
できた。

レジメの意義を理解できた
。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマの把握、論点の整理
が一応できた。

テーマと論点がわかった。 テーマと論点が理解できな
かった。

適切な知識を身に着けた。 適切な知識を身に着けた。 最重要課題についての知識
を身に着けた。

必要最低限の知識はあった
。

必要最低限の知識の習得が
できなかった。

発表回数多数回以上を達成
した学生。

発表回数３回以上を達成し
た学生。

発表回数２回以上を達成し
た学生。

発表回数１回以上を達成し
た学生。

発表できなかった学生。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ヨーロッパ思想入門』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会思想史（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

SOC122132，SOC422058（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。授業開始後20分以降の出席は受講回数から除外する（公共交通機関などの遅延の場合は例外とする）。テキスト
を購入しない学生は、無条件で不可とします。（ただし、各講義にその時間のコピーなどを持参したの学生は例外とします。）

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

218－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 ホメロスの描くギリシヤの英雄たち テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）3 ギリシヤ三大悲劇とアテナイの民主制 復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ソクラテス4

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ペリクレスとプラトン5

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）アリストテレスとアレキサンダー大王6

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）旧約聖書の世界7

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）キリスト教とローマ帝国8

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ゲルマン諸国家9

10 ルネッサンス テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）宗教改革11

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）市民革命12

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ルソーの社社会契約説13

復習（90 分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）アダム・スミスと資本主義の芽生え14

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ヘーゲル15

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）まとめ　(レポートの解説、フィードバック)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レジメの作り方の確認（９０分）

科目名称 社会思想史（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

SOC122132，SOC422058（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



古典の時代、作者などの基
本知識を持つことができな
かった。

219－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
ますますグローバル化が進む中で、諸地域の文化を学ぶことはより重要になっている。本授業では日本文化の一端である古典を読みながら、その基本知識を学んで
日本文化の歴史を振り返るとともに、その特徴について考察できるようにする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．それぞれの古典の歴史的背景を理解する。
２．それぞれの古典の内容を理解する。
３．それぞれの古典について、適切に説明、紹介できる。

授業全体の内容と概要
１．古典についてそれぞれテキスト読解を行う。
２．古典についての歴史的背景や評価の歴史的変遷をたどる。
３．現代における古典の理解について考察する。

授業の方法
毎回、テキストとそれに伴う資料等をあらかじめ配布する。それに基づきテキスト読解を行う。受講者はそれぞれテキスト読解を担当し、発表を行う。提出された
レポートにはコメントするなどのフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回、テキスト読解を担当してもらい、それについて質疑応答を行う。また小文提出をもって出席に代える。私語厳禁。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

古典についての知識

テキスト読解

テキストについての考察

古典についてのその関係性
を含めた多様な知識を持つ
とともに、その評価の歴史
的変遷についての知識を持
つことができた。

古典の基本知識や歴史的背
景の知識を持ち、複数の古
典について、その関係性を
指摘できた。

古典の時代、作者などの基
本知識に加え、その歴史的
背景の知識を持つことがで
きた。

古典の時代、作者などの基
本知識を持つことができた
。

授業内において、テキスト
読解において、適切に現代
語訳でき、そのテキストに
ついて説明し、それに対す
る評価を行うことができた
。

授業内において、テキスト
読解において、適切に現代
語訳でき、かつそのテキス
トについての説明ができた
。

授業内において、テキスト
読解において、現代語訳し
、適切に表現できた。

授業内において、テキスト
読解において、現代語訳（
逐語訳）することができた
。

授業内において、テキスト
読解が行うことができなか
った。

レポートにおいて、取り上
げた3つ以上のテキストに
ついて、現代語訳を行い、
その意味について考察がな
されているとともに、その
関係性を分析できていた。

レポートにおいて、取り上
げた複数のテキストについ
て、現代語訳を行い、その
意味について考察がなされ
ているとともに、その関係
性を分析できていた。

レポートにおいて、取り上
げた複数のテキストについ
て、現代語訳を行い、その
意味について考察がなされ
ていなかった。

レポートにおいて、取り上
げたテキストの現代語訳を
行い、その意味について考
察がなされていなかった。

レポートにおいて、取り上
げたテキストの現代語訳を
行えず、その意味について
の考察がなされていなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 日本文化史（S）

専門科目科目分類区分

牧之内　友（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122133，HIS422057（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）牧之内　友 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

220－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
オリエンテーション

シラバスを熟読し、本講義について理解する（９０
分）

2 日本文化史概観　特に文化観について 学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）資料およびノートをまとめる（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）3 古典を読む１　『古事記』『日本書紀』 資料およびノートをまとめる（９０分）

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む２　『風土記』4

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む３　『竹取物語』5

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む４　『日本霊異記』6

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む５　『今昔物語』7

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む６　『古今著聞集』8

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む７　『方丈記』9

10 古典を読む８　『徒然草』 学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）資料およびノートをまとめる（９０分）

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む９　御伽草子　その１11

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む１０　御伽草子　その２12

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む１１　『愚管抄』13

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む１２　『神皇正統記』14

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）古典を読む１３　『読史余論』15

資料およびノートをまとめる（９０分）学習内容に関連する事柄について調べる（９０分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

説明内容を確認しまと
める（９０分）

科目名称 日本文化史（S）

専門科目科目分類区分

牧之内　友（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122133，HIS422057（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）牧之内　友 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



レジメの意義を理解できな
かった。

221－ －

ルーブリック

評価項目

1 北岡　伸一 有斐閣

概要

履修目標
速読法の取得する。テーマと論点を明記するレジメの作成能力の構築する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ　　「１（２）」、　「２（１）」　に対応する。

到達目標
明治以降の近代日本の政治制度の特色を理解し、戦後の政治体制との類似性と相違性を理解できる。

授業全体の内容と概要
北岡伸一著『日本政治史』を読むことで、明治維新から第二次世界大戦直前までの日本政治の特色と問題点の解明を目指します。各時代の政治的な課題を的確に把
握し、漠然とした歴史像ではなく、象徴的な問題点と関連させて歴史を見る目を養ってもらいたい。

授業の方法
講義の前半の６０分弱を通常の講義にあて、残りの３０分は各学生が講義内容について何が理解でき、何がわからなかったかを論述してもらいます。３週ないし４
週に一度、書き出したメモ書きの提出を求めます。毎回出席して、メモ書きさえ出せば、単位習得可能の講義とします。わからなかったことについて黒板に書き出
すことを求めます。それを前提として、事象について議論します。学生の数人に対して、次週の章について、テーマ、論点を整理したレジメの作成を求めることも
します。わからなかったことについての積極的な調査と発表を歓迎します。学生の数人に対して、次週の章について、テーマ、論点を整理したレジメの作成を求め
ることもします。質問は随時受け付け、フィードバックします。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視します。１２回以上出席すれば、最低限の成績ではありますが、単位は取得可能と考えてください。（最低出席数は１０回とします。）講義の過程で、
自主的なレポートをする機会を設けます。その発表ひとつひとつが加点の機会だと考えてください。７回以上欠席した場合、特段の事由がない限り、不可とします
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

速読法の理解

論点の把握

知識の習得

自主性

各章のレジメ作成を２時間
以内にできた。

各章のレジメ作成３時間以
内にできた。

レジメの作成の仕方が理解
できた。

レジメの意義を理解できた
。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマの把握、論点の整理
が一応できた。

テーマと論点がわかった。 テーマと論点の理解が得ら
れなかった。

適切な知識を身に着けた。 適切な知識を身に着けた。 最重要課題についての知識
を身に着けた。

必要最低限の知識はあった
。

必要最低限の知識の習得が
できなかった。

発表回数多数回以上を達成
した学生。

発表回数３回以上を達成し
た学生。

発表回数２回以上を達成し
た学生。

発表回数１回以上を達成し
た学生。

発表できなかった学生。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本政治史』 2011年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 日本政治史（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

POL122131，POL422059（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。授業開始後２０分以降の出席は受講回数から除外する（公共交通機関などの遅延の場合は例外とする）。テキス
トを購入しない学生は、無条件で不可とします。（ただし、各講義にその時間のコピーなどを持参したの学生は例外とします。）

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

222－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 幕藩体制の政治的特質 テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）3 西洋の衝撃への対応 復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）明治国家の建設4

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）政治批判の噴出5

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）明治憲法体制の成立6

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）議会政治の定着7

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）日清・日露戦争8

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）帝国の膨張9

10 政党政治の発展 テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）国際協調と政党内閣11

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）軍部の台頭12

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）最帝国の崩壊13

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）敗戦・占領・講和14

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）植民地とその後15

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）まとめ　(レポートの解説、フィードバック)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レジメの作り方の確認（９０分）

科目名称 日本政治史（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

POL122131，POL422059（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



全く意欲･関心･興味が感じ
られなかった。遅刻・欠席
が目立った。積極性に欠け
ていた。

223－ －

ルーブリック

評価項目

1 尾崎　哲夫 自由国民社 ９７８－４－４２６
－

概要

履修目標
国際社会のルールが国際法である。国際法は国際社会を構成する各々国家が遵守すべき法である。国際社会の秩序維持に欠かすことのできない国際法についての関
心を深め，国際社会のルールについて学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
「国際社会の平和と安全」を維持するための国際法について理解を深め，更に高度な知識を得るための基礎をつくる。

授業全体の内容と概要
国際法の存在意義について考え，国際法に関する基礎知識の習得を目指す。

授業の方法
板書、パワーポイントを用い講義形式・学生参加型授業を行う。　中間テスト、定期試験の解説等のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視，テキスト持参

資格指定科目
教職課程（社会）選択科目、教職課程（公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

参加型授業への取り組み姿
勢

知識

思考力・表現力

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加していた
。クラスでの発表も多く積
極的だった。

意欲･関心・興味を持って
授業に参加していた。クラ
スでの発表に努め積極的だ
った。

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
た。やや積極的だった。

あまり意欲･関心・興味が
感じられなかった。無難に
授業を消化していた。やや
積極性に欠けていた。

試験の成績９割以上。用語
･理論共によく理解してい
た。

試験の成績８割以上。用語
・理論を理解していた。

試験の成績７割以上。用語
･理論をある程度理解して
いた。

験の成績６割以上。用語・
理論の理解が浅かった。

試験の成績６割以下。用語
・理論の理解ができていな
かった。

思考力に長けている。表現
方法も豊かで自分の考えを
正確に伝えることができて
いた。

思考力･表現能力共に良。
自分の考えを適切に伝える
ことができていた。

思考力・表現力共に普通。
自分の考えを伝えることが
できていた。

思考力･表現力共に若干弱
かった。自分の考えを伝え
ることに苦労していた。

思考力･表現力共に弱かっ
た。自分の考えを正確に伝
えることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「はじめての国際法　第２版」』 ２０１６

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 国際法（S）

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW122144，LAW423055（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

224－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業の進め方，採点に関すること，その他授業に関
するガイダンス。（シラバスの説明）
国際法とは何か

シラバスを読むこと。(９０分

2 国際私法と国際公法について 指定されたページを読み予習する。(９０分) 授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指定されたページを読み予習する。(９０分)3 国際公法とは何か
　国際法主体・国際法の法源

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際法の歴史・現代国際法制度4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)条約，条約の改定・修正5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国家とは

　国家は国際法の主体6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国家の承認

　政府の承認7

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)中間テスト

国家の権利・義務・権能8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国家領域　「陸」「海」「空」9

10 海の区分
　内水・領海・ 指定されたページを読み予習する。(９０分) 授業中に学んだことを復習。

(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)海の区分

　接続水域・排他的経済水域・公海11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)領空と国際空域12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)宇宙空間13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際紛争・領土問題　　①14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際紛争・領土問題　　②15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)総合評価　定期試験６０分、解説３０分16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 国際法（S）

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW122144，LAW423055（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



特別支援教育に係る基本的
な知識・技能を習得し,ニ
ーズに対応した教育指導が
的ほぼ実施できなかった。

225－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
特殊教育から特別支援教育に転換した趣旨を的確に把握し, 特別支援学校教育実習の意義を認識するとともに, 常に教育実習を見据えて, 特別支援学校における教
師の役割について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
特別支援学校の教育の概要について理解し, 障害のある子どもの教育指導の在り方について基礎的な知識・技能・態度を身に付けることができる。

授業全体の内容と概要
特別支援学校の教育の概要及び授業の実際について理解できるようにするとともに, 学校の教育活動全般についても具体的な理解をはかるようにする。また, テー
マに関する事項に関して思考・考察, 意見交換, 討論, 発表等の一連の活動を行う。

授業の方法
授業は, パワーポイント及び配布物資料で実施し, 資料にて説明した後，グループワークにてグループ発表, レポート提出（15回）を行う。なお, レポートは評価
並びにコメントを記入し，フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
特別支援教育実習（事前指導　４年）を併せた２単位の取得が必要である。
教職科目（特別支援教育）であることから, 遅刻や欠席をしないように努めること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

特別支援学校の教育の概要
及び障害のある子どもの教
育指導の在り方

授業テーマに関するレポー
トの記述

授業への参加態度・姿勢

特別支援教育に係る知識・
技能を積極的に習得し,ニ
ーズに対応した教育指導が
的確に実施できた。

特別支援教育に係る知識・
技能を習得し,ニーズに対
応した教育指導が実施でき
た。

特別支援教育に係る知識・
技能を積習得し,ニーズに
対応した教育指導がほぼ実
施できた。

特別支援教育に係る基本的
な知識・技能を習得し,ニ
ーズに対応した教育指導が
的ほぼ実施できた。

テーマに基づき, 的確な思
考力・判断力のもと, 論理
的な内容で, 時間内に記述
できた。

テーマに基づき, 思考力・
判断力を活かした内容で,
時間内に記述できた。

テーマに基づき,資料を参
考にして, 思考力・判断力
のもと,  時間内に記述で
きた。

テーマに基づき,資料を参
考にして, 自分なりの考え
で,  ほぼ時間内に記述で
きた。

テーマに基づき,資料を参
考にして, 自分なりの考え
で,  時間内に記述できな
かった。

授業に主体的・積極的に参
加することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業にほぼ関心を持って参
加することができた。

授業に関心を持って参加す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　改訂版』 2015

2

3

4

5

科目名称 特別支援教育実習（事

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
、坂上　俊樹（社会福祉学科・特任

授業担当者（所
属・職名）

SNE123126（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 特別支援教育に係る実践的・
今日的課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は,10 回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

226－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明, オリエンテーション 関連する資料の収集に努めること。（90分）

2 児童生徒の障害の状態・特性の理解 次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）3 教室・寄宿舎等における生活の理解 講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して

おくこと。（90分）

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）学校環境（組織, 学級編制等）の理解4

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）教育課程の研究5

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）学習指導方法の研究（１）6

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）自作教材の工夫に関する研究7

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）学習指導方法の研究（２）8

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）特別活動の研究9

10 学校行事の研究 次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）週時程表の研究11

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）生徒指導の研究・教育相談の研究12

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

教育実習記録を整理し実習報告の準備に努めること
。（90分）特別支援教育実習報告会（実習直後に）13

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）教職の適性・進路希望14

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

次回授業範囲を予習し, 関連する資料の収集に努め
ること。（90分）教師の服務の理解15

講義資料を見直す。（90分）講義資料等で講義内容を整理する。（90分）レポート（最終回において解説し, フィードバック
する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義資料, 授業レポートをファイル化し,復習して
おくこと。（90分）

科目名称 特別支援教育実習（事

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
、坂上　俊樹（社会福祉学科・特任

授業担当者（所
属・職名）

SNE123126（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 特別支援教育に係る実践的・
今日的課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期



教育実習校の組織・教育活
動等に係る知識・技能を習
得した実習が実施できなか
った。

227－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
特別支援学校教諭を希望する学生が, 講義等をとおして得た教育内容・方法の理論や技術を教育現場で体験的に理解するとともに, 教職に対する新たな課題の発見
をとおして自己認識を高める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
教育実習をとおして, 教育実習校の組織・教員間の協働意識・児童生徒の安全指導・保護者との連携等を理解することができる。

授業全体の内容と概要
①教育実習校の教育活動・教育課程・学級経営・生徒指導・進路指導・教育相談の理解　②教育実習校における授業参観, 参観をとおした生徒理解と実習授業の実
践　③学習指導案の作成と研究授業における指導　④教職にたいする使命感・責任感と自己の理解

授業の方法
特別支援学校において教育実習を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

〇 模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教育実習生としての心得を守るとともに, 教育実習校の指示に従うこと。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育実習校の教育活動の理
解

教育実習校での実習授業

教職に対する自己認識

教育実習校の組織・教育活
動等に係る知識・技能を積
極的に習得し,主体的な実
習が実施できた。

教育実習校の組織・教育活
動等に係る知識・技能を積
極的に習得し,
実習が実施できた。

教育実習校の組織・教育活
動等に係る知識・技能を習
得し,実習が実施できた。

教育実習校の組織・教育活
動等に係る知識・技能をほ
ぼ習得し,実習が実施でき
た。

授業参観等をとおして児童
生徒理解を積極的図り,
的確な思考力・判断力のも
と学習指導案に基づいた授
業が展開できた。

授業参観等をとおして児童
生徒理解を図り,  思考力
・判断力のもと学習指導案
に基づいた授業が展開でき
た。

授業参観等をとおして児童
生徒理解を図るようこころ
がけ, 思考力・判断力を大
切に学習指導案に基づいた
授業が展開できた。

授業参観等をとおしての児
童生徒理解は十分ではなか
ったが, 学習指導案に基づ
いた授業が展開できた。

授業参観等をとおして児童
生徒理解を図ることができ
ず, 学習指導案に基づいた
授業が展開できなかった。

教職に対する使命感・責任
感を持って 新たな課題を
発見するなど, 自己認識を
高めることができた。

教職に対する使命感・責任
感を持って 課題発見に取
り組むなど, 自己認識を高
めることができた。

教職に対する使命感・責任
感を持って取り組むなど,
自己認識を高めよう努める
ことができた。

教職に対する責任感を持っ
て取り組むなどの姿勢がで
てきた。

教職に対する責任感を持っ
て取り組むことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　改訂版』 2015

2

3

4

5

科目名称 特別支援教育実習

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
、坂上　俊樹（社会福祉学科・特任

授業担当者（所
属・職名）

SNE124124（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 特別支援教育に係る実践的・
今日的課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は,  20 回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

228－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
1～32回
・講話受講（校長・教頭・教務主任・生徒指導主事
・寮務主任等）

教育実習に係る諸事項についての計画的, 継続的な
準備（各45分）

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教育実習に係る諸事項についての計画的, 継続的な
整理（各45分）

科目名称 特別支援教育実習

専門科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
、坂上　俊樹（社会福祉学科・特任

授業担当者（所
属・職名）

SNE124124（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 実習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして, 特別支援教育に係る実践的・
今日的課題への対応を指導する。

基本情報

開講時期



１２回以下の出席しかでき
かなった。

229－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験に合格できる力を身に着けるため受験対策をする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
過去３年間の過去問の正答率が８割程度であり、問題の内容、解答を説明できる。

授業全体の内容と概要
科目ごとに過去問を行い、解答の解説を行います。また、問題毎に説明ができるまで、取り組んでもらう。

授業の方法
過去問を回答してもらい、頻出分野を解説します。板書や資料などを用いて学習を進めていきます。質問や疑問点などは解説を行い、そのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受験科目になるため、基本的には毎回出席をしてもらう必要があります。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程
，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に出席し、科目ごとに
問題を解説することができ
る。

社会福祉士・精神保健福祉
士国家試験の第３０回の共
通科目を８割以上の点数で
回答できる。

30回の共通科目の解説が行
える。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を５科目以上解説
することができた。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を４科目解説する
ことができた。

１４回出席し、共通科目の
問題を３科目解説すること
ができた。

１３回出席し、共通科目の
問題を２科目解説すること
ができた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が8割以上できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が７割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が６割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が５割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が４割以下しかでき
なかった。

１１科目の解説を行うこと
ができた。

９～１０科目の解説を行う
ことができた。

７～８目の解説を行うこと
ができた。

５～６科目の解説が行うこ
とができた。

解説を行うことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会福祉特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122151（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２５％ ２５％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

230－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 過去問の学習（９０分）

2 過去問の学習方法 過去問の学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の学習（９０分）3 人体の構想と機能及び疾病 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）心理学理論と心理的支援4

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会理論と社会システム5

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）現代社会と福祉6

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）地域福祉の理論と方法7

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）福祉行財政と福祉計画8

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会保障9

10 中間テスト 中間テストに向けた学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）障害者に対する支援と障害者自立支援制度11

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）低所得者に対する支援と生活保護制度12

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）保健医療サービス13

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）権利擁護と成年後見制度14

過去問の振り返り、解説（９０分）第30回の予習（30分）第30回共通科目のテスト15

過去問の振り返り、解説（９０分）解説のロールプレイ（90分）各科目の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

過去問の振り返り、解説（９０分）

科目名称 社会福祉特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122151（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期



１２回以下の出席しかでき
なかった。

231－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験に合格できる力を身に着けため受験対策をする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（１）と（２）と（３）と（４）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
過去3年間の過去問の正答率が8割程度であり、問題の内容、解答を説明できる。

授業全体の内容と概要
科目ごとに過去問を行い、解答の解説を行います。また、問題毎に説明ができるまで、取り組んでもらう。

授業の方法
過去問を回答してもらい、頻出分野を解説します。板書や資料などを用いて学習を進めていきます。質問や疑問点などは解説を行い、そのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受験科目になるため、基本的には毎回出席をしてもらう必要があります。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程
，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に出席し、科目ごとに
問題を解説することができ
る。

社会福祉士・精神保健福祉
士国家試験の第３１回の共
通科目を９割以上の点数で
回答できる。

３１回の共通科目の解説が
行える。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を５科目以上解説
することができた。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を４科目解説する
ことができた。

１４回出席し、共通科目の
問題を３科目解説すること
ができた。

１３回出席し、共通科目の
問題を２科目解説すること
ができるた。

第３３回の共通科目の点数
が９割以上できた。

第３３回の共通科目の点数
が８割できた。

第３３回の共通科目の点数
が６～７割できた。

第３３回の共通科目の点数
が５割できた。

第３３回の共通科目の点数
が４割以下しかできなかっ
た。

11科目の解説ができた。 ９～１０科目の解説ができ
た。

７～８科目の解説ができた
。

５～６科目の解説ができた
。

解説を行うことができた。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 社会福祉特講Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122152（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２５％ ２５％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 過去問の学習（９０分）

2 過去問の学習方法 過去問の学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の学習（９０分）3 人体の構想と機能及び疾病 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）心理学理論と心理的支援4

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会理論と社会システム5

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）現代社会と福祉6

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）地域福祉の理論と方法7

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）福祉行財政と福祉計画8

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会保障9

10 中間テスト 中間テストに向けた学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）障害者に対する支援と障害者自立支援制度11

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）低所得者に対する支援と生活保護制度12

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）保健医療サービス13

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）権利擁護と成年後見制度14

過去問の振り返り、解説（９０分）第３１回の予習（９０分）第３１回共通科目のテスト15

過去問の振り返り、解説（９０分）解説のロールプレイ（９０分）各科目の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

過去問の振り返り、解説（９０分）

科目名称 社会福祉特講Ⅱ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122152（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期



今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
できなかった。

233－ －

ルーブリック

評価項目

1 山野則子など ミネルヴァ書房 978-4-6230-7834-9

概要

履修目標
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーを導入する意義、スクールソーシャルワーカーの役割、スクールソーシャルワークなど、広範な専門性につい
て理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．今日の学校教育現場にスクールソーシャルワーカーを導入する意義とその必要性に理解・説明できる。
２．発展過程と具体的にスクールソーシャルワーカーの役割について理解・説明できる。
３．ソーシャルワークについてジェネリックおよびスペシフィックな視点での広範な知識・技術、支援方法について理解・説明できる。

授業全体の内容と概要
１．日本における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。
２．海外における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。

授業の方法
１．授業形態は講義形式です。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問を促し、質問に対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
２．板書した内容をしっかり写し,毎回の授業後にノートの整理をするように心がけてください。
３．適宜質問に対応します。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義と
その必要性、発展過程につ
いて理解できた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
スペシフィック」な視点で
の広範な支援について理解
できた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
ジェネリック」な視点での
広範な支援について理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について非常
に理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程についておお
むね理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について一部
理解ができなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について非常に理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援についておおむね理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について一部理解がで
きなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解ができな
かった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について非常に理解でき
た。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援についておおむね理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について一部理解ができ
なかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解ができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかるスクールソーシャルワーク』 2016年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介する。』

2

3

4

5

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122057（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
４．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできません。
５．その他については，出席状況１５％・ノート確認１５％の評価です。
６．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とします（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について①－
学校からみる問題行動・家族の状況

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について②－
子どもの貧困・発達・マノリティ 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について③－
教員の実態、地域の機関 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
①－スクールソーシャルワークとは4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
②－人権と社会正義5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの発展過程について－日
本・アメリカ6

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(90分)スクールソーシャルワーカーの役割と活動について7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるソーシャルワー
クについて8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より①9

10 スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より② 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より①11

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より②12

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より①13

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より②14

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるスーパービジョ
ンについて15

テストの振り返りを行うこと(９０分)テスト勉強をしておくこと(９０分)【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分)

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122057（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
ができなかった。

235－ －

ルーブリック

評価項目

1 山野則子など ミネルヴァ書房 978-4-6230-7834-9

概要

履修目標
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーを導入する意義、スクールソーシャルワーカーの役割、スクールソーシャルワークなど、広範な専門性につい
て理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．今日の学校教育現場にスクールソーシャルワーカーを導入する意義とその必要性に理解・説明できる。
２．発展過程と具体的にスクールソーシャルワーカーの役割について理解・説明できる。
３．ソーシャルワークについてジェネリックおよびスペシフィックな視点での広範な知識・技術、支援方法について理解・説明できる。

授業全体の内容と概要
１．日本における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。
２．海外における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。

授業の方法
１．授業形態は講義形式です。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問を促し、質問に対応します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
２．板書した内容をしっかり写し,毎回の授業後にノートの整理をするように心がけてください。
３．適宜質問に対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義と
その必要性、発展過程につ
いて理解きた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
スペシフィック」な視点で
の広範な支援について理解
できた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
ジェネリック」な視点での
広範な支援について理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について非常
に理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程についておお
むね理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について一部
理解ができなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について非常に理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援についておおむね理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について一部理解がで
きなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解ができな
かった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について非常に理解でき
た。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援についておおむね理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について一部理解ができ
なかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解ができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかるスクールソーシャルワーク』 2016年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介する。』

2

3

4

5

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論（2年

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
４．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできません。
５．その他については，出席状況１５％・ノート確認１５％の評価です。
６．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とします（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

236－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について①－
学校からみる問題行動・家族の状況

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について②－
子どもの貧困・発達・マノリティ 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について③－
教員の実態、地域の機関 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
①－スクールソーシャルワークとは4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
②－人権と社会正義5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの発展過程について－日
本・アメリカ6

ノート整理を行うこと(90分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワーカーの役割と活動について7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるソーシャルワー
クについて8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より①9

10 スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より② 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より①11

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より②12

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より①13

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より②14

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるスーパービジョ
ンについて15

テストの振り返りを行うこと(９０分)テストの勉強をしておくこと(９０分)【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16
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回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）
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科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論（2年

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
ができなかった。
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ルーブリック

評価項目

1 山野則子など ミネルヴァ書房 978-4-6230-7834-9

概要

履修目標
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーを導入する意義、スクールソーシャルワーカーの役割、スクールソーシャルワークなど、広範な専門性につい
て理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．今日の学校教育現場にスクールソーシャルワーカーを導入する意義とその必要性に理解・説明できる。
２．発展過程と具体的にスクールソーシャルワーカーの役割について理解・説明できる。
３．ソーシャルワークについてジェネリックおよびスペシフィックな視点での広範な知識・技術、支援方法について理解・説明できる。

授業全体の内容と概要
１．日本における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。
２．海外における、スクールソーシャルワーカーの役割、必要性やスクールソーシャルワークについて学びます。

授業の方法
１．授業形態は講義形式です。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問を促し、質問に対応します。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
２．板書した内容をしっかり写し,毎回の授業後にノートの整理をするように心がけてください。
３．適宜質問に対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義と
その必要性、発展過程につ
いて理解できた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
スペシフィック」な視点で
の広範な支援について理解
できた。

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入された意義「
ジェネリック」な視点での
広範な支援について理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について非常
に理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程についておお
むね理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義とその必要
性、発展過程について一部
理解ができなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について非常に理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援についておおむね理解
できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について一部理解がで
きなかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「スペシフ
ィック」な視点での広範な
支援について理解ができな
かった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について非常に理解でき
た。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援についておおむね理解で
きた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について一部理解ができ
なかった。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入された意義「ジェネリ
ック」な視点での広範な支
援について理解ができなか
った。
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４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行います。
４．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできません。
５．その他については，出席状況１５％・ノート確認１５％の評価です。
６．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とします（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

238－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について①－
学校からみる問題行動・家族の状況

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について②－
子どもの貧困・発達・マノリティ 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 児童生徒を取り巻く学校・家庭・地域について③－
教員の実態、地域の機関 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
①－スクールソーシャルワークとは4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの価値・倫理について
②－人権と社会正義5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの発展過程について－日
本・アメリカ6

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワーカーの役割と活動について7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるソーシャルワー
クについて8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より①9

10 スクールソーシャルワークの支援方法について－個
別・集団支援(ミクロレベル)の実践より② 教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より①11

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－学
校・家庭・地域(メゾレベル)の実践より②12

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より①13

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークの支援方法について－制
度・政策(マクロレベル)の実践より②14

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークにおけるスーパービジョ
ンについて15

テストの振り返りを行うこと(９０分)テスト勉強をしておくこと(９０分)【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分)

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論（3年

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



239－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



241－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



243－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期
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ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



247－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

248－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできて
いなかった。

249－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１「（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につけることができる。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかむことができる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につけることができる「。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につけることができる。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につけることができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生諸君に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きた。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができた。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できた。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できた。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
できた。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できた。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
た。

具体的なレポート路執筆で
きた。

左記の内容が何一つできな
かった。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができた。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができた。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
た。

自分の研究テーマを明確に
説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数10回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

250－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（45分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（45分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５４５予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期



251－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

252－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



253－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

254－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



255－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ ％ ％ ％ ％ ％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

256－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



257－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

258－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



259－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

260－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



261－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
知的トレーニングの積み上げのために、関心のある書籍や論文を読み、研究テーマを決めて、

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科・准教授授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院、スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある公認心理師、臨床心理士が
心理に関わるテーマを扱う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ ％ ％ ％ ％ ％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

262－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科・准教授授業担当者（所
属・職名）

SEM133155，SEM433093，SEM533104（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院、スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある公認心理師、臨床心理士が
心理に関わるテーマを扱う。

基本情報

開講時期



263－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

264－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



265－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

266－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



267－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

268－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



269－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

270－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



271－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

272－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

273－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
「専門演習ⅠＢ」の目的は、知的トレーニングを積み重ねてくことにある。それまでの様々な講義から習得した知識を基盤とし、さらにゼミナール担当教員の指導
やゼミナール学生とのディスカッションを通して、学生個々の独創性を磨き、独自の研究テーマを設定する視点と、それを論文として形にするための基本スキルと
ツールの活用法を取得する。さらに「勉学・研究テーマ」を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１「（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
・自分の課題を見つけ、自らが学び考えて解釈できる能力を身につけることができる。
・個々の学生が。それぞれの「勉学テーマ」の糸口をつかむことができる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につけることができる。
・研究テーマに沿った論文執筆の基本的スキルを身につけることができる。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルが取得できる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生諸君に提示している「専門テーマ」に沿って進められる。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。従って、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
前期に履修した「専門演習ⅠＡ」の教員が継続して担当する。４年次の「専門演習ⅡＡＢ」についても、原則としてこの科目の教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

４年次における研究テーマ
の端緒を見つけ、それを研
究テーマに昇華できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを身に着けている。

研究テーマについてのディ
スカッションを行うことが
できる。

自分の研究テーマを発見す
るに至ったプロセスを、ネ
ット資料、参考文献を提示
しながら説明でき、且つ、
今後のプロセスについて指
針を持つことができた。

研究テーマの端緒を掴むた
め、今現在自分が行ってい
る活動（ネット、文献検索
等）を説明できた。

自分の研究テーマを発見す
るに至ったプロセスを、ネ
ット資料、参考文献を提示
しながら説明できた。

自分の研究テーマが明確に
なっており、そこに至った
プロセスを明確に説明でき
た。

研究テーマについて、論証
するための執筆スキルを身
に着けており、それを起承
転結に構成した文章で表す
ことができた。

研究テーマについて、論証
するための執筆スキルを身
に着けており、そのための
章立てができた。

研究テーマについて、論証
するための執筆スキルを身
に着けることができた。

論文・レポート執筆のため
の基本スキルを身に着ける
ことができた。

左記の内容が何一つできな
かった

研究テーマについてのディ
スカッションの中で、自分
のテーマを明確に発表でき
、周囲を納得させることが
でき、尚且つ他者の発表を
尊重し、双方向の発表の中
で他者の意見をヒントを得
て、他者にヒントを与える
ことができた。

研究テーマについてのディ
スカッションの中で、自分
のテーマを明確に発表でき
、他者の家ｋンを尊重する
ことができた。

研究テーマについてのディ
スカッションの中で、自分
のテーマを明確に発表でき
、周囲を納得させることが
できた。

自分の研究テーマを明確に
発表できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低条件である10回以上の出席をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

274－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（45分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（45分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＢ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期



275－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

276－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



277－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

278－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



279－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

280－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



281－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

282－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



283－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

284－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



285－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

286－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133156，SEM433094，SEM533105（科目ナンバリング： ）

後期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



287－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

288－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



289－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

290－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



291－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

292－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



293－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

294－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



295－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

296－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

297－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１「（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できる。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きた。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できた。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始できた。

卒業論文執筆のテーマが明
確になった。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができた
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できた。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できた。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができた。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができた。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できた。

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できた
。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件10回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

298－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



299－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

300－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



301－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

302－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



303－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



305－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



307－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

308－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



309－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

310－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134157，SEM434095，SEM534106（科目ナンバリング： ）

前期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



311－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

312－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



313－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

314－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



315－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

316－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



317－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

318－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



319－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

320－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

321－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを獲得していく。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探求するた
めのスキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を学ぶ。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来に
生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１「（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に着けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できる。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生諸君に提示している「専門テーマ」に沿った形で進められる。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。
質問は各教員が随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆をスムーズに
進捗できる。

研究テーマについてのディ
スカッションにおいて、積
極的に発表できる。

卒業論文発表会において的
確な発表ができる。

卒業論文が完成しできた。 卒業論文執筆の具体的計画
を立てそれに沿って執筆が
進んでいた。

卒業論文執筆の計画を立て
ることができた。

卒業論文執筆の計画どおり
執筆が進められており、修
正箇所を的確に修正できた
。

研究テーマに関するディス
カッションにおいて、自分
の研究テーマについて、参
考資料を明示しながら発表
でき、且つ。他者の発表に
対して、的確な指摘と意見
を言うことができた。

研究テーマに関するディス
カッションにおいて、自分
の研究テーマを発表できる
と同時に、他者の発表を尊
重できた。

研究テーマに関するディス
カッションにおいて、自分
の研究テーマについて、参
考資料を明示しながら発表
できた。

研究テーマに関するディス
カッションにおいて、自分
の研究テーマを発表できた
。

左記の内容が何一つできな
かった。

卒業論文発表会において、
自分の卒論について、テー
マ、執筆動機、展望を明確
な資料と同時に発表でき、
尚且つ、他者の発表に対し
て的確な意見と指摘ができ
た。

卒業論文発表会において、
自分の卒論について、テー
マ、執筆動機、展望を明確
な資料と同時に発表できた
。

卒業論文発表会において、
自分の卒論について、参考
資料を挙げながら発表でき
た。

卒業論文発表会において、
自分の卒論についての発表
ができた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件10回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

322－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

卒業論文全体の振り返り（１時間）予習課題（４５分）卒業論文発表会16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＢ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期



323－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

324－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



325－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

326－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



327－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

328－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



329－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

330－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



331－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

332－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



333－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

334－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134158，SEM434096，SEM534107（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



335－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

336－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



337－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

338－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



339－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

340－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



341－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

342－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



343－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

344－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



指導教員による

345－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
社会福祉学科が定める卒業論文の規定に沿って執筆し、その過程で資料の熟読、エヴィデンスの発見と使用、参考文献の引用の方法を学び、卒業後の実務にも生か
せるクリティカルシンキングを身に着ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１「（２）と（３）と（（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
卒業論文を完成させ、また、自分が執筆した論文の内容をプレゼンすることができる。

授業全体の内容と概要
各指導教員の指導方法に従うこと。

授業の方法
基本的に、指導教員とのマンツウマンの指導で行うが、担当教員によって独自の指導方法を課す場合がある。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各指導教員によって異なる

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文のペーパー完成

データ提出

プレゼン

指導教員による 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による 指導教員による 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による 指導教員による 指導教員による 指導教員による 指導教員による

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

専門科目科目分類区分

専門演習ⅡAB担当教員（社会福祉学科・
教授・准教授・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階　２号館８階

単位数 4 (単位認定責任者： ）専門演習ⅡAB担当教員 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
各指導教員によって異なる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ ％ ％ ％ ％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

346－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 指導教員による 指導教員による

2 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による3 指導教員による 指導教員による

指導教員による指導教員による指導教員による4

指導教員による指導教員による指導教員による5

指導教員による指導教員による指導教員による6

指導教員による指導教員による指導教員による7

指導教員による指導教員による指導教員による8

指導教員による指導教員による指導教員による9

10 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による指導教員による指導教員による11

指導教員による指導教員による指導教員による12

指導教員による指導教員による指導教員による13

指導教員による指導教員による指導教員による14

指導教員による指導教員による指導教員による15

指導教員による指導教員による指導教員による16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 指導教員による 指導教員による 指導教員による

18 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による19 指導教員による 指導教員による

指導教員による指導教員による指導教員による20

指導教員による指導教員による指導教員による21

指導教員による指導教員による指導教員による22

指導教員による指導教員による指導教員による23

指導教員による指導教員による指導教員による24

指導教員による指導教員による指導教員による25

26 指導教員による 指導教員による 指導教員による

指導教員による指導教員による指導教員による27

指導教員による指導教員による指導教員による28

指導教員による指導教員による指導教員による29

指導教員による指導教員による指導教員による30

指導教員による指導教員による指導教員による31

指導教員による指導教員による指導教員による32

指導教員による

科目名称 卒業論文

専門科目科目分類区分

専門演習ⅡAB担当教員（社会福祉学科・
教授・准教授・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階　２号館８階

単位数 4 (単位認定責任者： ）専門演習ⅡAB担当教員 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



347－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

348－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



349－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

350－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



351－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

352－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



353－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

354－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



355－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

356－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134159，THE434101，THE534112（科目ナンバリング： ）

後期集中

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



左記の内容が何一つできな
かった。

357－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
現代家族が抱える諸課題、個々の機能、家族と社会の関係性の形成、家族政策を理解したうえで、効果的な子育て支援方法とは何か、を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP「１（２）」、「２（２）」に対応する

到達目標
家族支援の意義と役割、家庭生活を取り巻く社会的状況、子育て家庭への支援体制、家族形態の多様化と、それに対応した支援方法を学習し、学生各自の身近な地
域社会における家庭支援の方法を模索し、現状に即した支援方法を考察し、構築できる。

授業全体の内容と概要
家族についての概念、家族変動、現代家族の課題など、家族社会学の基本的概念を学習したうえで、子育て支援ネットワークの事例及び家族システム理論について
講義を行う。

授業の方法
各時間ごとに、教員が講義プリントを配布し、それに基づいて講義を行う。配布プリントの内容を教員が説明し、重要事項は黒板に板書する。課題等は特に設定し
ないが、乳児保育の復習をしておくことが望ましい。学生の要望には可能な限り対応するが、教育上好ましくないと思われる要望には応えられない。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的な参加を望む。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

明治時代以降の、家族の構
造・機能変動について理解
する。

現代日本における子育て家
族が抱える課題について理
解する。

子育ての課題を抱えた家族
の支援方法について理解す
る。

明治時代からの家族の構造
機能変動について、事例と
家族社会学の諸理論を用い
て説明できた。

明治時代からの家族の構造
機能変動について、概略を
説明できた。

明治時代からの家族の構造
機能変動について、事例を
用いて説明できた。

明治時代からの家族の構造
変動についての概略を説明
できた。

子育て家族が抱える諸課題
と児童虐待発生の関係性を
、関係法規と家族社会学理
論及びシステム理論を用い
て説明できた。

子育て家族が抱える諸課題
と児童虐待発生の関係性を
、関係法規を交えて説明で
きた。

子育て家族が抱える諸課題
、特に児童虐待発生の関係
について説明できた。

子育て家族が抱える諸課題
の概略を説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

地域ネットワーク構築の方
法論を、ネットワーク構築
理論を用いて説明でき、且
つ事例を用いて説明でき、
さらに事例に用いられた支
援方法の課題を説明できた
。

地域ネットワーク構築の方
法論を、ネットワーク構築
理論を用いて説明でき、且
つ、事例を用いて解説でき
た。

地域ネットワーク構築の方
法論を、ネットワーク構築
理論を用いて説明できた。

地域ネットワーク構築の方
法論の概略を説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 子ども家庭支援論

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122079（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席回数10回をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

358－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明 乳児保育復習（９０分）

2 家族支援の意義と役割１家族の意義と機能 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 家族支援の意義と役割２家族支援の必要性 配布プリントの読み込み（９０分）

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）家族支援の意義と役割３保育士が行う家族支援の原
理4

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）家族生活を取り巻く社会的状況１現代社会における
人間関係の変化5

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）家族生活を取り巻く社会的状況２地域社会の変容と
家族支援6

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）家族生活を取り巻く社会的状況３男女共同参画社会
とワークライフバランス7

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）子育て家族への支援体制１子育て家族の福祉を図る
ための社会資源8

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）子育て家族への支援体制２子育て支援施設・次世代
育成支援施設の推進9

10 多様な支援の展開と関係機関との連携１子育て支援
サービスの概要 前回プリントの読み込み（９０分） 配布プリントの読み込み（９０分）

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）多様な支援の展開と関係機関との連携２保育所入所
児童の家庭への支援11

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）多様な支援の展開と関係機関との連携３地域の子育
て家族への支援12

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）多様な支援の展開と関係機関との連携４要保護児童
及びその家族に関する支援13

配布プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）多様な支援の展開と関係機関との連携５子育て支援
における関係機関との連携14

講義全体の総復習（２時間）前回プリントの読み込み（９０分）多様な支援の展開と関係機関との連携６子育て支援
サービスの課題15

自己総括（９０分）講義全体の総復習（２時間）定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説を行います）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの読み込み（９０分）

科目名称 子ども家庭支援論

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122079（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解することができ
なかった。

359－ －

ルーブリック

評価項目

1 北川　清一 相川書房 9784623089260

概要

履修目標
以下について理解することで、児童福祉施設における援助者としての保育士の役割や援助のあり方について必要なことは何かを考える。
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について理解する。
③社会的養護の制度や実施体系等について理解する。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解する。
⑤社会的養護の現状と課題について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解することができる。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について理解することができる。
③社会的養護の制度や実施体系等について理解することができる。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解することができる。
⑤社会的養護の現状と課題について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について学ぶ。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について学ぶ。
③社会的養護の制度や実施体系等について学ぶ。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について学ぶ。
⑤社会的養護の現状と課題について学ぶ。

授業の方法
授業は、スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中、テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を
設定する。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。レポートについても解説によるフィードバック
を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
次回の講義でフィードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。子どもの健やかな成長とより良い育ち」を支援する保育士に
必要な事柄を理解するとともに、自らの将来のあるべき保育士像を構築しながら受講することを求める。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て

社会的養護の制度や実施体
系等について

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について

社会的養護の現状と課題に
ついて

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、ほぼ理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、やや理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解することができ
た。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、ほぼ理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、やや理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解することができた
。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解することができな
かった。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解を深め
た。

社会的養護の制度や実施体
系等について、ほぼ理解を
深めた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、やや理解を
深めた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解するこ
とができた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解するこ
とができなかった。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、ほぼ理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、やや理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解することができた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解することができなか
った。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解することがで
きなかった。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解を深めた。

社会的養護の現状と課題に
ついて、ほぼ理解を深めた
。

社会的養護の現状と課題に
ついて、やや理解を深めた
。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解することがで
きた。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワーカーのための養護原理研究探訪
－脱ケアワークと児童養護施設実践の新たな展

2020年

2

3

4

5

1 公益財団法人児童育成協会監修 中央法規出版 9784805857861

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・基本保育シリーズ⑥「社会的養護Ⅰ」』 2019年

2

3

4

5

科目名称 社会的養護Ⅰ

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122080（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員としての経験を活かし、施設養護の実際について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

360－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む）、現代社会にお
ける社会的養護の意義（社会的養護の理念と概念） 社会的養護とは（９０分）

2 社会的養護の歴史的変遷 社会的養護の歴史的変遷（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

子どもの権利擁護（９０分）3 社会的養護の基本①子どもの人権擁護と社会的養護 ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の基本原則（９０分）社会的養護の基本②社会的養護の基本原則4

ノート整理、疑問点の解消（９０分）保育士等の倫理と責務（９０分）社会的養護の基本③社会的養護における保育士等の
倫理と責務5

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の法体系（９０分）社会的養護の制度と法体系6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の実施体系（９０分）社会的養護の仕組みと実施体系7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の対象（９０分）社会的養護の対象8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）家庭養護と施設養護（９０分）家庭養護と施設養護9

10 社会的養護に関わる専門職 社会的養護に関わる専門職（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）社会的養護に関する社会的状況（９０分）社会的養護の現状と課題①社会的養護に関する社会

的状況11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）施設等の運営管理（９０分）社会的養護の現状と課題②施設等の運営管理12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）被措置児童等の虐待防止（９０分）社会的養護の現状と課題③被措置児童等の虐待防止13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）地域福祉とは（９０分）社会的養護の現状と課題④社会的養護と地域福祉14

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分まとめ（事例研究）15

文献学習（９０分）文献学習（９０分）課題（レポート）対する解説を行いフィードバック
する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 社会的養護Ⅰ

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122080（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員としての経験を活かし、施設養護の実際について講義を行う。

基本情報

開講時期



子ども理解の視点について
の知識を理解することがで
きなかった。

361－ －

ルーブリック

評価項目

1 塚本美知子 萌文書林 9784893473066

概要

履修目標
この科目は、以下の３つを授業の目的とする。
１．保育実践において、実態に応じた子ども個々の心身の発達や学びを把握することの意義を理解する。
２．子どもの体験や学びの過程において、子どもを理解する上での基本的な考え方を学修し、子ども理解のための具体的な方法を理解する。
３．子どもの理解に基づく保育士の援助や態度の基本について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．子どもを理解する視点について説明する。
２．子どもを理解する上での基本的な考え方について説明する。

授業全体の内容と概要
子どもの実態に応じた発達を理解する視点及び理解する方法について学修する。さらに、発達課題に応じた援助と関わりについて理解を深める。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイントを活用し、授業の理解度を深めるためのグループ学習も取り入れる。特に各回でテーマを設定し、思考・考察、意見交換、討論、発
表等一連の活動を行う。
提出されたレポート及び質問等は、コメントを記入してフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容・提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻の場合は、入室可能だが欠席扱いとみなすので注意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子ども理解の視点に対する
知識・技能（何を知ってい
るか、何ができるか）

思発達課題に関する思考力
・判断力・表現力等（知っ
ていること、できることを
どう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

子ども理解の視点について
の知識を深く理解できた。

子ども理解の視点について
の知識をおおむね理解でき
た。

子ども理解の視点について
の知識を理解できた。

子ども理解の視点について
の知識を多少理解できた。

発達課題に応じた援助につ
いて十分に考察できた。

発達課題に応じた援助につ
いておおむね考察できた。

発達課題に応じた援助につ
いて考察できた。

発達課題に応じた援助につ
いて多少考察できた。

発達課題に応じた援助につ
いて考察することができな
かった。

子ども理解の方法について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

子ども理解の方法について
理解したことをおおむね説
明できた。

子ども理解の方法について
理解したことを説明できた
。

子ども理解の方法について
理解したことを多少説明で
きた。

子ども理解の方法について
理解したことを説明するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『改訂　子ども理解と保育実践』 2018

2

3

4

5

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

科目名称 子どもの理解と援助

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122082（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における保育経験を活かし、発達課題と子どもを理解する視点との関連を指導する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

362－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
保育における子どもの理解の意義 指定した教科書を事前に読むこと（９０分）。

2 子どもの理解に基づく養護及び教育の一体的展開 教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。3 子どもに対する共感的理解と子どもとの関わり ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。子どもを理解する視点①子どもの生活や遊び4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育計画の意味を理解しておく（９０分）。子どもを理解する視点②保育の人的環境としての保
育者と子どもの発達5

授業終了時に示す１回目の課題を作成する（９０分
）。

保育計画と指針、要領との関連を理解しておく
（９０分）。

子どもを理解する視点③子ども相互のかかわりと関
係づくり6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。

子どもを理解する視点④集団における経験と育ち、
葛藤、つまずき7

授業終了時に示す２回目の課題を作成する（９０分
）。発達心理等発達過程を理解しておく（９０分）。子どもを理解する視点⑤保育の環境の理解と構成、

環境の変化・移行8

９回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。子どもを理解する方法①観察・記録9

10 子どもを理解する方法②省察・評価 計画作成の方法をよく読んでおく（９０分）。 授業終了時に示す３回目の課題を作成する（９０分
）。

１１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

対象年齢と計画の連動性を理解しておく（９０分）
。

子どもを理解する方法③職員間の対話、保護者との
情報の共有11

１２回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。発達の課題に応じた援助と関わり12

１３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。教科書の評価頁を事前に読んでおく（９０分）。特別な配慮を要する子どもの理解と援助13

授業終了時に示す４回目の課題を作成する（９０分
）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。発達の連続性と就学への支援14

授業の目的の達成度を自己評価する（９０分）。保育の計画で学んだ事を整理しておく（９０分）。子どもの理解に基づく発達援助・まとめ15

試験、課題の解説に基づき復習し整理する(９０分)
。15回の講義内容を振り返り復習する(９０分)。提出されたレポートの総合評価をフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 子どもの理解と援助

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122082（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における保育経験を活かし、発達課題と子どもを理解する視点との関連を指導する
。

基本情報

開講時期



今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について理解ができなかっ
た。

363－ －

ルーブリック

評価項目

1 山野則子など ミネルヴァ書房 978-4-6230-7834-9

概要

履修目標
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーが存在する意義・役割、スクールソーシャルワークの広範な専門性について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．今日の学校教育現場にスクールソーシャルワーカーを導入する意義とその必要性に理解・説明できる。
２．発展過程と具体的にスクールソーシャルワークの役割について理解・説明できる。
３．スクールソーシャルワークについてジェネリックおよびスペシフィックな視点での広範な知識・技術、支援方法について理解・説明できる。

授業全体の内容と概要
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーが存在する意義・役割について、いじめ・不登校・学習保障・保護者対応・児童虐待への対応など、具体的な
事例に基づいて、演習形式でスクールソーシャルワークの広範な専門性について理解する。

授業の方法
１．授業形態は演習形式です。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行います。
３．適宜質問を促し、質問に対応します。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もあります。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教員や学生が板書した内容や演習で話し合った内容、フィードバックなどもある授業であるので、しっかりとノートに写し,毎回の授業後にノートの整理をする
ように心がけてください。
２．適宜質問に対応します。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入する意義とそ
の必要性に理解できる。

【知識】発展過程と具体的
にスクールソーシャルワー
クの役割について理解でき
る。

【知識】スクールソーシャ
ルワークについてジェネリ
ックおよびスペシフィック
な視点での広範な知識・技
術、支援方法について理解
できる。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について非常に理解できた
。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
についておおむね理解でき
た。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について非常に理解できた
。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
についておおむね理解でき
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解できた。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解ができなかっ
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について非常に理解できた
。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
についておおむね理解でき
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解できた。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解ができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかるスクールソーシャルワーク』 2016年

2 金澤ますみなど 学事出版 978-4-7619-2540-6『スクールソーシャルワーカー実務テキスト』 2019年

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介する。』

2

3

4

5

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122058（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布します。
３．９回目の授業時にノートの確認を行います。
４．出席回数は最低７回なければ試験を受験することはできません。
５．その他については，出席状況３０％、演習における話し合いの態度や発言するなどの取り組みを７０％で評価します。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

364－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカ
ーが存在する意義・役割について～演習に取り組む
ための事前エッセンス～シラバスの説明を含む

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2
スクールソーシャルワークと『いじめ・不登校・非
行』への対応
　

教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 スクールソーシャルワークと『自殺防止』への対応 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『発達障害・精神疾患
』への対応4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『児童虐待』への対応5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『性的マイノリティ』
への対応6

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『保護者対応-いじめ
・不登校・非行・発達障害・貧困など』への対応7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『災害に備えた学校づ
くり』への対応8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分
スクールソーシャルワークと『新たに求められてい
ること』への対応～演習に取り組んできた事後エッ
センス～

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分)

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122058（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本ソーシャルワーカー協会
理事であるソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク
経験や体験談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期



基本ステップを行わない。
意欲もなくパートナーとで
きなかった。

365－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
自身のダンスの技術の分析をし、自身で課題の克服をする。
ダンスの振り付けを分析し、評価する。
ダンス特有の面白ささを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ 「1（５）と （6） と（７）」、「2 （２） と （４）」 に対応する。

到達目標
ダンスの特性について理解することができる。
ダンスの基礎技術、指導法、発表技法について理解することができる。
主体かつ積極的に課題に取り組むことができる。
仲間と協力して課題に取り組むことができる。
リズムの特徴やイメージをとらえて、即興的かつ自由な身体表現ができる。
課題に即した作品づくり・発表ができる。

授業全体の内容と概要
表現運動・ダンス領域は、社会におけるダンスの広がりに対応し、創作ダンス現代的なリズムのダンスフォークダンスから構成され保育園・幼稚園において発達段
階に対応した内容で構成されている。

授業の方法
授業は板書及び配布物資料で実施し、資料にて説明した後、グループワークにてグループ発表
グループ発表(全２回)レポートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

○ 模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
得意・不得意等あると思いますが、積極的に取り組むことを期待します。また学習にはグループワークもあるので、お互い声を掛け合い、協力して実施すること。
自分の健康は自分で管理すること。実技参加の際には、体調を整えて参加してください。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

表現活動の基礎技能

創作ダンスの技術の向上

作品創作の発表

基本ステップをおこなうこ
とができ、意欲的にダンス
テクニックを発揮でき、パ
ートナーとできた。

基本ステップができ、意欲
的に取り組み、パートナー
とおおむねできた。

基本ステップができ、普通
に取り組み、パートナーと
それなりにできた。

基本ステップができ、普通
に取り組みパートナーとで
きた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は優れ、充分できた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は７割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は5割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は3割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢はできなかった。

ダンス創作作品のグループ
作りの作品発表についてし
っかりとできた。

ダンス創作作品のグループ
で作りの作品発表について
取り組みができた。

ダンス創作作品のグループ
で作りの作品発表について
できた。

ダンス創作作品のグループ
で作りの作品発表について
何となくできた。

ダンス創作作品のグループ
作りの作品発表についてで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『資料配布』

2 新リズム表現研究会 かもがわ出版 978-4-7803-0948-5『身体表現を楽しむあそび作品集』 ２０１８年

3

4

5

科目名称 身体表現

専門科目科目分類区分

尾西　則昭（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122092（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学及び専門学校において、身体表現の授業を担当した経験を活かし指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数11回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ 10％ 5０％ ０％ ３０％ 10％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

366－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　(シラバスの説明) 事前にシラバスを読んで確認する(９０分)

2 身体表現①　(ダンスの映像鑑賞) シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)3 身体表現②　 (ダンスの導入) ノートに記載された内容を復習し、理解する。

(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)身体表現③　(外国フォークダンス・日本の民謡)4

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)身体表現④ (指導案)5

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス①　(映像鑑賞)6

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス①　(動き)7

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス②　(スポーツ動作から)8

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス③　(対極の動きの連続)9

10 創作ダンス④　(個人の作品づくり) シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)作品創作⑤　(個人の作品づくり発表)11

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)作品創作①　(グループの作品づくり)12

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)作品創作②　(グループの作品づくり)13

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)作品創作③　(グループ・個人の作品づくり)14

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)作品創作④　(グループの作品づくり)15

解説の内容を確認する。
(９０分)

ノートに記載された内容を再度確認し、理解する。
(９０分)創作ダンス⑤　 (グループ作品発表)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

科目名称 身体表現

専門科目科目分類区分

尾西　則昭（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122092（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学及び専門学校において、身体表現の授業を担当した経験を活かし指導する。

基本情報

開講時期



子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解す
ることが難しいかった。

367－ －

ルーブリック

評価項目

1 星山麻木 萌文書林 978-4893472854

概要

履修目標
子どもの心身の発達や子どもを取り巻く環境等と保育所保育指針に示される保育の内容を理解した上で，子どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識や
技術を実践的に習得する。保育における教材等の活用及び作成と，身近な自然やものの音や音色，人の声や音楽等に親しむための保育の環境構成及び展開のための
技術を実践的に習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育の内容を理解し，子どもの遊びを豊かに展開するために必要な知識，技術である音楽表現ができる。
身近な自然やものの音や音色，人の声や音楽等に親しむための保育の環境づくりを実践することができる。

授業全体の内容と概要
保育の内容を理解し，子どもの遊びを豊かに展開するために必要な音楽表現の知識，技術を習得する。身近な自然やものの音や音色，人の声や音楽等に親しむため
の保育の環境について実践的に習得する。

授業の方法
教科書や板書を用いて説明を行い，実技を通して保育における教材等の活用及び作成と，身近な自然やものの音や音色，人の声や音楽等に親しむための保育の環境
構成及び展開のための技術を実践的に習得する。質問や相談に対して随時応答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
準備学習において，しっかりしたイメージをもって授業に臨むよう準備すること。限られた授業時間なので，事後学習として各個人でトレーニングを行うこと。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉・保育における関心、
意欲及び授業態度

音楽の基礎知識と理解

音楽表現における技術と演
習

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を深く理
解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性をおおむ
ね理解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解で
きた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を多少理
解できた。

音楽の基礎的な知識を十分
に理解できた。

音楽の基礎的な知識をおお
むね理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
できた。

音楽の基礎的な知識を多少
理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
することが難しかった。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を十分に
修得していた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術をおおむ
ね修得していた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得し
ていた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を多少修
得していた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得す
ることが難しかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『改訂　ユニバーサルデザインの音楽表現』 ２０１８年

2 井口太／筒井かほる 朝日出版社『保育者のためのピアノ基礎』

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 音楽表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122093（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。実技による試験。毎回の課題に対する取り組みの態度。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ３０％ １０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

368－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
保育の内容「表現」の中の音楽表現について シラバスを確認すること（４５分）

2 音・動き・リズム・ことばの音楽表現①（歌と楽器
） 教科書を読み学習しておくこと（４５分） 講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ

と（４５分）

教科書を読み学習しておくこと（４５分）3 音・動き・リズム・ことばの音楽表現②（歌と楽器
）

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現③（歌と楽器

）4

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現④（歌と楽器

）5

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑤（歌と楽器

）6

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑥（歌と楽器

）7

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑦（歌と楽器

）8

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑧（歌と楽器

）9

10 音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑨（歌と楽器
） 教科書を読み学習しておくこと（４５分） 講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ

と（４５分）

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）音・動き・リズム・ことばの音楽表現⑩（歌と楽器

）11

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）てあそび歌，わらべ歌①12

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）てあそび歌，わらべ歌②13

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）てあそび歌，わらべ歌③14

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（９０分）教科書を読み学習しておくこと（９０分）音楽表現のまとめ15

解説を受けて，講義全体のふりかえりを行うこと
（４５分）教科書を読み学習しておくこと（４５分）定期試験

60分の試験終了後，残りの30分で解説を行います。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容についてまとめ、ふりかえりをしておくこ
と（４５分）

科目名称 音楽表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122093（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解す
ることができた。

369－ －

ルーブリック

評価項目

1 井口太／笹井かほる 朝日出版社

概要

履修目標
保育士として弾き歌い，伴奏付，ピアノ奏法等「音楽表現Ⅰ」の学習を更に深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
子どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識、技術を実践的に習得することができる。

授業全体の内容と概要
個人のレベルを重視して，現場で役立つ力を身につけられるようピアノ、歌、弾き歌い、手遊び等の実技をレッスンする。

授業の方法
ピアノ，歌唱等実技課題の確認評価を適宜行い，実技課題の学習確認と合わせてレッスンする。教科書や板書を用いて説明し、実技を通した実践形式で行う。質問
や相談等は随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ピアノ，歌唱等実技課題の確認評価を適宜行い，実技課題の学習確認と合わせて採点する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉・保育における関心、
意欲及び授業態度

音楽の基礎知識と理解

音楽表現における技術と演
習

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を深く理
解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性をおおむ
ね理解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解で
きた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を多少理
解できた。

音楽の基礎的な知識を十分
に理解できた。

音楽の基礎的な知識をおお
むね理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
できた。

音楽の基礎的な知識を多少
理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
することができた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を十分に
修得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術をおおむ
ね修得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得で
きた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を多少修
得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保護者のためのピアノ基礎』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 音楽表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123094（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０以上。実技による試験。毎回の課題に対する取り組みの態度。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ３０％ １０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

370－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
長音階の構成と運指 シラバスを確認すること（４５分）

2 メジャーコード メジャーコードを調べる（４５分） 視唱力を充実させる（４５分）

メジャーコードを調べる（４５分）3 初見視唱力をより充実させる 視唱力を充実させる（４５分）

曲と表現を研究する（４５分）表現方法をイメージする（４５分）短音階の構成と運指4

曲と表現を研究する（４５分）表現方法をイメージする（４５分）個々に応じた曲を与え、よい表現をめざす5

視唱力を高めること（４５分）マイナーコードを調べる（４５分）マイナーコード6

アンサンブルの練習（４５分）マイナーセブンスコードを理解すること（４５分）マイナーコードとマイナーセブンスコード7

和音アレンジについて調べること（４５分）和音を調べること（４５分）前時の学習を深める8

民謡や子守歌を調べておく（４５分）民謡や子守歌を調べておく（４５分）片手練習からアレンジ9

10 各国の民謡、子守歌を歌う 民謡や子守歌を調べておく（４５分） 民謡や子守歌を調べておく（４５分）

伊独の歌曲を聞いておく（４５分）伊独の歌曲を聞いておく（４５分）両手練習（メロディーと伴奏）11

日本の歌曲の詩を理解する（４５分）アレンジの基本を理解しておくこと（４５分）伴奏付けと簡単なアレンジの基本12

初見視唱ができるように工夫すること（４５分）各拍子を調べておくこと（４５分）各拍子の理解と実践13

初見視唱ができるように工夫すること（４５分）各拍子を調べておくこと（４５分）初見視唱で、いろいろな子供の歌14

弾き歌いによる表現力を高めること（４５分）弾き歌いできる曲を練習しておくこと（４５分）弾き歌いのレパートリーを増やす15

解説・フィードバックを受けて講義全体をふりかえ
ること（４５分）実技試験の準備をしておくこと（４５分）定期試験（実技）を実施後、解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教科書を読んでおくこと（４５分）

科目名称 音楽表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123094（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



全く出来ていなかった

371－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な造形表現の知識、技術を習得する。身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親し
むための保育の環境について実践的に習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
学生が保育環境の中での造形表現がどのような特徴を持っているのかを理解し、具体的な表現を自ら製作してその（最低限の）基本を身につけることが出来る。

授業全体の内容と概要
保育の内容を理解し、子どもの遊びを豊かに展開するために必要な造形表現の知識、技術を学修する。身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親しむため
の保育の環境について実践的に学修する。

授業の方法
板書と配付資料で授業を実施し，講義形式で各回のテーマに沿った解説を行う。各テーマについて、グループワーク的な方法やディスカッションによる問題解決等
ののプレゼンテーションを行う。
プレゼン手－ションは口頭発表等。
また、実験・実習・実技的な課題については各自が毎回、課題を制作する。課題のフィードバックとして各自が制作した課題の確認・評価を双方向的授業としてお
こなう。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
指定した用具・用品等，自筆ノート，配布した参考資料，各自が準備した材料・用材等を持ってくること。
出席を取り終わった後は欠席とする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育における造形表現につ
いて将来、保育士として十
分に子供たちに指導できる
。

造形表現が持っている可能
性について、自ら考えて具
体的な作品作り等に展開す
ることができる。

発達に合わせた保育におけ
る造形表現や保育の環境に
ついて理解し実践できる。

十分に目標に達成していた 概ね出来ていた 不十分ではあるが出来てい
た

最低限出来ていた

十分に目標に達成していた 概ね出来ていた 不十分ではあるが出来てい
た

最低限出来ていた 全く出来ていなた

十分に目標に達成していた 概ね出来ていた 不十分ではあるが出来てい
た

最低限出来ていた 全く出来ていなかった

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 くまがいゆか 自由国民社 保育の現場で必ず役
に立つものであり、

9784426603434

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『U-CANの製作・造形なんでも大百科』 2012

2

3

4

5

科目名称 造形表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122095（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数（１回目から１５回目までで）は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ６０％ ０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

372－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　　シラバスの説明
　保育の内容における造形表現とは シラバスの確認 (45分)

2 ３歳未満児と造形表現 ３歳未満児と造形表現(45分) ３歳以上児と造形表現（45分）

３歳以上児と造形表現(45分)3 ３歳以上児と造形表現 造形表現のための基本技法①はじき絵（45分）

造形表現のための基本技法②スクラッチ（45分）造形表現のための基本技法①はじき絵（45分）造形表現のための基本技法①はじき絵4

造形表現のための基本技法③スタンピング（45分）造形表現のための基本技法②スクラッチ（45分）造形表現のための基本技法②スクラッチ5

造形表現のための基本技法④ステンシル（45分造形表現のための基本技法③スタンピング（45分造形表現のための基本技法③スタンピング6

造形表現のための基本技法⑤スパッタリング（45分
）造形表現のための基本技法④ステンシル（45分）造形表現のための基本技法④ステンシル7

造形表現のための応用技法①フィンガーペインティ
ンング（45分）

造形表現のための基本技法⑤スパッタリング（45分
）造形表現のための基本技法⑤スパッタリング8

造形表現のための応用技法②草、木、花等自然物の
素材（45分）

造形表現のための応用技法①フィンガーペインティ
ンング（45分）

造形表現のための応用技法①フィンガーペインティ
ンング9

10 造形表現のための応用技法②草、木、花等自然物の
素材

造形表現のための応用技法②草、木、花等自然物の
素材（45分）

造形表現のための応用技法③空き箱、新聞紙等の素
材（45分）

造形表現のための応用技法④寒天、小麦粉等食品の
素材（45分）

造形表現のための応用技法③空き箱、新聞紙等の素
材（45分）

造形表現のための応用技法③空き箱、新聞紙等の素
材11

造形表現のための応用技法⑤洗濯ばさみ等日用品の
素材（45分）

造形表現のための応用技法④寒天、小麦粉等食品の
素材（45分）

造形表現のための応用技法④寒天、小麦粉等食品の
素材12

さまざまな造形表現と保育の環境１（45分）造形表現のための応用技法⑤洗濯ばさみ等日用品の
素材（45分）

造形表現のための応用技法⑤洗濯ばさみ等日用品の
素材13

さまざまな造形表現と保育の環境２（45分さまざまな造形表現と保育の環境１（45分）さまざまな造形表現と保育の環境１14

全課題のまとめ（45分）さまざまな造形表現と保育の環境２（45分）さまざまな造形表現と保育の環境２15

返却課題に対する振り返り（45分）全１５回に対する振り返り（45分）講評　課題返却16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス　保育の内容における造形表現とは（45
分）

科目名称 造形表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122095（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



全く出来ていない

373－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が「感じる・考える・工夫する」造形活動を支えるための素材を活用した造形表現の知識、技術を習得する。身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に
親しむための保育の環境について実践的に習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
学生が、造形表現の内容に関してより興味を持ち保育の実践の中で具体的な応用を考えることを身につける（最低限の）機会となることが出来る。

授業全体の内容と概要
「感じる・考える・工夫する」造形活動を支えるための素材を活用した造形表現を学修する。身近な自然やものの色や形、感触やイメージ等に親しむための保育の
環境について実践的に学修する。
進度に応じて漸次，課題を更新しながら進めてゆく。

授業の方法
板書と配付資料で授業を実施し，講義形式で各回のテーマに沿った解説を行う。
各テーマについて、グループワーク的な方法やディスカッションによる問題解決等のプレゼンテーションを行う。
プレゼン手－ションは口頭発表等。
また、実験・実習・実技的な課題として各自が課題を制作する。
各自が制作した課題の確認・評価を双方向的授業としておこなう。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
指定した用具・用品等，自筆ノート，配布した参考資料，各自が準備した材料・用材等を持ってくること。
出席を取り終わったあとは欠席とする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育士として十分に子供た
ちに造形表現の楽しさ体感
させ理解させることが出来
る。

造形表現が持っている可能
性について、自ら積極的に
考えて具体的な作品作り等
においてより高次元に展開
することができる。

発達に合わせた保育におけ
る造形表現や保育の環境に
ついて理解し十分に実践で
きる。

十分に目標出来に達成して
いる

概ね出来ている 不十分ではあるが出来てい
る

最低限出来ている

十分に目標出来に達成して
いる

概ね出来ている 不十分ではあるが出来てい
る

最低限出来ている 全く出来ていない

十分に目標出来に達成して
いる

概ね出来ている 不十分ではあるが出来てい
る

最低限出来ている 全く出来ていない

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 造形表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123096（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数（１回目から１５回目までで）は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ６０％ ０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

374－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　課題説明　シラバスの説明 シラバスの確認 (45分)

2 新聞紙で折り紙を作る 新聞紙で折り紙を作る(45分) 模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　テーマ
の決定（45分）

模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　テーマ
の決定(45分)3 模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　テーマ

の決定
模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　模造紙
を貼り合わせる（45分）

模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　模造紙
を貼り合わせる（45分）

模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　模造紙
を貼り合わせる（45分）

模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　模造紙
を貼り合わせる4

モールアート　基本の作品の制作（45分模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　模造紙
を貼り合わせる（45分）

模造紙を貼り合わせて大きな折り紙を作る　作品完
成5

モールアート　複雑な形の作品の制作（45分）モールアート　基本の作品の制作（45分）モールアート　基本の作品の制作6

モールアートからバルーンアートを考える（45分）モールアート　複雑な形の作品の制作（45分）モールアート　複雑な形の作品の制作7

バルーンアート　基本の作品の制作（45分）モールアートからバルーンアートを考える（45分）モールアートからバルーンアートを考える8

アルミホイルを使った造形　エスキース（下絵
）（45分）バルーンアート　基本の作品の制作（45分）バルーンアート　基本の作品の制作9

10 アルミホイルを使った造形　エスキース（下絵） アルミホイルを使った造形　エスキース（下絵
）（45分） アルミホイルを使った造形　作品の完成（45分）

紙粘土で作る造形　エスキース（下絵）（45分）アルミホイルを使った造形　作品の完成（45分）アルミホイルを使った造形　作品の完成11

紙粘土で作る造形　制作　完成（45分）紙粘土で作る造形　エスキース（下絵）（45分）紙粘土で作る造形　エスキース（下絵）12

紙粘土で作る造形　フロッタージュする（45分）紙粘土で作る造形　制作　完成（45分）紙粘土で作る造形　制作　完成13

紙粘土で作る造形　彩色と紙に転写（45分）紙粘土で作る造形　フロッタージュする（45分）紙粘土で作る造形　フロッタージュする14

全課題のまとめ（45分）紙粘土で作る造形　彩色と紙に転写（45分）紙粘土で作る造形　彩色と紙に転写15

全１５回に対する総括（45分）全１５回に対する総括（45分）講評　課題返却16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス　課題説明（45分）

科目名称 造形表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123096（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



児童文化財について基礎的
な知識を理解できなかった
。

375－ －

ルーブリック

評価項目

1 松本和美 株式会社みらい 9784860154615

概要

履修目標
この科目は、以下の３つを授業の目的とする。
１．子どもの発達と絵本，紙芝居，人形劇，ストーリーテリング等に関する知識と技術を習得する。
２．子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環境を構成する知識と技術を習得する。
３．子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを結びつける遊びの展開を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
子どもの発達と絵本，紙芝居，人形劇，ストーリーテリング等に関する知識と技術，子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環境を構成する知識と技術，
子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを結びつける遊びの展開について理解し、実演する。

授業全体の内容と概要
子どもの発達と絵本，紙芝居，人形劇，ストーリーテリング等に関する知識と技術，子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環境を構成する知識と技術，
子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを結びつける遊びの展開について実践を通して学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
児童文化財（パネルシアター）制作を行い発表してお互いを評価しあう時間も設定する。
課題や作品、レポート及び中間試験レポートはコメントをつけてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

○ 模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
児童文化財制作（パネルシアター）のため、各自でクレヨン、マジック、絵具等教材の用意が必要。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

児童文化財に関する知識・
技能（何を知っているか、
何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

児童文化財について基礎的
な知識を深く理解できた。

児童文化財について基礎的
な知識をおおむね理解でき
た。

児童文化財について基礎的
な知識を理解できた。

児童文化財について基礎的
な知識を多少理解できた。

子どもの発達と児童文化財
の関連について十分に考察
できた。

子どもの発達と児童文化財
の関連についておおむね考
察できた。

子どもの発達と児童文化財
の関連について考察できた
。

子どもの発達と児童文化財
の関連について多少考察で
きた。

子どもの発達と児童文化財
の関連について考察できな
かった。

子どもの表現活動と児童文
化財の関わりについて理解
したことをわかりやすく説
明できた。

子どもの表現活動と児童文
化財の関わりについて理解
したことをわかおおむね説
明できた。

子どもの表現活動と児童文
化財の関わりについて理解
したことを説明できた。

子どもの表現活動と児童文
化財の関わりについて理解
したことを多少説明できた
。

子どもの表現活動と児童文
化財の関わりについて理解
したことを説明できなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育に役立つ言語表現教材第2版』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 言語表現

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122097（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、子どもの表現活動と児童文化財を結びつける遊びの展
開を実践的に指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ２０％ ２０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

376－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 指定した教科書を事前に読むこと（４５分）。

2 子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，パネルシアター
１ 児童文化財の種類を理解しておく（４５分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。

児童文化財の種類を理解しておく（４５分）。3 子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，パネルシアター
２ ３回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。児童文化財の種類を理解しておく（４５分）。子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，パネルシアター
３4

５回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。素話の意味を理解しておく（４５分）。子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，ストーリーテリ
ング１5

授業終了時に示す課題を作成する（４５分）。素話の実演方法を理解しておく（４５分）。子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，ストーリーテリ
ング２6

７回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。昼間テストに向け発表練習をしておく（４５分）。子どもの発達と絵本，紙芝居，劇，ストーリーテリ
ング３7

８回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。昼間テスト（発表）の準備をしておく（４５分）。
子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環
境１　　　　　　　　　　　　　　　　　
中間テスト（制作発表）

8

９回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。望ましい保育環境について事前学習する（４５分）
。

子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環
境２　　中間テストの評価解説9

10 子ども自らが児童文化財等に親しむ経験と保育の環
境３　

望ましい保育環境について事前学習する（４５分）
。

１０回目の授業で理解した点を整理する（４５分）
。

１１回目の授業で理解した点を整理する（４５分）
。

児童文化財と遊びの関係を事前学習する（４５分）
。

子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを
結びつける遊びの展開１11

１２回目の授業で理解した点を整理する（４５分）
。

児童文化財と遊びの関係を事前学習する（４５分）
。

子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを
結びつける遊びの展開２12

１３回目の授業で理解した点を整理する（４５分）
。

児童文化財と遊びの関係を事前学習する（４５分）
。

子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等とを
結びつける遊びの展開３13

授業終了時に示す課題を作成する（４５分）。言語発表の準備、練習をしておく（４５分）。学生による言語表現の展開１14

授業の目的の達成度を自己評価する（４５分）。授業を通して学んだ事を整理しておく（４５分）。学生による言語表現の展開２・まとめ・レポート提
出15

試験、課題の解説に基づき復習し整理する(４５分)
。１５回の内容を振り返り復習する(４５分)。提出されたレポート、課題の総合評価をフィードバ

ック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（４５分）。

科目名称 言語表現

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122097（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、子どもの表現活動と児童文化財を結びつける遊びの展
開を実践的に指導する。

基本情報

開講時期



乳児保育について基礎的な
知識を理解できなかった。

377－ －

ルーブリック

評価項目

1 志村聡子 同文書院 ９７８４８１０３１
４７３１

概要

履修目標
乳児（３歳未満児）期は人間形成の基礎づくりの時期であることを知り，乳児保育の大切さを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
３歳未満児の心身諸機能の発達など，乳児保育の知識が身につく。

授業全体の内容と概要
３歳未満児の保育について，心身の発達にそって諸機能の発達と健康と安全の基本を理解する。

授業の方法
講義を中心とした授業を行っていく中で，実際の保育現場の事例をあげ，子どもや保護者，保育者の様子をイメージしながら，一人ひとり学生の考える場となるよ
うに授業を進めていく。質問については随時対応する。レポートは解説し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席とレポート提出を重要視する。レポート，課題の内容及び提出方法は，授業時間に指示する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

乳児保育の基礎的知識・技
能（何を知っているか、何
ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

乳児保育について基礎的な
知識を深く理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識をおおむね理解できた
。

乳児保育について基礎的な
知識を理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識を多少理解できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について十
分に考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開についてお
おむね考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について多
少考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できなかった。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
わかりやすく説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
多少説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明できなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『はじめて学ぶ乳児保育』 ２０１９

2

3

4

5

1 授業内で適宜紹介

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 乳児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の心身
諸機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

378－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
乳児保育の意義・目的と歴史的変遷 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 乳児保育の役割と機能 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

教科書を読み、学習しておくこと（９０分）3 乳児保育における養護及び教育 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育及び子育て家庭に対する支援をめぐる社会

的状況と課題4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所における乳児保育5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所以外の児童福祉施設（乳児院等）における乳

児保育6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）家庭的保育等における乳児保育7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児とその過程を取り巻く環境と子育て支援

の場8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の生活と環境9

10 ３歳未満児の遊びと環境 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳以上児の保育に移行する時期の保育11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育士等による

援助や関わり12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育における配

慮13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育における計画・記録・評価とその意義14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育における職員間及び保護者や自治体等関係

機関との連携・協働、まとめ15

解説を受け、講義全体をふりかえること（９０分）講義全体をとおして質問など整理しておく（９０分
）定期試験　解説およびフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

科目名称 乳児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の心身
諸機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期



乳児保育について基礎的な
知識を理解することができ
なかった。

379－ －

ルーブリック

評価項目

1 志村聡子 同文書院 乳児保育Ⅰで使用す
る教科書と同じです

９７８４８１０３１
４７３１

概要

履修目標
乳児（３歳未満児）期は人間形成の基礎づくりの時期であることを知り，乳児保育の大切さを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
３歳未満児の心身諸機能の発達など，乳児保育の知識が身につく。

授業全体の内容と概要
３歳未満児の保育について，心身の発達にそって諸機能の発達と健康と安全の基本を理解する。

授業の方法
講義・演習を中心とした授業を行っていく中で，実際の保育現場の事例をあげ，子どもや保護者，保育者の様子をイメージしながら，一人ひとり学生の考える場と
なるように授業を進めていく。質問については随時対応する。レポートは解説し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席とレポート提出、発表・発言を重要視する。レポート，課題の内容及び提出方法は，授業時間に指示する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

乳児保育の基礎的知識・技
能（何を知っているか、何
ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

乳児保育について基礎的な
知識を深く理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識をおおむね理解できた
。

乳児保育について基礎的な
知識を理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識を多少理解できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について十
分に考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開についてお
おむね考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について多
少考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察することができなかった
。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
わかりやすく説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
多少説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『はじめて学ぶ乳児保育』 ２０１９

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 乳児保育Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123099（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の新信
書機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ １０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

380－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
オリエンテーション　子どもと保育士等との関係の
重要性

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 個々の子どもに応じた援助や受容的・応答的な関わ
り 教科書を読み、学習しておくこと（４５分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分

）

教科書を読み、学習しておくこと（４５分）3 子どもの主体性の尊重と自己の育ち 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）子どもの体験と学びの芽生え4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）子どもの1日の生活の流れと保育の環境5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）子どもの生活や遊びを支える環境の構成6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた生活と援助の実

際7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた遊びと援助の実

際8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）子ども同士の関わりとその援助の実際9

10 子どもの心身の健康・安全と情緒の安定を図るため
の配慮 教科書を読み、学習しておくこと（４５分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分

）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）集団での生活における配慮11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）環境の変化や移行に対する配慮12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）長期的な指導計画と短期的な指導計画13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学習しておくこと（４５分）個別的な指導計画と集団の指導計画14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）教科書を読み、学修しておくこと（４５分）計画実践発表とまとめ15

解説を受け、講義全体をふりかえること（４５分）講義全体をとおして質問など整理しておく（４５分
）レポートに関する解説及びフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（４５分
）

科目名称 乳児保育Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123099（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の新信
書機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期



助言しても討議・発表がで
きなかった。

381－ －

ルーブリック

評価項目

1 大西文子編集 中山書店 978-4521747774

概要

履修目標
保育における保健の観点から保育環境や支援のあり方について学ぶ。
子どもを取り巻く社会状況・指針をふまえた衛生・安全管理やその対策を学び、体制つくり、活動計画・評価等の一連について理解を深める。また、子どもの保健
の基本をふまえ、心身の状態や発達に即した適切な対応について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（３）と（７））」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
子どもを取り巻く社会状況を把握し、安全管理の実際について討議・発表できる。
子どもの健康状態の把握の方法を理解し計測できる。
子どもの保健の基本をふまえ、心身の状態や発達に即した適切な対応について説明できる。

授業全体の内容と概要
子ども保健の基本的な考え方を理解し、子どもの健康と安全な生活のための支援方法を学ぶ。
子どもを取り巻く社会状況・指針をふまえた衛生・安全管理やその対策、体制つくりの活動計画・評価の一連等の理解を深めるとともに、心身の状態や発達に即し
た適切な対応についての保健活動を具体的に学習する。

授業の方法
講義と実習形式。参考図書や配布資料を活用。実施前に基本学習事項、事前課題への取り組み方を提示する。
テーマについて説明後、グループワークや課題解決学習の発表・実施、その後レポート提出（2回）を行う。その都度、コメントを返す。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子どもを取り巻く社会状況
の把握と衛生・安全管理　

子どもの健康状態の把握　

子どもの体調や心身の状態
把握の方法　

体験した安全管理の活動を
振り返り、子どもを取り巻
く社会状況と関連させて活
発に討議し非常によい発表
ができた。

体験した安全管理のための
活動を振り返り、子どもを
取り巻く社会状況と関連さ
せて概ね討議・発表できた
。

安全管理のための活動と子
どもを取り巻く社会状況に
ついて部分的に討議・発表
できた。

安全管理のための活動と子
どもを取り巻く社会状況を
助言により討議・発表でき
た。

子どもの健康状態の把握の
方法を詳しく調べ、正しく
計測できた。

子どもの健康状態の把握の
方法を調べ、概ね計測でき
た。

子どもの健康状態の把握の
方法を調べ、部分的に計測
できた。

子どもの健康状態の把握の
方法について、助言により
計測できた。

助言しても計測できなかっ
た。

子どもの発達状況に即した
体調や心身の状態把握、そ
の対応方法について詳しく
説明できた。

子どもの発達状況に即した
体調や心身の状態把握、そ
の対応方法について概ね説
明できた。

子どもの発達と、体調や心
身の状態把握、その対応方
法について部分的に説明で
きた。

子どもの体調や心身の状態
把握、その対応について助
言により説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの健康と安全』 2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『授業の中で随時案内する』

2

3

4

5

科目名称 子どもの健康と安全

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM123100（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの発達状態や健康状態の把握の方法について演
習する。また、子どもが育つ環境つくりや子ども自身で心身健康で安全な生活をつくりだせ
るような支援方法を考える。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ １０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

382－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス、シラバス説明
子どもを取り巻く社会状況と子ども保健

履修を終えている「子どもの保健」の概要を理解し
ておく（９０分）

2 事故防止及び健康安全管理１
　保育環境と衛生・安全対策

指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）

当日授業や討議で行った課題について調べ、レポー
ト作成する（９０分）

討議・発表準備のため十分に予習して授業に臨む
９０分）3 事故防止及び健康安全管理２　

子どもの事故、危機回避と体つくり
返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見
直し追加修正しておく（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめ、出され
た課題を調べておく（９０分）

指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）

子どもの健康に関する適切な対応１
保健的対応・対策4

返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見
直し整理しておく（９０分）

発表・実施準備のため十分に予習して授業に臨む
（９０分）

子どもの健康に関する適切な対応２
健康状態の把握　計測・測定5

当日授業や討議で行った課題について調べ、レポー
ト作成する（９０分）

指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）

子どもの健康に関する適切な対応３
病児の状態把握の方法と対応6

返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見
直し追加修正しておく（９０分）指定した参考図書・配布資料を読んでおく９０分）子どもの健康・安全にかかわる実施体制7

子どもの保健の課題に今後も取り組んでいく（９０
分）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（９０分）

提出レポート・課題について解説、フィードバック
し総括します。8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

科目名称 子どもの健康と安全

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM123100（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの発達状態や健康状態の把握の方法について演
習する。また、子どもが育つ環境つくりや子ども自身で心身健康で安全な生活をつくりだせ
るような支援方法を考える。

基本情報

開講時期



子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて、理解することがで
きなかった。

383－ －

ルーブリック

評価項目

1 公益財団法人児童育成協会監修 中央法規出版 9784805857984

概要

履修目標
以下について理解し、事例研究やロールプレイ等を通して自己覚知を行う。
①子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容について理解する。
②施設養護及び家庭養護の実際について理解する。
③社会的養護における計画・記録・自己評価の実際について理解する。
④社会的養護に関わる相談援助の方法・技術について理解する。
⑤社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（４）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容について理解することができる。
②施設養護及び家庭養護の実際について理解することができる。
③社会的養護における計画・記録・自己評価の実際について理解することができる。
④社会的養護に関わる相談援助の方法・技術について理解することができる。
⑤社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①子どもの理解を踏まえた社会的養護の基礎的な内容について具体的に学ぶ。
②施設養護及び家庭養護の実際について学ぶ。
③社会的養護における計画・記録・自己評価の実際について学ぶ。
④社会的養護に関わる相談援助の方法・技術について学ぶ。
⑤社会的養護における子ども虐待の防止と家庭支援について学ぶ。

授業の方法
授業は、演習テーマに基づき思考・考察・意見交換・討論・発表等の一連の活動を行う。小グループでの話し合い、事例分析・ロールプレイング等を行い、それに
基づく各自の感想、意見、振り返りを毎回述べてもらう。グループ発表、個人発表等に対してコメントを述べフィードバックを行う。レポートについても解説によ
るフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
保育士を目指す者として積極的に参加し、専門職としての自己を成長させるための時間として活用して欲しい。演習テーマに基づき小グループでの話し合い、ロー
ルプレイング等を行うので主体的に参加して欲しい。そのためにも「準備学習」については、示したテーマに係るこれまでの学びを踏まえて整理すること。「事後
学習」については、その日取り組んだ演習内容を記録し保育士を目指す者としての自己覚知を重視すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて

施設養護及び家庭養護の実
際について

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて

子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて、理解を深めた。

子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて、ほぼ理解を深めた
。

子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて、やや理解を深めた
。

子どもの理解を踏まえた社
会的養護の基礎的な内容に
ついて、理解することがで
きた。

施設養護及び家庭養護の実
際について、理解を深めた
。

施設養護及び家庭養護の実
際について、ほぼ理解を深
めた。

施設養護及び家庭養護の実
際について、やや理解を深
めた。

施設養護及び家庭養護の実
際について、理解すること
ができた。

施設養護及び家庭養護の実
際について、理解すること
ができなかった。

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて、理解を深めた。

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて、ほぼ理解を深めた。

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて、やや理解を深めた。

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて、理解することができ
た。

社会的養護における計画・
記録・自己評価の実際につ
いて、理解することができ
なかった。

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について、
理解を深めた。

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について、
ほぼ理解を深めた。

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について、
やや理解を深めた。

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について、
理解することができた。

社会的養護に関わる相談援
助の方法・技術について、
理解することができなかっ
た。

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて、理解することができ
なかった。

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて、理解を深めた。

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて、ほぼ理解を深めた。

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて、やや理解を深めた。

社会的養護における子ども
虐待の防止と家庭支援につ
いて、理解することができ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・基本保育シリーズ⑱社会的養護Ⅱ』 2019年

2

3

4

5

1 北川清一 ミネルヴァ書房 9784623089260

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソ－シャルワ－カ－のための養護原理 小規模
化・家庭的養育をどう捉えるか』

2020年

2

3

4

5

科目名称 社会的養護Ⅱ

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123103（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設・児童指導員としての経験を活かし、支援の計画と内容及び事例分析、ソーシ
ャルワーク実践についての指導を行う。また、保育士や実習生に対するスーパーバイズの経
験を活かし、学生一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

384－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認）、社会的養護における
子どもの理解 社会的養護とは（９０分

2 社会的養護の内容①日常生活支援 日常生活とは（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

治療とは（９０分）3 社会的養護の内容②治療的支援 演習の記録と自己覚知（９０分）

演習の記録と自己覚知（９０分）自立とは（９０分）社会的養護の内容③自立支援4

演習の記録と自己覚知（９０分）施設養護の生活特性とは（９０分）社会的養護の実際①施設養護の生活特性及び実際5

演習の記録と自己覚知（９０分）家庭養護の生活特性とは（９０分）社会的養護の実際②家庭養護の生活特性及び実際6

演習の記録と自己覚知（９０分）アセスメントとは（９０分）アセスメントと個別支援計画の作成7

演習の記録と自己覚知（９０分）記録のあり方について（９０分）記録及び自己評価8

演習の記録と自己覚知（９０分）保育の専門性とは（９０分）保育の専門性に関わる知識・技術とその実践9

10 社会的養護に関わる相談援助の知識・技術とその実
践 相談援助の知識・技術について（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

レポート作成（９０分）家庭支援について（９０分）社会的養護における家庭支援11

レポート作成（９０分）社会的養護の課題と展望について（９０分）社会的養護の課題と展望12

演習の記録と自己覚知（９０分）事例研究（９０分）社会的養護に関わる事例研究13

演習の記録と自己覚知（９０分）ロールプレイの準備（９０分）社会的養護に関わる事例に基づくロールプレイ14

文献学習（９０分文献学習（９０分まとめ15

文献学習（９０分文献学習（９０分フィードバックとしてレポートに対する解説を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習の記録と自己覚知（９０分）

科目名称 社会的養護Ⅱ

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123103（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設・児童指導員としての経験を活かし、支援の計画と内容及び事例分析、ソーシ
ャルワーク実践についての指導を行う。また、保育士や実習生に対するスーパーバイズの経
験を活かし、学生一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期



保育相談支援の特性につい
て、理解することができな
かった。

385－ －

ルーブリック

評価項目

1 公益財団法人児童育成協会監修 中央法規出版 9784805857991

概要

履修目標
以下について理解し、事例研究やロールプレイ等を通して自己覚知を行う。
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開について理
解する。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（４）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開について理
解することができる。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開を具体的に
学ぶ。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に学ぶ。

授業の方法
授業は、演習テーマに基づき思考・考察・意見交換・討論・発表等の一連の活動を行う。小グループでの話し合い、事例分析・ロールプレイング等に基づく各自の
感想、意見、振り返りを毎回述べてもらう。グループ発表、個人発表等に対してコメントを述べフィードバックを行う。レポートについても解説によるフィードバ
ックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
演習テーマに基づき小グループでの話し合い、ロールプレイング等を行うので主体的に参加して欲しい。専門職としての自己を成長させるための時間として活用し
て欲しい。そのためにも「準備学習」については、示したテーマに係るこれまでの学びを踏まえて整理すること。「事後学習」については、その日取り組んだ演習
内容を記録し専門職を目指す者としての自己覚知を重視すること。

資格指定科目
保育士養成課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育相談支援の特性につい
て

保育相談支援の展開につい
て

保育士の行う子育て支援の
内容について

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について

保育相談支援の特性につい
て、理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、ほぼ理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、やや理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、理解することができた
。

保育相談支援の展開につい
て、理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、ほぼ理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、やや理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、理解することができた
。

保育相談支援の展開につい
て、理解することができな
かった。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解を深め
た。

保育士の行う子育て支援の
内容について、ほぼ理解を
深めた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、やや理解を
深めた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解するこ
とができた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解するこ
とができなかった。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、ほ
ぼ理解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、や
や理解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解することができた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解することができなかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・基本保育シリーズ⑲子育て支援』 ２０１９年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 子育て支援

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122104（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、児童養護施設等要
保護児童の家庭に対する支援ついての指導を行う。スーパーバイザーの経験を活かし、学生
一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ７０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

386－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む）、子育て支援の
特性①子どもの保育とともに行う保護者の支援 保護者の支援について（９０分）

2 子育て支援の特性②日常的・継続的な関わりを通じ
た保護者との相互理解と信頼関係の形成 信頼関係の形成について（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

多面的な理解について（９０分）3 子育て支援の特性③保護者や家庭の抱える支援のニ
ーズへの気づきと多面的な理解 演習の記録と自己覚知（９０分）

演習の記録と自己覚知（９０分）多様な機会や場の提供について（９０分）子育て支援の特性④子ども・保護者が多様な他者と
関わる機会や場の提供4

演習の記録と自己覚知（９０分）クライエントの状況・状態の把握について（９０分
）

子育て支援の展開①子ども及び保護者の状況・状態
の把握5

演習の記録と自己覚知（９０分）支援計画について（９０分）子育て支援の展開②支援計画と環境の構成6

演習の記録と自己覚知（９０分）職員間の連携・協働について（９０分）子育て支援の展開③支援の実践・記録・評価・カン
ファレンス及び職員間の連携・協働7

演習の記録と自己覚知（９０分）社会資源の活用について（９０分）子育て支援の展開④社会資源の活用と自治体・関係
機関や専門職との連携・協働8

演習の記録と自己覚知（９０分）保育所等における支援（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）①保育
所等における支援9

10 子育て支援とその実際（内容・方法・技術）②地域
の子育て家庭に対する支援 地域の子育て家庭に対する支援（９０分） 演習の記録と自己覚知（９０分）

レポート作成（９０分）障害のある子どもの家庭に対する支援（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）③障害
のある子ども及びその家庭に対する支援11

レポート作成（９０分）特別な配慮を要する子どもの家庭に対する支援
（９０分）

子育て支援とその実際（内容・方法・技術）④特別
な配慮を要する子ども及びその家庭に対する支援12

演習の記録と自己覚知（９０分）子ども虐待の予防と対応（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑤子ど
も虐待の予防と対応13

演習の記録と自己覚知（９０分）要保護児童等の家庭に対する支援（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑥要保
護児童等の家庭に対する支援14

事例研究（９０分）多様な支援ニーズを抱える子育て家庭（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑦多様
な支援ニーズを抱える子育て家庭の理解、まとめ15

事例研究（９０分）事例研究（９０分）課題（レポート）対する解説を行いフィードバック
する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習の記録と自己覚知（９０分）

科目名称 子育て支援

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122104（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、児童養護施設等要
保護児童の家庭に対する支援ついての指導を行う。スーパーバイザーの経験を活かし、学生
一人ひとりの専門職としての自己覚知を促す。

基本情報

開講時期



助言しても理解できなかっ
た。

387－ －

ルーブリック

評価項目

1 編集：遠藤郁夫、三宅捷太 学建書院 978-4762408892

概要

履修目標
子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解し、子どもの身体発育や生理機能及び運動機能並びに精神機能の発達と保健について学ぶ。また、子どもに多
い疾病とその予防法及び適切な対応について理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（７）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
子どもの健康と保健の意義を理解し、子どもの発育・発達及び子どもの疾病と保育について説明できる。

授業全体の内容と概要
子どもの保健の意義、子どもの健康と心身機能、発育・発達と保健及び子どもに多い疾病と予防について
学習する。

授業の方法
講義形式。板書やテキストを活用し、子どもを取り巻く社会問題や背景と関連付けて解説を行う。また、まとめや確認のために小試験やレポート（２回）を課題と
し、検索後返却し、解答・解説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子どもの保健の意義

子どもの発育・発達

子どもに多い疾病

子どもの特徴や健康と生命
の安全、心身の健やかな育
ちを関連させ非常によく理
解できた。

子どもの特徴や健康と生命
の安全、心身の健やかな育
ちを関連させ概ね理解でき
た。

子どもの特徴や健康、生命
の安全や心身の健やかな育
ちについて部分的に理解で
きた。

子どもの特徴や健康、生命
の安全、心身の健やかな育
ちについて助言により理解
できた。

子どもの発育・発達の原則
を列挙し、心身機能、生理
・運動機能、社会性の発達
過程を詳しく説明できた。

子どもの発育・発達の原則
を列挙し、心身機能、生理
・運動機能、社会性の発達
過程を概ね説明できた。

子どもの発育・発達の原則
、心身機能、生理・運動機
能、社会性について部分的
に説明できた。

子どもの発育・発達の原則
、心身機能、生理・運動機
能、社会性について助言に
より説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。
　

子どもの健康状態の把握方
法を学び、子どもに多い病
気を列挙。その病気の特徴
や症状・対応について詳し
く説明できた。

子どもの健康状態の把握方
法を学び、子どもに多い病
気を列挙。その病気の特徴
や症状・対応について概ね
説明できた。

子どもの健康状態の把握方
法、子どもに多い病気とそ
の対応について部分的に説
明できた。

子どもの健康、子どもに多
い病気について助言により
説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの保健』 2019

2

3

4

5

1 編集：大西文子 中山書店 978-4521747774

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの健康と安全』 2019

2

3

4

5

科目名称 子どもの保健

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM122083（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。人の生命誕生から成長過程を学び、社会の構成員とし
ての子どもを健全に育む意義・保育の役割を説明する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １０％ ０％ ２０％ １０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

388－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、ガイダンス
子どもの健康と保健の意義（１）
保健活動の意義と目的

事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 子どもの健康と保健の意義（２）
健康の概念と健康指標

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分） 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分）3 子どもの健康と保健の意義（３）

子どもの健康に関する現状と課題 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

授業終了時に出す課題についてレポート作成するこ
と（９０分）

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの健康と保健の意義（４）
地域における保健活動と児童虐待防止4

返却レポートを見直し子どもの保健の意義を再確認
する（９０分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（１）
ヒトの成り立ちと身体発育5

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（２）
生理機能の発達と保健6

小テストを行うので前半の授業の復習を欠かさぬこ
と（９０分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（３）
子どもの運動機能の発達と保健7

確認テスト問題を見直し自己採点しておく（９０分
）

前半の授業・ノートを見直しテストに臨むこと
（９０分）前半の総括と学習到達度の確認テスト8

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの精神機能の発達」について事前
に読んでおくこと（９０分）子どもの精神機能の発達と保健9

10 子どもの健康状態の把握（１）
健康観察と健康状態把握

教科書の「子どもの健康状態の把握」について事前
に読んでおくこと（９０分）

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの健康状態の把握」について事前
に読んでおくこと（９０分）

子どもの健康状態の把握（２）
発育・発達の把握と保護者11

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの疾病と保育」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（１）
子どもの疾病の特徴12

授業終了時に出す課題について復習すること（９０
分）

教科書の「子どもの疾病と保育」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（２）
子どもの発達と疾病13

授業終了時に出す課題についてレポート作成するこ
と（９０分）

教科書の「子どもの疾病の予防と対応」について事
前に読んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（３）
子どもの疾病の予防と適切な対応14

返却レポート結果を見直し子どもの保健の課題に今
後も取り組んでいくこと
（９０分）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
こと（９０分）総括と後期に向けて15

試験の振り返りを行うこと（９０分）定期試験の準備をすること（９０分）定期試験６０分の終了後残りの時間で解説します。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

科目名称 子どもの保健

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

SOM122083（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。人の生命誕生から成長過程を学び、社会の構成員とし
ての子どもを健全に育む意義・保育の役割を説明する。

基本情報

開講時期



保育の計画について基礎的
な知識を理解することがで
きなかった。

389－ －

ルーブリック

評価項目

1 神永直美 萌文書林 9784893472397

概要

履修目標
この科目は、以下の３つを授業の目的とする。
１．保育内容の充実と質の向上に資する保育の計画と評価について理解する。
２．保育の全体計画の編成と指導計画の作成について具体的に理解する。
３．計画，実践，省察・評価，改善の過程についてその全体構造を動態的にとらえ，理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
保育の計画と評価の基本，保育所における保育の計画，保育の計画の作成と展開，保育所における保育の評価について理解し、保育の内容を具体的に説明する。

授業全体の内容と概要
保育の計画と評価の基本，保育所における保育の計画，保育の計画の作成と展開，保育所における保育の評価など保育の内容について学修する。保育の計画と作成
では、思考・考察、他者との意見交換、討論、発表等一連の活動を行う。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイントを活用しながら講義形式で行う。
授業の理解度を深めるためのグループ学習も取り入れ、質疑応答の時間を設定する。
提出された課題・作品はコメントをつけてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容・提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻した場合、入室は可能だが欠席扱いとするので注意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育計画の知識・技能（何
を知っているか、何ができ
るか）

計画を立案するための思考
力・判断力・表現力等（知
っていること、できること
をどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育の計画について基礎的
な知識を深く理解できた。

保育の計画について基礎的
な知識をおおむね理解でき
た。

保育の計画について基礎的
な知識を理解できた。

保育の計画について基礎的
な知識を多少理解できた。

保育の内容を踏まえた計画
作成について十分に考察で
きた。

保育の内容を踏まえた計画
作成についておおむねに考
察できた。

保育の内容を踏まえた計画
作成について考察できた。

保育の内容を踏まえた計画
作成について多少考察でき
た。

保育の内容を踏まえた計画
作成について考察すること
ができなかった。

保育の計画作成と評価につ
いて理解したことをわかり
やすく説明できた。

保育の計画作成と評価につ
いて理解したことをおおむ
ね説明できた。

保育の計画作成と評価につ
いて理解したことを説明で
きた。

保育の計画作成と評価につ
いて理解したことを多少説
明できた。

保育の計画作成と評価につ
いて理解したことを説明す
ることができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『フォトランゲージで学ぶ子どもの育ちと実習日
誌・指導計画第2版』

2018

2

3

4

5

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

科目名称 保育の計画と評価

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123085（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における計画立案の経験を活かし、保育所における計画作成と保育内容の関連を講
義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

390－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 指定した教科書を事前に読むこと（90分）。

2 保育の計画と評価の基本（１）カリキュラムの基礎
理論 教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。２回目の授業で理解した点を整理する（90分）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。3 保育の計画と評価の基本（２）保育所における保育
の計画と評価の意義 ３回目の授業で理解した点を整理する（90分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。保育の計画と評価の基本（３）保育所以外の児童福
祉施設における計画と評価の意義4

５回目の授業で理解した点を整理する（90分）。保育計画の意味を理解しておく（90分）。保育の計画と評価の基本（４）計画，実践，省察・
評価，改善の過程の循環による保育の質の向上5

授業終了時に示す１回目の課題を作成する（90分）
。

保育計画と指針、要領との関連を理解しておく（90
分）。

保育所における保育の計画（１）保育所保育指針と
幼稚園教育要領6

７回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。保育所における保育の計画（２）保育の全体的な計
画と指導計画7

授業終了時に示す２回目の課題を作成する（90分）
。発達心理等発達過程を理解しておく（90分）。保育所における保育の計画（３）全体的な計画の編

成8

９回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。保育所における保育の計画（４）指導計画（長期的
・短期的）の作成と作成上の留意事項9

10 育の計画の作成と展開（１）保育の全体的な計画の
編成と展開 計画作成の方法をよく読んでおく（90分）。 授業終了時に示す３回目の課題を作成する（90分）

。

１１回目の授業で理解した点を整理する（90分）。対象年齢と計画の連動性を理解しておく（90分）。保育の計画の作成と展開（２）指導計画の実際の作
成と展開11

１２回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。保育所における保育の評価（１）保育の省察及び記
録12

１３回目の授業で理解した点を整理する（90分）。教科書の評価頁を事前に読んでおく（90分）。保育所における保育の評価（２）保育士及び保育所
の自己評価13

授業終了時に示す４回目の課題を作成する（90分）
。教科書の専門用語の意味を理解しておく（90分）。保育所における保育の評価（３）保育の計画の再編

成14

授業の目的の達成度を自己評価する（90分）。保育の計画で学んだ事を整理しておく（90分）保育所における保育の評価（４）生活と発達の連続
性を踏まえた保育所児童保育要録15

試験、課題の解説に基づき復習し整理する(90分)15回の講義内容を振り返り復習する(90分)定期試験60分。試験終了後に解説を行う
提出された課題の総合評価をフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（90分）。

科目名称 保育の計画と評価

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS123085（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における計画立案の経験を活かし、保育所における計画作成と保育内容の関連を講
義する。

基本情報

開講時期



助言してもまとめることが
できなかった。

391－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
養護と教育にかかわる保育内容が、それぞれに関連性を持つことを理解し、総合的に保育を展開していくための知識、技術、判断力を養う。また、子どもの発達を
保育内容の領域を通して捉え、子ども理解を深めながら「健康」について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（７）」、「２（１）と（２）と（４）」に対応する。

到達目標
健康な子どもを捉える視点を学び子どもの観察を行い、健康を考えた生活・生活習慣について説明できる。
領域「健康」のねらいにつながる具体的な活動（健康につながる遊び）を提案できる。

授業全体の内容と概要
保育内容の各領域を関連させて学ぶことにより、子どもの発達促進、健康生活・活動、安全な生活のための支援方法など健康について具体的に学ぶ。また、子ども
の健康と健康を守る力を育むことの必要性を総合的に検討し理解を深める。

授業の方法
講義と実習形式。参考図書や配布資料を活用。実施前に基本学習事項、事前課題への取り組み方を提示する。
テーマについて説明後、グループワークや課題解決学習の発表・実施、その後レポート提出（２回）を行う。その都度、コメントを返す。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

健康な子どもを捉える視点

子どもの健康を考えた生活
・生活習慣

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動

子どもの健康把握の視点を
学び、生活の中の子どもを
観察。その観察結果を非常
によくまとめ発表できた。

子どもの健康把握の視点を
学び、生活の中の子どもを
観察。その観察結果を概ね
まとめ発表できた。

子どもの健康把握の視点か
ら子どもの観察を行い部分
的にまとめることができた
。

子どもの健康把握の視点で
子どもの観察を行い助言に
よりまとめることができた
。

子どもの健康的な生活と生
活習慣獲得過程を項目別に
整理し詳しく説明すること
ができた。

子どもの健康的な生活と生
活習慣獲得過程を項目別に
整理し概ね説明することが
できた。

子どもの健康的な生活と生
活習慣について部分的に整
理し説明することができた
。

子どもの健康的な生活と生
活習慣について、部分的に
説明することができた。

助言しても説明できなかっ
た。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、非情に良い提案・発表
ができた。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、提案・発表ができた。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、一部を提案・発表でき
た。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を助言
により提案できた。

助言しても提案できなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『指定はしないが授業の中で随時案内する』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育内容「健康」、「子どもの保健Ⅱ」など』

2

3

4

5

科目名称 保育内容演習Ⅰ（健

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122087（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの観察を行い、健やかな子どもについて理解を
深め、健康を考えた生活習慣と活動（遊び）について演習する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ １０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

392－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバス説明
健康の概念と健やかな子ども、子どもの成長・発達
・特徴①

履修を終えている「保育内容」の概要を理解してお
く（９０分）

2 健康の概念と健やかな子ども
子どもの成長・発達・特徴②（子どもの観察） 調べた課題の討議・発表の準備をしておく９０分）授業で出された課題について要領に沿い調べ、レポート作成する（９０分）

討議・発表準備のため十分に予習して授業に臨む
（９０分）3 子どもの健康生活と習慣①（生理的欲求と習慣） 返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見

直し追加修正しておく（９０分）

当日の授業で行った課題について調べ、ノートにま
とめておく（９０分）

指定した参考図書と配布資料を読んでおく（９０分
）

子どもの健康生活と習慣②（基本的生活習慣の形成
）4

授業で出された課題について要領に沿い調べ、レポ
ート作成する（９０分）

指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）健康的な活動と環境構成①（健康的な遊びの計画）5

返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見
直し整理しておく（９０分）

発表・実施準備のため十分に予習して授業に臨む
（９０分）健康的な活動と環境構成②（健康的な遊びの指導）6

授業で行った課題について調べておく（９０分）指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）事故防止と安全指導7

子どもの健康問題や保育課題に今後も取り組んでい
く（９０分）

これまで授業で行ったことを振り返り、準備してく
る（９０分）

提出レポート・課題について解説、フィードバック
し総括します。8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業で行った課題について調べておく（９０分）

科目名称 保育内容演習Ⅰ（健

専門科目科目分類区分

中村　則子（社会福祉学科・特任准教授
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122087（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中村　則子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの観察を行い、健やかな子どもについて理解を
深め、健康を考えた生活習慣と活動（遊び）について演習する。

基本情報

開講時期



領域（人間関係）について
、基本的な知識を著しく欠
いており、理解することが
難しかった。

393－ －

ルーブリック

評価項目

1 寺見陽子 教育情報出版 9784938795771

概要

履修目標
授業の目的は、保育実践の内容理解です。具体的内容は、保育者の専門性として、①養護と教育にかかわる保育の内容を展開するための知識、技術、判断力を修得
すること、②保育の内容５領域、「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」を総合的にとらえ、人は社会と関わり生活していくための「人間関係」の重要性
について、子どもの理解を深めることである。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
領域「人間関係」について、子どもの適切な理解を深めながら保育内容を実践することができる。テキスト課題「考えてみよう」を具体的に識別して列挙すること
ができる。

授業全体の内容と概要
授業の概要は、幼児教育の基本・乳幼児期の発達、子どもと保育者、遊びと人間関係・家庭生活と子ども、幼児教育と課題となる。授業内容の取扱いは、①保育の
実践に必要となる知識、理論、②保育現場でおこり得る事例、③事例を考える際の問題点、④事例の対応方法、の４観点から構成される。

授業の方法
テキストのワークシート「事例　考えてみよう」（６６例）を利用し、ケース学習をすすめる。「保育の現場で実際に起こり得る事例」について、ケース学習（下
記、アクティブ・ラーニングの実施方法、その他）、グループワークをおこない、授業展開する。授業では視聴覚教材を利用する。課題レポートのコメントはフィ
ードバックされる機会がある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「保育内容演習Ⅱ（人間関係）」は、保育の内容（５領域）から「人間関係」を抽出する科目である。保育の内容を統合して理解する視点が必要となる。第８回授
業では、「レポート」作成について説明を受ける。配布資料はファイリングし、授業内容、資料の欠落することのないように留意する。授業は学生のみなさんと担
当教員による協同学習となるので、主体的に参加、授業に貢献がもとめられる。大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネ
ル、Formsを学修利用する。パソコンスキル（レポート作成、準備学修の確認、教員への授業外連絡など、情報通信機器利用マナー）を高めていく。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育の内容の統合的視点を
ふまえながら、領域「人間
関係」について、知識・技
能を修得する。（知識・技
能）

保育内容の統合的視点をふ
まえながら、領域「人間関
係」について、展開するこ
とができる。（思考力・判
断力・表現力）

保育者として、保育内容の
理解に関心と意欲を持ち、
積極的、協同的に参加する
ことができる。（関心・意
欲・態度）

領域（人間関係）について
、深く理解ができた。

領域（人間関係）について
、おおむね理解ができた。

領域（人間関係）について
、基本的な知識の理解がで
きた。

領域（人間関係）について
、基本的な知識に欠ける部
分はあるが、理解すること
ができた。

領域（人間関係）について
、充分に思考をして、表現
することができた。

領域（人間関係）について
、おおむね思考して、表現
することが
ができた。

領域（人間関係）について
、基本的な思考をして、表
現することができた。

領域（人間関係）について
、改善の余地はあるが、思
考をして、表現することが
できた。

領域（人間関係）について
、思考をして、表現するこ
とが難しかった。

領域（人間関係）について
、保育者の役割と責任を自
覚し、積極的、協同的に行
動することができた。

領域（人間関係）について
、保育者の役割をおおむね
理解して、自ら行動するこ
とができた。

領域（人間関係）について
、保育者の役割について、
基本的な行動をすることが
できた。

領域（人間関係）について
、改善の余地はあるが、自
分の役割を考えながら、行
動することができた。

領域（人間関係）について
、自分の役割を理解して、
行動することが難しかった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『事例と図解で学ぶ保育実践 子どもの心の育ち
と人間関係　第２版』

２０１６

2

3

4

5

1 高橋惠子 岩波書店 9784004317609

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子育ての知恵：幼児のための心理学』 ２０１９

2 日本保育学会 東京大学出版会 9784130522052『保育を支えるネットワーク： 支援と連携　保
育学講座5 』

２０１６

3 厚生労働省 フレーベル館 9784577814482『保育所保育指針解説　平成３０年』 ２０１８

4 協同教育研究会 協同出版 9784319334483『札幌市・帯広市・江別市　公立保育士　採用試
験対策シリーズ』

２０２０

5

科目名称 保育内容演習Ⅱ（人間

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122088（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定のための出席要件は、授業第１回から第８回までに計６回以上の出席が必要になる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ４０％ ０％ ０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

394－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
幼児教育の基本・乳幼児期の発達①（心理学的接近
と教育学的接近）

シラバスを熟読する。（４５分）

2 幼児教育の基本・乳幼児期の発達②（視聴覚教材の
視聴）

テキストⅠ、Ⅱ章と演習課題を熟読する。（４５分
）

今回の学習テキスト、視聴覚教材を復習する。
（４５分）

テキスト学習範囲を熟読する。（４５分）3 子どもと保育者①（社会学的接近） 今回の学習テキスト、視聴覚教材を復習する。
（４５分）

今回の学習テキスト，視聴覚教材を復習する。
（４５分）テキスト学習範囲を熟読する。（４５分）子どもと保育者②（保育学的接近）4

今回の学習テキスト、視聴覚教材を復習する。
（４５分）

テキストⅢ、Ⅳ章と演習課題を熟読する。（４５分
）

遊びと人間関係・家庭生活と子ども①（社会学的接
近と社会心理学的接近）5

今回の学習テキスト、視聴覚教材を復習する。
（４５分）テキスト学習範囲を熟読する。（４５分）遊びと人間関係・家庭生活と子ども②（視聴覚教材

の視聴6

今回の学習テキスト、視聴覚教材を復習する。
（４５分）テキスト学習範囲を熟読する。（４５分）幼児教育と課題　まとめ①（エピソード記述法）7

全授業を振り返り、学習内容の内省的レポートを期
日までに提出する。（４５分）

これまでのテキスト、資料、視覚教材の学習内容を
整理する。（４５分）幼児教育と課題　まとめ②（保育学）8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の学習内容を復習する。（４５分）

科目名称 保育内容演習Ⅱ（人間

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122088（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



領域「環境」について基礎
的な知識を深理解すること
ができなかった。

395－ －

ルーブリック

評価項目

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識，技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「環境」の領域の観点から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
１．保育を展開していくための方法や技術、援助、関わりについて具体的に理解する。
２．保育所保育指針に示す乳児保育の３つの視点や保育における領域「環境」について理解する。

授業全体の内容と概要
保育における子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくための方法や技術、援助の関わりについて具体的に学修する。保育所保育指針に示す乳児保
育の３つの視点や保育における領域「環境」について学修する。

授業の方法
授業は、板書とグループ学習を取り入れ、質疑応答の時間を設定する。
課題やレポートには必ずコメントを記入し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価方法は、授業時間に説明する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「環境」に対する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「環境」について基礎
的な知識を深く理解できた
。

領域「環境」について基礎
的な知識をおおむね理解で
きた。

領域「環境」について基礎
的な知識を理解できた。

領域「環境」について基礎
的な知識を多少理解できた
。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て十分に考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
ておおむね考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て多少考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て考察することができなか
った。

環境を通した保育について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

環境を通した保育について
理解したことをおおむね説
明できた。

環境を通した保育について
理解したことを説明できた
。

環境を通した保育について
理解したことを多少説明で
きた。

環境を通した保育について
理解したことを説明するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 2017

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保育内容演習Ⅲ（環

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122089（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師控室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、保育内容の各領域の関連を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ２０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

396－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
保育指針における養護と教育のねらいと内容の理解
五領域の各領域と「環境」の関連について

保育指針の第一章を事前に読むこと（９０分）。

2 保育指針における環境の領域のねらいと内容、保育
者の関わりについて

保育指針の「環境」の領域を事前に読むこと（９０
分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

自信が考える環境の重要性についてメモにまとめて
おくこと（９０分）3 環境教育の重要性と留意点、環境設定する際のポイ

ント
３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。
回目の課題を作成する（90分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育指針における第二章　乳児保育を事前読むこと
（９０分）。環境教育における保育者の役割と重要性について4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育指針における乳児保育及び衛生安全管理を事前
読むこと（９０分）

乳児保育における環境の重要性、安全衛生管理につ
いて5

６回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育における物的環境について事前学習しておく
（９０分）。

理想の保育環境を考える
①物的環境6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育における人的環境について事前に学習しておく
こと（９０分）。

理想の保育環境を考える
②人的環境7

授業の目的の達成度を自己評価する（９０分）。これまでの授業内容を確認しておく（９０分）。まとめ　環境を通した保育とは
レポートの作成8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅲ（環

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122089（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師控室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、保育内容の各領域の関連を講義する。

基本情報

開講時期



領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きなかった。

397－ －

ルーブリック

評価項目

1 松本和美 株式会社みらい 9784860154615

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「言葉」の領域から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（４）と（５）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
「言葉」の領域を学ぶことにより，子ども理解を深めながら保育内容を理解し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
保育における領域「言葉」を学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
最後に「言葉」「表現」に関するまとめとして発表を行い、お互いに評価しあう。
なお、レポートや課題・作品提出の際にはコメントをつけてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「言葉」に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

領域を意識した「言葉」に
関する思考力・判断力・表
現力等（知っていること、
できることをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を深く理
解できた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術をおおむ
ね理解できた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術をやや理
解できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて十分に考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついておおむね考察できた
。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついてやや考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できなかった。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをわか
りやすく説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをおお
むね説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをやや
説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
することができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育に役立つ言語表現教材第2版』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保育内容演習Ⅳ（言

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122090（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「言葉」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ５０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

398－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
子どもの言葉と育ち 指定した教科書を事前に読むこと（９０分）。

2 保育所保育指針における「言葉」の理解
乳幼児期の言葉の発達 指針「言葉」を事前学習しておく（９０分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

環境保育について事前学習しておく（９０分）。3 子どものことばと保育者-どう捉え、どう関わるか- ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。語彙について事前学習しておく（９０分）。うたや触れ合いを楽しむ（わらべうた、うた遊び）4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。発達過程を理解しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ①（児
童文化財）5

授業終了時に示す課題を作成する（９０分）。発達過程について事前学習しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ②（児
童文化財）6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。ここまでに学んだことを整理しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ③（児
童文化財）7

これまでの授業で理解した点を整理する（９０分）
。「言葉」の意義を事前学習しておく（９０分）。特別な配慮が必要な子どもの関わり

提出されたレポートの評価と解説をフィードバック8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅳ（言

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122090（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「言葉」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期



領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きなかった。

399－ －

ルーブリック

評価項目

1 松本和美 株式会社みらい 9784860154615

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「表現」の領域から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（３）と（５）と（６）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
「表現」の領域を学ぶことにより，子ども理解を深めながら保育内容を理解し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
保育における領域「表現」を学修する。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
最後に「表現」に関するまとめとして発表を行い、お互いに評価しあう。
なお、レポートや課題・作品提出の際にはコメントをつけてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「表現」に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

思考力判断力表現力等（知
っていること、できること
をどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「「表現」の側面から
具体的なな援助技術を深く
理解できた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術をおおむ
ね理解できた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術をやや理
解できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて十分に考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついておおむね考察できた
。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついてやや考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察することができ
なかった。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをわか
りやすく説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをおお
むね説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをやや
説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
することができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育に役立つ言語表現教材第2版』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 保育内容演習Ⅴ（表

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122091（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「表現」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ５０％ ０％ ３０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

400－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
乳幼児の表現の発達 指定した教科書を事前に読むこと（９０4分）。

2 保育における領域「表現」 指針「表現」を事前学習しておく（９０分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

環境保育について事前学習しておく（９０分）。3 子どもの表現が生まれる源泉 ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。表現の基礎について事前学習しておく（９０分）。表現の基礎としてのこころとからだ4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。発達過程を理解しておく（９０分）。遊びにおける子どもの多様な表現5

授業終了時に示す課題を作成する（９０分）。保育の阻害環境について事前学習しておく（９０分
）。表現された子どもの世界6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。ここまでに学んだことを整理しておく（９０分）。子どもの表現と保育者の援助7

８回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。「表現」の意義を事前学習しておく（９０分）。子どもの表現が育つ環境
提出されたレポートの評価と解説をフィードバック8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅴ（表

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122091（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「表現」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期



授業で取り上げた経済用語
を説明できなかった。

401－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
講義をつうじて受講者は、経済のニュースや記事を理解するために必要な基礎的知識を身につける。また、経済学の基本的な考え方を学ぶことで、経済事象につい
て考察する基礎力を身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
経済のニュースや記事の概要を理解できる。また、経済事象の簡単な分析・解釈ができる。

授業全体の内容と概要
経済学をはじめて学ぶことを前提として、経済学の基礎知識とその考え方を説明する。実際の経済ニュースを紹介しながら、国内所得や成長率などの経済学の知識
・考え方について演習問題もまじえて学ぶ。

授業の方法
各回の計画にそって、板書やスライドによる講義と演習問題とを組み合わせた授業をおこなう。また、授業中に随時、受講生の理解の確認や受講生自身に考えさせ
ることを目的とした問いかけ（質問・対話）と演習問題をおこなう。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
演習への取り組みを評価するため、履修人数によっては座席を指定する場合がある。また、質問や演習問題の回答・解答を書くために必ずノートが必要である。平
常点はこの演習課題への取り組みを評価する。このため、欠席・遅刻することなく授業に参加して演習に取り組むことが重要である。

資格指定科目
教職課程（社会・公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経済用語の理解

経済学の考え方の理解

演習問題への取組み

授業で取り上げた経済用語
について、事例をあげて的
確に説明できた。

授業で取り上げた経済用語
について、事例をあげて説
明できた。

授業で取り上げた経済用語
について、事例をあげてあ
る程度説明できた。

授業で取り上げた経済用語
について、ある程度説明で
きた。

経済学の考え方を用いて身
近な経済事象を説明できた
。

経済学の考え方を用いて身
近な経済事象をある程度説
明できた。

経済学の考え方を図や式を
用いて説明できた。

経済学の考え方をある程度
説明できた。

経済学の考え方を説明でき
なかった。

ほぼすべての演習問題に取
り組み、適切な解答を書く
ことができた。

ほぼすべての演習問題に取
り組み、そのいくつかで適
切な解答を書くことができ
た。

ある程度の演習問題に取り
組み、そのいくつかで適切
な解答を書くことができた
。

評価前提基準回数程度の演
習問題に取り組めた。

演習問題に取り組めなかっ
た。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 Ｎ・グレゴリー・マンキュー 東洋経済新報社 4492315217

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マンキュー入門経済学（第３版）』 ２０１９

2

3

4

5

科目名称 経済学概論（S）

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECT122148，ECT422031，ECT522035（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

402－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 経済学とは：この授業で学ぶこと
・授業計画（シラバス）の説明 経済学とは何かを考える（９０分）

2 日本の景気について：景気を知る方法
・景気と大学生の生活 景気ウオッチャー調査とは何か調べる（９０分） 景気を調べる方法についてノートにまとめる（９０

分）

国内総生産について調べる（９０分）3
国内総生産からみた世界経済：国内総生産
（ＧＤＰ）とは
・世界の国内総生産（ＧＤＰによる世界地域比較）

地域比較で気付いたことをノートにまとめる（９０
分）

生産要素と生産活動についてノートにまとめる
（９０分）生産要素について調べる（９０分）希少な資源と生産活動：生産活動と資源

・富裕国と最貧国との比較4

経済成長率の計算式と意味をノートにまとめる
（９０分）経済成長率について調べる（９０分）経済成長とは：経済成長率の計算5

生産要素と成長についてノートにまとめる（９０分
）成長著しい国の成長率を調べる（９０分）経済成長と国民所得：生産要素と経済成長

・途上国の経済成長率の例6

幸福と経済的豊かさのまとめ（９０分）幸福の要因について考える（９０分）経済と幸福の問題：幸福の要因7

所得の伸びと豊かさの実感についてノートにまとめ
（９０分）所得の伸びとゆたかさの実感のまとめ（９０分）所得と限界効用逓減：限界効用逓減の法則8

実質値と名目値の違いをノートにまとめる（９０分
）実質値と名目値の違いを調べる（９０分）実質値と名目値：

・値上げのニュース  ・物価とインフレ，実質値9

10
市場経済と価格：
・市場というしくみについて  ・供給の変動と市場
価格への影響

市場のしくみについて調べる（９０分） 供給の市場価格への影響をノートにまとめる（９０
分）

中央銀行と通貨についてノートにまとめ（９０分）通貨・中央銀行の機能を調べる（９０分）通貨と中央銀行：
・通貨の機能  ・中央銀行と通貨11

日銀の政策と金利についてノートにまとめ（９０分
）金利について調べる（９０分）日銀の資金供給と金利

・金利とは  ・日銀と資金供給12

信用創造と通貨供給量についてノートにまとめる
（９０分）通貨供給量について調べる（９０分）通貨供給量と信用創造

・通貨供給量とは  ・信用創造とは13

日銀の金融政策をノートにまとめる（９０分）金融政策の現状を調べる（９０分）日銀と金融政策
・金融政策にかんするニュース  ・金融政策の影響14

ノートの整理（９０分）ノート見直しと不明点の確認（９０分）経済政策とこれまでの授業のまとめ15

わからなかった試験問題の復習（９０分）各回の演習問題に再挑戦（９０分）定期試験（６０分）と試験の説明16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

経済学とは何かノートにまとめる（９０分）

科目名称 経済学概論（S）

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECT122148，ECT422031，ECT522035（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかについて
、理解が見られなかった。

403－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
近世から現代にかけての日本経済の歴史的発展を多角的に学び、日本がどのように「資本主義」の国家として経済発展を遂げてきたのかを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学部のＤＰ「１（２）］、「２（２）」に対応する。

到達目標
日本経済の歴史の全体像を把握し、何処に転換点があったのかを理解する。

授業全体の内容と概要
鎖国下の江戸時代という特殊な条件から、いかにして資本主義体制を形成していったのかを、歴史的事件や経済制度の観点から考察する。

授業の方法
PDFを利用した講義形式で行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中は内容の把握に努め、重要な点はしっかりとノートに取る。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

近世から現代へ：封建社会
から資本主義経済への移行

明治～昭和へ：日本経済に
おける変化

敗戦から経済成長へ：経済
的成功と挫折

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解し、どのような
条件が日本経済の発展に寄
与したかを示すことが出来
るようになった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解できた。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を理解し、説明できるよう
になった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、何が経済発展の要
因になったのかを、具体的
例示と伴に説明することが
出来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、具体的な歴史的事
件を示すことが出来るよう
になった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解出
来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展について、理解が見
られなかった。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを深く理解し、今
日日本が直面する諸問題も
説明することが出来るよう
になった。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを理解し、今日日
本が直面する諸問題も挙げ
ることが出来るようになっ
た。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを理解できるよう
になった。

戦後の日本経済がたどった
経緯を説明することが出来
るようになった。

戦後の日本経済がたどった
経緯について、理解が見ら
れなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 日本経済史（S）

専門科目科目分類区分

小林 大州介 (経営学科・非常勤講師)授業担当者（所
属・職名）

ECH122134，ECH422037（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 1号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林 大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
最低出席回数は10回以上とする。
単位認定は、定期試験８０％と平常点(小テストなど)２０％の合計１００％のうち、６０％以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

404－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 初回オリエンテーション：シラバスの説明、日本の
経済発展とその歴史的前提

日本経済史に関する所説を、新書やネットを使って
調べておくこと(90分)

2 「近世経済」の成立と展開１－農村社会の発展 江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)3 「近世経済」の成立と展開２－武士階級及び都市経

済の発展
講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)移行期の日本経済１－維新前夜の日本経済4

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済２－維新政府の諸改革5

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済３－資本主義の導入へ6

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち、関連
する問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済１－生産組織や技術導入
による経済成長7

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち、関連
する問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)　

明治～大正時代の日本経済２－資本と労働8

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち、関連
する問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)　

明治～大正時代の日本経済３－戦間期の日本経済9

10 明治～大正時代の日本経済４－変貌する都市と農村
明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち、関連
する問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)　

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

第２次世界大戦までの道のりを、新書やネットを使
って調べておくこと(９０分)　昭和初期～第二次世界大戦期の日本経済11

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興１－統制・計画経済から市場経済へ12

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興２－高度経済成長と産業構造の変化13

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)経済低迷とバブル経済14

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)　

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)今日の日本経済の課題15

講義の全体を良く振り返っておくこと(９０分)これまでの総復習を行うこと(９０分)定期試験(６０分)と試験の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

科目名称 日本経済史（S）

専門科目科目分類区分

小林 大州介 (経営学科・非常勤講師)授業担当者（所
属・職名）

ECH122134，ECH422037（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 1号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林 大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



教科書の内容をあまり理解
できていなかった

405－ －

ルーブリック

評価項目

1 奥西孝至 有斐閣 9784641124042

概要

履修目標
現代の世界経済はヨーロッパ経済が世界に拡大する形で形成されたものであり、日本やアジア諸国の経済成長はその経済システムの中で達成されたものである。西
洋経済史を学ぶことによって、歴史に学ぶだけでなく、現代の経済を理解するための素養を身につける。
とりわけ以下の２点に着目する。
①資本主義（資本制）の成立と展開。農業中心の社会経済構造から工業化へ。特に産業革命を中心に、その前提として必要なものは何であったか、また産業革命に
よってどのような社会経済構造がもたらされたのか。
②市場経済化。需給関係に基づき最適な形で価格が調整される範囲の拡大。ヨーロッパにおける商業の発達と市場経済の形成の関連、歴史的存在としての市場の構
造・役割、その変容を知る。

授業の位置づけ
社会福祉学部のDP「１（４）」、「2（２）」に対応する。

到達目標
①資本制の成立と展開がいかにして行われたのかを理解し、資本制の本質を理解する。
②市場経済化の進展が歴史上、どのようになされたのかを理解し、市場経済とは何かを説明することができる。

授業全体の内容と概要
Intro. 古代から中世へ
1. 近世（初期近代）
2. 近代
3. 現代

授業の方法
教科書に沿った板書を中心とした講義および受講者間のディスカッション等のアクティブラーニング

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書を必ず持参すること

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

中世ヨーロッパ経済の発達
を市場経済の発達と関連さ
せて理解できた

近代における資本制の発生
と展開について理解できた

世界大戦とその後のヨーロ
ッパ経済について理解でき
た

教科書を超える内容につい
て詳しく理解できた

中世の経済について教科書
の内容を理解できていた

農業および商業の特徴ない
し発展について教科書の内
容を理解できていた

農業ないし商業の特徴ない
し発展について教科書の内
容を理解できていた

教科書を超える内容につい
て詳しく理解できた

近代のヨーロッパ経済につ
いて教科書の内容を理解で
きていた

近代ヨーロッパの様々な国
家の工業化の発展について
教科書の内容を理解できて
いた

近代ヨーロッパのある国家
の工業化の発展について教
科書の内容を理解できてい
た

教科書の内容をあまり理解
できていなかった

教科書を超える内容につい
て詳しく理解できた

現代のヨーロッパ経済につ
いて教科書の内容を理解で
きていた

大戦の発生及びその戦後処
理からEUの誕生とその発展
に至るまで教科書の内容を
理解できていた

EUの誕生とその発展につい
て教科書の内容を理解でき
ていた

教科書の内容をあまり理解
できていなかった

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『西洋経済史』 2010年

2

3

4

5

1 小峯敦 ミネルヴァ書房 9784623090839

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『スタートアップ経済学シリーズ　経済学史』 2021

2

3

4

5

科目名称 西洋経済史（S）

専門科目科目分類区分

松本　哲人（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ECH122135，ECH422036（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

1対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）松本　哲人 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は全授業回数の3分の2以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

406－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
ヨーロッパの拡大と国際競争の開始 該当箇所の教科書の読解（90分）

2 17～18世紀の「経済危機」と国家の形成（オランダ
＆イギリス） 該当箇所の教科書の読解（90分） 授業ノートの作成（90分）

該当箇所の教科書の読解（90分）3 17～18世紀の「経済危機」と国家の形成（フランス
＆中・東欧） 授業ノートの作成（90分）

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）ヨーロッパの工業化をどうとらえるか4

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）「産業革命」とは何だったのか5

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）ヨーロッパにおける工業化の始動6

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）様々な工業化7

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）「第二次産業革命」の時代8

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）工業国と社会政策9

10 北アメリカの台頭とビッグビジネス 該当箇所の教科書の読解（90分） 授業ノートの作成（90分）

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）第一次世界大戦とヨーロッパ経済11

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）第二次世界大戦とヨーロッパ経済12

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）第二次大戦後のヨーロッパ経済13

授業ノートの作成（90分）該当箇所の教科書の読解（90分）EUへの道14

期末試験勉強
（90分）授業ノートの見直し（90分）まとめ15

試験問題・解説の復習（90分）授業全体の復習（90分）定期試験（６０分）と試験の解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業ノートの作成（90分）

科目名称 西洋経済史（S）

専門科目科目分類区分

松本　哲人（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ECH122135，ECH422036（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

1対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）松本　哲人 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



財政政策，金融政策の主体
と方法を理解することが出
来なかった。

407－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
経済・国際経済の基礎となる理論を学び，日本経済・国際経済の動き（特に要因）を把握し，政治動向やその他の状況変化等を考慮することにより，将来の日本社
会及び国際情勢を展望できるようになる。　日本経済の他国への影響，他国経済の日本社会への影響を考えつつ，グローバル化した経済が我々の日々の生活に大き
く関わっていることを理解できるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学部のDP「１（２）と（４）と（５）」、「２（２）と（３）」.に対応する。

到達目標
国際経済の修学基礎として，需要と供給，財政政策，金融政策を理解する。
国際経済の中心となる代表的な貿易理論，外国為替理論を理解する。
地域の経済統合に関するFTA・EPAの理解と共に，EUの経済統合の大枠を理解する。

授業全体の内容と概要
グローバル化の進展と瞬時に変化する国際情勢を念頭に，講義前半は経済学の基礎・基本理論の理解を深めることに集中する。講義後半では，貿易，外国為替，国
際経済システム，経済統合（EU・ユーロ圏）の課題を考察すると共に，時事問題を通して世界経済の課題と解決策を探っていく。

授業の方法
授業のポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。
開始5～10分は，前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，配布済みレジュメに従い空き行間に重要事項をメモする形の講義形式をとるが，理解度の確認のため
随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
復習を兼ねて，授業中のメモをテキストなどを参考にノートにまとめることを推奨する。中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻3回で欠席1回とみなす。

資格指定科目
中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民）

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経済政策の基礎

貿易と外国為替

地域の経済統合

どの国の経済政策が，どの
ように，日本経済に影響を
及ぼすのか、その要因を説
明することが出来た。

どの国の経済政策が国際経
済，特に日本経済に影響を
及ぼすのかを説明すること
ができた。

主要国の財政政策および金
融政策が国際経済に影響を
及ぼすことを理解すること
が出来た。

財政政策，金融政策の主体
と方法を理解することが出
来た。

主要国の経済政策と貿易・
外国為替との因果関係をそ
の要因から説明することが
出来た。

経済政策と貿易・外国為替
との関係を説明することが
出来た。

貿易と外国為替の因果関係
を説明することが出来た。

貿易および外国為替の仕組
みを理解することが出来た
。

貿易および外国為替の仕組
みを理解することが出来な
かった。

EUの経済統合のメリットと
デメリットを説明すること
が出来た。

経済統合の深化として，通
貨統合のメリットとデメリ
ットを説明することが出来
た。

貿易を主とした経済統合の
メリットとデメリットを説
明することが出来た。

自由貿易の考えから地域の
経済統合を説明することが
出来た。

自由貿易の考えから地域の
経済統合を説明することが
出来なかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 国際経済論（S）

専門科目科目分類区分

小早川俊哉（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECP123146，ECP422035，ECP522039（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は10回以上。　　　　　　　　　
積極的な授業参加（質問する，発言する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

408－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明を含む）と市
場メカニズムについて

オリエンテーション（シラバスの説明を含む）と市
場メカニズムについて（９０分）

2 総需要と総供給（GDP,GNI,など）及び景気 参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）3 経済活動と物価（インフレーションとデフレーショ

ン） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）財政政策（政府の役割を含む）4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）金融政策（中央銀行の役割・機能を含む）5

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）ポリシー・ミックス（財政政策と金融政策）6

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）経済学の基本的考え方についての復讐と中間テスト
（小試験）7

今回のノートをまとめるとともに自身の課題克服の
方法を考える（９０分）

参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）貿易理論（比較優位など）8

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）外国為替理論（中央銀行のスタンスなど）9

10 貿易と外国為替（為替リスク，多国籍企業の行動） 参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）

ブレトンウッズ体制（IMF，世界銀行，GATT，WTO，
変動相場制など）11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）

経済統合Ⅰ（FTA，EPA，TPP，APEC，EU，ASEAN　な
ど概要）12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）

経済統合Ⅱ（統合の深化およびメリットとデメリッ
ト）13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となる経済入門書を読み本授業のイメージを持
てるようにする（９０分）欧州通貨統合とユーロの課題14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）ポリシー・ミックスを復習してくる　（９０分）まとめとして経済統合とポリシー・ミックス15

試験の振り返り（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを
解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 国際経済論（S）

専門科目科目分類区分

小早川俊哉（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECP123146，ECP422035，ECP522039（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



レジメの意義を理解できな
かった。

409－ －

ルーブリック

評価項目

1 佐古　丞 晃洋書房

概要

履修目標
速読法の取得する。テーマと論点を明記するレジメの作成能力の構築する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ　「１（２）と（３）」、　「２（１）」　に対応する。

到達目標
正しい読書法を身に着ければ、知識は自然とついてくることを実感できる。講義を通して、国際政治の成り立ち、今後の行方を展望できるようになる。

授業全体の内容と概要
佐古丞著、『変容する国際政治』を使い、現在の国際政治の体系の成立の歴史的な推移を学びます。理解に必要なのは集中力と論点の整理がうまくできるか否かで
す。時間をかければいいというものではありません。効率よく学んでください。

授業の方法
講義の前半の６０分弱を通常の講義にあて、残りの３０分は各学生が講義内容について何が理解でき、何がわからなかったかを論述してもらいます。３週間ないし4
週間に一度、書き出したメモ書きの提出を求めます。毎回出席して、メモ書きさえ出せば、単位習得可能の講義とします。わからなかったことについて黒板に書き
出すことを求めます。それを前提として、事象について議論します。学生の数人に対して、次週の章について、テーマ、論点を整理したレジメの作成を求めること
もします。質問は随時受け付け、フィードバックします。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視します。１２回以上出席すれば、最低限の成績ではありますが、単位は取得可能と考えてください。（最低出席数は１０回とします。）講義の過程で、
自主的なレポートをする機会を設けます。その発表ひとつひとつが加点の機会だと考えてください。７回以上欠席した場合、特段の事由がない限り、不可とします
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

速読法の理解

論点の把握

知識の習得

自主性

各章のレジメ作成を２時間
以内にできた。

各章のレジメ作成３時間以
内にできた。

レジメの作成の仕方が理解
できた。

レジメの意義を理解できた
。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマ、論点を適切に提示
できた。

テーマの把握、論点の整理
が一応できた。

テーマと論点がわかった。 テーマと論点が理解できな
かった。

適切な知識を身に着けた。 適切な知識を身に着けた。 最重要課題についての知識
を身に着けた。

必要最低限の知識はあった
。

必要最低限の知識が修得で
きなかった。

発表回数多数回以上を達成
した学生。

発表回数３回以上を達成し
た学生。

発表回数２回以上を達成し
た学生。

発表回数１回以上を達成し
た学生。

発表できなかった学生。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『変容する国際政治』 2003年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 国際政治論（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

POL123145，POL422054（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。授業開始後２０分以降の出席は受講回数から除外する（公共交通機関などの遅延の場合は例外とする）。テキス
トを購入しない学生は、無条件で不可とします。（ただし、各講義にその時間のコピーなどを持参したのもは例外とします。）

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

410－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 並存した複数の国際体系 テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）3 並存した複数の国際体系 復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ヨーロッパ国際体系の世界的拡大4

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ヨーロッパ国際体系の世界的拡大5

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）ヨーロッパ国際体系の世界的拡大6

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）第一次世界大戦と第二次世界大戦の衝撃7

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）第一次世界大戦と第二次世界大戦の衝撃8

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）第一次世界大戦と第二次世界大戦の衝撃9

10 変革期としての現代 テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）復習（９０分）

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）変革期としての現代11

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）変革期としての現代12

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）日本と世界13

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）日本と世界14

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）日本と世界15

復習（９０分）テキストに何が書かれているか目を通す（９０分）まとめ　(レポートの解説、フィードバック)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの確認（９０分）

科目名称 国際政治論（S）

専門科目科目分類区分

金子　敏也　（社会福祉学科・特任准教
授）

授業担当者（所
属・職名）

POL123145，POL422054（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）金子　敏也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



読み手に内容が伝わらない
。

411－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
本講義は、学生が北海道における産業の歴史的変遷について学ぶことを目的としている。北海道は明治政府によって計画的に開拓された土地であり、開拓者の苦労
や各産業の発展過程、各産業の特徴について理解することをねらいとしている。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
本講義修了時の達成目標は以下の通り。①北海道の産業における歴史的変遷の概要を自分の言葉で述べることができる。②北海道における各産業の特徴を自分の言
葉で述べることができる。③北海道における各産業の課題を自分の言葉で述べることができる。

授業全体の内容と概要
本講義は、原則１回の講義で１つの産業の歴史、特徴、課題等を網羅的に学ぶが、１次産業（農業，酪農業，漁業，林業）については、政府による保護政策や農協
という特有の組織があることから、詳しく解説する。また、講義回数を重ねて行く中で，他産業と比較分析を交えながら，各産業の特徴をより深く理解する。

授業の方法
本講義は、パワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示して、一連の解説が終了した後、一定の時間、学生がノートを書く時間を取る。
ノートが書ききれない場合は、スマホでの写真撮影を認める。講義の最後に本日のフィードバックとして、講義レポートを実施し、レポートを提出した学生を出席
扱いとする。また、本講義ではアクティブラーニングを活用して、グループワークやディスカッションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義は４年生を対象としていることから、受講マナーを守れる学生のみ受講を認める。マナーの守れない学生は履修中止を勧告する場合がある。

資格指定科目
教職課程（地歴公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

北海道産業史に係るレポー
ト・試験に対応した文章表
現力

北海道における産業別の歴
史と特徴について

課題解決策の提案力

講義で学んだ内容を自分の
言葉で要約ができ、かつ自
分の意見もある。

講義で学んだ内容を自分の
言葉で要約できている。

講義で学んだ内容が書かれ
ている。

最低限、読み手に内容が伝
わる。

講義で学んだ北海道におけ
る産業別の歴史と特徴をそ
れぞれ自分の言葉で３つ以
上述べることができる。

講義で学んだ北海道におけ
る産業別の歴史と特徴をそ
れぞれ３つ以上述べること
ができる。

講義で学んだ北海道におけ
る産業別の歴史と特徴を述
べることができる。

最低限、講義で学んだ北海
道全体の歴史を理解してい
る。

北海道の歴史を全く理解し
ていない。

北海道産業史の課題を３つ
以上述べることができ、か
つその課題に対して具体的
で精度の高い解決策を提案
できる。

北海道産業史の課題を３つ
以上述べることができ、か
つその課題に対して解決策
を提案できる。

北海道産業史の課題を３つ
以上述べることができる。

北海道産業史の課題を最低
１つ述べることができる。

そもそも北海道産業史の課
題を見つけることができな
い。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 大沼盛男 北海道大学図書刊
行会

絶版のため中古でし
か購入できない

978-4832963313

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『北海道産業史』 2002年

2

3

4

5

科目名称 北海道産業史（S）

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８５％ ０％ ０％ ０％ ０％ １５％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

412－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 「北海道産業史」ガイダンス　講義の進め方，評価
方法などを説明

必ずシラバスを読んでから，初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 北海道産業と北海道開拓のはじまり 北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）3 北海道産業の歴史的区分 講義終了時に提示する課題についてレポートを作成

すること。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における農業と酪農の歴史的変遷4

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における林業と漁業の歴史的変遷5

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における食品工業の歴史的変遷6

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における石炭業の歴史的変遷7

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における製造業の歴史的変遷①8

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における製造業の歴史的変遷②9

10 北海道における建設業の歴史的変遷① 北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における交通・運輸業の歴史的変遷11

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における卸・小売業の歴史的変遷12

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道における観光・ホテル業の歴史的変遷13

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

北海道の歴史に関する新聞記事やインターネットの
記事を読むこと。（９０分）北海道におけるＩＴ産業の歴史的変遷14

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）まとめ　試験対策15

フィードバックを受けて、北海道産業史を総括する
。（９０分）定期試験に向けた対策をしてくること。（９０分）定期試験とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

科目名称 北海道産業史（S）

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館２階

単位数 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



専門知識について理解でき
なかった。

413－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が，コミュニティ心理学の理念と目標を理解し，コミュニティ心理学的介入方法について理解する。さらに，学生が，いくつかのコミュニティ活動の事例につ
いて見聞きしながら，実際のコミュニティにおける問題解決への心理学的アプローチの可能性について考察する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（４）」，「２（２）」に対応する。

到達目標
①コミュニティ心理学で扱われる理論や専門用語の内容を理解する。
②実際のコミュニティ活動を通した問題解決の事例を，心理学の知見を援用しながら説明する。
③コミュニティ心理学に関するテーマについて，調べ，整理し，スライド資料を用いて紹介する。

授業全体の内容と概要
コミュニティ心理学の理念・目的に基づき，人が環境に適応するための援助だけでなく，個人を取り巻く環境改善への介入・援助の方法について学ぶ。さらに，従
来の臨床心理学的なアプローチに加え，社会心理学的アプローチの可能性についても考察する。

授業の方法
前半は板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，講義形式で行う。前半の最後に授業内課題を実施し，知識の定着を図る。後半は履修生によるプレゼン
テーションを実施する。質問には随時対応し，課題にはコメントをしてフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総合
評価から大幅に減点することがある。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の応用

プレゼンテーション

専門知識について，９割以
上理解できた。

専門知識について，８割程
度理解できた。

専門知識について，７割以
上理解できた。

専門知識について，６割以
上理解できた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を詳しく説明
できる。さらに，コミュニ
ティ心理学の知識の枠組み
を元に，自ら社会問題の原
因や優れた解決策を提示す
ることができた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できる
。さらに，コミュニティ心
理学の知識の枠組みを元に
，自ら社会問題の原因や解
決策を提示することができ
た。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できた
。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きなかった。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を９割以上できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を８割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を７割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を６割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を満たすことができなか
った。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本コミュニティ心理学研究委
員会

新曜社 ９７８－４－７８８
５－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『コミュニティ心理学：実践研究のための方法論
』

２０１９

2 植村勝彦 ナカニシヤ出版 ９７８－４－７７９
５－

『コミュニティ心理学入門』 ２００７

3

4

5

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123072，CLP423049，CLP523045（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は星槎道都大学学生便覧に準じる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １００％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

414－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明，コミュニテ
ィとは？） コミュニティについて調べる（９０分）

2 コミュニティ心理学の歴史と特徴 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 コミュニティ心理学の理念と心理学者の役割 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ心理学の理論とモデル4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）予防プログラム5

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）危機介入とコンサルテーション6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）ソーシャルサポートとセルフヘルプ7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ感覚と市民参加8

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの振り返り9

10 プレゼンテーション①（テーマ，発表順の決定，準
備） 関連する文献を読む（９０分） 発表テーマに関する資料を収集する（９０分）

スライド資料をまとめる（９０分）発表テーマに関する資料を収集する（９０分）プレゼンテーション②（準備，ディスカッション）11

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション①（第
１グループ）12

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション②（第
２グループ）13

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション③（第
３グループ）14

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）総合的まとめ15

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの解説とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本授業で扱うテーマを確認する（９０分）

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123072，CLP423049，CLP523045（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



専門知識について理解でき
なかった。

415－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
産業・組織について，心理学の領域ではどのような研究がなされているのかを理解する。さらに，そのような心理学的知見が社会（産業・福祉）の中でどのように
活用されているのかを考える。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①産業心理学領域で扱われる理論や専門用語の内容を説明する。
②産業心理学領域で扱われる理論や専門用語が，社会活動の中でどのように活かされているのかを指摘する。
③学んだ知識的枠組みを手掛かりとして，現在の産業分野の社会問題の原因や解決方法を考察する。

授業全体の内容と概要
スライドや板書，配布資料を活用しながら，講義形式で行う。また，授業中に振り返り課題を実施し，知識の定着を図る。

授業の方法
スライドや板書，配布資料を提示しながら講義形式を中心に進行する。途中にディスカッションを取り入れることがある。質問には随時対応し，振り返り課題には
コメントをしてフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総合
評価から大幅に減点することがある。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の活用

専門知識の応用

専門知識について，９割以
上理解できた。

専門知識について，８割程
度理解できた。

専門知識について，７割以
上理解できた。

専門知識について，６割以
上理解できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を３つ以上挙
げ，その理由についても説
明できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を２つ以上挙
げ，その理由についても説
明できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を１つ以上挙
げ，その理由についても説
明できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を１つ以上挙
げることができた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げること
ができなかった。

提示された社会問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。さらに，産業心理学
の知識の枠組みを元に，自
ら社会問題の原因や解決策
を２つ提示することができ
た。

提示された社会問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。さらに，産業心理学
の知識の枠組みを元に，自
ら社会問題の原因や解決策
を１つ提示することができ
た。

提示された社会問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 白樫三四郎 有斐閣 ９７８－４－６４１
－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『産業・組織心理学への招待』 ２００９

2 杉山崇 北樹出版 ９７８－４－７７９
３－

『入門！産業社会心理学』 ２０１５

3

4

5

科目名称 産業心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123073，SOP423048，SOP523044（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
再試験は実施しない。単位認定に必要となる最低出席回数は星槎道都大学学生便覧に準じる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ３０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

416－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明，産業心理学
の歴史と研究領域）

産業心理学とはどのような学問領域かを調べる
（９０分）

2 動機づけ①（モチベーションの理論の基礎） 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 動機づけ②（モチベーションの理論の発展） 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング①（ストレスモデル
）4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング②（産業カウンセリ
ング）5

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）２回から５回までの内容を振り返る（９０分）まとめ①（動機づけと職場ストレス，カウンセリン

グ）6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織①（集団の意思決定）7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織②（集団状況でのパフォーマンス）8

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織③（多様性と共同社会）9

10 リーダーシップの諸理論 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）７回から１０回までの内容を振り返る（９０分）まとめ②（集団・組織とリーダーシップ）11

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動①（消費行動を規定する心理要因）12

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動②（消費者をとりまく心理要因）13

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）人事アセスメント14

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）１２回から１４回までの内容を振り返る（９０分）まとめ③15

試験でわからなかったことを再確認する（９０分）資料を確認し，自分の言葉で授業内容を説明できる
ように準備する（９０分）６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

産業心理学で扱う内容について確認する（９０分）

科目名称 産業心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123073，SOP423048，SOP523044（科目ナンバリング： ）

３Ｑ

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



定期テストの得点が６割未
満であった。

417－ －

ルーブリック

評価項目

1 安彦忠彦ほか 勁草書房 9784326251421

概要

履修目標
教職に必要な知識や技能のうち、教育の基本概念をはじめ、教育を成り立たせている要素と相互関係、教育及び学校の変遷、学校教育の諸分野に関する基礎的事項
を身に付ける。教職に必要な思考力・判断力・表現力等の能力及び主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
授業のテーマについて考え、根拠を示しながら自分の意見をまとめ、他者と意見交換をしたり発表したりすることができる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換、発表等
の一連の活動を行う。教育に関する内容は複数のテーマにかかわることが多いため、シラバスに示した学修内容を再構成し１５回の授業全体を通して学修を完結す
る形とする場合がある。このため、各授業の冒頭において、当該の授業内容とシラバス上の授業テーマとの関連を明示する。

授業の方法
各回のテーマに関してプレゼンテーションソフトウェア及びプリント等を使用して説明を行う。各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対
話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して、グループワークを中心として思考・考察、意見交換、発表等の一連の活動を行う。課題について
は、観点別の評価とコメントによりフィードバックを行う。要望については口頭及びメール等で対応する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○思考・考察、討論・発表等の活動を行うので、積極的に参加すること。
〇講義の前後に行う学修課題を課しますので真剣に取り組むこと。
○プリント類は、ファイル等に綴って適切に管理し、学修に役立てること。
○欠席した場合は、Microsoft Teamsからプリント等を入手すること。
○講義中の私語・居眠り等は厳に慎むこと。
○講義中は特に指示がない場合にはスマートフォンをカバン等の中に格納すること。
○講義では演習を行うため、座席を指定する。
○講義開始時間までに用便を済ませておくこと。
○３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
○学修に向かう姿勢及び課題はすべて点数化・集積し評価点とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考の深さ

判断の的確性

表現の適切性

主体性・協働性

定期テストで９割以上の得
点を上げた。

定期テストで８割以上の得
点を上げた。

定期テストで７割以上の得
点を上げた。

定期テストで６割以上の得
点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマにつ
いて、既に学修した知識や
自らの経験等と関連させな
がら深く多面的に考え、根
拠を明らかにしながら、論
理的に自分の意見をまとめ
ることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて多面的に考え、根拠を
示しながら論理的に自分の
意見をまとめることができ
た。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめているが、根拠の記述
や論理性に課題があった。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめてはいるが、根拠の記
述や論理性が著しく欠けて
おり、期待される最低限の
基準に到達することができ
なかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマの意
味を的確にとらえ、期待さ
れるすべての論点に言及し
た。各論点について論理を
明確にしながら自分の意見
をまとめることができた。

与えられた思考テーマの意
味をとらえているが、期待
されるすべての論点には言
及できなかった。言及した
論点については論理を明確
にしながら自分の意見をま
とめることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて自分の意見をまとめて
はいるが、思考テーマの意
味のとらえに課題があり、
期待される論点に十分には
言及できなかった。

与えられた思考テーマにつ
いて記述しているが、思考
テーマの意味のとらえが不
十分であり、期待される最
低限の基準に到達すること
ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員の意見の趣旨を的
確にとらえ、簡潔にまとめ
て記述した。誤字脱字がな
く、丁寧に書くことができ
た。各欄の記述の分量が期
待される分量の９割を超え
た。

他の成員の意見の趣旨を簡
潔にまとめて記述すること
ができた。誤字脱字が少な
い。各欄の記述の分量が期
待される分量の７割程度で
あった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、その趣旨を十分
にまとめ切れなかった。誤
字脱字が散見された。各欄
の記述の分量が期待される
分量の５割程度であった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、内容が極めて不
十分であった。誤字脱字が
多くみられた。各欄の記述
の分量が期待される分量の
３割程度であるなど、期待
される最低限の基準に到達
することができなかった。

他の成員との意見交換に渋
々参加していた。他の成員
の意見の理解が極めて不十
分であった。自分の感想等
を記述しているが、論点が
ずれているなど、期待され
る最低限の基準に到達する
ことができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員と積極的に意見交
換を行った。他の成員の意
見を十分に理解し、自分の
感想等を記述することがで
きた。自分の意見と異なる
他の成員の意見に対して疑
問点や反論等を記述数Ｒこ
とができた。

他の成員と意見交換してい
るが特段積極性は見られな
かった。他の成員の意見を
理解し、自分の感想等を記
述することができたが、自
分の意見と異なる他の成員
の意見に対しての記述は見
られなかった。

他の成員と意見交換してい
るが、消極的であった。他
の成員の意見の理解に不十
分な面があった。自分の感
想等を記述してはいるが、
表面的なものにとどまった
。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新教育原理　改訂２版』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

科目名称 教育原理（S）

専門科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121078，EDU241088,
EDU341087，EDU441103，EDU541114（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして総合的な学習の時間の指導法に関連する諸
事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１３回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

418－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明含む）
教育の目的と本質について

シラバスを確認して学修の心構えを、持つこと。
（９０分）

2 教育と人間の成長・発達について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）3 社会の変動と教育について 本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ

と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育（歴史と展開）について4

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）世界の教育（歴史と展開）について5

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育制度と行政について6

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）主要国の学校制度と教育改革について7

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）学校と教師について8

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）教育の内容と教育課程について9

10 教育の方法と技術について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）道徳教育、特別活動の原理と方法について11

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）総合的な学習の時間の原理と方法について12

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）外国語活動の原理と方法について13

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

生徒指導と教育相談・キャリア教育と進路指導につ
いて14

前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）特別支援教育の原理と方法について15

試験を振り返り、自分の学修姿勢を評価すること。
（９０分）前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）70分の試験終了後，残りの20分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

科目名称 教育原理（S）

専門科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121078，EDU241088,
EDU341087，EDU441103，EDU541114（科目ナンバリング： ）

１Ｑ

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして総合的な学習の時間の指導法に関連する諸
事項を講義する。

基本情報

開講時期



専門知識について理解でき
なかった。

419－ －

ルーブリック

評価項目

1

概要

履修目標
学生が，教育心理学領域で扱われる理論や専門用語を理解し，それらの知識的枠組みが日常で行われている教育活動の中でどのようにいかされているのかを理解す
る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（４）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
①教育心理学領域で扱われる理論や専門用語の内容を説明する。
②教育心理学領域で扱われる理論や専門用語が，日常の教育活動の中でどのように活かされているのかを指摘する。
③学んだ知識的枠組みを手掛かりとして，現在の教育問題の原因や解決方法を考える。

授業全体の内容と概要
教育心理学で扱われるテーマのうち，学習，評価，発達（発達障害を含む），パーソナリティ，臨床心理について講義を行う。それぞれのテーマについて，代表的
な理論や専門用語を解説し，それらが日常生活でどのように活用されるのかを考察する。授業では，スライド，板書，配布資料を活用しながら講義を進める。

授業の方法
各回の最後に次回のキーワードを示す。各自、予習としてキーワードの内容を調べたうえで授業に臨むこと。授業では，スライド，板書，配布資料等を適宜活用し
ながら解説をする。質問には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総合
評価から大幅に減点することがある。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の活用

専門知識の応用

専門知識について，９割以
上理解できた。

専門知識について，８割程
度理解できた。

専門知識について，７割以
上理解できた。

専門知識について，６割以
上理解できた。

提示された専門知識が活か
されるような教育活動を３
つ以上挙げ，その理由につ
いても説明できた。

提示された専門知識が活か
されるような教育活動を２
つ以上挙げ，その理由につ
いても説明できた。

提示された専門知識が活か
されるような教育活動を１
つ以上挙げ，その理由につ
いても説明できた。

提示された専門知識が活か
されるような教育活動を１
つ以上挙げることができた
。

提示された専門知識が活か
されるような教育活動を挙
げることができなかった。

提示された教育問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。さらに，教育心理学
の知識の枠組みを元に，自
ら教育問題の原因や解決策
を２つ提示することができ
た。

提示された教育問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。さらに，教育心理学
の知識の枠組みを元に，自
ら教育問題の原因や解決策
を１つ提示することができ
た。

提示された教育問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができ，その理由を説明で
きた。

提示された教育問題の原因
や解決策を１つ挙げること
ができた。

提示された教育問題の原因
や解決策を挙げることがで
きなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 西村純一・井森澄江 ナカニシヤ出版 ９７８－４－７７９
５－

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教育心理学エッセンシャルズ[第２版]』 ２０１０

2 工藤俊郎・高井直美・上田恵津
子・菅原康二

八千代出版 ９７８－４－８４２
９－

『基礎から学ぶ教育心理学』 ２００４

3 田爪宏二 ミネルヴァ書房 ９７８－４－６２３
－

『よくわかる！教職エクササイズ②　教育心理学
』

２０１８

4

5

科目名称 教育心理学（S)

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122061，EDP242090，EDP342089，E
D442105，EDP542116（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
再試験は実施しない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ４０％ ０％ ０％ ０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

420－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明，授業の進め
方，教育心理学とは） 教育心理学で扱う領域について調べる（９０分）

2 学習の理論１（古典的条件づけ　等） 提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分） 今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）

提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）3 学習の理論２（サイン・ゲシュタルト説　等） 今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）

学習の諸現象（動機づけ　等）と評価（絶対評価，
相対評価，形成的評価　等）4

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）学習の過程（発見学習，題解決学習　等）5

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）

集団と評価の歪み（ピグマリオン効果，ハロー効果
　等）6

これまでの学習内容について振り返る（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）記憶（短期記憶，長期記憶，忘却曲線　等）7

授業内ワークで理解できなかった箇所を復習する
（９０分）これまでの学習内容について振り返る（９０分）これまでのまとめ①（学習，記憶の理論を振り返る

）8

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）発達の基礎（遺伝説，環境説，相互作用説　等）9

10 発達の諸理論（認知的発達理論） 提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分） 今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）発達の諸理論（エリクソンのライフサイクル論）11

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）精神分析と防衛機制12

今回の内容をまとめ，疑問点を整理する（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）

パーソナリティ理論（類型論と特性論）と代表的な
パーソナリティ検査13

これまでの学習内容について振り返る（９０分）提示されたキーワードについて，内容を調べ，まと
める（９０分）配慮を要する子どもの理解と支援14

提示されたキーワードについて，説明できるように
復習する（９０分）これまでの学習内容について振り返る（９０分）これまでのまとめ②（発達，パーソナリティ，心理

的支援を振り返る）15

試験でできなかった問題を振り返る（９０分）提示されたキーワードについて，説明できるように
準備する（９０分）６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教育心理学で扱う内容を振り返る（９０分）

科目名称 教育心理学（S)

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122061，EDP242090，EDP342089，E
D442105，EDP542116（科目ナンバリング： ）

４Ｑ

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期



教育方法理論について、理
解ができなかった。

421－ －

ルーブリック

評価項目

1 柴田義松・山崎準二編 学文社 978-4-7620-2869-4

概要

履修目標
教師がもつべき専門的教養の中核となる教育の方法と技術について、現実的な課題を整理しながら、実践的技術を解明するための知識を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（２）と（３）と（５）」、「２（２）」に対応する。
建築学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。
デザイン学科のＤＰ「１（１）と（２）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
児童生徒に正しい効果的な学び方を指導し、自ら学ぶ力をつけさせる方法論を会得し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換発表等の
一連の活動を行う。内容は、教育論、児童生徒理解、カリキュラム、授業づくり、学力と教育評価等について扱う。

授業の方法
教科書を輪読し、パワーポイント及び配布物資料で教科書の内容を確認するとともに、テーマに関する事項について、思考・考察、意見交換、討議、発表等の一連
の活動を行うなどして、総合的に教育の方法を習得させる。グループワークにて発表及びレポート提出も行う。なお、グループワーク発表、レポートにはコメント
にてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職を目指す学生としてふさわしい受講態度で履修すること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育方法理論の理解

教育技術の思考・判断・表
現

授業への参加態度・姿勢

教育方法理論について学修
した知識・技能を基盤に、
さらに学修を深めようとす
ることができた。

教育方法理論について意欲
的に学び、必要な知識・技
能を理解することができた
。

教育方法理論についての知
識・技能を理解できた。

教育方法理論について、知
識・技能を一定程度理解で
きた。

教育技術について積極的に
思考・判断し、自ら表現を
工夫して活動することがで
きた。

教育技術について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

教育技術について、思考活
動に取り組み、表現するこ
とができた。

教育技術について、一定程
度思考活動に取り組み、表
現できた。

教育技術について、思考・
判断・表現について必要な
取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への一定程度の関心を
もつことができた。

授業へ積極的に参加するこ
とができなかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教育の方法と技術　第三版』 2019

2

3

4

5

1 文部科学省 東山書房 978-4827815580

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領(平成29年3月告示）』 2018

2 文部科学省 東山書房 978-4827815672『高等学校学習指導要領(平成30年3月告示）』 2018

3

4

5

科目名称 教育方法論（S・D・A)

自由科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122128，EDU242099，EDU342096（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年、建築学科・２年、デザイ対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ２０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

422－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
～シラバスの説明、教育方法論の概要～ シラバスを確認しておくこと。（９０分）

2
教育方法学の歴史①
・ソクラテス法，コメニウスの教授法の特質、ルソ
ーの教育方法史上の位置ほか

指定した教科書の「問題１～５」を事前に読んでお
くこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

指定した教科書の「問題６～９」を事前に読んでお
くこと。　（９０分）3

教育方法学の歴史②
・２０世紀初頭の新教育運動、集団主義教育と総合
技術教育の思想ほか　

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１０～１２」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）現代社会と教育4

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「１３～１４」を事前に読んでお
くこと。　(９０分）学校の現在と学校論5

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１５～１６」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）教育改革の内容6

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１７～１８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム①
・児童中心カリキュラム、学問中心カリキュラムほ
か

7

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１９～２３」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム②
・子どもの発達段階と教育との関係、「総合的な学
習の時間」の意義と課題ほか

8

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題２４～２９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム③
・「教科書を教える」と「教科書で教える」、プロ
グラム学習ほか

9

10 授業論（授業の構造、学習指導案、発問等） 指定した教科書の「問題３０～３５」を事前に読ん
でおくこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題３６～３９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と情報機器の活用11

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４０～４８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と視聴覚教材の活用12

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４９～５４」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

模擬授業（学習指導案、板書とノート指導、机間巡
視）13

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題５５～６０」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

学力と教育評価①
・相互評価と絶対評価、自己評価、「到達目標と方
向目標」

14

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題６１」と配布資料を事前に
読んでおくこと。（９０分）

学力と教育評価②
・指導要録、障害のある児童・生徒の教育ＬＤ（学
習障害）・ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）ほか　

15

試験の結果を見直す。（９０分）指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と。　（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料に基づき「教育方法論」について概念を確
認すること。（９０分）

科目名称 教育方法論（S・D・A)

自由科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122128，EDU242099，EDU342096（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・２年、建築学科・２年、デザイ対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期



授業で扱った学校内での問
題点について、感想文にま
とめてることができなかっ
た。

423－ －

ルーブリック

評価項目

1 教科書なし

概要

履修目標
学校という集団に不適応な児童生徒が激増している。また，非行，暴力，いじめ，登校拒否，心身症などの問題行動への教師の対応の仕方として，カウンセリング
・マインドによる指導や援助が必要となっている。学校における教育相談の進め方についての考え方や基礎知識を身につけ，教育活動に活かせる援助的な指導方法
の能力を身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１（１）と（２）と（４）と（５）と（６）と（７）」、「２（２）」に対応する。

到達目標
不適応行動や問題行動の児童生徒を正しく理解し，適切な対応をするための教師としてのカウンセリング・マインドの態度や方法について基本的な知識・能力を身
につける。

授業全体の内容と概要
学校教育における教育相談の意義と役割およびカウンセリングの理論と技法の基礎を埋解し，教育活動での実際的な活かし方を，ケース・スタディをとおして，講
義のほか，受講生の発表や討議によって内容を深める。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う（グループワーク含む）。授業の最後に授業で学んだことや質問をまとめて提出することで
出席とする。提出物は全て成績に反映される。質問は随時受付、回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「教育」に関する新聞記事を常に読んでおくこと。授業では，常に「教師」としての視点で考えることを心がけること。出席と授業中の姿勢や態度を重視する。課
題レポート等による総合評価。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育相談についての理解

教育相談の視点に基づく思
考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度（生徒や保護者への対応
の見立て）

授業で扱った学校内での問
題点について、資料やDVD
等の内容にも触れ自分の考
えを含めながら詳細に感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、自分の考え
も含めて大枠で感想文に、
まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、大枠で感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、一部を感想
文に、まとめていた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して十分に考察を行うこ
とができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関しておおむね考察を行う
ことができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して一定程度考察を行う
ことができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きなかった。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをわかりやすく説明で
きた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをおおむね説明できた
。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを一定程度説明できた
。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明できた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明することができ
なかった。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 西本絹子 萌文書林 978-4-89347-211-3

参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教師のための初等教育相談』 2015

2

3

4

5

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124076（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士が不登校やいじめなど児童生
徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

424－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。
～オリエンテーション～教育相談の意義と役割 教育相談に関する文献を読むこと（９０分）

2 教育相談の組織と運営　～校内体制および他機関等
との連携 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。

（９０分）

教育相談に関する文献を読むこと（９０分）3 児童生徒理解と教育相談
（１）相談の対象と問題発見・心理テストの活用

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）児童生徒理解と教育相談

（２）問題行動のメカニズム4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）不登校、いじめへの対応5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（１）6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（２）7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（１）教育相談を活かす学級経営8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（２）学級内の問題生徒の指導9

10 学習指導と教育相談 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）生徒指導と教育相談11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（１）12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（２）13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（３）14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学校カウンセリング：学校カウンセラーと教育相談15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124076（科目ナンバリング： ）

２Ｑ

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士が不登校やいじめなど児童生
徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期


